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開 題

昭和40年代の推移概観

情報システムのネットワーク的展開

MISのその後の推移

コンピュタリゼーションと日本的経営

その他の若干点について

むすび－実態と情報について

1． 開 題

この経営機械化シリーズで4Imにわたって試論的に発表したものに，修正補

充を行って，さきに「日本経営機械化史」（昭和50年11月，日本経営出版会刊）

を不十分ながら一応とりまとめた。これはわが国におけるPCSから EDPS

までの経営機械化の推移を戦前戦後にかけて考察したのであるが，それはコン

ピュータ第3世代のはじまった昭和40年ごろでおえているのである。|,1まぐる

しい経営機械化の展開のなかで，いわば歴史として一応定者したものとみられ

るのは，そのころまでと思われたからである。また昭和40年代からこの10年の

展開が，余りにも匹範にかつ多様に推移しつつあるので，これをとりまとめる

のは，他により適当な人があると思われ，さらに形式的に，またそのころから

マクロ的には，コンピュータ白書などの諸資料が年々まとめられていることで

もあるので，その前の時期で筆をおいたのである。しかしながら，経営機械化

なり，情報システムの諸問題に関心をもちつづけ，さらに今後についても何ら
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かの考え方をもちたいと思っている筆者としては，第3世代に入って，さらに

3．5世代ともいわれるとの10年の推移における特徴と課題についても，当然の

ことながらあるていど考察しておく必要があると思うのである。この10年につ

いてここでも多少ともふれておきたいと思うのである。

また筆者の「日本経営機械化史」について，貴重な書評をいただいたことか

らも，多少とも補論的考察をしたいと思うようになった。甲南大学経営学部の

山本純一教授からの『国民経済雑誌』第134巻第3号（昭和51年9月）におい

て，過分の紹介をいただいたあとで，「この研究成果を基礎として，経営機械

化が，例えば現代的経営の理念や体質ないし行動をいかに変革してきたし，し

ようとしているか。経営のシステムや，機能ないし経営管理の実践的体系とし

ての組織が，いかに革新されようとしているか等，多くの研究課題にとりくま

ねばならないであろう。そしてそれによってこそ立体的な経営機械化論の研究

がさらに促進されるであろう」との指摘をいただいた。

さらに神戸大学経営学部の小野二郎教授からも，「経営史学』第11巻第2号

（昭和51年10月）において，行き届いた紹介と特徴の指摘のあとで，「上のよ

うな特艮が反面本書の弱点ともなっている。つまり各時代において機械化の対

象となった個々のシステムを具体的に説明することがなされなかったために，

例えば同じ造船業の原価管理システムであっても, PCS時代と現代とではど

のように異なるのかが明らかにされえず，………また断片的な叙述としてはか

なり重要な指摘もみられたが，経営機械化の経営活動全般に及ぼす影響につい

て，史的考察を加えた独立の一章がなかったのが惜しまれる」との指摘をいた

だいた。

いずれも，きわめてもっともな指摘である。今後とも関心をもちつづけるな

かで，考察したいと思っているけれども，この補論において今直ちに多少とも

これらの諸点に論及する能力と余裕をもっていないことは申訳ない次第であ

る。とはいえこのような貴重な書評を問題意識としつつ，そのためにも，この

10年の推移についても多少とも考察を進めたいと思ったのである。

そのために，昭和51年中において，若干の時間をさいて，東西の電力会社，
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東京，大阪に本部をもつ都市銀行の一部，証券取引所ならびに関連企業，繊維

から自動車，電機にわたるきわめて一部の製造業などの情報システムの実態に

ふれて，ほんのアウトラインながら，この10年の推移をかい間みた。これとと

もに手元の若干資料を参照しつつ，考察を試みたのである。

ここでは，その結果を，情報システムのネットワーク的展開, MISのその後

の推移，コンピュータリゼションと企業経営，とりわけ日本的経営とのかかわ

り，その他若干の問題にわけて，概論的な考察を展開することとした。問題が

広汎なのに対して，きわめて限られた時間と不十分なとりくみにとどまったの

であるが，「日本経済機械化史』の補論という意味でとりあげたのである。

2． 昭和40年代の推移概観

この10年間のコンピュータをめぐる推移はよく知られているところである

が，『日本経営機械化史」の補諭という意味と，後諭展開の便宜から，ここで

簡単に示すこととする。

①昭和40年代後半は，電子計算機産業の輸入の自由化，技術の自由化，そして

資本の自由化の展開で特徴づけられる。それは昭和51年4月1日のソフトウ

ェア100%資本自由化で一応終った。

②それは，昭和39年（1964年）4月IBM 360シリーズの発表からの第3世代

の内外各社のこれに対応する新機種シリーズの発表，昭和45年IBM 370シ

’ノーズの発表からの3．5世代といわれるなかで，国産6社の集約化による富

士通と日立,H本電気と東京芝浦，沖電気と三菱電機のグループ。化でのそれ

ぞれMシリーズ, ACOSシリーズ, COSMOシリーズの昭和49年(1974年）

代の発表に至る推移として，具体的に展開せられた。

③またこの時期に，データ通信回線の利用の制度化によって，コンピュータの

利用の広域的展開が急速にみられるようになった。いわゆる通信回線の開放

を主とする公衆電気通信法の一部改正が昭和46年5月に公布され，データ通

信の従来の専用線にくらべ共同使用，他人使用の制限が相当大巾に緩和せら



経営機械化研究の展開4

れることとなった。後にもふれるように，オンライン・システムが急速に増

加することとなった。

④1974～75年の国際比較で汎用コンピュータ設置台数は，アメリカが72 , 000

台，わが国がこれについで32 , 000台で第2位，これにつぐのは西ドイツの

12,000台である。これを第3世代のはじまった1965年のアメリカ26, 340台，

第2位西ドイツ1,980台，第3位わが国の1,790台となっており，ほぼ10年間

にアメリカは2.7倍，西ドイツは6倍，そしてわが国は17.8倍の増加を示し

ている。規模を別にすると，相当急速な普及ぶりである。このわが国の昭和

50年（1975年）末の普及32,447台のうち製造業9,564台で,10年前にくらべ

て11.0倍であるのに対して，卸，小売，商事は9,879台で49.6倍，金融機関

3,882台で31.3倍，サービス業（一般サービス，情報サービス）2,423台で

23.7倍となっていて，3次産業における普及の顕著なことが目立っている。

さきのデータ通信の利用ともかかわっていると思う。

⑤またこの間の情報処理産業の発展も著しいものがあった。日本電子計算機株

式会社の調査によると，計算センターならびにソフトフェア開発企業は，昭

和51年1月1日現在で842事業体，これを昭和40年4月末の108事業体と比較

すると，この間の激増が知られる。この842のうち，独立計算受託企業734,

公共機関55,メーカーおよび関係販売会社53となっている。

きわめて大まかなこの10年の発展の一部を示したにすぎないが，年々のコン

ピュータ白書（日本情報処理開発協会刊）などに詳しいので，これ以上はふれ

ない。以下では，さきにのべたように，コンピュータ利用が，第3世代に入っ

て，広域的展開としてのオンライン・リアルタイムの展開，集約浸的透として

の MISの展開の両面に，相関連しつつみられるので，これらの側面から，筆

者のささやかな見聞と手元の資料によって，この10年の推移と特徴と課題につ

いて若干の考察を試みることとする。

3． 情報システムのネットワーク的展開



日本経営機械化史補論 5

わが国の情報システムにおけるオンラインのネットワークは，『日本経営機

械化史』でも示したように，昭和39年（1964年）から始まっている。国鉄のみ

どりの窓口,11本航空，全日空の座席予約システムから，東海銀行の内国為替

オンラインなど，ついで昭和40年には，三井銀行の普通預金の一部の地域での

オンライン，とつづき，やがて製造業でも自動車工業における組立ラインのオ

ンライン管理，販売管理オンラインなどと展開したことは，まえにみたところ

である。

特定通信回線利用による自営のオンラインシステムは，昭和39年（当時はデ

ータ通信用専用回線）に5システムで始まったのが，昭和50年3月末で1,126

システムに達し，対象業務別では，製造業，商事会社などの生産，販売，在庫

などの事務管理を主とする370システム，銀行，信用金庫などの預金，為替業

務が181システムなどとなっている。このほかに，電電公社自らのデータ通信

サービスとして昭和43年から始めたものに,50システム(51年度末)がある。こ

のうちユーザーのための各種データ通信サービスと，昭和45年からのDRESS

（販売，在庫管理サービス），昭和46年からのDEMOS (科学技術計算サー

ビス）などの公衆データ通信サービスとがある。いずれにしても，さきにふれ

たように，コンピュータのいわゆる3.5世代化，周辺端末機器の発達と，デー

タ通信用回線利用についての昭和46年の改正が，その背景となっていることは

いうまでもない。しかしながら，これらの概況は，諸資料で既に明らかなとこ

ろで，これ以上ここにふれる必要のないところである。

ここでは，この1年の筆者のささやかな見聞と手元の資料による若干の考察

を試みることとしたい。

第1は，情報システムの展開の方向についてである。筆者は第3世代の情報

システムは, MISの考え方にもとづく集約的浸透と，ネットワークによる広

域的展開とを，相関連しつつも，2つの方向とみたのであるが，意思決定と直

接にかかわる集約的浸透より，より日常業務的な広域的展開が，より先立つと

みていたのであるが，ほぼその方向での展開が，この10年に顕著にみられたと

いうことである。MISを集的的浸透と位置づけた方向については次項にのべ
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る。

第2は，企業におけるオンラインによるネットワークの展開は，製造業の場

合には，なにより，製造，販売における管理の高度化が目指されたのであり，

3次産業の場合には，金融機関における預金，為替にみられ，また電力会社の

需要家情報システム，証券会社の顧客情報ファイルにみられるように，顧客サ

ービスないし，マーケティング的視点が重視せられてのこととみられるのであ

る。

第3は，情報システム部門とその実働部門であるコンピュータ部門ないし情

報処理部門関係についてである。製造業においてはいずれも社内部門として位

置づけられていることが多いようであるが，3次産業においては，金融機関，

電力会社，証券関係など若干の見聞にとどまるものの，いずれも同一社内の部

門とするものと，情報処理部門を別会社とするものとが，いずれの場合にも対

照的にみられたことは興味深い。経営者のフィロソフィ，経営政策，管理上の

考え方などの相毘にもとづくもので，経営問題としての特徴点のひとつといえ

よう。

第4は，3次産業と1部の製造業において，情報処理ないしコンピュータ部

門が，その組織上の位置づけのいかんをとわず，施設的に独立した立地と建物

によるものが次第に増加しつつあることも最近の顕著な特徴といえよう。それ

はとりわけ昭和40年代後半から，東京，大阪でみられ，やがて昭和40年代末に

は，俗にコンピュータ・マンションと称せられるような不動産業の対象として

の事業もみられはじめるに至った。

第5は，オンラインのネットワークは，必然的に企業の境界をこえる展開を

示しつつあることも，特徴のひとつである。製造業の場合には，部品系列とか

販売系列ないし，なんらかの関連企業という範囲の企業の境界をこえる情報シ

ステムを主としているようであるが，3次産業の場合は，文字通り企業の境界

をこえるネットワークの展開が大規模にみられるようになって，新しい課題を

もたらしつつあるように思う。

(刀 その典型は金融機関にみられる。全国の地方銀行の内国為替オンラインが
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はじめられたのは，昭和43年10月のことであった。これが全国の銀行のオン

ライン化となったのは昭和48年4月である。都市銀行，地方銀行をふくみ，

信託銀行，長期信用銀行など88行，約7,200ケ店からなっている。いずれも

電電公社と共同であることはいうまでもない。昭和51年10月には全国信用金

庫連合会(470社4,691社）が全国信用金庫データ通信システムをはじめ，や

がて昭和54年にはさきの全国銀行データ通信システムへの統合が予定せられ

ているという。

(ｲ）証券取引所を中心とする情報伝達機械化システムもまた典型例のひとつで

ある。東京，大阪の証券取引所，主要証券会社は，コンピュータ導入の先駆

の一分野であることは，『日本経営機械化史」にも詳論したところで，ここ

にはくりかえさない。東京証券取引所の売買立合場の市況情報を，証券会

社，各地証券取引所などと即時オンラインによる伝達システムが始められた

のは，昭和49年10月からである。これには，昭和46年10月設立の株式会社市

況情報センターが介在して, Quickビデオ・システムとして，ボード，ある

いはビデオによる表示サービスが行なわれ，また同社による各社関連情報提

供が行なわれている。

以上の2例は，企業の境界をこえるオンライン・システムの典型というべ

く，その結果としての新しい課題をもたらしつつある。前者金融機関の場合，

小切手処理のコンピュータ化から先行したアメリカのEDPS以上に，わが国

の場合はかえっていわばペーパーレスの段階まで先行している部分がみられる

ようになり，後者証券情報システムの展開が，今日地方証券取引所，従ってま

た地方所在証券会社の存立問題にも，すぐなくない影響をもたらしつつあるこ

とは，現に知られる如くである。

オンラインによる情報システムのネットワーク化は，既にみたように，日常

業務処理の広域的展開から始まりつつ，実態の把握の即時化，それによる管理

の高度化，現場における意思決定への情報提供など，漸次高度の情報処理機能

をもたらし，おのづから，いわゆる MISの展開へとかかわってきつつあるこ

とが知られる。このことが，マネジメントのプロセス，組織のあり方，意思決
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定など経営のあり方にも次第に影響をもたらしはじめていることもうかがえ

る。このことはさらに後の項でみることとする。

4. MISのその後の推移

前著にものべたように, MISの概念は，わが国の場合，第3世代のはじま

る前後，昭和30年代末から一部に紹介導入せられ，専門分野で関心がもたれは

じめたものの，よく知られているように，昭和42年秋トップ。・マネジメントの

視察団の訪米，昭和43年はじめその報告提言から，広く一般に MISへの関心

をかきたてられた。それから数年いわゆる MISブームの観を呈したものの，

この数年は MISの用語は余り口にせられぬようになった。昭和40年代10年間

のこのような推移は何を意味するかを，ここでとりあげてみたいのである。

MISは，一応「あらゆる階層の管理者に，彼らに影響をあたえる経営活動

のすべてについて，つねに完全な情報を提供することを目的とするシステム」

とし，これをひとつの構想性としてフレキシブルに位置づけられるものと思

う。これが，昭和43年から数年ブームのようにとりあげられ，その後は次第に

この用語のきかれなくなったという現象について，この10年の実態をかいまみ

た印象として，次のような諸点があげられると筆者は考えている。

第1は，なによりブームとさえいわれるように, MISという用語にいささ

かふりまわされたことからの反省があったであろう。

第2は，コンピュータがすぐ意思決定に役立つという安易な考え方への反省

と，さきにみたような日常業務の情報処理の広域的展開への重点移行もあった

であろう。

第3は，より実質的なもので, MISに刺激されつつ，堅実に経営機械化を

進めてきたところでは，公私，その分野，業種，業態に応じてみずからの経営

体の特徴的にもっている課題に焦点をおいて，経営における情報の役割を正し

く理解して，そのとりくみの方向性を，個性的にほぼ見定め得たからと思われ

るものもすぐなくないようである。
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第4は，高度経済成長のなかでのマネジメントへの役立てとしてとりくんだ

MIS的接近について，オイル・ショック以後の環境変化，低成長下のマネジ

メントのなかでの位置づけを検討する段階にきたことも，無関係とはいえない

であろう。

このようにみるとき, MISが一般概念としてより，歴史的概念として登場

したという意味が明らかとなり，かってのIDPとかトータル．システムとい

う用語と同じように，今日も十分その意義をそれぞれもちつつも，経営機械化

の展開過程における段階的役割を，よりになってきたと理解できるのである。

以上のような推移について，限られた事例ながら，その見聞した実態にもと

づいて，今日の MISの位置づけを考察してみよう。

コンピュータによる経営機械化に積極的であった事業体のすぐなくないもの

は, 1960年代後半（昭和40年代早々) MISが一般的にとりあげられるように

なったころには，既に自らの業態と問題意識に適合した情報システムの方向性

をあるていど把握していたとみてよいと言う。

そのなかで第3世代の諸機種の登場と周辺機器，データ通信の発達によっ

て，さきにふれたように，オンラインによるネットワークが急速に展開し，日

常業務の処理から管理の高度化，やがては現場における意思決定への役立てに

も部分的ながら情報提供を可能にするようになってきた。

しかしながら，本来MISは，情報の一元化，統合化が実現しなければ，そ

の機能を十分果すことは期待できない。情報のいわば倉庫機能を果すべきいわ

ゆるデータ・ベース形成が前提とならなければならない。それには，（ｱ)何より

1970年代になってのハードウェアとしてのIBM 370シリーズなど3.5世代コン

ピュータの登場による記憶容量の大規模化と高速化が，これを促進することと

なった｡(f)しかしながら，これを実働させるう。ログラムの開発，け)情報体系の

再編成，そのためのマネジメント上の諸問題を克服するのに時間をかけねばな

らなかった。このことが，さきにふれたような今日の MISの位置づけとなっ

ているといえよう。すなわち，

① ある代表的電機企業では，トップ°経営者の積極的姿勢によって，昭和43年
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早々自社独自の MIS的構想とフレームワークをつくり，そのなかでの分権

化にもとづく各事業所自らの情報システムづくりを進めた。その前提として

2カ年間に，各事業所のトップならびにミドルマネジメントに対する1週間

教育を順次施している。昭和48年に一応の成果を得たようであるが，それは

MISを目標としつつ，現実は，オペレーショナル・システムとしてのレベ

ルを達成したということであった。オイル・ショック以後のマネジメント見

直しの時期にあたって，情報システム化を急いだための過剰サービスの見直

し，短期間における機械化にともなうアンバランスなどの検討が当面の課題

になっているという。

② 自動車工業のある代表的企業は，全体の経営機械化のあり方が，多様化と

大量化という業態のもつ特徴を焦点としているが，そのなかで製品企画から

試作をへて製品化までの品質，原価，販売をふくむ情報検索システムのため

の，部品を中心とするデータ・ベースづくりを昭和40年代末近く達成したと

いう。 MISがいわばミドル・マネジメントのレベルに達したという｡より

上位の意思決定のための MISにも，そのとりくみのプロジェクトを発足

し，その展開のフ･ロセス自体が当面の成果になりつつあるという。

③ さきにもみたオンライン・システムの高度に展開している金融機関（ここ

では都市銀行）の若干の事例についてみてみよう。代表的な都市銀行の若干

の事例は共通して，本店の企画部門で，部門別のデータベースをほぼ構築し

おわって，人事，支店，顧客なと､について，ディスフcレー装置を利用する管

理，企画に役立てるというレベルでのMISに到達しているようである。こ

れら部門別の内部情報のより統合的な活用をいかに進めるかが現段階である

といわれる。

④ 給配電システムから料金調定業務まで，高度にコンピュータ化の進んでい

る電力会社にあっては，早くから技術設計計算，需要予測など計画分野での

コンピュータ利用も進められているが，1社はほぼ整備せられた部門情報シ

ステムから，その部門情報の総合化を目指してとりくみはじめたのが昭和50

年からといわれ，また他の1社は定型的業務の機械化が完了して，総合計画
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管理システムの機械化をはじめたのが昭和50年とするなどの事例かみられ

る。

以上，極めて一部の実態のアウトラインでも知られるように，いわゆる

MISの現段階での位置づけは，その方向性なりフレームワークとしての役割

を果し，現実にはミドル・マネジメントなり，部門毎の管理から，計画なり意

思決定における情報機能をあるていど実現してようやく本格的とりくみに至り

つつある段階といえるようである。そしてそれがまさしく昭和50年ごろとみら

れる。

同時に，あたかも高度成長から，低成長なり安定成長といわれる環境への変

転に当面して，これまでの過渡期における促進的な役割のための情報の過剰サ

ービスの見直し，情報システム化における生産性向上視点を重視しつつある段

階ともいえると思う。

5． コンピュタリゼーションと日本的経営

高度成踵のあとにきたオイル・ショックによる急激な環境変化は，これまで

のわが国の企業経営のあり方についての反省がその内外において行なわれてい

るが，そのなかで，いわゆる日本的経営の特質の位置づけについての議論も，

かなりいろいろな角度からとりあげられつつあるのが，昨今の情況である。い

ま，そのことに一般的にふれる場ではないけれども，この成長経済展開過程で

もっとも発展したもののひとつがコンピュタリゼションであるとするならば，

そのかかわりあいに多少とも考察を及ぼす必要もあるであろう。しかしなが

ら，そのためには，今日日本的経営の特質がなんであるか，そしてまたコンピ

ュタリゼーションが，経営活動の各側面にどのような変化をもたらしつつある

か，その両面をほりさげてから，その相互のかかわりを考察しなければならな

いはずである。しかも前者はもちろん，後者の経営機械化の影響自体も，拙著

『F1本経営機械化史』のさきに示した耆評にもあるように，十分な解明に至っ

ていない。従って，この小論では，本項にかかげた主題であるコンピュタリゼ
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一ションと日本的経営そのものの考察にまで及ぶことは，なお困難である。た

だすくなくとも，そのような問題意識で，一歩でも近づくための手がかりにこ

こにふれておきたいと思うのである。

コンピュタリゼーションの展開と日本的経営とのかかわりという場合，きわ

めて粗雑に考えて，ひとつはマネジメントのプロセスにおけるものと，もうひ

とつは，その担い手としての人事にかかわるものとの二面があると思われる。

前者では，稟議制度とか総務部制など，後者では，終身雇用制とか年功序列な

どの，昨今日本的経営の典型とされるものとのかかわりということになる。し

かしながら，さきにふれたような意味で，いまここで直接にこのような視点か

らのかかわりには論及することは差控える。すくなくともこのような問題意識

のもとで，コンピュタリゼーションの展開のマネジメントのう。ロセス，人事と

のかかわりについて，若干の考察を試みることとする。

(1) コンピュタリゼーションとマネジメントのう。ロセス

第1に気づかれることは，第3世代以後になって，コンピュタリゼーション

担当の部門が，組織のなかで，独立の位置づけがされることが相当に多くなっ

たこととかかわる。『日本経営機械化史』にもみたように, PCSから, EDPSの

初期をへて，今日まで機械化の高度な展開にともなって，その担当部門の位置

づけに数段階があった。当初，経理部門，営業部門，管理部門，総務部門，あ

るいは企画部門など，業種，業態によって，それぞれ比較的関係深い部門をよ

りどころとして経営機械化が進められ，今日もなお，そのような位置づけにあ

るものもすぐなくないけれども，経営の諸機能と全般的に関係をもつことか

ら，次第に独立の部門としての位置づけが増加し，さきにふれたように，さら

にコンピュータのオペレーション部門と，企画部門とが分化されるに至ってい

る。しかしこれらの実態についてはいくつかの調査もみられるので，一般論を

かかげるにとどめる。ここでは，このような時間的推移のもたらしつつある内

容的意義に若干ふれておきたいのである。

すなわち，コンピュータによる情報システムの展開が，これまでのタテわり

的分担関係のなかに，ヨコつなぎ的なシステム的とりくみの展開をもたらしつ
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つある間に，これらの担当者の世代交替をふくむ思考形式の変化という点であ

る。いいかえると，タテ思考的仕事ぶりを主体とする集団のなかに，意識的，

無意識的にシステム思考を本来の業務とする世代の形成ということである。こ

の点は，今日なおコンピュータリゼーションの過度期にあって，現に直接の関

係者のなかでも，このような見解をとるものと，それを疑問視するものなど，

一致するところまでは至っていない。しかしながら，昭和34年にはじめてコン

ピューターがわが国企業に導入せられて既に20年近く，その展開過程と，時間

の推移と，担い手の世代交替を考えると，ひとつの問題意識としての留意点に

なるであろう。今後の課題としたい。

第2は，オンライン・リアルタイムのシステム展開，データ・ベースの整備

の進展と，ミドルマネジメントにおけるあり方との関係である。ミドルマネジ

メントのレベルでの管理の高度化を達成しつつあることは，既に知られるとお

りである。さらにディスフ。レー装置などをふくむ端末機の整備は，内部情報に

関する限りでの現場における意思決定，すぐなくも定咽的レベルのそれについ

て，その機能発揮を容易にしつつあることは，明らかなところである。このこ

とは，ライン組織における各レベルの貞任権限の内容に，部分的には相当大き

な変化をもたらしつつあるはずである。

またコンピュタリゼーションによる情報システムの整備が，主として内部情

報に限定せられるとはいえ，ラインのミドルマネジメントに対する情報サービ

スか向上するにともなって，それは同時にスタッフ機能の強化となり，部分に

よっては，ラインとスタッフとの関係になんらかの影響を及ぼしつつあること

は否定できないであろう。このことは，わが国企業の，経営組織における特徴

について，若干の変化が予想せられるように思う。

もっとも，これらの点は，意思決定における人間的要素の位置づけ，組織と

人間の関係におけるあり方の問題ともかかわるものがある。コンピュタリゼー

ションにおける今後検討せられるべき課題のひとつでもある。従ってそれらと

の関連のなかで，日本的経営といわれるものとの関係も，今後の課題とした

い。
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(2)コンピュタリゼーションと人事

終身雇用，年功序列，従って多くの場合のローテーションによる昇進という

日本的経営の特徴のひとつといわれるものと，コンピュータの企業への導入と

いうことの間には，これまでの実態の示すところでは，若干の違和感をともな

うものがあった。

戦後PCSによる経営機械化が一般化しはじめたのが昭和20年代後半，そし

てコンピュータ導入が昭和30年代なかばから，しかもその後の10数年の間のコ

ンピュータの世代的変化とその間の機械化の幾段階かのレベルアップ。，そのよ

うななかで企業経営における情報システム化が展開したのである。それまでの

事務室での事務処理と，著しく性質の異る処理方法が，それぞれのタテ機能か

ら，やがてシステム的な広汎なとりくみに至るフ･ロセスは，その担い手に対す

る諸条件は，これまでの人事処理と相当異る扱い方をせざるを得ないものとし

た。この間の若干の違和感は，経営内におけるいわゆるコンピュータ人口の漸

増と，コンピュータ・マインドの侵潤によって，4半世紀をへた今日，かなり

軽減せられるようになったといえよう。

しかしながら，わが国企業におけるコンピュータによる本格的な情報システ

ムの構築は，主として昭和40年代，第3世代, 3.5世代といわれるようになっ

てからというべく，この時期に経営内におけるコンピュータ人口の増加がとり

わけ目立っているのである。その意味では，人事管理なり，人事処遇に関する

限りは，日本的経営の特質との具体的なかかわりは，むしろこれから10年の課

題として提出せられるものかも知れない。さらに, PCS時代からコンピュー

タの第1世代，第2世代を通じて，経営機械化を担当した人々と，昭和40年代

以後のそれを直接担当しつつある人々との世代交替もまた，いま行なわれてい

る時期である。ここにも，同様の課題があるように思う。

このようなコンピュタリゼーションと人事の問題を通じての日本的経営の問

題の考察については，より実態に即しての考察を必要とするので，今後の課題

としたい。ただ，上に指摘した後者の問題，すなわち経営機械化4半世紀をへ

て，担当者の世代交替が現に進行中であることから，その間の実態の推移に多
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少とも接触しつづけてきた筆者として，そのための資料はまだ未整備なが

ら，その世代交替の態様をスケッチ風にここでメモしておきたいのである。

昭和20年代後半からPCSによる経営機械化，また昭和30年代半ばから，さ

きがけてコンピュータ導入による情報システム化にこれらの担当責任者として

とりくんできた人々の，世代交替後の方向に，いくつかのパターンのあること

がうかがえるように思う。以下列挙してみよう。

①コンピュータ担当者としての経歴のゆえに役員に到達した人々。これは当

然に当該企業におけるコンピュータ利川の位置づけとかかわっている。こ

のなかには，商法改正による監査役の機能の拡大と関連して，情報システ

ム形成を担当したものがより業務監査に適するとして，常任監査役のポス

トにあてられるものも，最近目立ちはじめた。

②コンピュータ担当専任者のゆえに，コンピュータなりソフトウェア部門を

関連部門として独立企業化して，その責任者にあてられたものも，いくつ

かの事例がみられる。

③コンピュータ担当者としてより，より経営的能力を評価して，コンピュー

タとは直接には関係なく，傍系企業の経営責任者に位置づけられているも

のもみられる。

④長期間コンピュータ部門の責任者としてとりくんだ専門的経歴のゆえに，

定年後も顧問なり嘱託として引続き若干のかかわりをもちながら，ひろく

業務その他の分野で何らかの活動をする人々もみられる。

⑤コンピュータ部門担当者としての経歴から，専門家として，大学教授のポ

ストを占めつつある人々も，関東，中部，関西，西日本にわたって，その

事例がかなりみられる。

⑥勤務した企業とは直接に関連をもたずに，その専門的経歴によって，定年

後，あるいは定年をまたずして，コンピュータ利用ないしソフトウェア開

発を業務とする情報処理産業の企業，あるいはコンサルタント業務に，新

たな仕事場を見出している人々もすぐないようである。

⑦しかしながらまた，経営機械化をある期間担当したあとは，通常の昇進ル
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一卜にローテーション入りしていった場合も当然に見出される。これはと

りわけその企業の経営機械化の特殊性とか，人事政策と関係があるように

思われる。

以上は，私見による一応の列挙であるが，これらはいずれも経営機械化の初

期からコンピュータ第3世代に至る間のいわばきわめて泥くさい段階からの試

行錯誤のなかの展開にとりくんだ人々についての，その後のあり方である。従

ってまた，第3世代以後にこの分野に入り，今後10年余のなかで予想せられる

人々のあり方は，またかなり異った方向となることが推測せられる。このよう

な実態の推移のなかで，コンピュタリゼーションと人事の諸課題，さらにその

日本的経営の特質とのかかわりについて，今後もうすこしほりさげねばならな

いと思うのである。

本項では，問題の手がかりのいくつかについての私見を示すにとどめた。

6． その他の若干点について

この10年の推移をあとづけるために，まえにのべたように，いくつかの企業

の実態にふれる機会をもったなかで，これまでにとりあげた特徴的な点のほか

に，なお印象深い若干点について羅列しながらみておくこととする。

第1は，トップマネジメントのフィロソフィとコンピュタリゼーションにつ

いてである。東京電力（株）のコンピュータ部門は，総合能力開発本部のなか

で担当せられている。これは昭和41年の総合能力開発部からはじまっている。

それ以前は企画室での担当であった。先ごろ亡くなられた木川田一隆前社長

の，高度の機械化を人間の問題としてとりあげるという基本的考え方にもとづ

くもので，その運営方式のなかにもその考え方が透徹しているように見受けら

れた。また関西電力（株）のコンピュータリゼーションは，芦原義重元社長の

パイオニア的考え方と熱心なリーダーシップ。にささえられて促進せられ，とり

わけコスト・コンシャスな積極性が，そのあり方を特徴づけている。ここに例

示するまでもなく，コンピュタリゼーションの展開とトップ・マネジメントの
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リーダーシップ。とのかかわりの多いことは，これまで多くの事例によって知ら

れているところであるが，その方向づけなり，特徴的なとりくみにも，すぐな

からず影響していて，最近のいくつかの現場との接触において，きわめて印象

深かったので，あえてその一部にここにふれたのである。

第2は，海外事業所などとのネットワークとしての情報システムの国際的展

開が，ようやく顕著になろうとしている点である。より一般的にいうとTSS

による国際情報処理の問題である。昭和51年4月より電算機分野の資本自由化

完全実施と，昭和52年度からの連結決算制度の実施との両面から，昭和51年度

の新聞報道においても，急速に課題になりはじめた分野である。

この『経営機械化シリーズ」前号叱17（昭和51年刊）のなかの拙槁「オース

トラリアにみる情報システムに関する若干問題」で，オーストラリアのわが国

の総合商社の情報システムについてのべたところでもこの点に関説した。現場

での事務処理の大きな部分を占める羊毛取引処理のコンピュータ化から，経理

その他の一般事務処理への適用をへて，近く本国本社との連結財務諸表作成な

どの国際情報処理指向のきっかけをここにみようとする事例をのべたのであ

る。

既に昭年46年（株）電通がGEと提携して,GEのMARK Iによるタイ

ムシェアリング・サービスを開始していたのが, MARKMによるサービス

を，昭和51年1月から（株）電通国際情報サービスを設立して，本格的に国際

的な情報ネットワーク・サービスを始めていることは知られているとおりであ

る。さきにみた金融機関の1部でも海外部門との情報システムとして現にその

利用がみられる。昭和51年になって，あいついで, CDCとかタイムシェア社

などアメリカで,GEとならぶ国際情報サービスを業務をする企業で，日本で

の企画が報ぜられており，国際回線の利用問題が当面の課題となっている。い

まこれらの分野の一応の情況をこの時期の特徴的事業のひとつとしてここにの

べるにとどめ，これ以上はふれない。

第3は，この10年に，コンピュータが，環境問題，社会開発など，高度成長

後の地域なり社会の課題への直接のかかわりをもってきたことも，ここにあげ
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ておかなければならないであろう。

テクノロジー・アセスメントが直接にコンピュータ利用とかかわり，また環

境影響評価法案が今日問題となっており，また大気汚染管理システムに直接に

コンピュータが利用されていることなど，一般的な展開については，ここでは

ふれない。そのなかで，この時期に直接にコンピュータ利用のテスト的な試み

を行った事例を示すにとどめる。

兵庫県が環境予測のための「兵庫ダイナミックス」をIBM サイエンティフ

ィック・センターと協力して開発発表したのが，昭和48年であり，それ以後さ

らに環境管理システムにとりくんでいるし，京都市が「土地利用計画」のシス

テムを，ユニバックの応用ソフトウェア部と協力して開発したのが昭和49年は

じめであった。このころ相前後して，各府県，市など地方自治体の総合計画の

みなおしが行なわれはじめた時期で，各方面でその前提作業としての，見直し

反省のための予測なり，フレームワークの作業が行なわれ，そのための多少と

も特徴的なシステム開発が，コンピュータ利用によって，進められた。上記の

2事例は，その典型的事例の一部である。いずれもが試行錯誤のなかで，昭和

50年代における一層の展開となるであろう。

7．むすび一実態と情報について

昭和40年代の10年間のわが国での主としては企業経営をめぐるコンピュタリ

ゼーションの推移を，以上のように，きわめて粗雑ながら問題意識的にとりあ

げたのである。「日本経営機械化史』の視点から，今後もその推移を見つづけ

たいための覚書にとどまらざるを得なかった。

このなかで筆者にとって印象深い点は，この10年間にコンピュタリゼーショ

ン担当者の世代交替が顕著に行なわれつつあることである。PCSからの4半

世紀を経た現段階の特徴的現象といえよう。既に本文中にふれたように，タテ

割機構とその仕事の仕方に育った人々が，きわめて泥くさい，そしてきびしい

諸課題にとりくみつつ，しかもコンピュータ・システムの幾段階のレベルアッ
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プをこえて，試行錯誤のなかで，そのシステム化を前進させたといえよう。そ

して，いま当初からコンピュータを前提にシステム思考を当然として，その活

用を前進させることを本来の業務とする人々が，これら先人の業務を継承しつ

つあるように思う。

高度経済成長時代から，低成長なり安定成長時代への転換が論ぜられ，また

そのなかでの日本的経営の特質の位置づけなり，変容のいかんが論ぜられてい

る。そのなかにおけるコンピュタリゼーションも，すぐなくないかかわりをも

つものである。しかしながら，筆者はいまそれらの一般論をほりさげるまでに

至っていない。たださきにのべたその担い手の世代交替のなかに介在する課題

には，すぐなくない関心をもつのである。次の点のみを指摘して，本小論の結

びとする。

コンピュータの導入期をへて第3．5世代といわれる時代となって，情報シス

テムの確立が，業務運営から意思決定まで，その基本的条件であるという考え

方が確立するに至っている。この段階に至って思うことは，次の2点について

の配盧である。

第1は，実態とその情報化とのギャップという点である。実態の把握は，な

んらかのシステム思考によって，現実の混沌を捨象することから可能になるの

であり，それによって，より高度の論理的展開も可能になるのであって，必然

的につねに実態と情報化との間にキ､ヤッフ。のあることの認識である。つねにこ

のことの原点へかえる謙虚さ，肌をとおしての把握による補いの必要性を指摘

しておきたいのである。

第2は，情報システムのブラック・ボックス的部分についてである。高度の

情報システム化を進めてゆくなかでは，ある程度ブラック・ボックス的な部分

を介在させていかなくては，その前進が難しいように思われる。このような論

理的展開の高度化をになうブラック・ボックスについても，同様の問題がある

ように思う。環境変化のなかでのシステム思考の精綴化に対応して，当然のこ

とながらつねに見直しの配慮が望まれる。
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ノルウェーにおけるミクロ データ

ファイル システムの現状と問題点＊

能 勢 信 子

は し が き

1970年代から社会会計論における一つのトピックとして登場した研究テーマ

に，ミクロ データ ファイル システムの問題がある。ミクロ データ フ

ァイル システムは，既存の個別データシステムたとえば人口統計，家計収支

調査，租税統計といったミクロレベルの統計を体系化し，また複数のデータシ

ステムを統合してより綜合的な体系をつくり，もって社会経済事象の経験的分

析に，それも非集計的なレベルにおける診断に役立てようと意図するものであ

る｡現在のところ合衆国のNBERや商務省経済局の研究とノルウェーの中央統

計局による研究がもっとも著名であり，その活動の一端をわれわれはIARIW

の雑誌論文やNBERの年報に掲載せられる論文から知ることができる。（1）

それらによると，ミクロ データ ファイル システムは，個人や個々の事業

所など各種のミクロ経済主体のデータを体系化し，データの反覆的な利用を通

＊この研究の一部は昭和52年度文部省科学研究補助金試験研究(2)「経営経済データ・

バンクの拡充とデータ・バンク管理システム」（代表者・能勢信子教授）によってな

されたものである。
46Files of lndividual Data and Their(1) O. Aukrust and S. Nordbotten,

Potentials for Social Research", "z9 Rez)"" Qf "cOweα"dWEα"〃, series l9,

Nr. 2．June 1973, pp. 189-202. E.C. Budd, "The Creation of a Microdata File for
Estimations the Size Distribution of lncome", the same review, series 17. Nr. 4,

Dec., 1971, pp. 317-34. R. Ruggles and N. Ruggles, !GThe Role of Microdata in
the National Economic and Social Account3, the same review, series 21, Nr.2.

Jun., 1975, pp. 203-216. R・Ruggles and N. Ruggles, :cA Strategy for Merging
and Matching Microdata Set3, Progress Report on NSF Grant Project Gs-

33956, A""α/s ofEでo"owic fz"d Socj"/ M"s〃彫加g"/, vol. 3, No. 2, April l974,

pp，353-72.
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して多面的な社会経済構造の明細を示す数値を提供し，従来の集計タイプの経

済計算や伝統的手法による社会統計では把握しがたい問題の分析に役立ってい

るようである。

ここに紹介するノルウェー中央統計局のミクロ データ ファイル システ

ムは，そのスムーズな発展，システムの整備の完全性，最終利用および中間利

用面での効果などによって，いまでは古典的なデータ ファイル システムの

一つとせられている。以下にこのシステムの構成の骨子を紹介し問題点を要約

して，ミクロ データ ファイル システムー般の，またわれわれの企業デー

タ ファイル システムの発達のための示唆を得たいとおもう。

2． ノルウェーのミクロ データ ファイル システム

における基本的な発想

まずノルウェー中央統計局のミクロ データ ファイル システムは，つぎ

のような発想にもとづいている。

それはオークラストとノルドボーテンによれば(2)個人であると企業である

とを問わず個々の経済主体を単位とする原始記録が体系的に蒐集せられ，また

系統立って維持・貯蔵せられているならば，データを検索しそれを加工および

再加工して種々の目的のために編集し各種の分析に充当することができるとい

う考えである。この検索と再加工の可能なデータ蒐集を目的とするという発想

は，ミクロ データ ファイル システムと既存の伝統的な統計蒐集法たとえ

ばセンサス方式との大きい相異点をなしている。

次に注目すべきは，ミクロ データ ファイル システムがいくつかの基礎条

件なくしては成立しがたいという事情である。まず第一に，このシステムにと

って重要な存在であるのが個々のデータに付けられた同定装置identifierであ

る。個々のデータは必要な特徴ないし属性に即して分類せられ，加工され，ま

た他の目的のために分類せられた他のミクロ データとリンクせられる。この

一連の過程において検索とデータの反覆利用が生じるが，このためにはすべて

(2) Aukrust and Nordbotten, "Files of lndividual Data,'' OP. c".
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のミクロ データになんらかの識別表示表あるいは同定タッグを付けているこ

とが必要不可欠な条件である。人口に例をとると，各人の出生の記録に対して

その後の個人事情の変化たとえば結婚，離婚，死亡が記入され，そしてこれが

すべて同一単位に帰属するという同定標識 いわゆる背番号をつけていること

が必要なのである。伝統的な人口センサスと異なるミクロ データ ファイル

システムの特徴は，個々の原始データに同定装置としての標識がつけられて

いるかどうかにあるということができる。

第二に，このデータ ファイル システムの運営を可能にする技術的な条件

が, EDPシステムである。1958年ノルウェーに最初のEDPシステムが導入

せられ，統計の大規模生産の有利性という中央統計局の要請にこたえて，これ

が大量の統計情報の供給に役立って来た(3)。ちなみにノルウェーの全人口は

約400万人であり，ミクロ データ ファイル システムはその人口の全体の

記録をカヴァーしている。これだけのミクロ データを記入し維持保存し，ま

た集計を行う作業は, EDP システムを活用する以外には行い得ないのであ

る。逆にいえば，一国の統計計算機構に存在するEDPの計算能力の最大限度

がミクロ データ ファイル システムのあり方を技術的に決定するといって

差支えないであろう。

第三に，ミクロ データ ファイル システムにとって必要であるのは，個

々のそして多種類の社会経済情報を包括し，これを継続的に分類・記入しまた

蓄積し，系統別に整理されたデータ相互のリンクを保持して行く上で，システ

ム全体を通して共通する概念群の一般的な枠組を持つことである。ノルウェー

ではミクロ データ ファイル システムは，伝統的な手法による統計情報と

ともに人口統計，経済統計，社会統計の作成にたいして基礎資料を提供し，ま

た各種の経済分析および社会人口分析に明細情報を与えることを意図してお

り，したがって当該システムの対象範囲は，多種類におよんでいる。それ故多

種類の情報を秩序付けまた相互の関連を理論的に確立する枠組が必要であるこ

(3) Central Bureau of Statistics of Norway, Tﾉ"0酒α"zzα加〃q/"ie Ce"か“
B"γ"" Q/S/α"s"cs QfJV""qy, 1977, p. 1.
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とは明らかである。

ノルウェーの場合，こうした概念構造は，中央統計局の所長でありまた理論

的指導者であるオークラスト博士の社会会計公理論によって与えられている。

オークラスト博士の公理体系(4）は，その既発表分によると，エコ サーク

システムを成立させる一連の基礎概念群から成立っている。すなわち個々の経

済対象（実物と請求権の双方),時間，個々の取引者(部門)という基礎範曉と，

範晴相互の関係（たとえば所有とその変更，生産活動，消費活動など）につい

ての公準，対象の価値についての定義がそれで，ミクロ レベルの勘定とマク

ロ レベルの国民勘定を活動別，部門別にリンク付ける工夫が抽象的に与えら

れている。この公理系はSNAのようなマクロ レベルの計算体系とミクロ情

報を，また個別ミクロ情報を相互に論理的に接合する機能を遂行することがで

きる。オークラストは，論文では市場的な経済対象にとどまらず，市場外的な

対象の体系的取扱いについても公理化が必要であることを示唆しているにすぎ

ない(5)が，後者にも何らかの一般的枠組をすでに設定していることが想像で

きる。概念の枠組を持つことが，ミクロ情報の蒐集を体系的に行い，その質を

標準化し,分類・配列を合理的に行うために有用であることは,明らかである。

第四に，ミクロ データ ファイル システムを実際に運営して情報の生産

・保蔵と利用者に対する供給を円滑に行うためには，データの蒐集・記録，表

式化 計算，整理・収納についての慣行と規則を体系化しておく必要がある。

たとえば，調査表をチェックレコーディングする際の規則,これをさらにEDP

用に変換する際の規則，データ利用側の要求に対応してミクロ データを編集

する編集規則がそれである。こうした一連の規則の体系は，ミクロ情報体系の

円滑な運営を果すために考案される情報処理の手段体系にほかならない。

第五に，ミクロ データ ファイル システムは，ファイリング機能にかか

(4) 0. Aukrust, "An Axiomatic Approach to Nati.onal Accounting, An Outline'',

"昭Re""z" Q/ I"coweα"aWEa"ﾉ2, Series 12, Nr. 3, Sept., 1966, pp. 179-90.

ちなみに該論文はオークラスト博士が1955年に書いた博士論文 Nasjonalregns-kap.,

Teoretiske prinsipperの英文サマリーである。

(5) 0. Aukrust, "d., p. 189.
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わる保蔵手段を必要とする。このためノルウェーの当該システムは，データ

ファイルのライブラリーを持ち，検索の要請に応じている。そこにファイルせ

られたデータは，特徴ないし属性を明示して内容を示す。ミクロ データ フ

ァイル システムの保蔵機能は，統計数値だけを対象とするのではなく，計算

目的に適したう｡口グラムの選択を可能にするプログラム ドキュメンテーショ

ン ライブラリー，情報を利用する場合のテーマやプロジェクトの類型を保存

するう。ロジェクト ドキュメンテーション ライブラリーをも含んでいる。こ

うした一群のライブラリーが当該システムの保蔵機能を遂行するのである。

最後に，ミクロ データ ファイル システムの存在の前提となるものに，

一定の社会的条件がある。これは，以上述べた諸条件と異なり当該データ フ

ァイル システムそのものに直結してはいないが，間接にこの存在を支える社

会的背景にほかならない。当該システムにあってはミクロデータが記入されそ

れが継続的に維持更新せられるのであるが，このことへの協力が私的個人およ

び私企業に対して法律的に義務付けられている。しかし私的記録を継続して追

求せられることは,フ･ライヴァシーの見地から問題となる可能性がある。事実，

国民背番号制と併せ情報担当者の守秘義務がかつて話題となったことがある。

しかしその際にもノルウェーのこの制度は影響を受けなかった。現在，ノルウ

ェー国民は，戸籍記録の発生と同時に当該システムの調査票に記入し，事情の

変化すなわち結婚,離婚,死亡がその発生の都度記入せられる。これが1964年

の法律によって義務付けられているのである。企業についても同様で，その継

続期間中は，収益，生産，費用，利益に関する報告を義務付けられている。こ

の法的強制を甘受する背景には，ミクロ データの提供について社会的合意が

あり，とくにプライヴァシーの侵害という欠点にも増してミクロ データ フ

ァイル システムのメリットが国民に評価せられていることを物語っている。

ノルウェーの中央統計局は，1876年の創立が示すように，その歴史が古く，そ

の計算と分析に対する信頼が一国の社会的合意を達成する上で，大きい要素と

なっていることは，想像に難くない。

以上の諸条件が，ノルウェーのミクロ データ ファイル システムの発想
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を実現せしめる契機となっているのである。

3． ミクロ データ ファイル システムの生産機構

オークラスト博士を長とするノルウェー中央統計局は，ノルウェー政府の一

局である。その組織は，データ制作部門，統計部門，研究調査部門の三本立て

になっており，それぞれ統計資料の生産・基礎加工，各種基礎統計の編集・刊

行，国民勘定を含む経済分析と社会人口分析という機能を分業で遂行してい

る。個々の部門内ではより細かい分業体制がしかれ，たとえばデータ制作部門

においてはデータ準備部，システム開発・プログラミング部，機械計算部とい

う三位一体的な分業にもとづく協業を可能ならしめている。中央統計局の組織

全体が，各種統計の生産，その統合，用語，概念ならびに分類におけるコオー

デネーションを達成することを目標としており(6)，こうした考え方自体がミ

第1表 中央統計局データ制作部門の組織図
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クロ データ ファイル システムの有効な発達を育成する上で役立っている

ことは，容易に想像することができるのである。

以下にデータ制作部門，統計部門および研究凋査部の組織図(7)を要約し，

ミクロ データの生産と保蔵を遂行する主体の位置付けをしてみよう。

前頁の第1表は，データ制作部門の組織図である。

データ制作部門は，ミクロ データ ファイル システムを提供しシステム

の維持・保蔵機能を遂行する。この成果はユーザーである統計部門，および研

究調査部門ならびに外部に供給せられる。制作部門は，他方，統計部門から来

る調査票をインフ。シ卜する。

第2表 中央統計局統計部門の組織図
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第2表および第3表は，統計部門および研究調査部門の組織図の要約であ

る。

研究調査に関する独立の部が,いま一つある。これは,社会人口調査部で，研

究調査部門と同じくミクロ データ ファイル システムのユーザーである。

ちなみに統計部門は伝統的な統計を編集・刊行するかたわら当該システムのユ

ーザーであり，同時に調査表を当該部
第3表 中央統計局研究調査部門の組織図
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つぎにシステム開発･ﾌﾛｸﾗﾐﾝｸ部は,利用可能なﾌﾛｸﾗﾑのうち必

要なプログラムを選択し，特定のシステムの設計を行う。この部の機能は，ミ

クロ データ ファイル システム運営の中心的役割を果すところにあり，多

くの面にわたっている。第一に，ミクロ データ ファイル システムのユー

ザーの要請を充しつつ慣行的な編集規則にしたがって統計表を編集する機能，

第二に機械計算部間に最も有効なシステムを設計する機能，第三に，ミクロ

データ ファイルを作成・維持・保蔵する機能，第四にシステム開発機能およ
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びプログラム情報の研究・蒐集機能がそれである。他方，機械計算部は，デー

タ準備部で用意した資料をシステム開発・プロク．ラミング部の指定にしたがっ

て機械計算の遂行にあたる。

以上の活動につけ加えるべきは，すでに指摘したデータおよび知的情報の保

蔵活動である。データの検索とプログラム等知的情報の検索は，このシステム

第4表 ミクロデータファイリング活動の流れ
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にとって中心的な存在の一つであるから，みぎの保蔵活動は不可欠である。前

節で述べたように，情報ライブラリーが制作部門に設けられており，プロジェ

クト ライブラリー，プログラム ドキュメンテーション ライブラリー，フ

ァイル ドキュメンテーション ライブラリー，磁気テープ ライブラリー等

が，それぞれの保蔵機能を遂行している。

以上，ミクロ データ のファイリングという情報の生産フローとストック形

成活動を，中央統計局の説明によって図表化すると，第4表のごとくである。

第4表は，該システムの生産･保蔵活動に関係する部の中でもシステム開発・

プログラミング部を中心に描かれている。口印は，制作部門外部のユーザーで

ある部門と当該システム開発・プログラミング部門である。データ準備部は，

フロー チャートの外側に説明しているが，機械計算部はここでは明示的に出

ていない。唾､印は，各部の特徴的な活動を示している。つぎに'二ｺ印は，情

報ストック（データおよび知的情報のそれ)が保蔵されるライブラリーである。

なほ全体を結ぶ矢印は，いくつかの指定された径路をへてマクロ データが

生産され保蔵される活動を，部から部へまた部からライブラリーへ流れる全体

的な流れとして示している。

4．ノルウェーのミクロ データ ファイル システムの意義：

教訓と問題点

第1節において当該データ ファイル システムの発想法とそれを支える諸

条件を，第2節において当該システム関係部門の活動情況を要約したのである

が，これから考えうることは，まずノルウェーのミクロ データ ファイル

システムがきわめて体系的に作られているということである。

このシステムの体系性は，イ，オークラスト博士の公理論的発想にしたがっ

てデータ ファイルと データのリンキングの概念的な枠組が与えられ，ロ’

情報の生産と利用・再加工部門の間に有機的な結合があり，ハ，当該データ

ファイル システムの生産．維持・保蔵・利用において一連の慣行・規則の体

系が設けられ，また一群の保蔵施設をもち，ハ, EDP システムの高度利用が
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行われている等の点から容易に想像しうるところである。そして，当該システ

ムの提供するミクロ データの集合は，データの質の標準化についての保障

と，データのもつリンク可能性のゆえに，分析上有効であると考えられる。

いま一つは，ノルウェーのシステムが対象に対して直接的かつ全面的に把握

する点である。ファイルせられるデータは，個々の個人と企業のレベルから直

接また全面的に蒐集せられ，いわば直接性をもっている。そして個々の調査表

が同定標識をつけているために，完全なファイリングを集計，再加工，リンキ

ングを可能ならしめる。ミクロ レベルの数値から集計値までの直接的計算が

該システムでは一貫的に保障せられているということは，みぎのシステムの利

用者にとって－とくに経済構造の分析や地域分析あるいは福祉，労働力移

動，犯罪などの社会人口分析を志す利用者にとって，しごく好都合である。

以上の長所から見れば，ノルウェーのこのシステムがミクロ データ ファ

イル システムの古典的また理想的な姿であると誰しもか考えるであろう。以

下にこのノルウェー方式が，一般的に摘用可能であるかどうかを考えよう。

まずイのミクロ データの蒐集とリンク付けについて概念的な枠組が理論的

に与えられるいうこと，および，ロのミクロ データ制作機関の活動遂行上合

目的的な組織が運営せられ，またハのデータ蒐集に関する手段体系としての慣

行．規制の類が制度化されることは，この有効な情報保蔵装置の利用とあいま

って，情報ファイル システムの合理的な発展を実現する上で不可欠である。

その限り以上4点は，いかなる国のミクロ データ ファイル システムにと

っても有用であり，システムの運営上留意すべき戦略目標といえる。それ故，

ノルウェー方式のみぎの特徴は，他山の石として参考にすべきであろう。

EDPシステムと情報ファイルシステムを有効かつ高度に利用することについ

てもまったく同じことがいえる。

ところで問題は，ノルウェーのシステムが，ミクロ データ蒐集の直接方式

をとる点にある。そしてこれと不可分に考えらるべき点が’ミクロ データに

たいする同定標識の問題である。国民背番号制を導入し，もって国民に対して

直接個人記録の提出を法的に義務付けるということがこの背後に存在するこ
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と，そしてこれには社会的合意がないかぎり困難であることは明かである。ノ

ルウェーの場合，中央統計局は統計生産に際して集権的な位置をもっている

が，その機能および守秘義務の遂行に対する国民の信頼は大きい。しかしこれ

らを全面的に期待できないとき，プライヴァシー擁護論が，背番号方式のメリ

ットを粉砕することは明かである。

さらに考えるべき点は，ノルウェーが人口的には小国であることである。こ

れはEDPの技術的限界以下の計算量であるを意味している。しかし一億を越

える規模の国では，このことは望み難い。

そこで，ノルウェー型ミクロ データ ファイル システムの教訓としてわ

れわれが受取るべきは，一般的概念構造を持つこと，データの質の標準化と，

計算組織の効率的な運用とくにファイリングの手段体系である慣行と規則の整

備，ライブラリー群の整備の諸点であり，これをノルウェー型ではなく間接的

また分権的なミクロ データ ファイル システムのなかで実現して行くこと

にあると思われる。一般的概念構造そのものではないが，マクロ的なSNA型

の部門とミクロ単位をリンクする構想を提唱するラッグルス夫妻の試みや(8)

分権的なデータ ファイル システムを綜合した対応方式の考え(9)はいづれ

も分権的かつ間接的なミクロ データ ファイル システムを進めて行く上で

考慮すべき必要なステップと考えられる。

最後にわれわれの大学の企業データ ファイル システムからみて示唆をう

ける点は，データの質の標準化の問題である。勿論われわれの企業データ フ

ァイル システムは，構想と規模のすべてにおいてノルウェー方式と余りにも

異っている。しかしデータの質の維持という現点からだけ考えると，企業デー

タ ファイル システムは，いくつかの問題がある。その一つはまず国際的標

(8) R. Ruggles and N・Ruggles, @Cthe Role of Microdata in the National Eco-

nomic and social Account3,妙．C〃．

(9) R. Ruggles and N. Ruggles, @CThe Role of Microdata", "d. これをラッ

グルス夫妻は，総合的マッチングと呼ぶ。また R. Ruggles and N. Ruggles, @4A

Strategy for Merging and Matching'', 0". C". Budd, @$the Creation of a Micro-

data File for estimating the Size Distribution of lncome", oP.α'．
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準化を考慮すべきことであり，いま一つは国内企業のデータについても各企業

について，またその時間比較についての標準化が必要であるということであ

る。第一の問題は，最近，国連のUNIDが提唱する多国籍企業の情報の国際

化(10)の問題であり，われわれにとってはこの慣行の確立がなされたならばこ

れに従ってデータの一律改訂をすることが必要である。第二の問題は，商法の

改正ごとに企業情報の作成方式が変るということであり(11) ,昨年の財務諸表

の連結問題やまた近い将来にインフレ会計が導入されることをも考えると，企

業データに作成年次と測定慣行の「日付け」をする必要があると思われる。し

かしこれらについては，改めて詳しく論じたい。

⑩ UN. Development of an lnformation System Commission on Transnational

Corporations, March, (E/C.1 0/28), 1977.

(1D わが商法は昭和25年,37年，昭和45年に大改正されその都度株式会社の財務諸表

計算規則が改正せられている。
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大阪市におけるEDPSの分布について

都 藤 希八郎

は じ め に

経営・管理において, EDPSの安全性が現実の諸問題によって最近急速に

強調されるようになってきている。

本シリーズにおいても前17において「EDP部門の防災」としてまとめ，そ

の中で「分散」が安全対策の最も基本的な考え方であることを強調した。

ここでは，個々の EDPSの安全性ばかりでなく地域全体としての安全性の

立場から都市におけるEDPSの分布状態について，関西の中心都市である大

阪の現状の一部を明らかにし，広域災害時におけるEDPSの同時被災による

企業活動の停滞防止への一提案とした。

1． 調 査 方 法

1.1調査地区の選定

大阪市は，東京に相対する全ゆる面での中心都市であるのは当然であるが，

(a)全国的また近畿地区で見ても, EDPSが各業種・規模にわたり目立っ

て多数設置されている。

(b)東京に較べ近代においては地震には比較的安全とされているが，その地

震を含め火災・台風・公害とEDPSの広域防災を必要とする災害を全て

予定せねばならない，などの理由からまず最初に対象とした。

1.2調査の方法

(a)資料のEDPSは，情報処理学会編「ユーザー調査年報, 1976年版」よ

り抽出し，それぞれの目的に応じて使用した。

(b) EDPSの分布図は，少しでも実際に近い状態を把握できるよう1/27 , 000

の地図上に「町または丁目」を最小単位として位置を記入した。
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(c) EDPSの規模は，若干の問題はあるが，識別しやすいよう次の規準によ

って大・中・小の3種に区分した。

大規模；大型機または中型機を複数台設置し，適用業務を巾広く実施してい

るとみられるもの。

中規模；中型機または小型機を複数台設置し，一部門を形成しているとみら

れるもの。

小規模；小型機以下を設置し，小組織か部門がないとみられるもの。

2． 広域災害の仮定

とこで検討する広域災害は前記のうち次の3つであり，その原因と直接的な

防災方法の概要を表示すると第1表のとおりである。

第1表 広域災害とEDPSの直接的防災方法

種類｜原 因｜防 災 方 法
直 接 誘発原因 ｜

火 災

津 波

防火区画，耐震・耐火構造建物

防潮扉, EDPSの上層階設置地 震 ｜ 震 動

複数系統受電，自家発電停 電

類 焼 防火区画，耐火構造建物
火 災 熱

停 電 複数系統受電，自家発電

高 潮 防潮扉, EDPSの上層階設置一口

風 ｜ 風 圧

(風 床） 耐震構造建物

このような災害の防止策は，個々のEDPS設置の建物では，幸いに表中に

も見られるように，ほぼ同じ方法でよい場合が多い。また個々の防災方法を基

本に，都市防災計画（例えば，防火地域，空地々区，緑地帯，防火建築帯，防

潮堤計画，送電計画）を実施することによって，多くの広域災害はある程度防

止できる。ただ火災については，対策を実施しても充分な効果を期待できない
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場合も考えられる。大阪市について見ても，明治42年7月111,365戸，明治45

年1月5,268戸，昭和20年戦災，と3回の記録がある。現在の都市は全体の耐

火度が高くなっているとはいえ，昭和51年10月酒田市で約1,100戸を焼失した

例もあり，一度大火となれば1分間数百米の速度で延焼し飛火も数百米から

1,000米にも達することもあるので，可燃物の多い大都市大阪としては一層の

対策が望まれる。そこで以下，広域災害として火災を第一においた考察を行う

ことにしたい。

3. EDPS分布の現状と考察

3．1業種別分布について

(a)全国的にみた分布について

前記年報による全国9,577個所のうち，大阪市内には888個所の設置個所があ

り約9.3％に当る。これを業種別の設置総数から見ると，鉱業・建設16.3％，

繊維・紙・パルプ15.8％，化学工業18.3%,商業15.6%,の比率が特に大き

い。なお，オンラインは端末機使用の場合も含めて112個所であり，また近隣

都市に大規模を含む多数のEDPSが設置されている（第2表)｡すなわち，

以上の4業種は全国的に見てある程度集中していると見られ防災面からの対策

を考える必要がある。

(b)市内における分布について

'lj内888個所の没置個所のうち，業種別に見て多いのは，繊維・紙・パルプ

50個所5.6%,化学工業80個所9.1%,商業298個所33.6%,ソフトウエア開発

・計算センター81個所9.1％’である。なお，これを規模別に見ると，大規模

92個所10.4%,中規模313個所35.3%,小規模483個所54.4%である（第2表)。

以上の4業種は，市内における数量的比率も高く,(a)からも見られるように全

国的にも集中していると見られるので，何らかの防災対策を考慮すべきであ

る。

3．2平面的分布について

3．2．1行政区別分布について
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市内の設置個所数で目立つものを行政区別に見ると，東区243個所27.4％，

西区105個所11.8％，北区158個所17.8％である◎また規模別に分けて見ると，

（大規模）束区37個所40.2%,北区17個所18.5%, (中規模）東区112個所35.

8％，西区34個所10.9%,北区62個所19.8%, (小規模）束区94個所19.5%,

西区63個所13.0%,北区79個所16.4%である。すなわち「東・西・南・北」の

4区に，大規模73.9％，中規模71．3％と主要なEDPSである大・中規模の

71.9％が集中しており，小規模も56.7％が集中し，総数においても63.6％が集

中している（第3表）。

これら4区に直接的・広域的なEDPSの防災対策の重点を指向すれば極め

て有効なことがわかる。

3.2.2業種別分布について

平面分布を詳細に調査するため，今回は次の4業種を対象とし地図上におい

て検討した。

(a)化学工業（第4表，第1図）

化学工業は，火災発生の危険度が高く市内でも前記のとおり多数設置されて

いるのでとりあげたが，結果としては製造工場ではなく営業関係と見られるも

のが多く，この点危険度は低いといえる。

先ず第4表で見ると，化学工業では，東区27個所33.8％が集中している。こ

れを第1図によって測定すると，最も高い密度のA地区では，1,418腕×675蜘

の台形の地区内に，大規模2，中規模13,小規模5，計20個所のEDPSが集中

しており，平均197"平方に1個所の割合になる。このうち11個所が道修町の

薬品関係である。次にやや高密度のB地区で見ても2,200"z×2, 160郷のほぼ正

方形の地区内に，大規模3，中規模22,小規模13,計38個所があり，平均354

沈平方に1箇所の割合になり，化学工業全体の47.5％が集中していることが明

かである。

これらの地区は，耐火建築群・河川・道路の面から防災度は高いと見てよい

が，ある程度以上の災害なかでも火災を伴う場合においては,A地区の危険度

は極めて高くB地区でも延焼の危険はあり広域災害対策が必要であろう。
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(b)金融・保険・証券，官庁・政府機関，地方公共団体（第4表，第2図）

これらの業種は，政治・経済・情報処理の中心として社会的影響は極めて大

きいのでとりあげた。

先ず第4表によると，業種別総数から見て，（金融・保険・証券）東・西区

15個所55.6％，（官庁・政府機関）東区5個所31.3％，（地方公共団体）東・

西区6個所60％，に集中している。これを第2図によって3業種を一括して測

定すると，最も集中しているA地区では，1,418加×540郷内に，大規模5，中

規模4，小規模1，計10個所となり277"平方に1個所の分布となる。比較的

集中しているB地区では，2,498"×2,727"z内に，大規模11,中規模4,小規

模3，計18個所で615沈平方に1個所の分布でやや分散しているといえる。

また，これらを業種別に検討してみると次のことがいえる。「金融・保険・

証券」では13個所が大規模でオンラインのセンターとなっている。そこで第2

図で大規模EDPS間の距離の概数を出したところ, 297", 405wz, 459",

513"@, 608"z, 648"z, 905wz, 905",1242"z,となり，一部距離をおいたもの

もあるが，全体的には集中しているとみられ危険性が含まれている。「官庁・

政府機関」では大規模EDPS 12個所中10個所は電々公社関係で，そのうち6

個所はデータ通信局で分散されているものが多い。ただ「官庁・政府機関」

「地方公共団体」では, EDPSが各4個所づつ大手前之町の官庁街に集中され

ており，行政上の莫大な情報が蓄積される場合には分散の方法を考慮する必要

がある。

お わ り に

本稿では, EDPSの広域防災を分布状態で調査し，分散という見地から部分

的に検討したが，今後当然, (a)都市防災計画（前記）の実施程度を考慮に入

れ, (b) EDPS設置の建物の周辺，建物自体の安全性および内部における危険

分散の実態など個々の防災度を調査のうえ，診断を行ない結論に導くようにす

べきであろう。

概略的ではあるが，広域災害に対し比較的安全度の高い地区と建物に設置さ
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れることの多い大規模・中規模EDPSの場合も，激甚な災害では企業に致命

的な打撃を与えることになる危険性は本調査でも一部において伺えるし，比較

的安全度の低い地区と建物に設置されることが多い小規模 EDPSの場合，個

々の企業のEDPS への依存度がむしろ高いこともあり得るので，企業経営へ

の影響は矢張大きいといえる。

しかし, EDPSの広域防災にとって有利なことは，例え建物・部門機構・

EDPS自体の分散が困難な場合でも，情報自体をMT・DISCなどによっ

て，支店間・保管業者・別建物への分散は容易に行なうことができ，各事業所

がこの措置を取ることによって, EDPSの壊滅的な被害だけは防止できるこ

とである。
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第2表 大阪市におけるEDPSの業種別・規模別分布
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第3表 大阪市におけるEDPSの行政区別．規模別分布

42
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第4表 大阪市におけるEDPSの特定業種の行政区別・規模別分布
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才1図 市内,化学工業のEDPS規模別分布状況
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金融･官庁･地方公共団体等のノS規模別分布状況

河野
／

〃

N

1

ノ1

◎

一一
回

／、
／

Ｌ、、
ｒ
‐
ｊ
０

、

区島都

Ｉ

蕊

§

区

《
一 ～

~一～～

｛

＝

ノノ

、

騨墾

ー

’
0

1

、

配 号

一F陰国 鉄，、金融･保険･証券
〃

／ ＝＝＝＝＝凄衷型路 。

÷一 －．－区 界 ○
口官庁･政府捜閥

回

□

▲地方公共団体

住吉区 ▲
△

大規模EDPS

中規模EDPS

小規模EDPS

大規模EDPS

中規模EDPS

小規模EDPS

大規模EDPS

中規模EDPS

小規模EDPS

’ 一詞－－
Q 一 J

ｰ ／

／
住之江区

／

、



47

会計学シソーラスの設計と編成

生 島 芳 郎

I シソーラスの機能と構造

情報検索システムでは，通常，索引語の組合せによって検索を行なうので，

これら個々の索引語の適・不適が，検索効率に大きな影響を与える。索引語と

して用いられるキーワードは，文献情報のインデクシンクﾞ（索引付け）と検索

時の質問語として使用されるが，いずれの場合にもそれぞれのキーワードを，

意味論的に整理し相互関係を統制しておくことが，その効率をよくすることに

なる。用語にこのような操作を施し整備したキーワードリストがシソーラスで

ある。

シソーラスの構造は，形式的には各語を単位とするエントリー内の表示型態

とその配列，内容的にはエントリー内の各語の概念の相互関係のネットワーク

からなっている。そしてシソーラス内で，ある概念または複合概念を意味する

語として認められた用語，または記号がディスクリフ。タである。それゆえ，シ

ソーラスはディスクリプタと非ディスクリフ。タのエントリーで構成され，各エ

ントリーの見出し語の概念に密接な関係をもつ用語が，その相互関係を示す記

号の下に記入される形態になっている。

これら各語の相互関係は，同等関係，階層関係,関連関係の三つに大別され，

通常次のように記される。

(1)同等関係

A,B両語が同義語で,Aをディスクリプタ,Bを非ディスクリプタと

するとき,Aのエントリーでは, UF (Used for)又はSF (Seen from)

の記号のあとにBを記してその優先関係を示し,Bのエントリーでは

USE又はSEEのあとにAを記す。
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(2)階層関係

ディスクリフ･タAに概念上の上位語Cと下位語りがある場合,Aのエン

トリーでは, BT (Broader term)又はGT (Generic term)のあとにC

を, NT (Narrower term)又はST (Specific term)のあとにDを記す。

(3)関連関係

明確な上下関係の概念には入らないが，非常に密接な関係にある語や，

同義ではないが同義に近似の概念をもつ語などを, RT (Related term)

の記号のあとに記す。

(4)注記

ディスクリプタ語の概念や意味をより明確にしたり，使用について何ら

かの限定をする必要のある場合, SN (Scope note)の表示の下にその説

明句を記す。

このような形態のエントリーをまとめたシソーラスには，各エントリーの見

出し語の語順(ABC順,50音順など）に配列した本体と，これらの用語が属す

る学術領域の体系に，各語を分類配列したカテゴリー索引を付けるのが通常で

ある。カテゴリー索引は，各見出し語をその語に付記した体系表示記号によっ

てグルーピングした後，その体系順に配列したもので，用語の概念上の位置づ

けと，関係語群を一覧出来る利点があり，用語の選定と管理に役立つものであ

る。

ここでこれらの一例として, ｢JICST シソーラス」と「OECD マクロシソ

ーラス」を見てみよう。

「JICSTシソーラス」

日本科学技術情報センター(JICST)が1975年8月刊行した「JICST科学技

術用語シソーラス」(1)の略称である。電気工学分野の用語から作業を始め，

1973年の暫定版を基礎に，米国の TEST (Thesaurus of engineering and

scientific terms, 1967.)を参考にして作成されたわが国での本格的な総合シソ

（1）斉藤和男蔵JICST科学技術用語シソーラスの編成経緯"情報管理18(5)390-399 (1975)
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1．」l csTシソーラス 一ラスである。ディスクリフ｡タ29, 173

＊情報管理（ジョウホウカンリ）
語と非ディスクリプタ4,825語で編成

B A○I

USE ドキュメンテーション された本体の一例は，第1表のように
＊情報管理者（ジョウホウカンリシャ）

なっている。B AOl

USE ドキュメンタリスト 見出し語の下にその語の属するカテ
情報帰還（ジョウホウキカン）

EFII ゴリーコードを付し，その下部に
NT 再送訂正

USE, UF, BT, NT,などに続きそれに判定帰還

BT 通信操作 該当する語の記載がある。NTでは概
情報機関（ジョウホウキカン）

念が下位に降りるに従って語の頭部にB AOI

N T 情報センター 、印を加え見易くしてある。また見出
情報分析センター

データセンター し語のうち左側部に＊印のついている

情報源（ジョウホウゲン）
のは非ディスクリフ｡タである。主題力B AOI

情報検索（ジョウホウケンサク） テゴリーは専門領域毎に約160に分れ，
B A O1

U F l R 見出し語に付されたカテゴリーコード

機械検索
は4桁（英・数字各2桁）で主題カテ

NT 事項検索

・データ検索 ゴリー別索引はこのコード順に見出し
・・化学構造検索

語を配列してある。そ及検索

文献検索 「OECDマクロシソーラス」

経済協力開発機構(OECD)が1969年に発表したディスクリフ･ター覧表(2)の

語彙を増加し,編成したもので,1972年に英一仏，仏-英両語版がまず出された。

この編集にはUnesco, UNCTAD, UNIDOなど27国際機関が協力し, OECD開

発センターがまとめた経済・社会分野での始めての大型シソーラスである。

シソーラス本体の見出し語は3,004語で，各国語版とも英語との二国語併記

を原則としている。各見出し語には所属主題の位置を示すカテゴリーコードを

付記してある。カテゴリーは経済事情，経済政策，農業，工業，商業，経営，

( 2 ) Aligned List of Descriptors.次の三機関のシソーラスを併合編集したもの，
ILO-List of Descriptors, FAO-List of Descriptors, DSE-The thesaurus of the Deut

sche Stiftung fiir Entwicklungslinder.「マクロシソーラス」の正式名称は次の通り
Macrothesaurus ; A basic list of economic and social development terms.



経営機械化研究の展開50

労働，環境・資源など19のブロックを最初の2桁，各ブロック内の項目（ファ

セット）を次の2桁で展開し，さらに必要に応じてサブファセットを次の2桁

でコードする。各語の相互関係の表示には, USE, UF, BT, SN など標準的

記号を各国語版に共通して使用している。このアルファベット順シソーラスを

第1部とし，第2部は主題体系順，すなわちファセットコード順シソーラスと

いう編成になっている。（第2表参照）

2．OECDマクロシソーラス

[ABC順シソーラス〕

CORRESPONDENCE COURSE/COURS PAR

CORR ES PONDANCE-06．07．O O

CORROSION/CORROSION-08.12．03

RT BIODETERIORATION

COSMETICS/COSMETIQUE-08.12.08

COST/COUT-1 2．09．O O

NT CAPITAL COST

DISTRIBUTIONCOST

EQUIPMENT COST

LABOUR COST

OVERHEAD COST

PRODUCTION COST

COST ACCOUNTING/CALCUL DES COUTS －

12．09．00

COST BENEFIT ANALYSIS/ANALYSE COUT

A V A N T A G E－12．09．O O

COST OF LIVING/COUT DE LA VIE-03.02.05

SN THE ACTUAL COST OF GOOD S A N D

SERVICES ACCEPTED AS NECESSARY

TO LIFE IN GENERAL, DO NOT

CONFUSE WITH STANDARD OF LIVING.

COSTA RICA/COSTA RICA-01.04．O3

BT CENTRAL AMERICA

COTTAGE INDUSTRY/INDUSTRIE FAMILIALE-

08．02．02

COT TON/COTON－07．07．o7

BT INDUSTRIAL CROP

R T T E X T I L E

COUNCIL OF EUROPE/CONSEIL DE L' EUROPE-

01．03．03
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〔主題体系順シソーラス〕

12．0 9 C O S T A C COU N T I N G． P R O F1T，

12．09．00

AUDITING/VERIFICATION COMPTABLE

BANKRUPTCY/FAILLITE

BUDGE T/BUDGE T

S N O F A N E N T E R P R l S E，IN T H E

F R A紬E WO R K O F P U B L l C F1N A N C E・

U S E N A T lON A L B U D G E T･

BUDGETING/ETABLISSEMENT DU BUDGET

CASH INCOME/REVENU DISPONIBLE

B T P RO F l T

COS T/COU T

N T C A P l T A L C O S T

D l S T R I B U T I O N C ○S T

E Q U l P M E N T C O S T

L A BOU R C OS T

O V E R H E A D COS T

P R O D U C T l O N C O S T

COST ACCOUNTING/CALCUL DES COUTS

COST BENEFIT ANALYSIS/ANALYSE COUT

A V A N T A G E

EQUIPEMENT COST/COUT D EQUIPEMENT

B T C O S T

LABOUR COST/COUT DE LA MAIN D OEUVRE

S N A L L C O S T S I N V O L V E D I N P R O V l D l N G

L A B O U R．I．E・ WAGES, ALLOWANCES, SO

CIAL SERVICES, ETC.

B T COS T

情報検索の分野に，シソーラスという用語が登場したのは，1957年米国が始

めであるといわれている。以来，機械検索の発達とともに，種々の専門分野

で，シソーラスが編集，使用されてきた。しかし第3表に見るように，その多

くは科学・技術分野の用語を取扱ったもので，人文・社会科学分野では極めて

少数である。このような既存のシソーラスは，統一的な規則によって作成され

てはいないので，その構成，語の表示，配列法などに差異があり，総合的な利

用に不便であるため，その規格や作成法の標準化をはかる作業が国際的に行わ

れてきた。
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3．主要なシソーラス（刊年順）

〔自然科学分野〕

Thesaurus of ASTIA descriptors. U. S. Dept. of Defence. 1960.

Chemical engineering thesaurus. N. Y., American lnstitute of Chemical

Engineers、1961．

Thesaurus of engineering terms. N. Y., Engineers Joint Counci1. 1964.

Thesaurus of information science terminology. C. K. Schultz ed. Washington

D. C.、Communication Service Corp、1964., Revised edition l968.

NASA thesaurus. U. S. National Aeronautics and Space Administration.

1967.、Revised edition l976.

TEST Thesaurus of engineering and Science terms．U.S. Office of Naval

Research、ETC・’967.

1NIS : Thesaurus・Vienna, International Atomic Energy Agency. 1970.

JICST科学技術用語シソーラス，日本科学技術情報センター 1975．

〔軒会科学分野〕

Information retrieval thesaurus of education terms・Cleveland, Case Western

Reserve Univ. 1968.

Thesaurus of ERIC descriptors. 2nd ed. U. S. Office of Education,Educationa l

ResourceslnformationCenter. 1969.

Thesaurus of lLO descriptors. Geneva, International Labor Office. 1971.

Thesaurus of industrial development terms. N. Y., UNIDO. 1971.

Macrothesaurus :A basic list of economic and social development terms.

Paris, OECD, Development Center、1972．

Thesaurus du management et de l'6conomie; langage d'indexation pour les
services de documentation et bibliothEques・Paris, Bureau Marcel van

Dijk. 1975.

そしてユネスコと国際標準化機構の専門委員会(ISO TC/46)が, 1974年に

まとめた「単言語シソーラスの設定と発展のための指針」(ISO 2788) (3)

が，その後シソーラスの標準的規則として各国の承認を得ている。この指針は

基本的に自然科学，工学，技術分野のシソーラスを対象としているので，人文

・社会科学分野への適用には一考を要する点や，日本語として言語上特別な配

慮を要する点などが在るが，シソーラス作成の一般基本的な準拠規定として，

今後活用されるものである。

establishment and development of mono-

荒木啓介嘩‘単言語シソーラスの設定と発展の

(6)417-425 (1976)

( 3 ) Documentation-Guidelines for the

lingual thesauri. (ISO 2788-1974) 13p.

ための指針”情報管理19 (5) 343-349,19
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I 会計学シソーラスの編成＊

1. 語彙源と用語構成

前槁(4)で報告した会計学索引語表は, 1970年まで15年間の会計学論文・記

事4573アイテムに使用したキーワード11,442語のうち，使用頻度3以上の1773

語を五十音順に配列したもので，これを基本索引語としてシソーラス作成に利

用する。さらに1971年以降の文献をも含めて広く語彙を加え，その後，各用語

間の相互関係を検討してディスクリプタを選定し，シソーラスを編成すること

にした。

これらの作業のうち，用語の概念や相互関係の検討，主題カテゴリーへの決

定などは，主題領域と用語法を熟知した専門研究者が行なうのが望ましいが，

今回は前段階として既存の専門辞典類を利用することとし，神戸大学会計学研

究室編「会計学辞典」（同文館）を活用した。本辞典は斯界の代表的な専門辞

典で，昨年改訂第三版が出されたものである。これを用語の内容検討のほか，

辞典巻末の総索引を会計用語の語彙集とみて，われわれの索引語表中の用語や

追加語との照合，および用語の重要度の検討に利用し，またその体系目次の項

目を主題カテゴリーの決定に準用した。

収集用語の語彙源と第一次統制を加えた語の概数は次の通りである。

（1）索引語表の1773語のうち

(a)辞典の総索引に出ている語 1,290

(b)辞典の総索引に出ていない語 483

（2）1971～75年間の文献タイトルの重要語580語のうち，索引語表と辞典総

索引ともに出ていない語 114

（3）辞典の体系目次にある項目語のうち，索引語表に出ていない語 2,243

用語の収集源として，さきの「ISOのシソーラス指針」は(a)技術用語辞典，

(b)最新の文献, (c)用語に関する文献やリスト,(d)抄録誌, (e)文献の実験的索引

作業等々を挙げている。われわれの作業のうち，（1)はISOの(e)に, (2)は(b) ,

（4）「会計学用語と索引語」経営機械化シリーズ比15（1974）所収

＊この編成作業は文献センターの関口秀子助手との共同作業で行っているものである。
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(d)に, (3)は(a)に対応しているといえよう。

次に上記(1)～(3)の語彙内容と問題点をのべる。

（1）上記(1)の索引語は使用頻度10以上の443語を含む1,773語で，この分野

の重要キーワードと考えられる｡ JICSTシソーラスの作成時の用語は，異

なり語17万語，うち使用頻度3以上は約3万語，頻度10以上は約7,000語で

あり，分野と語数は異なるが，頻度3以上の語数対異なり語数の比率は，わ

れわれの場合15%, JICSTは17% ,また頻度10以上の比率は同じく25%と24

％で，ほぼ同様な傾向を示してをり，収集語彙と使用頻度の相関関係が考え

られる。

JICSTの場合は，頻度10以上の語にUSE-UFの優先関係の処理をして，

ディスクリプタ候補としている。われわれは頻度3以上の語を辞典の総索引

と照合し，上記の(a), (b)に分けた。辞典の総索引に入っている語を，ある概

念を現わす最も普遍的な語として認められた用語であるとすれば, (a)は重要

度の高いディスクリプタ候補である。また(b)には次のような語が含まれてい

る。

(f) 1E, OR,証取法などの略語，俗語，ダイレクト・コスティング（直

接原価計算），インターナショナル・アカウンティング（国際会計）

などの様に邦訳語と併用され，訳語のみが辞典索引にあるもの

（ﾛ）利益センター（プロフィット・センター）のように(ｲ)の場合と反対

に外国語のみが辞典索引にあるものと総合減価償却（総合償却）のよ

うに同義関係にあるもの

レサ オートメーション，目標管理，市場調査，創業利得など周辺カテゴ

リーに属するもの

辞典の索引には，辞典本文の見出し語はすべて入っているが，見出し語の

説明句にある用語全部は索引で拾われてはいないので，索引にない語は不用

語であるということにはならない。とくに(b)の中で頻度10以上の用語，例え

ば「貸倒準備金」「正規監査」「業績評価基準」「客体計算」などの語は，

実際の使用語としての重要度において(a)の各語に劣るものではなく，学術用
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語としての位置は与えられてなくてもディスクリプタ候補と考えられる。た

だ用語の相互関係検討段階で，非ディスクリプタになる場合はあるが，ディ

スクリフ。タヘの導入語としてシソーラスにエントリーすることが考えられよ

う。

なお､b)の例の周辺カテゴリーに属する語は，主に経営学領域の用語であ

る。これらは会計学本来の領域に属する用語処理が終った後，総合的に検討

する予定である。

（2）語彙源(2)の内容は次の通りである。(1)の索引語表は1956-1970年間の

文献をその収集源としてをり，その後の文献にも同様な方法で，キーワード

の収集を継続するのが望ましい。しかし，量的・労力的に早急には出来ない

ので，これを幾分でも補うため，文献内容の反映度が低いという欠点はある

が論文標題中のキーワードを収集した。これには1971-1975年間の「経済学

文献季報」(60/61～79号）の分類項目「会計」に採録された3051文献の標

題を用い,使用頻度2以上の用語580語を選出した。次にこれらと(1)の索引語

表及び辞典総索引の両語彙とを照合して，次の結果を得た。

（ｲ）索引語表に出ていない語 207

（ﾛ）（ｲ)のうち辞典索引にも出ていない語 114

追加語彙として検討を要するのは，（ﾛ)の114語である。この中には「会計

評価基準」「会計プロセス」「引当金会計」のように，用語統制，相互関係

の検討の段階で，それぞれ評価基準，会計処理，引当金などとの関連処理を

予想出来る語がある。また「為替換算会計」「行動会計」「税効果会計」

「代用償却」「半期報告書制度」「連結会計基準」や，周辺カテゴリーに属

する「環境」「公害」のような新出語が含まれている。

研究の発展につれて発生する新生語は，学術用語としての位置を認められ

るのに日時を要するものもあるが，個有の新概念を表す用語で，使用頻度の

高い新出語は，既存用語との関連を検討して，シソーラス上の位置づけを考

えねばならない。けだしシソーラスの目的は，用語の解説ではなく，語間関

係の整理統制によって常に検索に役立てることにあり，新出語の検討と処置
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はシソーラスのメインテナンスに必要な作業の一つである。

社会科学分野の論文タイトルには，一般に科学・技術分野のそれに比べ

て，上位概念の用語が多く，また一方では筆者の個人的な造語の使用が見受

けられる。上記(ﾛ)の中にも，構成単語への分解で検索可能な複合語や個人的

な造語が含まれてをり，これらの検討が必要である。

（3）語彙源の(3)にあげた辞典の体系目次の項目語の中には，すでに前述の

(1)，(2)に含まれている用語があるので，これらを除いた用語が対象となる。

これら項目語は，すべて辞典本文の見出語としてそれぞれ解説文が付されて

をり，会計用語中の重要語という観点からは，ディスクリフ｡タ候補として差

支えない。

ただ，これらの中には，「入金伝票」「賃金台帳」「支払手形記入帳」

「通信費」「総仕入高」「前期繰越利益」などや「小口現金％」「敷金％」

などの勘定科目名称のように，学習用語としては必要であるが，実際の研究

分野の主題分析・検索には重要度が低く，ほとんど使用されない語がある。

この種の用語のシソーラスへの収容範囲について検討の要があろう。

また本目次の会計法規・準則，会計学者・会計団体の項目には，企業会計

原則，同注解，財務諸表準則，計算耆類規則，税法調整意見書, APB意見

=,AAA会計原則, ASOBATや，シュミット，シュマーレンバッハ，日本

会計学会，企業会計審議会，アメリカ会計学会, AIA, NAA,のような規則

名，機関名，個人名，略名，その他の固有名称が入っている。シソーラスで

はこれらをアイデンティファイヤ（特定語）と称し，通常はシソーラス本体

に組入れず，別リストで処理しているものもある。

前述の「ISO指針」では，これらアイデンティファイヤも一般のディスク

リプタと同様に，シソーラス内に配列するよう規定している。例えばOECD

マクロシソーラスでは，国際機関名，国名はディスクリフ。タとしてシソーラ

スに配列し，カテゴリー分類では国際協力・国際関係というブロック内の国

際機関，国家の2ファセットに収容している。国名，人名，機関名，団体名

などを含め上記の諸固有名詞は，主題分析や検索質問の場合，情報を特定化
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、ノ

する有力な指標，キータームとして有用であるが，各語間に相互関係がな

く，ディスクリフ。タとして組み入れなくても，それぞれ個別に機能し得る語

であり，識別の容易な語であるので，今回はアイデンティファイヤ･リスト

にまとめて別記することにしている。

2．用語の統制と相互関係

今回の語彙源はそれぞれ用語構成上の特長を持ち，これに伴なうディスクリ

プタ選定上の問題点を前節でのべた。ここでは用語の統制と相互関係につい

て，前述以外で問題になる諸点をあげる。

（1）複合語

ディスクリプタは，ある概念または複合概念を意味する用語で，他語と意

味的差異の明瞭な普遍的なものが望ましい。複合概念を表わす複合語は，こ

れを構成する語よりも特殊性が高いので，検索に有利な利点があり，ディス

クリフ｡タとして必要である。

しかし，今回は見当らないが，「三語以上で構成する複合語は，構成単語

に分解した事後組み合せ検索によることにして，ディスクリフ°タにはしな

い」という考え方もあるように，ディスクリフ･タの増加によるシソーラスの

巨大化を防ぐため，検索頻度の少いことが十分に予測される複合語は，その

特殊性の度合いとの関連でディスクリフ｡タヘの採否を検討することになる。

（2）同義語と優先関係

同義語のある場合は，用語として公認され，かつ最も一般に使用される語

を優先語としてエントリーする。前節であげた「アカウンタピリティー会計

責任」「ダイレクト・コスティングー直接原価計算」のような訳語や，「総

合償却一総合減価償却」「利益性引当金一利益留保性引当金」のような簡略

語の場合は，完全な同義語であるが，同義に近い準同義の語も含めて同義語

処理をしている場合も多い。前にも述べた通り，シソーラスは厳密な語義の

表示ではなく，索引付けと検索の用具としてその利用に目的があり，この目

的に適合するレベルの準同義語はUSE-UFによる同義処理を許容する。し

かしこの処理の難しい準同義語は関連語(RT)として表示することにした。
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今回，同義語(A, Bとする）が辞典の見出し語に両語ともある場合は，

解説付きの語Aをディスクリフ。タに優先し，解説のない語すなわち「Aと同

じ」とある語Bは，索引語表での使用頻度が多くてもUFで表示するのを原

則とした。そのため，使用頻度は少いが辞典に解説のある語はディスクリフ｡

タとなり，頻度10以上でも解説のない語は，同義語としてUF表示される場

合が出た。下記がその例である。

ディスクリフ。タ（使用頻度）

資本利得

ピリオド･プランニング

バリュー・アナリシス

プロダクト･ｺｽﾄ

売価棚卸法

証 拠

驍杳証明

ピリオド・コスト

非ディスクリフ･タ（使用頻度）

キャピタル・ゲイン （10

期間計画 （10

価値分析 ⑮

製品原価 （11

小売棚卸法 （8）

監査証拠 （6）

監査報告 （13

期間原価 ㈱

帥
帥
帥
刈
〃
帥
町
帥

Ｉ
く

Ｉ
く

１
１

使用頻度に選定の重点をおけば，ディスクリフ｡タと非ディスクリプタは逆

になり，現在のディスクリプタはUF表示でよい。このように同義語間のデ

ィスクリプタ選定には’今回の辞典準拠に対して使用頻度と日本訳語の取り

扱いなどの諸点で，検討と調整を要すると思われる。

（3）階層関係

産資
産
産
の

産
資
資
他

産
資

定
定
の

資
幣

固
固
そ

幣
貨

形
形
資

貨
非

有
無
投

Ｉ
Ｉ

産
産

資
資

動
定

流
固

産資

繰延資産

このような上下の階層関係を各語に付記(BT,NT)して，その語の意味や

概念上の位置を明確にし，検索の際，上位語を使用して適合文献の再現もれ

を少なくする。そのため検索時，自動的に上位語転移(up-posting)をはかる

検索戦略が求められている。
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しかし，会計学分野のすべての用語に，直結的な上下関係を明示すること

は困難で，多くの場合，上位にはきわめて区域的な概念を示す語が用いられ

る。今回は各語にカテゴリー別体系コードを付与してあるので，一応の上位

概念はこのコードの利用で得ることが出来る。階層関係の決定には専門知識

が必要で，出来るだけ階層付けによる検索効率の向上を図るが，階層関係の

不満足な用語，概念については，関連語との併用，活用によることになる。

（4）関連関係

「現在原価と再調達原価」「会計監査人と公認会計士，監査法人」のよう

に殆んど同義に近い準同義関係，「留保利益と任意積立金，利益剰余金」，

「連産品と結合原価」のように意味・概念が非常に関連している関係にある

ものなど，同等・階層関係以外で密接な関係のあるものを関連語(RT)とし

た。

これはある主題を検索する場合，主題概念の中心となるディスクリフ｡タの

周辺に附随して多く用いられる語であるので，検索精度からみて，準同義な

いし近似同義の関連語は再現性能を上げることになるが，反面，関連語の増

加は適合率の低~Fを招く要因でもある。個々のディスクリプタにおける関連

範囲やレベルについては，作業上の大きな問題で充分な検討が必要である

が，その基本は，さきの「ISO指針」にある「関連関係は索引作業および検

索において，十分有効なことが明らかな二語間の関係においてのみ設定すべ

きである」というにつきている。

3． 表示と配列の形態

現在，上記語彙源の(1)(2)の用語の相互関係を点検作業中で，このあと(3)の追

加語彙の点検を行ない，全用語の五十音順リストと体系順（カテゴリー）リス

トを作成する。

これら両リストには，ディスクリプタと非ディスクリフ。タが含まれ，各語の

エントリーにはUSE,UF,BT等の記号と，これらに関係ある用語，および所属

カテゴリーコードが付記される。このような編成は，今までの多くのシソーラ

スに見られるものであるが，今回は前記OECDのマクロシソーラスと米国の
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4． 会計学シソーラスの例

[50音順シソーラス〕

アイドル・コス ト 04．O6

UF 不働費

無効費用

B T キャパシティ・コスト

RT 原価性

アウトプット法 04．O6

BT 原価差異分析

RT インプット法

アカウンタビリティ 01．01．01

USE 会計責任

後入先出法 02．03．03
UF LIFO

RT 棚卸資産原価配分

安定価値会計 02．01．05

USE 貨幣価値変動会計

〔体系順シソーラス〕

01.02 会計公準
01．02．01

会計慣行

USE 会計慣習

会計慣習

UF 会計慣行

コンベンション

RT 会計公準

会計公準

UF 公準

NT 会計基準

会計原則

02.04 固定資産。繰延資産

02．0 4．03

加速償却

RT 特別償却

集合償却

RT 総合償却

総合償却

RT 集合償却

合成償却

営業権

U F

B T

R T

営業費

U F

02．04．07

買入暖簾

無形固定資産

暖 簾

04．05

販売費・一般管理費

開業費

U F

B T

02．04．09

聿己
Ｅ

告
明
Ｆ
Ｔ
明
Ｔ
告
Ｓ

Ｔ
分
Ｔ
控
Ｔ

報
証
Ｕ
Ｒ
証
Ｒ
報

Ｕ
Ｒ

区
Ｒ
差
Ｒ

査
査

査
査

言
見

見
監
１
監

監
監

助
２
意

意
０

０

４
４

４

０
０

０

６
６

６

０
０

０

開業準備費

創業費

需杳報告

監査報告書

需杳証明

需杳証明

勧告

除外事項

未確定事項

意見差樺需杳

報告言
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教育用語シソーラス(Information retrieval thesaurus of education terms,

1968.第3表参照）を参考にした。

体系順リストは主題カテゴリー別索引で，カテゴリーの決定には前に述べた

ように，辞典の体系目次を利用し，その11大項目と項目内の下位分類に従っ

て，各用語の概念表示コード（最大6桁の数字コード）を与え，このコード順

に配列する。この体系目次の利用によって，われわれは負担の軽減を計ったの

であるが，次の問題点が見られる。11大項目のうち，社会会計，機械化会計，

会計数理の各項目には下位への展開がなく，同じく原価計算，管理会計では次

位分類だけで，その下の細分類はされていないことである。とくにこの2カテ

ゴリーは収容語が多いので，改めて各語のグルーピングをして適切なファセッ

トに配列し，コードを付与する必要が生じている。

以上の諸作業か終ったシソーラス完成時のサンプルを第4表に示しておく。

Ⅲ お わ り に

以上がシソーラス編成過程とその問題点の概要である。今回は上記の印刷様

式のシソーラスの作成をまず目標にしているが，将来，会計学を含め経営学全

般の文|散検索サービスを提供する場合には，より広領域の語彙を加えた総合シ

ソーラスの編成と，同ファイルのCRTディスフ。レイ表示の利用，さらにオン

ライン検索においては，自然語によるアクセスによって，ディスクリフ･タを含

むエントリー・タームへ自動変換が可能なシステムが，検索効率からみて望ま

しい。それには，エントリー・タームに関係付けた大量の自然語ファイルの作

成が必要で，これら語彙収集，用語の統制とメインテナンスが，常にシソーラ

スの機能に影響を持っていることに留意しておかねばならない。
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バザラのアルゴリズ､ムに対する注釈

伊 藤 駒 之

|’

制約条件のある最適化問題を解くに際して，非線型計画問題では，ペナルテ

ィ関数を付与したり，変数変換を行う方法が現在では広く使われている。これ

らの方法は, SUMT ( 1 ) (Sequential Unconstrained Minimization Techniques)

と呼ばれていることが示すように，一連の制約条件なしの問題を系列的に解く

ことによって非線型の制約条件つきの問題を解こうとするものである。

FiaccoとMcCormick ( 2 )によれば，変数変換を行う方法はinterior point

algorithmsと呼ばれ，ペナルティ関数を付与する方法はexterior point algori-

thmsと呼ばれている。例えば，制約条件x+ 3>0のもとで

min (x-2)5

という最適化問題はつぎのような形に変数変換によって代替される。

Min {(x-2)5－γlog(x+3)} ,

ここで，γはラグランヂェ乗数に相当する。変換された関数から判明するよう

に，最適化行動は制約条件内の点，すなわち，実行可能(feasible)な領域内の

点をたどる。

一方，この最適化問題はexterior methodでは

Min{ (x_2),+{mingr+3]|'},2γ

（ここで，γはラグランヂェ乗数に相当する。）なる形になされうる。この方

法においては，必が制約条件から，すなわち，実行可能領域から離れるに従っ

( 1 ) Fiacco and McComick, [2]参照。

(2) op.αf、
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て，ペナルティ{min (0, x+3)} 2がますます大きくなるように形式化がなされ

ている。それゆえに，この方法では実行可能領域外から最適化がなされる。

このように, interior point algorithmsとexterior point algorithmsは最

適化行動が実行可能領域内で行なわれるか，実行可能領域外からその領域内へ

進むかによって区別される。

目的関数にペナルティを付与する方法に対して, M.SBazaraaはFriedman-

Savageの方法を適用しているo (3) そして，この定式化を検討するために，

確率化されたFriedman-Savageの方法を我々は適用してみた。その結果は

M. S. Bazaraaが指摘するほどの良いものをもたらさなかった。その原因を追

求していく過程で, M.S・Bazaraaが示したalgorithm に疑問点をみいだす

ことになった。本稿では，この疑問点とBazaraaの興味ある議論に注釈を加え

ることにしよう。

I

M. S. Bazaraaに従い，つぎのような制約条件つきの非線型計画問題を考え

よう。

gi(x)≦0, i = 1,2,…，m，

hi(x)=0, i = 1,2,…,k

なる制約条件のもとで

f (x) (1)

を最小にせよ。

ペナルティ関数を使ってこの問題を解くには，つぎの式を満すxをみつけな

ければならない。

Sup lnf (f(x) +ｽI (x) ) =lim lnf (f (x) +il (x) ) (2)
ス xeR n スー→OOxsRn

ここで，

g# (x)<0 (i =1,2, ...,m)

( 3 ) Bazaraa, [ 1 ]参照。
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でかつ，

h; (x)=0 (i =1,2,…,k)

なら，

I(x)= 0

さもなくば，

I (x) >0

とする。関数I (x)の典型的な一例は

”

I(x) =ヌ(max (0,
＄＝1

ル

g, (x))2+Zh2､x)
J＝1

(3)

である。

そして，この問題は充分に大きい正のスに対して，

f (x) + XI (x)

を最小化することによって解決される。しかしながら，これは，スが大きいた

めに，かなり困難な問題である。Bazaraaはつぎのような叙述によってこれの

困難さを説明している。

いま，ノルムが1である方向ベクトルdが与えられているとしよう。そのと

き，実行可能な点から構成されている領域{xl l(x)=0}は非常に制約された

非線形であろうから，任意のスカラー〃に対してI (x+"d)>0となる可能性

が大きいだろう。そして, I(x+"d)は大きな正数によって加重されているの

で，

f(x+"d) +iI(x+"d)>f(x) +えI(x) =f(x) (4)

となる。すなわち,fの値についてのなんらかの改善がなされたとしても，

I (x+l'd)>0で，かつ，スが大きな正数であるために全体としては増加が生ま

れる。もし〃の値が非常に小さくて, I(x+/Jd)÷I (x)なら，上記の問題の最

小化が進むことになるだろう。しかし，〃の値が小さいことは最適化過程が非

常に遅い速度で進むことを示す。このように，ペナルティが付与された関数を

最適化することは困難な問題である。ペナルティが大きい正数スで加重されて

いるがために，等高線はill-conditionに関して極めてきびしいものになる，す
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なわちridge {xll(x) = 0}によって非常に複雑な形になり，最適化行動を容易

にさせない曲りくねった細長い形状を有することになる。

この点に関して, BazaraaはRosenbrockの関数(4)を使って説明をしてい

る。この関数はx=(1, 1)で最小値をもち，放物線X2 =X12にそっての険しい

ridgeをもっている。また，これは制約条件なしの最適化問題におけるテスト

用の関数としてしばしば利用されている。

いま，つぎのような制約条件つきの最適化問題を考えよう：

x2-x,2=0

なる制約のもとで

(1 -X,) 2

を最小化せよ。

前記の定式化に従って, 1(x)=h2 (x)=(x2-x2,)2 = 0とし，パラミタース

= 100とおくことによって’ペナルティつきの関数は(1-X1)2+100(X2-X,2) 2と

なりRosenbrockの関数そのものとなる。そして，探索の過程でx2 ==x12なる

点に到達したとしよう。そのとき' (1-X,)2の項における改善はペナルティ

である100 (X2-X,2)によって消され，場合によっては（それはしばしば考え

られる。）全体としては改悪がもたらされる。

このように，パラミタースの値が大きいときには，アルゴリズムのステップ。

・サイズと考えられる，上記の/‘が小さな値をもつような状態でなければ，探

索成果は改善されえない。これはアルゴリズム(algorithm)構成にさいして注

意されなければならない重要事項と考えられる。

このような問題点から，パラミタースの小さな値で探索を始め，徐々にス

の値を大きくしながら探索を続ける計画が提案されている。

Ⅲ

本節では，前記に定式化されたペナルティつきの関数を最適化する，

(4) Wilde, [3]参照。
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Bazaraaのアルゴリズム(algorithm)が述べられる。

つぎのように記号を定義しよう。

d, :i番目の要素だけが1で，その他は0であるベクトル，

yj+1 :ベクトルy‘からベクトルd《の方向に沿って最適化されたベ

クトル，

J :初期ステップ°・サイズ，

jmi,,:ステップ・サイズの下限，

β ：ステップ。・サイズの削減率，

ス ：ペナルティのパラミター，

ス脚‘”：スの上限，

γ ：ペナルティの増加率，

E :パラミターの値の変更のための成果規準，

t :繰り返し回数，

Xj+, :t回の繰り返し後の到達点，

l :パラミタースとステップ・サイズJの変更のためのスウィッ

チ要因，

|xl :ベクトルxのユークリッドノルム，

p (x,ｽ) =f(x) +AI(X)｡

アルゴリズム(algori thm)。

上記のパラミターの値を定めpX11を適当に選び, yl,=x,i=t=1と設定

する。

段階I:方向d'にそって，ステップ・サイズJで, P(y"ス）の探索を行

う。そして，得られた最適値をyj+』とする。もしi≦nなら,iを(i+1)

と置き換え, i=(n+1)になるまで，上記の手続を繰り返す。そして次の段階

に進む。

段階I : xi+,=y"+』と置く。|x,+,-xi l三sなら, i=1, y'=xf+'と置き，

段階Iに戻る。いま, |x,+,-x,| <gとしよう。そのとき，もしス＞ス廓‘“

で，かつ』<""i"なら, Xf+」を最適とみなし，アルゴリズム( algorithm)は
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停止する。そのようになっていない場合にはlとス4を比較し，ス」<lな

ら，スはγスとおきかえられる。一方，スj三’なら，スは2スとおきかえら

れ，』は Max(6 4, J"i")とおきかえられる。そして, i=1, y,,=xf+,と置き，

段階Iに戻る。

このアルゴリズム(algori thm)を適用するに際して, Bazaraaはつぎの表に

示されるような値をパラミターとして選ぶことを勧めている。

表 パラミターの値

|』mi｡|'|"|'""| "| ｡| 'パラミター｜ 』

｜
().1から

1まで

0.00001

から |0.1から0.1から100から
1,000,000

0．001 0.4まで1.0まで まで士一戸
季 ー

5から 0

100まで0

0001

から
01まで

勧められる

範囲

0.1から

2まで

Ⅳ

前節でのアルゴリズム(algorithm)において, Bazaraaは，線型サーチと

して，つぎのようなimperfect line searchと呼ぶ方法を提案している。ステ

ップ・サイズをjとし，初期加速要因S=1としよう。初期値をX*とし，

Z*=P (x*)とする。そして, P (x*+S4)を計算する。もしP (x* + S4)

<Z*なら,Z*はP (x* + SJ)とおきかえられ,X*はx* +SJとおきかえら

れ,SはaS (q>1)とおきかえられる。そして，最初の失敗，すなわち,P

(x* +SJ)二Z*が起るまで，この手続が繰り返えされる。このようにして得

られるP (x)のimperfect minimum はX*となる。もし最初の計算において

P (x*+SJ)gZZ*なら, S=-1とおかれ，上記の手続が繰り返えされる。

このimpe㎡ect line searchをBazaraaが提案している理由として，スの値

が小なるときに完全な最適化を行うことは，それに使用される努力量に見合う

成果がでることにならないことが挙げられている。

大きなペナルティ，すなわち，スの値が大である場合には，前述のように最

適化がかなり困難であるので, Firiedman-Savageの方法よりは洗錬された方
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法がより適切ではないかという考えが生じる。この点に関しても, Bazaraaは

つぎのような反対の見解を示している。

例えば, conjugate directionにもとづくアルゴリズム(algorithm)を使うな

ら, conjugate directionが正確に得られるかぎり，良い成果がもたらされるで

あろう。そして, conjugate directionを作るには, Hessianに関する多くの情

報が必要とされる。しかしながら，計算誤差やill-condition が存在するため

に，正確な情報を得ることはほぼ不可能であり，結果として生じてくる方向

(direction)はconjugateとはほど遠いものになる。

本節で述べてきたBazaraaの見解に対して我々は強く賛意を表する(5)。こ

の意味で我々はこのアルゴリズム(algorithm)に深い関心をもった。しかしな

がら, Bazaraaのアルゴリズム(algorithm)にはつぎに述べるような問題があ

った。

段階Iでは，問題点は見い出さなかったが，段階Iでは，パラミターの選択

に関して充分な注意を払う必要がある。

彼の議論によれば，この工夫，すなわち，スウィッチ要因lは，ペナルティ

のパラミターが小さな初期値で，ステップ。・サイズが大きな値で始められると

き，不完全な最小化を実施するのに有効で，一方最適化の終了直前では，小さ

なステップ｡・サイズによりかなり精徹な最小化を実施するのに役立つ。

しかしながら，パラミターの選択が当該の問題にとって適切でないなら，こ

のアルゴ'ﾉズム(algorithm)は有効に働かないかもしれない。 Ra zaraaはパ

ラミターの選択に関してアルゴリズム(algorithm)の敏感性を無視しうるもの

であると述べているが。つぎのような考慮がこの点を我々に説明するであろ

う。

アルゴリズム(algorithm)のパラミターが前記の表に従って定められたとし

よう。そして，スJ<lなる場合をケースAと定義し，ス」三Iなる場合を

ケースBと定義しよう。to回，ケースA(スJ<l )が起ったのちにス」之lが

（5）伊藤，［4］，［5］参照。
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起ったとし，このケースAが最初に起ったときのス,4をス0,40とする。

アルゴリズム(a lgorithm)によれば，ス4<lなら，』はそのまま固定さ

れ，スはγスとおきかえられる。それゆえに，

1･!O 10 Jo三 1 (5)

が成立しなければならない。この不等式を変形するとつぎのような不等式が導

かれる。

"4'/ji'4u+' > t,≧'｡§｡"') （6）
log 7

ここで，

to三1,

log 7 >0

とする。前記の表よりγ三5であるから，

log )" >0は成立する。

この不等式を満す非負整数toは確に存在する。なんとならば，ス040<lで

あるからlog (l/ｽo Jo)>0である。

一方，このケースAに移る前のケースBにおける最終段階では，

－』L4L= 1 (7)
2β －

が成立していなければならない。ゆえに，

4_= ､.'" >' (8)
2β －ｽ040

となる。tOに関する以上の議論をまとめると

log (1/28) _+1三log (1/ｽ｡』0)+1> t｡ (9)
log 7 log 7

が成立する。

同様に,t』回，ケースB(ｽJ三l)が起ったのちにス4<lが起ったとしよ

う。そして，このケースBが最初に起ったときのス，』をス】JⅡとしよう。

アルゴリズム(algorithm)に従って，もしスj三’なら，スは2スと変換さ

れ，4はmax (",4鯨i卿）によっておきかえられる。いま, J,"j"は特殊な場合
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として無視されよう。そのとき，

2‘』β'』ス』』』<1 00

が成立しなければならない。前述と同様に，この不等式を変形すると

！｡灘4') +1菫t>l･職4,) ⑪

が導かれる。

この場合も, log (1/ｽ』4,) <0で, log26<Oであるゆえに，上の不等式

を満す整数t】が存在する。この2つの整数t0, t,が存在することはアルゴリ

ズム(algorithm)がケースAとケースBの間で変動することを示している。

また，このケースBに移る前のケースAの最終段階では，

－』'－4 < 1 (13
γ

が成立していなければならない。ゆえに

-/<, b{<] (''γ

となる。t』に関する以上の議論をまとめると，

"(147) +' >｣.譜64')+1Zzt｣ (10log26

が成立する。

つぎに,このtoとt』の間にどのような関係をもつかみてみよう。

いま，

A =_ log(1/7) ⑮
log 2#

とおこう，そのとき

1 _ log (1/26) （10
A log7

となる。

ここで’不等式（9）に式（16）を代入し，不等式（14）に式（15）を代入

すると，

A+1三t, 01
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1/A+1三to (13

を得る。

この式（17)，式（18）から判明するように, A=1のときをのぞいて,to

とt』のどちらかは1でなければならない。このように, Bazaraaによるスウ

ィッチ要因の工夫はその意図に反して有効な働きをなすとは考えられない。
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A Manual-free Program

－対話型簡易汎用作表プログラム

Dialogue-C ROTAB-

下 條 哲 司

1． は し が き

新しいう。ログラムが完成すると，それがちょっとしたサブルーチンであって

も，それを使用するために必要な予備知識一プログラム名したがってそれを呼

び出すためのCalling sequence,引数1つ1つの型，長さ，意味など，サブル

ーチン内部での処理のしかた，帰ってきたときの変数や配列の内容，精度など

についての詳細，等々－を詳しく記述しておく必要がある。これなくしては

ごく簡単な処理しか行なわないようなサブルーチンでも，満足には動いてくれ

ない。サブルーチンの目的だけを知っていても，引数の順序や数はつねに固定

的であって，前回使用したときと全く同じ使い方であったとしても，引数の1

つすら省略は許されない。

まして汎用プログラムともなれば，これを使用するために，利用者が提供し

なければならない情報は非常に多いだけではなく，それを与えるしかた＝文法

は，その汎用う｡ログラムがより多くの機能をもつ，便利なものであればあるほ

ど，複雑で覚えにくいものである。そこで一定の意味をもたされている用語や

記号＝語彙もまた，それが沢山あればあるほど全部を完全に使いこなすのに，

相当の熟練を必要とする。

ただ1つの機能をもつ，単能プログラムであれば，処理を受けようとする材
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料としての情報だけを与えるだけで用は足りる。

X=SIN (A)

という関数は，ただ1つの情報Aを与えるだけで充分であるが，この場合でも

例えば,Aはラジアンで表現された角度であって,4バイトの大きさの実数で

なければならないといった限定が行なわれねばならないし，結果もまた4バイ

トの実数となるといった，いわずもかなの説明も一般的には必要になる。

もしこの関数SINに，引数として与える値が，度であってもラジアンであ

っても，どちらでもうまく計算できるような機能を与えるとすれば,Aの値が

度であるかラジアンであるかという情報をもうひとつ追加して，

X=SIN(A, 1)

または

X=S IN (A, 2)

と書かせ，第2の引数が1であればラジアン，2であれば度として計算を行な

うといった約束を作らねばならない。そしてそのために引数が1つ増加すると

ともに，約束ごとを利用者に知らせるための記述が，マニュアルにおいて必要

となる。Aが8バイトの実数であったり，4バイトまたは8バイトずつの実部

虚部をもつ複素数であったりする場合にも，この関数の機能を拡張すれば，さ

らに引数はふえ，その引数の意味を説明すべきマニュアルも，それだけ内容の

多いものとなる。

このような関連はごく当然のことであり，便利なう。ログラム，すなわちより

多くの機能を備えたプログラムであればあるほど，それを利用しようとする者

に多くの情報を要求し，その情報の1つ1つについての詳しい説明か必要とな

ってくる。情報を与える順序＝文法と，各情報の内容と意味との対応＝語彙と

か約束として定められ，その約束が詳細に記述されねばならないことになる。

文法と語彙とは1つの言語を形成する。いずれの言語もそれぞれ1つの約束

ごとの体系であり，約束ごとは複数の人間－－もっと一般的にはその言語を用

いて意思の伝達を行なうもの－－相互間に共通の知識としてもたれねばならな

いものである。したがってこの約束ごとを将来の不特定多数の利用者に伝達す
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るためには－ここでも1つのもっと広く使用されている言語＝定義ずみの言

語を用いねばならないが－詳しいマニュアルが必要となる。プログラムは一

般に，ほんのちょっとしたサブルーチンでも，あるひとつの言語体系を定義し

てもっており，そのプログラムによって所期の目的を果たすためには，それが

要求する言語による情報の提供を行なわねばならない。

以上を要約して，マニュアルの不要なう｡ログラムを作成するために，解決し

なければならない問題点を整理すると，次のようなことになるであろう。

（1）マニュアルがもはや必要のない言語は自然言語であるから，汎用プログ

ラムが要求する「利用上必要な情報」を，自然言語または，それから容易

に連想できる言語を用いて伝達させることが望ましい。（簡略自然言語）

（2）汎用う。口グラムが要求する「利用上必要な情報」の順序は，汎用う。ログ

ラム自身が質問を発する形で要求するならば，予めこれをマニュアルなど

で規定しておく必要はない。（質問方式）

（3）利用上必要な情報の内容と意味との対応は，辞書といわれる対応表によ

って記述されるが，こうした対応は必ずしも必要ではなく，その段階で表

現しうるすべての意味を列挙して，そこから適当なものを選ばせるといっ

た方法で，十分用は足せるはずである。（列挙方式）

（4）プロク、ラムの要求する言語において備えられていない機能の1つに，抽

象的な表現を指摘することができる。FORT RANのような言語にはサ

ブルーチンや関数，あるいは配列などという形での抽象が若干用いられて

はいるけれども，汎用う。ログラムの言語にはこのような抽象を用いること

のできる例は稀である。抽象は同じことのくり返しを避ける方法であり，

これによって繁雑で退屈な作業から利用者を解放することができる。（再

帰使用）

これら4つの機能を汎用フ･ロク．ラムのコンパイル部分にもたせることにすれ

ば，その汎用プログラムを使用するにあたっての予備知識 したがってこれを

得させるためのマニュアルは大幅に省略することができ，それらの機能をうま

く活用するならば，マニュアルなどは全く不要ということにもなるであろう。
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そこでこれらの機能を，すでに完成している簡易汎用作表プログラムC ROT

ABにもたせた場合の効用について，以下に解説する。

CROTABは本経営機械化シリーズ17に紹介した通り，作表のための種々

な情報をコントロールカードから読み込んだ上，予めこれをコンパイルし，こ

れを作業実行のときに参照できる内部表現に改めるような方式を採用してい

る。仕事の性質上この方式の方がやりやすいからであることはいうまでもない

が，上に述べたような4つの機能を通して，直接内部表現を作り出すことので

きる新しいコンパイラを，古いコンパイラにおきかえるだけでこのことは実現
する。

なおこの4つの機能をもつコンパイラを，コントロールカードの逐次実行方

式の汎用フ･ロク、ラムに応用することもできる。この場合にはコントロールカー

ドのコンパイル部分は実行時に行なうことが多いので，対話方式によってコン

トロールカードそのものを作り出す作業を行なうようなう｡ログラムを作ること

が，そこでのやり方になるであろう。しかし，こうすることによって逐次実行

方式は，う。レコンパイル方式に改められることになるが，そのおかげで4つ目

の機能＝再帰使用が容易になることは強調されるべきである。

2. Dialogue-CROTABの概要

Dialogue- C R O T A BはCROTABのもっているサブルーチンの1つ，

CROSS 1を新しいサブルーチンDIALOGに置きかえるだけで実現す

る。ただしCROTABを実行する場合には，かなり大きい記憶領域を占有す

ることと，対話方式によって情報をインフ。シ卜するのにはかなりの時間を要す

るのが普通であることのため, DIALOGは別のJobとして単独に動かせる

ことにした。

すなわちCROTABは第1図のような構成をもっており, CROSS1は

このうちでコントロールカードを内部表現に翻訳する機能をもっていたが，

Dialogue- C R O T A Bでは，別JobであるDIALOGが対話をしながら作
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り出した同じ形の内部表現を, Discから取り出すだけで作業に入れるように

改めただけである。このときの構成は第2図に見るとおりとなる。
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ここで忘れてならないことは, DIALOGは対話方式で内部表現としての

OBJECTを作り出すというばかりでなく，すでに作られた内部表現をとり

出して，さらに対話方式によってこれを修正することができ，作成された内部
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表現のひとまとまりの組に適当な名まえをつけてカタログしておき，いつでも

これを参照することができる機能をもつ。ただしC ROTAB 本体のメイン

プログラムでは，いつでも一定の場所に収納された内部表現のみをとり出すだ

けで，カタログされたものの中から名まえによって適当なものを選択する機能

をもたせていないので, DIALOGがその都度まず働いて，必要な内部表現

( = object code)を所定の場所に収納する作業を行なうことが要求される。だ

からDIALOGはC ROTABの常設の窓口としても機能することになる。

したがってDIALOGと新しい形のC ROTABとは2つのJobではある

が，つねにセットになって作業する。そしてこのセットにつけられた名称が

Dialogue- C R O T A Bにほかならない。

3． 簡略自然言語

一般に人間は機械に対して詳細な情報を要求する一方では，人間が機械に与

える情報を極限にまで簡略化しようとする傾向がある。もともと機械に与えら

れている機能は有限であるために，その機能のうちの1つを指摘するために

は，ごく簡単な情報だけで十分である。機械のもっている機能の数をNとすれ

ば，これを区別するためにはlog2N ビットだけの情報があれば事足りる。機

械に比べれば人間の判断・動作は非常に緩慢であるから，必要もないのに多く

の情報を人間に要求するのは無駄である。したがってここでも機械にはできる

だけ詳しい＝冗長度の高い情報を出させるけれども，人間にはより簡単な情報

しか要求しないという方針をもたねばならない。

以下の記述においてはDialogue- C R O T A Bが人間との対話の相手方にな

るが，人間から見るとこれはキカイと呼んでも決しておかしくはないと思われ

るので, Dialogue-C R O T A Bと機械との混成チームのことを「キカイ」と

呼ぶことにしたい。

プログラムDIALOGがランを始めるとまずDisplay装置に，

HELLO! DIALOGUE-CROTAB IS READY;
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という文字が現われる。これはただプログラムDIALOGがランを開始した

というわずか1ビットの情報にすぎない。あるいはランをはじめるべく操作し

た人間にとっては，このことはむしろ当然のことであって，もはや何の情報も

与えないかも知れない。しかし一方では機械は正常に動いており，またD I A

LOGが必要とする機器が他のプログラムによってassignされてはいない，と

いうほどの情報はあるかも知れない。

Display装置にはその次の行に，直ちに，

YOU R N A ME＝？

と出る。これはC ROTAB使用者の名まえを尋ねているのであるが，この名

まえは後になって，出来あがったobject codeにつけられた名まえとともにカ

タログされて，他の使用者の同じ名まえのobject codeと区別するために用い

られる。

キカイはその名まえがすでに登録ずみの使用者名であれば次の質問を行な

ツ

つ。

N E W OR OL D？

すでに登録ずみの名まえであれば，過去に登録したobject codeがあるはず

であるから，それを参照する準備をしなければならない。もちろん登録ずみで

ない名まえならばNEWにきまっているから，この質問はskipされる。この質

問に対する人間の答えはNまたは○でよい。たとえNEWとかOLDと答えて

も第1字だけ見れば十分である。

上の質問に対する答えが○であった場合については後に述べるとして，答え

がNであった場合のその後の対話をたどってみよう。

キカイはここでまず

T A S K N A ME＝？

と尋ねてくる。これは以下でinputされる指示によって作られるobject code

の参照名である。たとえ二度と使われないようなものであっても一旦はD I A

LOGのもっているfileに貯えられねばならないから，何らかの名まえを与え

ておかねばならない。これらの名まえは利用者名の場合も含めて，別段の記述
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がない限り8文字以内であると考えていただきたい。

ここでキカイはC ROTABの作業のための情報をとり入れる段階に入る。

最初にdata fileがどこにあるかを聞いてくる。

F R O M C A R D O R D l S C O R T A P E？

これに対してはCまたはDまたはTを与えればよい｡ CROTABはinput

の媒体としてdata setをCARDなら5, DISCなら21, TAPEなら11

を用意している。次いで

N U M B E R O F R E COR D S＝？

と尋ねてきたならば，実際のレコード数またはそれ以上の数値を整数で与えて

やればよい。もしこれを無視して何も与えなければ，キカイは自分で20,000と

いう数値を読みこんだのと同じ処理をする。さらにキカイは

FOR M A T＝？

と尋ねてくるから，これに対してはデータの形式をFOR T RANの表示法で

与えてやらねばならない。FORMATは左カッコではじまって，右カッコで

終るが，もしそれが欠けていればキカイは自動的にこれを追加する。次いでキ

カイはFORMATの中のデータ個数を数えて，

NUMBER OF ITEMS IS △△'○K？

と尋ねてくる。もちろん△△の部分に数字が入っているわけだが，これに間違

いなければYESまたはY,間違っておればN○またはNと入れてやる。Yな

ら次へゆくが,Nならば人間の入れたFORMA Tが間違っているはずである

から，もういちど

FOR M A T＝？

ときいてくる。

このような対話は人間にとっては決して不案内なものではないであろう。質

問の意味は少くともC ROTABを使用して何かをやろうという目的をもって

いるほどの人間ならば容易に理解できるはずであるし，その答え方もごく簡単

な説明を聞くだけで十分であろう。

ここでキカイが人間に対していろいろな質問をする場合に, DIALOGが



A Manual-free Program 81

用いているサブルーチンについて紹介しておこう。このサブルーチンはACC

EPTという名まえで，次のような機能をもたせてある。

その Calling Sequenceは

C A L L A C C E P T (fliteral string', K)

という形で, display画面の次の行の先頭からliteral stringを表示し,Kの値

が1なら文字列を，2ならば数字を読みこんで帰ってくる。文字列は Com-

mon array N A M E (1000バイト）に，数字はこれを実数になおしてCommon

real variable V A L U Eに入れる。ただ しCAL L 文中のliteral stringの

中に？が なければ，何も読み込まずに帰る。literal stringの中の？または；

までを表示し，？があればそこにカーソルをもどして人間からの情報を受けと

るので，人間がある情報を与えたあとの画面は，たとえば

YOUR NAME=SHIMOjO

のような形で残ることになる。SHIMOJOのSのところに？があったので

あるが，それは人間のinputによって消えてしまっている。

4． 質問方式による順序の制御

次いでキカイはCROTABでいうNカードの情報を要求する段階に入る。

Nカードは上で与えられたFORMA Tで表現されているitem の1つ1つ

に，印刷用の名まえを与えるものである。 Dialogue- C R O T A Bではここで

GIVE ME NAMES OF ITEMS;

と表示した後

N A M E OF I T E M NO、1＝？

で人間のinputを待つ。これにやはり8文字以内の名まえを与えると，さらに

NAME OF ITEM N○．2＝？

ときいてくる。これがitemの．数だけくり返される。この数を以下の説明の

ためにnlとしておこう。こうした質問をnl回くり返すとNカードに関する



経営機械化研究の展開82

限り，キカイは満足して次にゆく。

次はCカードであるoCカードはitemの加工を行なうものであった。ここ

では

D○ YOU WA N T T O M A K E N E W l T E M？

という質問が出る。これにYESまたはYと答えると，キカイはさらに

NEW ITEM NO．＝？

ときいてくる。これは加工によって作られるitem の番号であり，加工算術式

の左辺にくるべき番号である。したがってこの番号(n2としよう）が わかる

と，次にキカイは

n2＝？

ときいて人間のinputを待つ。もちろん人間は必要な算術式をこれにつづけて

書き込んでやればよい。itemの最初のn1コにはすでに名まえが与えられてい

るが, nl+1番目以降には名まえがない。またnl以下の番号のものでも名

まえを変更したいことがあるので，ここで

N A ME＝？

とキカイは尋ねる。すでに名まえがあるから不要なときはこれを無視してE N

Dキーを押してやればよいし，名まえを与えたければそこで8文字以内の文字

列を与えてやればよい。

こうして加工方法が指定されると，キカイは再び

D○ YOU W A N T TO M A K E N E W l T E M？

ときいてくるから，さらに別の加工を指定するためにはYを，それかもう必要

でないならNOまたはNを与えてやるoNが与えられたときキカイはcカード

を終って次にゆく。

次にゆくとキカイは

WH A T D O Y O U WA N T TO D I S P L A Y？

ときくので，実行時に加工されたitem をレコードごとに印刷してほしいとき

にはY,それが必要なければNをinputする。Yのときキカイはさらに

N U M B E R S＝？
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ときいてくるから，これに対しては印刷したいitem 番号をカンマで区切って

並べ，最後にセミコロンをつけて与えてやればよい。ここで与えることのでき

るのは10コまでであること, CROTABと同じであるので，それよりも多く

与えたときには，

NUMBER OF DATA MUST BE LESS

T H A N 1 1；

と表示し，もういちど

N U M B E R S＝？

ときいてくることになっている。

このようにプログラムに与える情報の順序あるいはそれぞれの規格などにつ

いての約束＝文法は，質問方式を用いることによって簡単に制御することがで

きる。人間は質問に答えるだけで文法を逸脱することはできないようになって

いるし，もしそうした違反があればその都度注意され，改めなければ次へは進

めないことになる。したがって文法についての知識がなくても十分にやってゆ

ける。これがマニュアルを不要にする1つの重要な要件であるといえよう。

5． 列挙方式による辞書の代用

データの加工がすむと分類の段階である。そこでキカイがいきなり

WHAT TYPE OF CLASSIFICATION DO

Y O U WA N T？

ときいてきても，何の予備知識もなければ答えようはない。こういうとき一般

的にはどう答えればよいのかを相手に問い返すことになるが，そこは相手はキ

カイだから，ただ？と打ってやればよいことになっている。つまり質問に対し

て質問が返ると，答え方がわからない，つまりメニューをよこせという意味だ

とキカイは考えねばならない。そこでキカイは分類方法の一欄表と，それぞれ

を指摘するときの記号との対応表，すなわち辞書を表示する。

A:CLASSIFY BY ITEM VALUE AS IT IS;
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E:CLASSIFY INTO EQUAL RANGES;

B:CLASSIFY BY GIVEN BORDERS;

S:CLASSIFY BY SPECIAL VALUES;

G:CLASSIFY INTO GROUPES OF ITEM

VALUES ;

P:CLASSIFY INTO GROUPES OF

CLASS ;

これ以上のことは画面には表示できないので，とりあえずはこれだけにとど

めておくが，このうちどれかを選択し，実際に一回使ってみるとこれらの意味

はすぐに理解できるはずである。

キカイはこの6行を表示したあと再び

WHAT TYPE OF CLASSIFICATION DO

Y O U WA N T？

ときいてくる。これにそれぞれの行の頭の1字を返事してやればよいことはい

うまでもない。6つのうちどれかを指摘してやると，その後の対話で，利用者

が望んでいる分類方法の詳細がわかってくる。ただしこれをすべての場合につ

いて説明するのは繁雑にすぎるので，以下ではほんの数例のみを示して，あと

は想像にまかせることにしたい。

いまEをえらんで指摘したとしようoEは等間隔分類である。まずキカイは

I T E M NO．＝？

と尋ねる。これは上の6つのうち,P以外についてはすべて同じである。Pの

場合だけは分類すべき対象がitem ではなく，すでに分類された区分値につい

てなされるので，

C L A S S l F I C A T ION N O．＝？

ときくことになる。CLASSIFICATION NO、については上の質

問に答えると，分類指定の回数を通し番号としてつけた上で，キカイが自動的

に追加してくれる。すなわちE分類を指摘したあと, ITEM NO．＝？と

いう質問に5と答えたとすると，そのあとの画面は
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ITEM NO．=5:CLASSIFICATION NO．=1;

となって画面に残ることになる。

E分類で必要な情報はitem 5の値の最小値，最大値および区画数である。

もちろん最小値，最大値はitem 5の実際のそれである必要はなく，いま分類

しようとしている目的によって，それは任意に定めることができる。最小値以

下，最大値以上の値をもつデータはここでは結局採用されないことになる。し

たがってキカイは，

M I N I MU M＝？

M A X I M U M＝？

N U M B E R OF C L A S S E S＝？

とたてつづけに尋ねてくるから，それぞれに逐一答えてやることによって目的

は達せられる。さらに各CLASSに名まえを与えてやらねばならないので，

キカイは

DO YOU GIVE ME LABELS OF

C L A S S E S？

としたあと,Yなら

N 0．1＝？

などと，上で指定したCLASSの数だけのLAB ELを要求してくる。この

とき，もし名まえは適当につけてくれという意味でNと答えると，キカイは適

当に名まえをつけてくれる。たとえば上のE分類の場合は，各区分の最低値を

計算し，これに波形～をつけたものを各区分の名まえとする。名まえをつけ終

るとキカイは先の

WHAT TYPE OF CLASSIFICATION DO

Y○U WA N T？

に帰り，再びそのあとをくり返すことになる。もちろんここでNの応答が出る

と次に進む。

いまひとつの例としてBの場合について述べておこう。Bは境界値を与えて

データを区分するしかたである。上の質問に対してBと答えたとき，キカイは
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l T E M N O．＝？

ときいてくる。そしてその次に，

N U M B E R O F C L A S S E S＝？

という問いにn3という答えを与えると，

BORDER N0．0＝？

B O R D E R N 0．1＝？

から順に

BORDER NO．、3＝？

まで，計n3 +1回の質問をくり返す。これらに答えるたびに，同じ行の右側

に，たとえば

B O R D E R NO．O＝3000 L A B E L＝？

という質問が出る。これらに答えてゆくと，画面には境界値とそれにつけられ

たLABEL名とが残ってゆくことになる。もしLABELの質問を無視し

て，いきなりENDを押してやると, BORDERとして与えた数値に波形～

をつけてこれをLABEL名とする。したがってそのときの画面は

BoRDER NO.0=3000 LABEL=3000~

という形になる。もちろん最後の

BOR D E R N 0．，3＝？

のあとではLABELを尋ねる必要はない。

分類につづいて最後の作表指示の段階がくる。ここでも同じような質問が発

せられる。

W H A T T Y P E O F T A B L E DO YOU W A N Tワ

もちろんここでも表の種類に不案内な向きに対しては，？という応答に対して，

次のようなメッセージを表示する。

DEPTH VERTICAL HORIZONTAL

1． CLASS BY CLASS BY CLASS

2． CLASS BY CLASS BY ITEM

3． CLASS BY ITEM BY ITEM
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4. MULTIDIMENSIONAL TABLE

以下ではキカイが発する質問のみを列挙すれば十分であろう。

作表指定が1の場合は

C L A S S N O，F O R D E P T H＝？

CLASS NO・F O R V E R T l C A L＝？

C L A S S N O･ F O R HOR l Z O N T A L＝‘〉

W H A T l S C O N T E N Tワ

ここで？と問い返すと次のリストがでる。

N:NUMBER OF CASES;

ITEM NO． AND A:TOTAL OF THE ITEM;

ITEM NO． AND M:MEAN OF THE ITEM;

さらにMの場合は

T A B L E No．O F N U M B E R O F C A S E S＝？

ときいて平均値の計算に必要なN-TA RT.Fの番号を知る。

なおTABLE NO.は

WH A T T Y P E O F T A B L E D O YOU WA N T？

に何らかの答を出すたびに，通し番号で与えられ，いちいち表示され画面に残

るから，あとで参照することは容易である。

表の種類2を指定したときも上と同じように，

C L A S S N O・F O R D E P T H＝？

CLASS NO・FOR V E R T I C A L＝？

ときいた後，ヨコ項目について，

D○ YOU W A N T N U M B E R O F C A S E S？

さらに

ITEM N O･ AND A OR M OR S FOR

COL U MN2＝？

と尋ねる。ここでも答え方がわからないと？を与えれば，

A: TOTAL ;
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M：M E A N

S:STANDARD DIVIATION;

とメニューを出した後，もういちど

ITEM NO.AND A OR M OR S FOR

C O L U MN2＝？

ときいてくる。もちろん最初のNUMBER OF CASES に NOの答

を出しているとCOLUMN2はCOLUMN 1である。上の質問でNOであ

るのにMが出てきたときは，計算ができないのでそのことを知らせた上，

D O Y O U WA N T N U MB E R O F C A S E S？の質問からくり

返すし,Sがでてきてその直前が同じITEM NO・のMでなければ，その

ことを知らせた上同じ質問をくり返す。これらのことはC ROTABの機能を

見ていただければ明らかであろう。

分類および作表の指定方法についてこれ以上詳しく述べる必要はあるまい。

要はこのような対話の重なりによって，次第にC ROTABのコントロールカ

ードに代る情報が誤りなく伝えられてゆく。そしてその途中で文法チェックが

行なわれ，キカイが満足するまで完全な指示ができあがってゆく。初めての利

用者は簡単すぎる質問やメニューに当惑するかも知れないが，一度実行まで試

みればあとは全くスラスラと事が運ぶはずである。

6． 名まえによる旧指示の再利用

スラスラと事が運ぶとはいっても，以上で述べてきたような対話を，その都

度延々とくり返すことは，利用者にとって非常に退屈なことである。すでに与

えた指示に何かの論理的な誤まりがあって思っていた通りの結果が出なかった

場合とか，あるいは思い通りの結果は出たけれども，いまひとつ別の表を作っ

てみたいと思う場合など，同じ指示が少々の修正だけで再び三たび使われるこ

とは常である。したがってすでに与えた指示，したがってそれから作られてい

る内部表現をもういちど引っ張り出してきて修正した上再利用するということ
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が可能でなくてはならない。このために Dialogue- C R O T A Bでは，以上で

見てきたような一群の指示に対して名まえをつけ，名まえが異なる限りすべて

別のものとしてカタログし，いつでも参照できるような機能をもたせている。

Dialogue－C ROTABがランを開始したとき，

HELLO!DIALOGUE－CROTAB IS READY;

という文字が表われ，そのあと直ちに

Y O U R N A ME＝？

と尋ねてくる。これに答えてやるとさらに，

N E W O R O L D？

ときいてくるから，すでに与えたものがあれば, OLDまたは○とのみ答えて

やればよい。

するとキカイは，

T A S K N A M E＝？

ときいてくるので，すでに与えた名まえを与えればよい。YOUR NAME

とTASK NAMEとは2つ1組で1つのユニークな指示群=TASKを代

表するので，両方ともすでにカタログされたものでなければ，キカイにはどう

することもできないことはいうまでもない。YOUR NAMEで与えた名ま

えがカタログになければ，新しくこれを登録するが, OLDといいながらT A

SK NAMEが記憶になければ，キカイはここで

SORRY, I DON'T KNOW XXXXX;

とそこで与えた名まえを伴なって応答する。しかしそれがミスタイプであるか

も知れないので，

T A S K N A M E＝？

と再び尋ねることになる。

過去に与えたTASK NAMEを利用者が忘れたときは，これに？の応答

をしてやると，同じ利用者が過去にカタログしたTASK NAMEをメニュ

ーとして出してくる。これを使って上の問いに答えることはもはや簡単であろ

う。
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YOUR NAMEもTASK NAMEも一致するものがあったとき，キ

カイはその名まえでカタログされている内部表現をとり出してくる。内部表現

はいわばプログラムのオブジェクトであるから，これを利用者が与えたままの

メッセージに戻して表示することはできないが，そのうちのどの部分を修正す

る場合でも，その場所をみつけることは決してむずかしいことではない。

ここでキカイが

N E W T A S K N A M E＝？

ときくのは，すでに与えた指示群= object codeに，若干の修正を加えたもの

に別の名まえをつけるかどうかを尋ねているのである。これによって利用者が

すでに与えたものを後に再び小修正して使う意思があるかどうかを知り，もし

その意思があるならそれを残しておかねばならないので，今作ろうとしている

ものは大部分が前のもののコピーであっても，新しい名まえのもとにカタログ

しておかねばならない。もちろんもしここで前の名まえと同じ名まえを与える

と，古いものは消されて新しいものに入れかわってしまう。

次にキカイは

W H A T S T A T E M E N T D O Y O U M O D I F Yつ

と尋ねるが，これに答えるしかたがわからなければ？を入れてやると，

F:FORMAT AND SPECIFICATION OF

D A T A

N:NAMES OF ITEMS;

D:DISPLAYING ITEMS;

C:COMPUTATION OF ITEMS;

R:CLASSIFICATION DISCRIPTION;

T:TABLE DISCRIPTION;

と表示する。もちろん旧指示にDカードが含まれていなければ,Dの行は出な

い。これらは旧指示のobject codeを見ながら表示されるからである。

たとえばこれにCと答えたときには，旧指示object codeに含まれている左

辺のi tem の番号を順番に表示する。たとえば
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5＝？

と表示されたとき，これを変更したければこれに続けて新しい算術式を書いて

やればよいし，修正が必要なければそのままENDキーを押せばよい。またこ

の式を削除したければブランクを押したのちENDキーを押してやればよい。

ここで旧指示の算術式を表示するのはもっと親切ではないかとも考えられる

が，旧指示はすべてobject codeになっているので，これを元に戻す作業を行

なうか，元の式をそのまま記憶しておくか，いずれも厄介なため現段階では採

用していない。object codeは逆ポーランド表示になっているため，元に戻す

とはいっても，必ずしも元の通りにはならないかも知れない。

旧指示に含まれる計算式がすべて終了すると，キカイは

A N Y OT H E R COM P U T A T ION？

ときくから,Yと答えてやると，

l T E M N O．＝？

と尋ね，これに新しく定義しようとするitemの番号 (n2とする）を与える

と

n2＝？

と尋ね，さらに

N A M E＝ワ

ときく。これらは前に見たのと同じである。

多くの場合，旧指示を変更する必要ができるのは, itemの計算や分類では

なく, Tableの定義である。そこで分類方法の指示でも，上のようにごく簡単

に修正ならびに削除，追加が行なわれたあと, Tableに関する指示については

新しい指示を受けつけるときと同じプログラムを用いてよいと考えられる。

したがって以上で新旧の指示の与え方の大要はすべて説明されたことにな

る。ひとつのTASKについてのすべての指示が終了すると，これを利用者名

およびTASK NAMEとの下にカタログすれば，プログラムDIALOG

の仕事は終了する。DIALOGがCROTABと共用しているFileにこれ

を収納し，今定義されたTASKの利用者名とTASK名とをその中の一定の
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場所に書きこんでそのJobを終了すれば，次にランを開始したC ROTABの

メインフ。pグラムで，その名まえを知り，そのobject codeをとり出して直ち

に作業を開始することができる。

7． あ と が き

う°ログラムを作った人間にとって，そのプログラムを使用することはいとも

簡単なことである。しかし人の作ったプログラムを使用する人間は，そのフ･ロ

グラムの目的は十分理解していても，それを使用するときに，処理を受けねば

ならない原データの順序や形式，さらにそのフ･ログラムに備えられているいく

つかの機能を利用するために必要とされる情報など，多くの知識をもたねばな

らない。そしてそうした知識を与えるために用意されるのがマニュアルであ

る。
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第3図 輸送問題のプログラムTRANSPのマニュァル

フ･ログラムとマニュアルは多くの場合同じ形をした情報ではない。フ･ログラ

ムはカードまたはコンピュータの中にすでに登録されたobject codeの形をし

ており，後者の場合それを呼び出すための少数枚のカードとして準備されてい

るのがせいぜいである。これに対してとのう｡pグラムによって処理されようと
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するデータや，プログラムの機能を使いわけるための情報の与え方を指示する

マニュアルは，上とは全く別の形で保管されているのが普通である。

簡単なフ･ログラムならば，登録されているobject codeを呼び出すための少

数枚のコントロールカードの表面に，そのフ･口グラムを使う場合の必要最小限

の注意事項を書き込んでおけば，う。ログラムとマニュアルとの連絡を確実にと

ることができる。たとえば第3図のごとくである。

ところがこれ以上に大きいう。ロク．ラム，またはもっと複雑なマニュアルを用

意しなければならないう。ログラムにあっては，このような芸当はとてもできな

くなる。そこでマニュアルもいっしょにフ･ログラムに入れてしまえばよいとい

うことになり，このような仕儀となったわけである。その結果Dialogue- C R

OTABのコントロールカードには，ただ

Dialogue- C R O T A B (対話式簡易作表プログラム）

使用法＝作表指示の与え方

このカードデックをREADERからよませ，端末DISPL

AYまたはTYPEWRITERの前に坐り，質問に応答する

こと。

と書き込んでおくだけでよい。

このような考え方はすでにSPEED (視覚プログラミング・システム）に

おいて使用されているものであるが, CROTABのように予めコントロール

・メッセージをコンパイルした後に実行するタイプ･のう｡pグラムでは，上のよ

うなやり方が容易になるo SPEEDに見られる考え方をもっと徹底的に追究

し，さらに対話の効果を生かすように試みたのがこれである。T S-LSMP

A C KやT S－S T R A Pなどの開発にあたっての，杉浦一平和歌山大学教授

や定道宏神戸大学助教授らのアイディアをここに利用させていただいたことを

深謝する。
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開発においては，神戸大学経済経営研究所・定道宏助教授より有益な示唆を受け，甲

南大学電子計算センターより電子計算機( I BM370-125)の利用に関して多大の協
力を得た。ここに記して厚く感謝の意を表したい。なお，このシステムの不十分な点

はわれわれ筆者の未熟さによるものである。建設的な批判を賜り改善していきたい。
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I ま え が き

ビジネス．ゲームは, Andlingerが｢Business Game-Play One｣ (Harvard

Business Review, 1958年)を発表して以来，数多くのものが各国のビジネス・

スクールや企業で開発されている。日本でも，昭和33年に慶応大学の慶応ハー

バード高等経営学講座で紹介されてから，数多くのセミナーや企業で開発さ

れ,教育訓練や社内研修などに利用されている。これらのビジネス・ゲームは，

主として意思決定のシミュレーションや経営管理に必要なテクニックの習得を

目的としたものであり，ケース・メソッドの形で経営学の教育に利用すれば，

現実に即した事例の提起が可能であること，複雑な企業の意思決定を行う機会

をゲームの参加者である学生に提供できること，意思決定および結果の評価に

適切な経営科学手法を教える機会の提供が可能になることから，教育上での利

用の効果はきわめて大きい。さらに，ケームの参加者を産業別に十分な経験を

踏んだ意思決定者に限定した場合に，経営構進，市場構造や需給動向，景気変

動などの変化に伴う意思決定パターンの産業別参加者の比較分析を通じて意思

決定プロセスの研究にも十分貢献しうる。このように，ビジネス・ゲームをケ

ース・メソッドの一環として教育に，あるいは，意思決定プロセスの研究とし

て捉えるとき，そこに展開される経営学上の問題提起，企業の経営構造，市場

行動のメカニズムなどは十分に現実を反映したものでなければならない。しか

し，現実の企業経営構造は複雑で，数個の変数では十分に説明できないし，意

思決定のプロセスやその方法も多種多様である上に，産業界では，不況時に価

格や生産量の協定を結んだり，企業内部では，合併・増資などの非定常的な意

思決定を行う。これらの一部でもルーチン化してビジネス・ケームに組込むと

すれば，企業経営構造は，きわめて複雑なものになる。さらに，市場行動のメ

カニズムは，現実の流通過程に整合したものであり，その諸要素の相互作用

は，現実の市場行動や，マーケティングの理論と矛盾したものであってはなら

ない。これらの複雑な企業経営構造と市場行動メカニズムを持ったビジネス．
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ケームは，電子計算機の利用を前提とすれば可能ではあるが，逆に，複雑なビ

ジネス・ケームになればなる程，設定せねばならない入力や結果の出力が多く

なりすぎ，ビジネス・ゲームのゲーム性が損なわれる。

これらのことを考慮して，今回新たに開発したマーケティング戦略教育ゲー

ム（以~ﾄ，マーケティング・ケーム）の特徴は次のとおりである。

1． 可能な限り入力と出力を少なくし，また，ビジネス・ケームのケーム性

を損なわないために「マーケティング志向ゲーム」とした。そこで意思決

定要因をできるだけ簡単化し，マーケティング行動要因に焦点をあてた。

2． マーケティング行動を製品戦略を中核戦略とするマーケティング諸戦略

の有機的体系，すなわち「マーケティング戦略空間」として捉えている。

この認識を基礎として，マーケティグ効果，需要創造効果，小売交渉効果

などを導出する水平的競争過程，垂直的流通過程を表わす「計量的市場行

動モデル」を構築しているところが他に類を看ない特色である。

3． 市場行動を現実に一層即したものにするために，「景気指数」を導入し

た。この景気指数は，マーケティング効果の算定モデルの係数（マーケテ

ィング反応係数）などの内生的'1丁場構造要因の算定に利用され，重要な役

割をはたしている。

4．マーケティング行動を中心としたものであるが，「経営方針」・「経営

計画」に基いて決定される各々の意思決定要囚間の相互関連体系を一つの

「意思決定システム」（図1－3参照）として認識した。さらに，「意思

決定システム」は相互関連のある7つのサブシステムから構成されてお

り，このサブシステムの一つ一つが単独のビジネス・ケーム（価格決定・

ゲーム，販売促進・ケーム，在庫管理・ゲームなど）として活用できる。
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I マーケティング戦略教育ケームの構造

このマーケティング・ゲーム・システムの作成過程においては，次のような

論理体系を基礎とした。すなわち，期首構造を所与として行動過程が展開され

その結果として期末構造が生成する。これは企業レベル（ミクロ）と市場レベ

ル（マクロ）という2つの階層で把えられる。つまり，期首経営構造と期首市

場構造を所与として，企業行動（意思決定過程），市場行動（市場組織内相互

作用過程）が展開され，その展開過程の結果として期末経営構造，期末市場構

造が生成する。期末構造は次期・期首構造となり，次期意思決定の前提条件と

なる(1)。この論理体系は時間を含む因果サイクルとして識識されるものであ

る。企業統制者は企業目的ないし経営方針（たとえば，利潤率極大化方針，あ

るいは，市場占有率極大化方針など）に従って，意思決定パターンの方向づけ

を行なう。企業統制者はある時は構造維持的に，またある時は構造革新的に意

思決定パターンの方向づけを行なう(2)。この意思決定パターンの方向づけは

経営構造の推移，および，市場構造の推移との関連において行なわれる。

市場統制者は産業組織内の競争が促進され，かつ，安定的価格において需要

充足が促進されるように市場行動パターンを方向づける。しかしながら，この

ゲームにおいては，市場統制者はケーム開始点においてゲーム終了点までの市

場擶造を設定しておくと，ゲーム中間点においては市場組織への介入（ケーム

・システムの変更；市場構造条件の変更）の必要はない。

このマーケティング・ケームは以上のような基礎システムのもとに作成され

た。第1－1図はその概要を示したものである。

（1）このケームでの「1期」とは「四半期」を指す。

（2）参加者の許容基準(criteria of participant acceptance) (Greenlaw, P. S., et.

a1. [2], p. 122)に合わせうるように，一方ではインプット要因（意思決定要因，市場

構造外生要因）の個数を必要最少限にとどめ，「意思決定システム」の単純化を図り，

他方では，システムの現実性を高めるために，内部システムの拡充をはかり，「市場シ

ステム」，および，「経営成果システム」においては，理論．現実．シミュレーション

の相互関係に留意しつつモデルの現実性の向上に努力した。
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［1］ 経営構造（3）

経営構造は期首経営構造諸要因の体系的集合である。第1－’図に示してい

るように，期首経営構造要因は，生産・流通関係の期首要因，マーケティング

関係の期首要因，および，貸借対照表関係の期首要因から成る。

期首経営構造要因の値はすべて前期の期末経営構造要因の値を繰り越すこと

によって与えられる。

ゲーミング開始期（第1期）の期首経営構造要因の値は審判団（市場統制組

織）によって設定される。

第1期の期首経営構造要因の値は，新しい企業の創設ではなく，既存企業の

継続的経営という考え方で設定される(4) o

第1期の期首経営構造要因の値（5）は次の通りである（全チーム共通）。

（単位= 1000)

期 首 総 資 産= 11780 期 首 生 産 能 力 量= 200

期首現金在高= 2000 過去の最大生産量= 200

期首売 上債権=1500 前 期 の 生 産 量= 150

期首資金運用残高＝,000 期 首 総 在 庫 量= 300

期首棚卸資産= 2280 期首工場在庫量= 150

期首固定資産＝5000（6） 期首市場在庫量 市場1= 85

期 首 買 入債務= 1280 期首市場在庫量 市場2= 65

期首短期借入金=1000

期首固定負債= 3000 全国広告(1期前) =100

期首引当金（固定) =500 同 (2期前) =100

「経営構造」の詳細については「経営成果システム」を参照せよ
Greenlaw, P. S., et. a1. [2], p. 130．

金額はすべて「ドル」で表示される。

「期首・固定資産」の10%が「当期・総固定費」となる。

「総固定費」は次のように配分される。

一般管理費＝総固定費×0．1

販売固定費＝総固定費×o､l

生産固定費＝総固定費×0．8

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

３
４

５
６

く
く
く
く
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期首資本金（固定) = 6000 同 (3期前) =100

期 首 剰 余 金 = 0 同 (4期前) =100

期首累積利潤率 ＝ 0 販売部隊（1期前）市場1 =60

期首累積販売量 ＝ 0 同 （ 同 ）市場2 =50

期首銘柄忠誠度市場1＝1 期首企業有効需要繰越市場1＝0

同 上 市場2＝1 同 上 市場2=0

期首累積研究開発効果=0

（忠誠度，開発効果の単位は1である）。

［2］ 市場構造（7）

市場構造は外生的要因と内生的要因とから成り，外生的要因は投入要因と既

設要因とから構成されている。すなわち，市場構造は

外生的市場構造要因（市場投入要因）

〃 （市場既設要因）

内生的市場構造要因

という3つのカテゴリーの諸要因の相互関係において認識される。

（1）外生的市場構造要因一市場投入要因一

市場投入要因は企業数，市場潜在需要量（’社平均値），景気指数から構成

される。

① 企業数（チーム数）

このマーケティング・ゲームに参加しうるのは10企業(10チーム）以内であ

るが，筆者の経験から5企業～6企業が適当である。

② 1社平均市場潜在需要量

市場潜在需要量はケーム・コントローラーによって設定され，各企業には知

らされない。しかし，各企業が正確な予測を得たものと仮定して，ケーム中間

点までの市場潜在需要量を公開するのも’つの方法である。

（7）このマーケティング・ゲーム・システムでは「市場地域数」を2地域に，「産業
数」を1産業に限定している。
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市場潜在需要量は趨勢として増大的であり，第1期～第5期の平均値に対し

て，第21期～第26期の平均値は約2倍となる。勿論，短期的には大小の変動が

組み込まれる。（第1－2図参照）。

この市場潜在需要量は，そのまま企業潜在需要量に分配されるのではなく，

産業需要創造効果により市場有効需要量が設定され，これに，期首有効需要量

繰越残が加えられ，マーケティング効果相対値を乗じて各企業に分配される。

これは，さらに，企業需要創造効果に基き企業有効需要量が決定される。この

過程については市場行動システムで説明する。

1社平均市場潜在需要量は2つの市場の各々に設定される。

③ 景気指数

景気指数は需要量の推移とほぼ相関的であるが，必ずしも同調的ではない。

景気指数が正で大きい時ほど好況であり，負で絶対値が大きい時ほど不況であ

る。好況期には，価格よりも，広告などの販売促進支出の方がマーケティング

効果への貢献度が大きい。不況期には，販売促進支出よりも，価格の方がその

貢献度が大きく，少しの値下げでもマーケティング効果が上昇する。

この景気指数の2分の1が倉庫貸借料，金利，売掛・買掛率などの内生的市

場構造要因の算定に利用されている。これは両市場に共通に作用する。

（2）外生的市場構造要因一市場既設要因－

このマーケティング・ゲーム・システムでは，次にあげる市場構造要因に最

初から特定の数値を固定的に設定している。これらは両市場に共通である。

① 有効意思決定値の上限値，下限値

価格下限=20ドル

流通マージン上限＝価格／3

流通マージン下限＝1ドル

研究開発費上限＝期首産業研究開発加重平均の2倍

研究開発費下限＝50千ドル

販売促進費上限（8）＝期首産業販売促進加重平均の2倍

（8）販売促進とは全国広告，地方広告，販売部隊である。
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販売促進効果逓減率＝期首産業販売促進加重平均を越える分は60%

生産量上限＝前期比+ 20%

生産量下限＝前期比-20％

生産能力追加量＝期首生産能力の20％

② マーケティング・モデル（9）の係数

全国広告係数(α)＝0.375 地方広告係数(β)＝0.225

販売部隊係数(7) =0.300 価格係数(e) =2.0

研究開発係数(E) =0.225 銘柄忠誠度係数(り) =0.275

繰越販売促進係数(7) =0.250

③ その他のモデルの係数('0）

販売促進支出の繰越効果係数

全国広告；1期前係数(A1)=0.8 2期前係数(A2) =0.5

3期前係数(A3) =0.2 4期前係数(A4) =0.1

販売部隊;1期前係数(A5) =0.6

研究開発効果定数＝1.8

企業需要創造効果係数=0.25

企業小売交渉効果係数＝0.22

市場調査費＝6千ドル

輸送費単価＝0．5ドル

市場在庫管理費単価(11) =0．5ドル

法人税率=0.4

（3）内生的市場構造要因

内生的市場構造要因は，景気指数の変化に伴って変動する変動的市場要因，

および，各企業の活動水準の集計から算出される期首市場構造要因からなる。

（9）「マーケティング・モデル」については，「市場行動システム」の「マーケティン

グ効果」を参照せよ。

(10)各々のモデルについては「市場行動システム」を参照せよ。

(11)ただし，市場在庫量合計＞生産能力の場合には倉庫貸借料が加算される。これに関

しては内生的市場構造要因における超過市場在庫管理費単価の項をみよ。
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① 変動的市場構造要因

市場総潜在需要量＝1社平均市場潜在需要量×企業数

市場在庫総量＝期首市場在庫量の市場合計

マーケティング反応係数＝景気指数×1．5

単位変動費=20+景気指数/5

超過市場在庫管理費単価(12)＝2＋景気指数/10

固定資本単価（生産能力千単位当り）＝（35＋景気指数／2）×1000

金利係数＝（1－景気指数）×0.5/100

資金回収費率＝金利係数+0．01

固定負債利子率＝金利係数十0.08

短期借入利子率＝金利係数+0.01

資金運用利子率＝金利係数

買掛・売掛率 ＝1／（2＋景気指数／10）

② 期首市場構造要因

期首市場構造要因の値は前期の期末市場構造要因の値を転記したものであ

る。第1期の期首市場の構造要因の値は審判団によって設定される。その数

値例をつぎに示す｡(単位＝千ドル）

全国広告費= 100 研究開発費= 150

地方広告費市場1＝40 販売部隊市場1＝60

地方広告費市場2 =30 販売部隊市場2 =50

期首産業研究開発費累積額=0

期首市場有効需要繰越残市場1＝0

〃 市場2＝0

期首市場潜在需要累積量市場1=0

〃 市場2＝0

(12）これは，市場在庫総量＞生産能力のときにのみ適用される。それ以外は0である。



107マーケティング戦略教育ケーム

[3］意思決定システムー企業投入要因一

マーケティング行動は，より良質の製品をより安定的価格で，より大量に供

給することによって需要家の効用を雄大化させるという市場目的と，品質・価

格．販売促進．流通経路管理などの諸活動において競争企業よりも相対的な優

位性を確立し利潤率の極大化あるいは市場占有率の極大化を達成することによ

って企業組織の効用を最大化させるという企業目的の達成とを志向するもので

ある。

これらの市場目的と企業目的との達成を志向するマーケティング行動は諸々

のマーケティング諸活動の体系的集合として認識される。これを製品戦略を中

核とする体系として認識する時，現代におけるマーケティング戦略空間の概念

が提起される(13) o

このマーケティング・ケームの意思決定要因，つまり，経営方針，市場調

査，研究開発，販売促進，価格，生産，流通，財務という各要因は有機的な相

互関連性をもって意思決定システムを形成している。つまり,ある意思決定要

因は，市場構造・経営構造を考慮するとともに，他の意思決定要因との関連を

考I愚して決定されねばならない。例えば，価格と全国広告のみに焦点をあてる

と，マーケティング効果を維持するには，価格を引き上げると全国広告を増加

させねばならない。（図1－3参照)｡

これらの意思決定要因には，様々な次元において特徴をもつ。全国市場レベ

ルでの意思決定要因は研究開発，生産，全国広告，価格，流通マージン，資金

運用であり，2つの地方市場別の意思決定要因は，地方広告，販売部隊，工場

倉庫から市場倉庫への輸送である。繰り越し効果をもつ要因は研究開発，全国

広告，販売部隊であり，繰り越し効果をもたない要因は地方広告，価格，流通

マージン，資金運用である(14) o

（13）田村正紀[7], Mickwitz, G. [4]では，マーティング・ミックスの構造の変化がプ
ロダクト・ライフ・サイクルとの関連において把握されている。

（14）参加チームは，各々，経営組織体である。従って，チームの構成メンバーは各々，
意思決定要因を分担して予備決定を行ない，協議を経て最終決定をする，という組織的行
動をとることが望ましい。
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図1－3 意思決定諸要因の相互関連（各意思決定は「経営方針」

。「経営計画」に基いて行なわれる）

なお，このマーケティング・ゲーム・システムでは，特定の要因のみを意思

決定するという，「サブ・ゲーム・システム」を行なうことも可能である。例

えば，次のような組み合わせが考えられる。

サブ・ゲーム名 意思決定要因

価格決定ケーム 価 格

販売促進ケーム 全国広告，地方広告，販売部隊，流通マージン

在庫管理ケーム 生産量，輸送量

流通管理ケーム 生産量，輸送量，流通マージン

小売交渉ケーム 価格，販売部隊，流通マージン

「サブ・ゲーム・システム」では必要な意思決定要因のみをデータとして与

え，不要な意思決定要因についてはデータとして与えなくてよい（つまり，0

でよい)｡不要な意思決定要因は次のようにして，システム内部で自動的に，各

社共通の値が設定される。

価 格＝35ドル
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各販売促進＝期首産業販売促進費加重平均値

研究開発＝期首産業研究開発費加重平均値

生 産 量＝次々期のl社平均市場潜在需要量（両市場合計）

輸 送 量＝次期の1社平均市場潜在需要量（各市場とも）

流通マージン＝1ドル

資金運用=0ドル（ただし期首現金，期首借入の状況に応じて自動

的に調整される)｡

（1）経営方針

企業統制者は経営成果および市場成果の状況に応じ経営方針を設定する。経

営方針としては，基本的には市場占有率極大化あるいは利潤率極大化のいずれ

かが設定される。市場占有率極大化方針では，「低価格」・「高流通マージ

ン」・産業平均以上の「販売促進支出」・「研究開発支出」・「生産量」が決

定される傾向がある。利潤率極大化方針では「高価格」・「低流通マージン」

・産業平均以下の「販売促進支出」・「研究開発支出」・「生産量」が決定さ

れる傾向がある。いずれの両方針においても，どの戦略に重点がおかれるかは

意思決定者の判断に依存している。

このマーケティンクゞ・ゲームにおける総合評価('5）は，経営方針を明確に設

定し経営方針に基いて長期経営計画を立て実行したチームが有利な結果を得る

ように設計されている。

（2）市場調査

市場調査は戦略的意思決定のための重要な基礎情報を与える。このマーケテ

ィング・ゲームにおいては「市場潜在需要量の推移」，および，「期首産業販

売促進・研究開発加重平均値」・「価格」の情報が与えられる。調査項目は下

記のとおりである。（「産業」は1社平均値で与えられる)｡ (*印のものに

は6,000ドルの調査費が必要である。

（15）とのマーケティング・ゲームでは，マーケティング行動の市場目的と企業目的とを
考慮して，各チームの業績を

総合評価基数＝（累積販売量シェア－2＋累積純利益率シェア－2）0．5
のシェアーによって順位をつける。
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［調査項目］

価格，産業全国広告支出(*),産業地方広告支出(*),産業販売部隊支出(*)，

産業潜在需要量(*)，企業潜在需要量(*)，企業市場占有率(*)，産業平均

販売量，企業販売可能量／潜在需要量比率。その他の市場構造分析結果。

「市場調査」情報は「経営分析」情報と結合されることによって意思決定を

より有効化させる。

「市場調査」を意思決定項目からはずすこともできる。この場合，「市場調

査」情報のすべてが公平に全チームに提供される。

（3）価格

「価格」は「マーケティング効果」と「売上額」を規定する重要な要因であ

り，相対的に高い「価格」は「マーケティング効果」を小さくさせ，「企業潜

在需要量」を小さくさせる。しかしながら，前述のように，このマーケティン

グ・ケームにはマーケティング反応係数が設定されており，この係数が正（好

況）の時には価格効果は相対的に小さく販売促進効果・研究開発効果が相対的

に大きくなる。反面，この係数が負（不況）の時には相対的に価格効果が大き

く，販売促進・研究開発効果が小さくなる。従って，好況時には価格低下を試

みるよりも販売促進を活発化させる方がよく，不況時には販売促進を抑えて価

格を低下させる方が「マーケティング効果」を向上させる。

また，価格低下は需要量・販売量の増加には貢献するが，しかし，「売上額

＝価格×販売量」であり，価格低下は売上額増大には必ずしも有効な作用を及

ぼすとは限らない。

（4）販売促進

販売促進支出は「全国広告支出」，「地方広告支出」，「販売部隊（セール

スマン）支出」により構成されている。これらの支出の増加は各々の特性に応

じて企業のマーケティング効果を向上させ「企業潜在需要量」を増加させる。

全国広告は第1・第2市場に共通に効果を生じる。これに対して，地方広告

と販売部隊は各々，第1・第2市場に個別に支出され，個別に効果を生じる。

従って，例えば，第1市場において在庫量が過剰であれば，第1市場への「地
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方広告支出」と「販売部隊支出」を特に増大させることによって販売量を増大

させうる。

また，全国広告は次期より4期間にわたって，販売部隊は次期のみ’期間，

繰り越し効果をもつ。換言すれば，今期の販売促進効果に対しては，今期およ

び過去4期間の「全国広告」，今期および前期の「販売部隊」，そして，今期

の「地方広告」が作用する。

「全国腫告」と「販売部隊」の支出の繰り越し効果は繰り越し期間が長くな

るほど小さくなる。

販売促進繰越し効果(16)は次のようにして求められる。

。全国広告繰越し効果# =0.8×有効全国広告，_, +0.5×有効全国広告’－2

＋0.2×有効全国広告i_3 +0.1×有効全国広告’－4

．販売部隊繰越し効果# =0.6×有効販売部隊ｵｰ」

o販売促進繰越し効果，＝全匡|広告繰越効果’×販売部隊繰越し効果’

地方広告は意思決定期においてのみ効果をもち,繰り越し効果をもたない。

以上の3つの販売促進支出はいずれも2つの理由から「上限値」「下限値」

が設定されている(17)。第1に，マーケティング戦略は競争企業間の競争過程

における相互学習を通じて均等化する傾向をもつ(18)。第2に，需要家に対す

る販売促進活動は，産業内の平均的水準を著しく越えると説得的圧力が増大し

需要家の反発を受ける可能性が大きくなる。従って，産業内の販売促進支出は

競争企業間において均等化する傾向をもつ。

(16) Kotlerは，「繰り越し効果」(carryover effect)を次のように定義している。す

なわち，「繰り越し効果」は，今期のマーケティング支出が今期以降において販売量に対

して作用する効果である。これは，マーケティング戦略の購買者の購買行動への「効果の

おくれ」（タイム・ラグ）が存在すること，および，マーケティング戦略の刺激に因り高

められた購買率が将来の販売量に「累積的効果」を及ぼすことに起因する。(Kotler, P.

[3] , pp. 121～129)。ここでは，「効果のおくれ」（タイム・ラグ）を考慮せず，「効

果の累積」のみを考慮している。

(17)「産業有効上限値」は「加重平均値」の2倍である。

(18)田村正紀[7], p. 89．現実的には，マーケティング戦略の量的均等化が進行したと

しても，その質的差別化が一層追求されることとなる。このマーケティング・ケームでは

その質的差別化をモデルに組み込むことができない点に限界をもっている。
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そこで，このマーケティング・ゲームにおいては，産業販売促進加重平均を

均等化水準とし，その30％を「下限値」とし，その2倍を「上限値」として，

「上限値」以上の支出は費用に計上されるが効果をもたないものとしている。

また，販売促進加重平均を越える支出については60％のみが効果をもつと仮定

している。このように，「産業販売促進加重平均」を基準として，有効販売促

進支出が「市場システム」において算出され，その値を用いて，各チームのマ

ーケティング効果」が算出される。〔算出の方法については，［4］市場シス

テム：(1)企業有効意思決定値をみよ〕。

（5）研究開発

研究開発は，「市場行動システム」においては，マーケティング効果と企業

需要創造効果とを通じて「企業有効需要量」の増加に貢献し，「経営成果シス

テム」においては，単位生産費減少効果を通じて売上原価の減少に貢献する。

ただし，企業は新製品開発技術にしろ，生産設備改善技術にしろ，他社から技

術購入することも可能である。従って「研究開発」の下限を支出すれば「研究

開発効果は」は1未満にはならない。（「研究開発の下限」=50千ドル，「研

究開発効果」が1未満の場合には1とする。）（'9）

研究開発効果は次のようにして算出される。

T

･企業累積研究開発費iT＝図有効研究開発費，‘
＃＝1

Ⅳ

。l社平均累積研究開発費γ＝図（企業累積研究開発費iT) /N
8＝1

T

o1社平均累積潜在需要量T=E1社平均市場潜在需要量＃
f＝1

N=企業数

T=到達期をあらわす。

(19）以下i=企業

j=市場

t＝期
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。研究開発効果，T＝［企業累禎研究開発費:r

／（1社平均累磧研究開発費T×1社平均累積潜在需要量T)]

×研究開発効果定数

（ただし，研究開発効果ガT<1のとき，研究開発効果ir =1)

「研究開発支出」は，以上のように，必ず1以上の｢研究開発効果」を生じ，

有効需要量増加と売上原価減少に貢献する。しかし，「研究開発支出」には研

究開発用の設備投資が必要であるという理由により，意思決定された研究開発

支出の50％が固定資本投資として自動的に追加される。従って，「研究開発支

出」がコスト増大の方向に作用する側面をも考慮せねばならない。

（6）生産量

「生産量」の決定において特に注意すべきことは，第1に，単位変動費・単

位固定費への適合，第2に，前期牛産量と生産能力への適合，第3に，流通期

間と潜在需要への適合である。

① 単位変動費と単位固定費

まず，第1に，企業は，生産能力と需要量を一定とすると，「単位変動費」

の低い期間により多く生産することが望ましい。「単位変動費」は景気状況に

依存して変化し，不況期においてより低くなる傾向にある。また，一般に，生

産能力以内において「生産量」を増大させると単位固定費が減少する。しか

し，後述するように，生産能力以上の「生産量」の決定は固定資本投資を伴

い，単位固定費を引きあげることに注意すべきである。

② 前期生産量と生産能力

第2に，生産量の変動は1期につき前期生産量の士20％以内でなければなら

ない。現実に企業は特に急激に雇用数を変動させたり，原材料調達量を変動さ

せたりすることは不可能であり，必然的に，企業が1期内に「生産量」を変動

させうる範囲は限定される。そこで，「生産量」の変動巾を前期比士20％以内

に設定した。さらに，「生産量」が過去の最高水準を越える場合には，設備投

資が必要であり，期首生産能力の20%の生産能力追加が行なわれる。すなわち

。（前期生産量×0.8）三今期生産量≦（前期生産量×1.2）
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今期生産量＞期首生産能力ならば

。今期生産能力追加量＝期首生産能力×0．2

だけの生産能力の追加が行なわれ，それにみあうだけの生産量が可能となる

なお，この場合，

。期末生産能力＝期首生産能力十今期生産能力追加量

となり，生産能力追加のための固定資本投資が行なわれる。

固定資本投資は減価償却費の増加を伴うので，生産量の増大は必ずしも生産

費の低下を伴うとはかぎらない。この生産能力追加（固定資本投資）は，本部

・営業・倉庫などの設備拡充を含んでいる。

③ 流通時間と需要変動

第3に，生産物の流通のために，生産から販売までにタイム・ラグがあり，

生産量の意思決定
t 期 ↓

期末工場在庫量
↓

「期首工場在庫量
’ ↓

t+1期 ｜市場倉庫への輸送量の意思洩定

｜期末市場在庫量
↓←.“…（今期在庫過剰量）

↓
期首市場在庫量

↓←……(流通マージン･マーケティング効果）
有効市場在庫量

t+2期

｜←……(企業有効需要量←ﾏｰｹﾃｨﾝｸ効果.研究開発効果）V

販売量

図1－4 生産・流通過程の必要期間

「生産→工場在庫」をt期とすると「工場在庫→市場在庫」はt+1期，「市

場在庫→小売販売」はt+2期となる。（流通に2期間必要である）。例えば

第5期の生産量は，第7期に「期首市場在庫量」となるので第7期の需要量に

適合させねばならない。（図1－4参照）。

（7）流通

流通に関する意思決定は，輸送量と流通マージンの2つの要因から成る。

輸送量は「期首工場在庫量」から市場1，2のそれぞれの「市場倉庫」への
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配分・輸送に関する決定である。

流通マージンは各チーム（製造企業）が小売業者に支払う「製品1単位当り

の小売取引マージン」〔両市場共通〕（価格の光以内）の決定である。

第1に，輸送量は，「期首工場在庫量」の市場倉庫(1)(2)への配分量である。

第1市場倉庫と第2市場倉庫への「輸送量」の合計は「期首工場在庫量」に等

しくなければならない。

輸送量の決定において注意すべきことは，まず，市場潜在需要への適合の問

題である。流通期間として，「輸送量」の決定から「有効市場在庫量」になる

までに1期間が必要である。従って，「輸送量」の決定には次期の「市場潜在

需要量」に適合させねばならない。

つぎに，需要適合のためには生産量，輸送量，流通マージンの意思決定が適

格に行なわれ，「在庫過剰量」または「在庫不足量」を最小にせねばならな

い。

在庫過剰量が大きいほど，「在庫管理費」が増大する。特に，

期首市場在庫量＞期首生産能力

の場合には，倉庫賃借料（1単位当り約2ドル）がその在庫超過分に課せら

れる。また，在庫不足屋が大きいほど，在庫があれば獲得しえたであろう利潤

を失う，つまり，品切れコスト（機会費用）を伴うことになる。

第2に，流通マージンは製造企業か小売企業との取引交渉において提示する

「誘因」である。小売業者が製造企業に提示する「誘因」つまり，「販売能

力」は十分であると仮定する。

「流通マージン」は，ゼロではあり得ないし，極端に高くもなりえないとい

う理由から

｡]ﾄﾙ歪流通ﾏｰｼﾝ≦(蝋狢)ﾄル
という制約条件を設定している。流通マージンはマーケティング効果との相乗

効果によって小売交渉効果を生成する。「マーケティング効果」は製造業者か

ら小売業者への販売促進的なプッシュ効果としての意味と，さらに，消費者へ
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の販売促進を通じての消費者のブランド忠誠度向上によるプル効果としての意

味とを含んでいる。

「流通マージン」の決定においては，前期の「期末市場在庫量」の状況と今

期の「マーケティング効果」の予測に留意せねばならない。流通マージンによ

る「小売交渉効果」については「市場行動システム」をみよ。

（8）資金運用

資金連用の意思決定は，蓄積された資金を連用し，「営業外収入」という形

で経営成果を向上させようとするものである。「資金運用」は短期運用の形態

に限定されており，いつでも回収可能である（20)。

「資金運用」の意思決定には次のような制約条件が付けられている。

① 資金運用の可能化条件

期首短期借入金=1,000千ドル(21) ,かつ，期首現金在高> 1,000千ドルな

らば，

。資金運用額≦（期首現金在高-1, 000千ドル）

② 資金連用の必要化条件

期首短期借入金=1,000千ドル，かつ，期首現金在高＞期首買入債務×2.で

あり，資金運用の決定がなされていない時には，自動的に，資金連用額が次

式により設定される。

。資金運用額＝（期首現金在高一期首買入債務×2）

③ 資金回収の必要化条件

期首現金在高=1,000千ドル(22) ,かつ，期首短期借入金>1, 000千ドル，

かつ，期首資金運用残高>0ならば，

｡資金回収額（負の資金運用額）

=-min (期首資金運用残高，期首短期借入金-1,000千ドル）

（20）資金運用の方法を「長期」，「短期」などに分ければ，ポート・フォリオ・セレク
ションの意思決定を組み込みうる。

(21)「期首短期借入金」の最低水準を1,000千ドルに設定している。

（22）「期首現金在高」の最低水準を1,000千ドルに設定している。
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④ 利子収入と資金回収費用

以上のような条件のもとで行なわれる資金運用には，次のような利子収入

と資金回収費用を伴う。

o利子収入（営業外収益）

＝（期首・期末資金運用残高／2）×金利係数

･資金回収費用（営業外費用）

＝｜資金回収額×(0.01+金利係数)|

資金回収費用を考慮すると，少なくとも，2期間以上の運用が可能でなけ

れば，利子収入を得ることができない。

［4］ 市場行動システム

「市場行場システム」は市場組織内における「水平的（競争的）相互作用過

程｣と｢垂直的（流通上の）相互作用過程」との交錯において認識される（23)。

この市場組織内相互作用過程としての「市場行動システム」はいくつかの下位

システムから構成されている。個々の下位システムは各企業の「意思決定シス

テム」のアウト・う｡ツト，つまり，「意思決定値」，および，審判団が与える

「外生的市場要因の値」とゲーム・モデル内で設定される「内生的市場要因の

値」の相互関係を通じてそのアウトフ｡ツトを生成する。ある下位システムのア

ウトフ。ツトは次の下位システムのインフ･ツトとなる。ここにシステム連鎖関係

かI認識される。従って，「市場行動システム」は複数の下位システム間の相互

関連体系として認識される。

市場行動システムは次の6つの下位システムから成る｡(いずれも，第1市

場と第2市場とに共通である）。

（1） 企業有効販売促進と企業有効研究開発

企業のマーケティング行動は他社への相対的優位性の向上を意図する行動で

（23）このシステムは，主として，「競争的相互作用過程」を取り扱っており，「流通上

の相互作用過程」における流通業者の行動および購買者の行動については，システム内部

で自動的に処理している。
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あり，マーケティング意思決定値を他社よりも拡大させ販売量を増加させるこ

とを意図している。しかし特色ある製品差別化のパターンも競争過程を通じて

産業組織内に普及し，独創的なマーケティング戦略も競争企業間での相互学習

過程を通じて均等化する傾向をもつ。

そこで，「販売促進」・「研究開発」の意思決定値は時系列の「産業加重平

均」の2倍以上にならないものと仮定する。

また，販売促進支出のマーケティング効果は，産業平均を越えると逓減し，

意思決定値の60%のみが有効となる。なぜなら，産業平均以上に強度の「販売

促進活動」に対しては，需要家は「説得的」と感じ製品に対する選好を低下さ

せるからである。

そこで，有効販売促進支出，有効研究開発支出は産業加重平均支出を基準と

して次のようにして算出される。

産業加里平均，を（産業加重平均，_Ⅱ＋産業単純平均＃）／2として

産業加軍平均，三企業販売促進費『，ならば，

。有効企業販ｸ‘と促進費，，＝企業販売促進費’‘

産業加重平均‘＜企業販売促進費＃‘＜産業加重平均＃×2ならば，

。有効企業販売促進費#‘＝産業加重平均’十（企業販売促進費＃，－産業加

重平均‘）×販売促進係数

産業加重平均＃×2三企業販売促進費ならば，

。有効企業販売促進費＃，＝産業加重平均！×2

以上の有効企業販売促進費の算出方法は，全国広告，地方広告，販売部隊，

研究開発に適用される。ただし，研究開発の場合には販売促進係数を掛けな

い。

（2） マーケティング効果

マーケティング効果の算定モデルは，企業間の競争過程の中心を表わすもの

である。このモデルは, Kotlerによって示されたマーケット．シェア－．モ

デルを基礎としており（24），マーケティング意思決定値（有効値）の産業組織

内での相対的優位性により「マーケティング効果」を算出する。
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マーケティング効果の算出モデル(25)は次式のとおりである。

｡実質マーケティング効果ガー販売促進繰越し効果0

×有効全国広告支出α×有効地方広告支出β
戸

×有効販売部隊支出γ×有効研究開発効果ら

×需要家の銘柄忠誠度り

／（価格十マーケティング反応係数)e

･相対的マーケティング効果＃＝実質マーケティング効果，

Ⅳ

／図実質マーケティング効果‘
j＝1

この相対的マーケティング効果に基いて，市場有効需要量，企業潜在需要量

が算定される。なお，「販売促進繰越し効果」については，［3］。(4)を参照せ

よ。「有効研究開発効果」については，［3］。(5)をみよ。

（3）産業需要創造効果と市場有効需要量

産業全体のマーケティング活動が過去の傾向よりも積極的〔または，消極

的〕となると，「市場有効需要量」は，審判団が設定した「市場潜在需要量」

よりも多くなる〔または，少くなる〕。つまり，「産業需要創造効果」が作用

する。

(24) Kotler, P. [3], p. 676.

Kotlerのモデル。Rit=t期におけるi企業の製品に対する選好比率, Pit=価格, Ait

＝広告費および販売促進費, Dit=流通費および販売部隊費, ej=行動変数jの弾力性，

Sit= i企業の市場シェアー, ait=広告効果指数,dit =流通効果指数，とすると，

R.! el・P －e2 ･ ( ait Ait ) e3 ･ (ditDit )e41t lt
Sit＝

？〔Rite』･Pit~e‘．（aitAit).‘･(ditDit)e‘〕
（25）「銘柄忠誠度」(EYは）「相対的マーケティング効果」(RE)の時系列加重平均値
であり，次式により算定される。(N=企業数）

t=1のとき EYit =1.0

t>1のとき EYit = (REit ･ N+EYi.t-1)/2.0

通常,EYは, 1.0以上, 1.0以下のいずれにしても,1.0に近い値を示す。
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産業需要創造効果の算定には，マーケティング反応係数を除外して計算した

名目マーケティング効果を用いる。すなわち，

。名目マーケティング効果＝

実質ﾏｰｹﾃ,ﾝｸ効果×(価格十ﾏｰｹﾃｷﾝｸ反応係数)‘価 格

N

･産業総名目マーケティング効果＝Z名目マーケティング効果
z＝1

．産業総名目マーケティング効果加重平均，

＝（同．効果＃＋同・効果，-】）／2

（ただし, t=1のとき，同．効果加重平均＃＝同。効果'，とする。）

･産業需要創造効果‘=(蓉驚譜聖房獅懸罐土均‘)0 ‘
・市場総有効需要量＃＝市場総潜在需要量，×産業需要創造効果‘

＋期首産業総有効需要繰越量

産業需要創造効果，三1，ならば，各々，

。市場総有効需要量＃三市場総潜在需要量‘

このようにして算出された「市場総有効需要量」は各企業の「相対的マーケ

ティング効果」に応じて各企業に配分される。すなわち，

。企業潜在需要量；，＝市場総有効需要量’×相対的マーケティング効果＃’

である。

以上の算定式は両市場に適用される。

（4）企業需要創造効果と企業有効需要量

企業の研究開発が，相対的に産業加重平均の研究開発よりも大きく’1社平

均市場潜在需要量よりも大きい場合には，「企業有効需要量」は「相対的マー

ケティング効果」によって配分された「企業潜在需要量」よりも大きくなる。

すなわち，「研究開発」の企業需要創造効果が作用する。企業需要創造効果は

次式により算出される。すなわち，

。企業需要創造効果ガ,＝（研究開発効果ガ,）り

（ワー0.225,りは研究開発のマーケティング効果モデル係数である）。
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（「研究開発効果」については「意思決定⑤」をみよ）。

企業研究開発効果『’≧1，であるので，

。企業需要創造効果＃#≧1．

そこで，「企業有効需要量」は次式より算出される。ただし，需要不足の時

には産業超過有効需要量が再配分されうる。

。企業有効需要量＃＃＝企業需要創造効果ガ＃×企業潜在需要量＃’

十期首企業有効需要繰越量‘，

（5）小売交渉効果と有効市場在庫量

「意思決定」⑦「流通」で述べたように，流通マージンは相対的マーケティ

ング効果との相乗効果によって小売交渉効果を生成する。

。相対的流通マージン効果ガー 流通マージン’
Ⅳ

詞流通マージンガ/N
1二三1

。相対的マーケティング効果指数，＝相対的マーケティグ効果ガ×N

･小売交渉効果ガ=min(相対的流通マージン効果ガ

×相対的マーケティング効果指数＃’1）

この小売交渉効果は流通マージンの小売業者に対する相対的な「誘因効果」

および，マーケティング諸決定のプッシュ効果とプル効果を包含する効果であ

る。

また，小売交渉効果は小売業者の製品取扱い量の大きさを規定する。その規

定の仕方は次の二様である。

小売交渉効果’，＝1，ならば

小売業者はi企業の「期首市場在庫量，＃」の全量の取扱いを引き受ける。

すなわち，

。有効市場在庫量＃，＝期首市場在庫量＃‘

この場合「小売交渉効果」がlより大きくても同じ結果となる。従って企業

は「小売交渉効果」がちょうど1になるように「流通マージン」を決定するこ

とが望ましい。
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小売交渉効果＃’＜1，ならば，小売業者はi企業の「期首市場在庫量,,｣に

「小売交渉効果＃，」 をかけた量だけの取扱いを行なう。すなわち，

。有効市場在庫量'‘＝期首市場在庫量，，×小売交渉効果，，

この場合は小売業者の製造企業に対する同調性が低いことを示す。

（6）需給適合

①超過需要量

需給適合は，購買者の企業の製品に対する需要量（企業有効需要量）と企業

の市場における品揃え量（有効市場在庫量）との適合を意味する。需要が品揃

えより多い場合，超過需要が発生する。

。超過需要量!=max[ (企業有効需要量＃＊－有効市場在庫量,), 0]

超過需要量は，1回だけ有効需要不足企業に再配分される。これによって，

企業有効需要量の修正が行われる。

②超過需要量の再配分（購買者の購買銘柄変更，および，購買時期繰延べ）

企業の有効市場在庫量が企業有効需要量よりも小さく，在庫不足が生じる

と，消費者は購買銘柄の変更か購買時期の繰延べを行なう。

① 超過需要の他社への流出（購買者の購買銘柄変更）

Ⅳ

｡産業超過需要量=E [max (企業超過需要量＃×0.6, 0)]
8三二1

。企業有効需要量＃＝企業有効需要量＃十産業超過需要量

×相対的マーケティング効果『

なお，「超過需要への他社への流出」の調整は，1回だけ行なわれ,1回の

調整後に発生した超過需要は自然に消滅するものとする。

、 超過需要の次期への繰越し（購買者の購買時期繰越）

・期末企業有効需要繰越量ボ= max(企業超過需要量『×0.2, 0)

〃

･期末産業有効需要繰越量= E [max (企業超過需要量，×0.2, 0)]
z＝1

③企業実際販売量

「企業実際販売量」は，需給適合の結果である。従って，需要要因としての
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「企業有効需要量」と供給要因としての「有効市場在庫量」とを比較し，いず

れか小さい方が「企業実際販売量」となる。この関係は次のように表わされ

る。

。企業実際販売量! = min(企業有効需要量＃，有効市場在庫量,)

［5］ 経営成果システム

経営成果システムは，各企業が企業行動・市場行動を通じて達成する経営成

果諸要因の相互関連を示すものである。経営成果システムは次の6つのサブ・

システムから成る。

すなわち，「期末経営構造要因｣，「期末財務構造要因（損益計算書と貸借照

対表の基礎要因）」，「損益計算書」，「貸借対照表」，「経営分析」，およ

び，「経営総合評価」である。

（1）期末経営構造要因

期末諸要因は次期の期首諸要因へ繰越されるものであり，次の諸要因から成

る。

期末生産能力，期末工場在蠅量，期末'ij場在庫量，期末累積販売量，期末企

業有効需要繰越量，期末全国広告費繰越額，期末販売部隊繰越額，期末銘柄忠

誠度。

各々の期末諸要因は次のように算出される。

。期末生産能力＝期首生産能力十当期生産能力追加量

・期末工場在庫量＝当期生産量

・期末市場在庫量j==期首市場在庫量ノー当期販売量ノ＋当期輸送量ノ

2

.期末在庫総量＝期末工場在庫量十画期末市場在庫量ノ
ノ＝1

2

.期末累積販売量＝期首累積販売量十国当期販売量j
ノー1

｡期末企業有効需要繰越量j =max (企業超過需要量ノ×0.2, 0)
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。次期首全国広告費繰越額

次期首繰越額（’期前）＝当期有効全国広告費

次期首繰越額(k+1期前)=当期首繰越額(k期前) (k =1,2,3)

･次期首販売部隊繰越額＝当期有効販売部隊費

・期末銘柄忠誠度＝（期首銘柄忠誠度十当期相対的マーケティング効果

×企業数(26)）／2

以上の期末諸要因は次期期首諸要因に繰越される。次項の貸借対照表の期末

諸要因も次期期首に繰越される。

（2）期末財務構造要因

このマーケティング・ゲームは単純化されたシステムであるので，現実の損

益計算書，貸借対照表より単純化されている。

損益計算書と貸借対照表の基礎となる「期末財務構造要因」は次のようにし

て算出される（27)。

。総売上＝〔価格×販売総量〕×1000 (28)

・流通取引費＝〔流通マージン×販売総量〕×1000

．減価償却費＝期首固定投資残高/10

･一般管理費＝減価償却費×0．10

．販売固定費＝減価償却費×0.10

．生産固定費＝減価償却費×0．80

．単位生産費＝生産固定費／〔生産量×1000] +単位変動費

･生産費＝〔生産量×単位生産費〕×1000

・期末棚卸資産＝期末在庫総量×単位生産費×,000

．売上原価＝生産費十期首棚卸資産一期未棚卸資産

・市場調査費＝調査項目数×6000

（26）「相対的マーケティング効果」に「企業数」をかけているのは，対平均値比重にす
るためである。

（27）マーケティング・ケームの特殊性により，各要因の算出方法には現実的でない点も
含まれている。

（28）同式で「1000倍」しているのは，意思決定変数，および，関連変数が1 000単位であ
るからである。
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2

＋図販売部隊費ノ〕×1000
ノー1

2

.販売促進費＝〔全国広告費十国地方広告費
j＝1

2

.輸送費＝図輸送量j×0．5×1000
J＝1

2

.在庫管理費=[Z期首市場在庫量j×0.5+
j＝1

2

max (図市場在庫量ノー生産能力,0)
J＝1

×超過市場在庫管理費単価〕×1000

.超過市場在庫管理費単価＝2＋景気指数/10

．販売管理費＝販売促進費十市場調査費十販売固定費

・販売費．一般管理費＝販売管理費十研究開発費十輸送費十在庫管理費

十流通取引費

･総費用＝売上原価十販売費・一般管理費

・資金回収額(29) = |min (資金運用,0) |

・資金回収費＝〔資金回収額×資金回収費率〕×1000

．固定負債利子＝期首固定負債残高×固定負債利子率

･短期借入利子(30)＝期首短期借入金×短期借入利子率

・営業外費用＝資金回収費十固定負債利子十短期借入利子

･営業外収益＝期首資金運用残高×資金運用利子率

・営業利益＝総利益一総費用

・期末売上債権＝総売上×買掛・売掛率

・期末買入債務＊＝（生産費十販売費・一般管理費）×買掛・売掛率

（29）「資金運用」の意思決定値が「負」の時には「資金回収」を意味する。この場合に
は，証券売却手数料などの「資金回収費」を伴う。

（30）現金支払の順序

① 期 首：利子支払

② 期 首：借入金返済

③ 期 中：経常支出
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｡売上債権受取額＝期首売上債権十（総売上一期末売上債権）

･買入債務支払額

＝期首買入債務十期末買入債務×（1－買掛．売掛率）／買掛・売掛率

･固定資本投資額

＝〔(生産能力追加量×固定資本単価）十（研究開発／2)〕×1000

。期末固定資産＝期首固定資産十固定資本投資額

｡固定負債返済額=min(期首固定負債/5, 300千ドル）

･期末固定負債＝期首固定負債一固定負債返済額

十固定資本投資額

･期末現金在高＊＝期首現金在高一資金連用額十営業外収益

一営業外費用十売上債権受取額一買入債務支払額

一一法人税引当金一固定負債返済額

｡短期借入金返済額

=min (期首短期借入金-1,000千ドル，期末理金在高現1,000千ドル）

･期末短期借入金＝期首短期借入金一短期借入金返済額

（負の「短期借入金返済額」は「借入増加額」を意味する)｡

｡期末現金在高＝期末現金在高＊－短期借入金返済額

･期末流動資産＝期末現金在高十期末売上債権十期末資金運用残高

･期末流動負債＝期末短期借入金十期末買入債務

･期末棚卸資産＝期末在庫総量×単位生産費

･期末当座資産＝期末流動資産十期末棚卸資産

･総資産＝期末当座資産十期末固定資産

･負債・資本計＝総資産

･負債計＝期末固定負債十期末流動負債

･引当金＝5,000千ドル

･資本金=6,000千ドル

｡資本計＝負債・資本計一負債計一引当金

｡当期純利益＝営業利益十営業外収益一営業外費用
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。法人税引当金=max(当期純利益×法人税率,0)

・税引後純利益＝当期純利益一法人税引当金

･剰余金＝資本計一資本金一税引後純利益

以上の基礎要因を用いて，次に示すような「損益計算書」と「貸借対照表」

が作成される。

（3）損益計算書 （4）貸借対照表

損 益 計 算 耆 貸 借 対 照 表

総 売 上 総 資 産 負債・資本合計

売 上 原 価 流 動 資 産 負 債 計

販売費・一般管理費 当座資産 流動負債

総 費 用 現金在高 買入債務

営 業 利 益 売上債権 短期借入金

営 業 外 収 益 資金連用残高 固定負債

営 業 外 費 用 棚卸資産 引 当 金

当 期 純 利 益 固 定 資 産 資 本 計

法 人 税 引 当 金 資本金

税 引 後 純 利 益 税引後純利益

剰余金

（5）経営分析

「期首・期末諸要因」，「損益計算書」，「貸借対照表」，および，「市場

成果諸要因」等のデータを用いて様々な経営分析が行なわれ，経営計画の確立

のための基礎資料か提供される。ここでの経営分析は主として3つの部分から

構成されている。「マーケティング管理分析」，「在庫管理分析」，「財務管

理分析」である。

① マーケティング管理分析

「マーケティング管理分析」は，主として，マーケティングに関する「意思

決定値」と「産業加重平均値」との比較，および「マーケティング効果」等の

産業平均との比較による情報を提供する。この情報は，需要動向・経営計画に
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対するマーケティング意思決定の適合性を判断するのに用いる。（研究開発を

含む）。

「マーケティング管理分析」により提供される情報は次のとおりである。

意思決定の対産業平均比較

･意思綾定/産業平均比率＝顛翠鶉豐霊値×'0,
「有効意思決定値」は，前述のように，「期首産業加重平均値」を越える値

については60％だけ「有効」とし，また，その2倍までを「有効」として算出

した値である。（研究開発では100%「有効」）。

「期首産業加重平均値」は前期の「期末産業加重平均値」，つまり，

。前期末産業加重平均値＝（前期産業加重平均値十前期産業単純平均値）／2

に等しい。

「意思決定／産業平均比率」は，「価格」，「全国広告」，「地方広告」，

「販売部隊」，「流通マージン」，「研究開発」について算出される。

需要増加が予測される場合，市場在庫が過大である場合には，「意思決定／

産業平均比率」か100%よりかなり多くなるように（価格の場合は100%以下に

なるように）意思決定方針を立てることが望ましい。

販売量成長率の対産業平均比較

Ⅳ

。産業販売量＝辺企業販売量＃
j＝1

T

･企業販売量平均増加量Tjj=E(企業販売墨ij-企業販売量'_, #j) /(T-1)
＃＝2

Ⅳ

｡産業販売量平均増加量Tj＝図企業販売量平均増加量T〃
3＝1

.企業販売量平均成長率T〃＝企業販売量平均増加量r〃 ×100
丁

図企業販売量‘が
r＝2

｡産業販売量平均成長率Tj=産業販売量平均増加量Tノ X 100
T

詞産業販売量,ノ
4＝2
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企業/産業販売量成長性相対比率",=蕊蕊彗謡謹:;'×'0‘
市場行動効果の対産業平均比較

｡研究開発効果：（「市場行動システム」より）

・銘柄忠誠度 ： （ 〃 ）

・マーケティング効果指数：（ 〃 ）

･小売交渉効果：（ 〃 ）

これらの指標は「産業平均効果」との比率で表わされる。従って, ｢1.0以

上」であれば「産業平均効果」以上を示し，「1.0以下」であれば「産業平均効

果」以下を示す。（「マーケティング効果指数＝相対的マーケティング効果×

企業数」）。

② 在庫管理分析

「在庫管理分析」は「生産量」，「輸送量」，および，「流通マージン」

に関する意思決定が，「期首市場在庫量」と「市場有効需要量」との推移に

適合しているかどうかについての情報を提供する。この情報は，過剰在庫管

理費，または，過小在庫（品切れ）による機会費用（在庫があれば獲得しえ

た収益）を最小にする意思決定値を導出するために用いる。

在庫量適合度

③ 小売交渉効果を考慮しない場合

｡期首市場在庫皇適合度,=孟讓溌慧藍蕊'0，
この指標は生産量・輸送量の意思決定が企業の有効需要量に適合していた程

度を表わす。

⑥ 「小売交渉効果」を考慮する場合

･有効市場任嶬重適合瞳,＝譜震驍慧暑fx 100
この指標は，「市場在庫量適合度」にさらに「小売交渉効果」を加味して，

実質的な在庫過不足を比率で表わしたものである。100%を最適値とし, 100%

以上は「在庫過剰率｣, 100%以下は「在庫不足率」を表わす｡(以上の比率は
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市場別に算出される）。

在庫過・不足コストの対売上比率

③ 期首市場在庫量適合度＞100の場合には「在庫過剰コスト」が発生する。

2

｡B=在庫過剰量=E {max[ (期首市場在庫量ノー企業実際販売量ノ), 0]}
ノー1

｡ A=[国期首市場在庫量j]
ノー1

｡在庫管理費=A×0.5+max{[(A－期首生産能力）

×超過市場在庫管理費単価，0]｝×1000

.在庫過剰コスト={B×0.5+max [(A－期首生産能力）

×超過市場在庫管理費単価，0]}×1000

．在庫過剰コスト率＝_在塵過剰コスト×100
総売上

⑥ 有効市場在庫量適合度く100の場合，「在庫不足コスト（品切れ機会コ

スト）」が発生する。つまり，

2

.在庫不足量=E {max (企業有効需要量ノー有効市場在庫量ノ, 0)}
J＝1

。在庫不足コスト＝在庫不足量×価格×0.08×1000

（売上純利益率を8％とした。）

・在庫不足コスト＝－廷庫不足コスヒ×100
総売上

③ 財務管理分析

「財務管理分析」は，「経営方針」，「市場調査」をはじめとする「意思決

定」全体が「企業構造」，「市場構造」の動向に合理的に適応しえていたかど

うかを包括的に示す情報を提供する。各チームの意思決定者はこれらの情報を

もとに将来の経営成果を最適化しうるように次期の意思決定を行なう。

「財務管理分析」により提供される情報は次のとおりである。この「財務管

理分析」，において利用されるデータは，「損益計算書」，「貸借対照表」に
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おける各要因のデータである。

収益性比率

税引後純利益×8
．総資本純利益率（税引後）＝ －－－－－－－‐－－－

期首・期末総資産計

・自己資本純利益率(") =_=I塑膣純利益×8
期首・期末自己資本(3

税引後純利益
・売上高純利益率（ 〃 ） ＝

総 売 上

営 業 利 益
・売 上 高 営 業 利 益 率 ＝

総 売 上

回転率

総売上×8
．総資本回転率 ＝ 期首．期末総資本計一一×100

総 売 上×8
．自己資本回転率＝ 期首．期末自己資本 ×100

総 売 上×8
。棚卸資産回転率＝－－ －－－－期首．期末棚卸資産計 ×100

総 売 上×8
．固定資産回転率 ＝ 期首．期末固定資産計一×100

総 売 上×8
．売上債権回転率＝ 期首．期采売王債罹計一×100

総 売 上×8
．買入債務回転率 ＝ 期首．期末買入債務計 ×100

安全性比率

・流動比率－－溺蕊-誤'0，

X 100

X 100
（31）

×100

X 100

鳥篭督蕊10，．当座比率 ＝

・崎定比率＝需篝×'“
固定資産

・固定長期適合比率＝固定負債千百百寳天×100

（31）ここでの「自己資本」は貸借対照表の「資本計」に等しい。

自己資本＝資本金十税引後純利益十剰余金
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自己資本
°自己資本比率 ＝

企業間信用比率

×100
総 資 産

｡売上債権対買入債務比率－－書-爵一驚×'“
費用負担比率

・売上原価率一蓋警噛×'0，
．利子負担率 ＝ 短期借入利子十長期借入利子 ×100

総 売 上

・減価償却萱率一驚警亨×'0，
損益分岐点比率

総 固 定 費

､-幕雫草
｡損益分岐点売上(32）＝

（32）損益分岐点売上は，周知のように，次のようにして求められる。①式は，「総売上

＝「総費用」を表わす｡S=総売上額,F=総固定費 V=総変動費

①:Y= X

②:Y -F+-fx
①を②へ代入すると，

x-F +-XLx

F=X__\x

F =X(1- f)
F

X＝

（1－号）

１
１

｝ 1

、
，
ノ

総
費
用
Ｙ
・
Ｉ
、

Ｖ
ｌ
Ｓ

X

損益分岐点売上(x
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｡損蔬分岐点比率＝損驚分驚点壺上潔100
．損益分岐点比率三100ならば，各々，営業利益三O

従って，企業は損益分岐点比率が100以上になるように諸々の意思決定を行

なわねばならない。

収益率時系列安定性比率（第5期から算定する）

"収益率平均値,，＝倉[収益率"｣･+ (T≧5)

１

ｒ
図
仁

ｌＩＩＩ細ＵＶ [収菰率"．]･十一収益率平均値〃｡収益率標準偏差ボア＝

｡収益率時系列安定性比率"-'00-‘瀞麓鰭'i' X 100

ただし，平均値≦0，ならば，安定性比率=0。

「収益率」の指標はく収益性比率＞において示したとおりである。「収益率

安定性」の分析には「自己資本純利益率」が適当であろう。

（6）経営総合評価

各チームの総合評価は，第1期から到達期（当期）までの長期的な累積販売

量シェアーと累積利潤率シエアーとの合成値によって行なわれる。すなわち，

｡黒磧!…"＝皇‘[倉販売量,,‘］
累積販売量＃T

｡累積販売量シェアーiT (Sir) = X 100
Ⅳ

雪 累積販売量ガア
z＝1

T

･累積利潤率*,r ==E[総資産純利益率(税引後)ji]
』＝1

｡累積利潤率iT =max (累積利潤率*#T,0) (負の累積利潤率はゼロとみ

なす）
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累積利潤率シェァーiT (RjT) = 累積利潤率ガァ
Ⅳ

図［累積利潤率ir]
E＝1

×100

｡総合評価シェアーir (Gir) = l/ Sir2 + R2ir ×100

Ⅳ

Z 1/ SiT2+RjT2
1＝1

。総合評価順位iｧは「総合評価シェアーjT」の順位である。

算出した総合評価シェアー(Gir)は，累積販売量シェアー(S jT)という市場目

的達成度（需要充足度），および，累積利潤率シェアー(Ri,)という企業目的

達成度との合成指標である。

2つのシェア～を二乗しているのは，と､ちらか大きい方をヨリ高く評価する

ためである。経営方針を明確に設定し長期経営計画を立て着実に実行している

チームには，このモデルが有利に作用する。「総合評価ll偵位」は，「総合評価

シェアー」(Gi i)の大きさの順位により示される。

［6］ 市場成果システム

市場成果システムは，各企業の市場行動過程を通じて達成される市場成果諸

要因の相互関連を示すものである。T1j場成果システムは次の2つのサブ・シス

テムから成る。

（1）期末市場構造要因

① 期末市場有効需要量繰越量

「企業有効需要量」が「有効市場在庫量」よりも多かった場合には「品切

れ」が発生する。この「品切れ量」の20%は「期末市場有効需要繰越量」とな

り，次期へ繰越される。（「市場システム」参照）

･期末市場有効需要繰越量‘＝

Ⅳ

FTmax (企業有効需要量一有効市場在庫量)×0.2, 0]
1＝1

として算出される。
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② 期末産業販売促進加重平均

これは，販売促進および研究開発の各チームの支出額が「戦略の均等化傾

向」によって産業平均と著しい相違を示さないという考え方のもとに設定され

た。その算出方法は次のとおりである。（研究開発も同様）。

。期末産業販売促進加重平均＝（期首産業販売促進加重平均十当期産業販売促

進単純平均) /2.0

（2）市場構造分析

① 販売量集中度

集中度は寡占的市場構造における上位企業群（寡占核）の集団的市場占有度

を示す一般的な指標である。ここでは，販売量占有率を用いて，「当期販売量

集中度」と「累積販売量集中度」とを算出する。これらの集中度には上位1社

上位2社合計，上位3社合計が示される。

② 販売促進費集中度

販売促進費（全国広告費，地方広告費，販売部隊費）は製品差別化行動への

支出を表わしている。ここでは，他産業と比較する方法がとれないので，販売

促進費（両市場合計）の集中度を計算し，販売量集中度と比較する。販売量集

中度と同様に，「当期販売促進費集中度」および「累積販売促進費集中度」が

算出される。

Ⅲ む す び

このマーケティング戦略教育ケーム(SMSS)は以上のような構造をもつもの

である。このシステムは，本来手で計算できるごく単純化されたシステム（33）

をもとに新たにコンピューター・システムとして開発したものである。開発の

意図はより多くの現実性を持たせること，および，より多くの理論的意味を包

含させることであった。しかし，シミュレーションの一般的限界である，要因

の特定化，質的要因の除外，市場領域の限定，行動形態の限定などを含み現実

(33) Greenlaw, P. S., et, al. [2]
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性・理論性の改善は十分にはなされていない。今後，さらに可能なかぎりの改

善に努力したい。

このシステムは，そのような様々な限界を含んでいるが，このシステムの利

用者に対して，意思決定諸要因間の相互関連性，企業間の競争的相互作用過

程，経営成果の分析と評価などについての理解を深めさせるというビジネス・

ゲームの教育目的の一端をはたしえているといえよう。また，このシステムは

コンピューター・システム(34）として作成されたものであって，コンピュータ

ーを利用した経営計画，意思決定パターン，経営分析等々の比較分析的研究の

目的もはたしうる。

以下，「付録」として，マーケティング戦略教育ケームの「コンピュータ・

システム」のフローチャート，意思決定表，う。ログラム・リスト，および実行

結果を載せる。
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(34）この他に，意思決定要因の入力，経営成果と市場成果の出力をTSSターミナルに

変換したTSS・SMSSも開発済である。
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〔注〕①第1年度第1期は初期の標準意思決定値。 ②意思決定は各期ごとに行うのが望ましいが、年度ごとでも良い。
③諦要届は、初めてケームを行う場合には公開した方が望ましい。
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REAL AnNAT(どb910 1 1A01 f26119 ) DAD2 <26ﾜ10 ）
◆ DAnj 〔zoPlO j ,Apq （26，10 》 oAVOH (26010 )

◆、 DAvxS3(2｡,Z ) ・AVxAD《26 》 ,AvxAL(26，2 )
◇ ，AVLH 【26U2 》

◆ ，AvxCI【2⑥ ) DAvxp 【76 ) ,AvxRn（26 〕
◆ 、ADT (209 8 > 9AS5ESH(Zn’ 9 ) ､ASSET(26, 8 〕

◆ 9AVXSF（2，，2 j lADLOC（26.8,2 l9AVXST【26 )
◆ DAVXT凶(2, 》 08ASSET(26’ 8 ) ﾛBOE日T(zbp 8 )
◆ ’8VEST<26， 月 】 pBANALS〔25，8920)9BF【hV(26， 8 )

◆ 08〔ASH12bD 品 】 p8GOOOS(261 8 ） '8FU即0 126， 8 )

◆ ,BTINV 噌｡，6 】 D8N1NVI？6，8，2》，BTSALF{26， 6 》
◆ ，BRE〔Ev(2回, 8 ) ，BPAvBL【26， 8 ) ,BEAp ｨ26， 8 》
RFAL BDEH(26,8)，B5LQ《26，812)

◆ ,BFIXLH（を69 8 )

◆ ,BASALEI26,8 )

● ’6RAN､《26,10 》,COSTp則(26 〕 ，〔ASHSH〔26,8 )

◇ ,〔FST ｲZb96 〉 v〔ASSET(26， 8 ] ,CL1A8T（26， 8 ）
. ，EAPNEH《26,8 》，DENAND(26，2 】 ,O側 ⑫6，2 )

◆ ,UHT (2 j oE 〔2678,2 1,EPA5T【26， 892j
◆ oELOYAL《26，8，2 】 9E片INV I26p8’2 ) ，EPKT (26 》

◆ ,EADNAT(2，， 月 】 ?EADLOc〔26D8,2 ) ,ESFnRC《26，812 )
． ，ERANO《26， 8 > DERANOE〔2695,2 ) ●ERAND日(26? 8,2 >
◆ ，ES (26．月，2 )oECRET(2692 ) 9ERT 《1002 >

◆ cETH (2bD6 )OEF［RET〔2698,2 ) DERANOT(20 )
． ,EPRにE<26 > ,ETHR (をb’8，2）fFASSETI26p8 )
◆ 7FDE8『（2b､ 月 ） ,FCASHI26' 8 ) DF600D5<26? 8 》
も UFIXGN（26， 8 ) DFIXC 【269 8 》 pFIXHC《26p 8 】

REAL F1XPC（26，8)fFF1XLB(26,8)

● ，FDEH (26， 8 ) DF5L9 （26，8，2>
今 ，FF】NV 〔26竹 8 ) DFT1NV(26D B 】 ，FA5ALE《269 8 )

◆ ？FTSALEI26, R ) oFH1NV(26’812 ) ，FUNO (26， 8 )
◆ DFRE〔EV(ZbD 8 ) UFpAYBL(26， 8 】 ,FCAP (26，8 〕
◆ 9FUNDC【20，8 )，FFUND《26，8 】,FVE5T(26,8 〕

◆ 96SHARE（20， 5 ） p6SH (26, 8 】 DGvALUEI26, 8 )

◆ DP〔DSTIZbD10 ) ，PQ (?6910 》 ,PRICE（26,10 ］
. DPQpAST(2b,10 ) ,pOLICY(2 910D5 I9P日岡AX(26 )
◆ DPvE05T【26010 〉

◆ pPLOT ( 20 》 ,pROFIT(26,10 ) ,R 〔 1 ， 1 )

◆ DPROFTG(2bDlO ) ，PROF【X(26，10 〕 ,PRpF 〔26，10 〉

． 19ASSET（26010 ) 7RAN、［(26110 ) DRS 【26,10 )
◆ DRE (26，lOp2 】 , RENT (26pユ0 》

● ,H1剣 （26920 ] ，RAN、 《26,10 》,REPAST《26,10ウ2)
REAL RESH〔H(26，818)，RE〔OST《2698)､S(26，8，2]

◆ 05F1 (26ｼR92 )，SFORCE《26， 8G2 】，SFUNO(267 8 )
◆ D5ALE5H(26， 8 》 ，STc0ST(26p 8 ) ,SL9 〔26，8D2〕

◆ DSQ (20,8,2 ) ,SHARE(26，892 ) '5COST【26, 8 )
◆ ,SANALS(26，2，ヨ1

◆ ，ST (26,10 1 0TAX 〔26，10 > ,T〔OST<26，ユ0 )

◆ 0TRAN仁 I267lO 〕 DTN (26，10 ) ,THC 《26，10 】

◆ ,TNGc 【2．，10 】 DTL】EAP(26，10 》 ,TLIABT《26，10 》
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制御シ ユレーション・プログラム

-OPCON* -

、
、
、

内 田 幸 夫

1． は じ め に

システムの構造・挙動の理論的究明と時系列データのコンピュータによる数

理統計的解析を結合させて，システムのモデル・ビルディングがなされたと

き，その後の研究の一つに，モデルを対象としたシミュレーション分析があ

る。シミュレーションにおいては，ある程度の意志決定をともなうことにな

り，実験者はモデルに対して意志決定を外生的に与えるか，または部分的なフ

ィードバック機能をモデルに組込んでシミュレートさせる。このとき，できる

かぎり内生的に意志決定を行うことが要望される場合がある。1970年代に入っ

て，経営・経済システムの現代制御理論的究明がなされるようになってきたが

(代表的なものに経営学においてA. Bensoussan, et. al．[1] ,経済学におい

てG. C. Chow [2]がある),最適制御によるフィードバック制御として意志

決定を行うことは，一つの大きな研究成果である。

OPCONは最適制御によって意志決定を機械的に行うシミュレーション用プ

ログラムであり，つぎの特色がある。

1 目標と手段の関係を明らかにすれば，フィードバック制御として意志決

定がなされる。

2 かなり大きな非線形モデルでもシミュレーション可能である。

モデルと評価基準の設定に的を絞って, OPCONに組込まれている制御技術な

らびに利用方法を解説する。

＊この研究の一部は昭和52年度文部省科学研究補助金試験研究(2)「経営経済データ・バン

クの拡充とデータ・バンク管理システム」（代表者能勢信子教授）によってなされたも
のである。OPCON (OPtimal CONtrol simulation program) .
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2． モデルと評価基準

OPCONを利用するためには，シミュレーションの対象となるモデルが，つ

ぎの一階の非線形連立定差方程式で表現されていなければならない。

( 1 ) s(t)=g(s(t), s(t-1), x(t), z(t))

モデル（1）を状態方程式とよび，各変数はつぎのようになっている。

s NS 次元状態変数ベクトル

x NX 次元手段（制御）変数ベクトル

z NZ 次元与件（外生）変数ベクトル

離散型表現の経営・経済モデルは，より一般的には，高階の定差方程式にな

る。しかし，高階の定差方程式モデルも，次元を大きくすることにより一階の

定差方程式で表現可能である。したがって, OPCONは(1)のモデルに限定

しているが，高階のラグを含むモデルも十分シミュレーションの対象になりう

る。なお高階の定差方程式を（1）の形に変換する手順については，たとえば

G. C. Chow [2]の第6章に述べられているが，ここでも例を用いて後述する。

モデルのつぎに用意すべきものは，目標変数と評価基準の定義である。目標

変数は状態変数の線形結合として，シミュレーションの評価基準は2次の損失

関数として与えられていなければならない。

(2) y (t)=H s(t)

（3） ｡＝エ鰹｣ ll y(t)-d(t) ||2
W (t)

( =Z", (y(t)-d(t))1W(t)(y(t)-d(t))

ただし，

NY次元目標変数ベクトル

NY×NS行列

制御シミュレーションの期間

NY次元目標値ベクトル

Ｔ
ｙ

Ｈ
Ｎ

．
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W 対角要素が正のNY×NY対角行列であり，目標間の重みを表

わす

また手段変数の許容領域をつぎの形で限定することができる。

xl(t)≦x (t)

(4) x(t)≦x2 (t)

xl(t)≦x (t)≦x2(t)

ただし, x1, x2はそれぞれ手段変数の下限と上限を示し,NY個の手段変数

の任意の変数に制約を付加できる。

以上が制御シミュレーションに必要なモデル，式等であり, OPCONは(1),

(2)，または(1)(2)(4)の制約下に(3)を岐小化するx(t), t==1, 2,…,NXを求める

計算を行う。

3． 0PCON のアルゴリズム

OPCONを用いて経営・経済システムの分析を行うのであれば，アウトフ。ツ

トされた計算結果の解釈とともに，どのような方法でシミュレーションが行な

われているのか，計算内容を理解しておくことも重要である。計算結果が悪い

場合，その原因がモデルと評価基準の設定にあるのか，それともフ･ログラムに

よるものなのかを判別するためにも，アルゴリズムを知っておく必要がある。

しかし，細かい数式展開は専ら G. C. Chow [3]を参考にすることにして，

ごく簡単にアルゴリズムを紹介する。

OPCONが採用している制御技術は，試験的経路(tentative path)において

非線形モデルの線形化を行い，その線形近似モデルに対する最適径路(optima l

path)の計算である。変数の上に「八」をつけて試験的径路を示し，また変数

の右肩に「･X」をつけて最適径路を表わす。初期状態，手段変数および与件変
八 八 人

数の試験的径路 s(o), x(t), z(t), t=1, 2,…,NTは入力装置より読込まれ

る。そして変形ガウス・ザイデル法によって求められたモデル(1)の解を，状態
八

変数の試験的径路s(t), t=1, 2, ..., NTとする。以上のようにして得られた
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最初の試験的径路におけるモデル(1)の線形近似モデルはつぎのようになる。

(5) s(t)=A(t)s(t-1)+B(t)x(t)+u(t)

ただし，

八（唱

NS×NS時変行列

A")= (1-," ) -､ 6s (t-1)

八 八

B (t)- (1- 3" )-1箭丁 NSxNX時変ｲjジリ
NS次元線形誤差値ベハ 八 八

U (t)=s(t)-A(t)s(t-1)-B(t)x(t) クトル

(5)と(2)の制約式の下に，(3)を最小化する問題を解くと，つぎのフィードバック

制御解が得られる。

(6) x(t)=f(t)-F(t)s(t-1)

ただし，フィードバック行列Fとフィードフォワード・ベクトルfは，リカ

ッチ行列R およびトラッキング・ベクトルrを用いて，つぎのように時間軸

に対して逆方向に計算されていく。

F(t)=(B(t)' R(t)B(t))-｣ B(t)' R(t)A(t))

f(t)=(B(t)' R(t)B(t))-: (r(t)-R(t)u(t))

（以上, t=1, 2,…, NT)

R(t)=HIW(t)H+(A(t+1)-B(t+1)F(t+1))' R(t+1)A(t+1)

r(t)=H'W(t)d(t)+(A(t+1) -B(t+1)F(t+1))'(r(t+1)-R(t+1)

u(t+1) )

（以上, t=1, 2,..., NT-1)

R (NT) = HIW (NT) H

r(NT) =HﾉW (NT) d (NT)
A

初期状態s(O)を(6)に代入すると，手段変数の最適値x(1)*が得られる。
八

x(1)*とz(1)の下に変形ガウス・ザイデル法によって得られたモデル(1)の解を状

態変数の最適値s(1)*とする。さらに, s (1)*を(6)に代入すると, x(2)*が得ら
八

れ, x(2)*とz(2)からS (2)*が求められる。このように, (1)と(6)を交互に使っ
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第1図 フローチャート
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｜
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て最適径路x(t)*, s(t)*, t=1, 2,…,NTが計算される。もし手段変数に(4)の

制約があり，しかも(6)によって得られた値が制約条件を侵害しているときは，

その条件の境界値を手段変数の最適値とする。

以上のようにして求められた最適径路を，次回のイタレーションにおける試

験的径路としてまったく同じ計算ステップ｡を繰返していく。この繰返し計算は

損失関数の値が収束するか，または最大繰返し回数 MAX1まで続行される。

そしてつぎのとき，第2イタレーションで収束したと判定される。

’’
‘*1－｡*ﾉｰ』(7） ≦EPSl

｡*j_，
‘

ただし，

p*=図狸' || Hs(t)*-d(t) ||_2
W (t)

4. MODELおよび入出力について

OPCONには以下の規則に合ったサブルーチンMODELが用意されなければ

ならない。サブルーチンMODELは，モデルの解を求めるとき(N=1) ,モ

デルの線形近似を行うとき(N=2) ,以上の2つの用途に供される。（第6表

のC5～C13を参照せよ。）

SUBROUTINE MODEL(N,NS,NX,NZ,S,SL,

v, x, z)

IMPLICIT REAL*8 (A-H,○一z)

DIMENSION S(NS), SL(NS), V(NS), X(NX),

Z(N Z)

v(1)=………

V (2 )=....,....

① 申 ■ ■ ● ■ ｡ ■ ● ゆ ｡ ● ■ ■ ■ ■ g ● ● ● ､

I F(N.EQ、1) RETURN
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v(.)=二”.……

v(.)= ...……

R E T U R N

E N D

モデル（1）の左辺のs (t)をV,右辺のs (t)をS, s (t-1)をSL, x(t)をXそして

z (t)をZとして，拡張 FORTRAN でプログラムされる。また右辺にSがある

式のみを

IF (N.EQ.1) RETURN

の前に集める。

INPUTにより入力装置ならびに重み行列 Wの入力様式が区別される。

INPUT = 0 カードのみ，重み行列 Wの要素はすべて1.0

1 カードのみ

2 カードと磁気テープ･の両方

第1表 入力データ，カード

|c番号|D入力書式B 入 カ デ － タA 番 号

５
６

１
１

(10A8)

(3110, 3F10.0)

計算の題目

INPUT, MAX1, MAX2, EPS1, EPS2, GS

１
２

入力様式の相異とは無関係に，まず最初に，第1表のデータ・カードが読込ま

れる。第3列のC欄は第6表のジョブ・カード例1におけるカード番号を示し

ている。MAX2, EPS2, GSはそれぞれ変形ガウス・ザイデル法における最大

繰返し回数，収束基準値，調整パラメータであり，調整不要のときはGS=1.0

とする。

INPUT =2のとき，磁気テープ。には第2表のデータが順番に記録されていな

ければならない。

各変数のデータは，たとえば，第i手段変数の第t期の値はX(i, t)にあり，
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第2表 入力データ，磁気テープ

A番号’ B 入 カ デ － タ E 次 元

NS, NT, NX, NY, NZ

H

SO (初期状態）

Xl

X2

Z

D

W

X

１
２

３
４

５
６

７
８

９

(NY, NS)

(NS)

(NX, NT)

(NX, NT)

(NZ, NT)

(NY, NT)

(NY, NT)

(NX, NT)’
第3表 入力データ，カード

A 番 号

1

2

3

4

5

B 入 カ デ － タ

NS, NT, NX, NY, NZ

変数名，番号，入力書式

入力書式に合ったデータ

A2と A3の繰返し使用

／＊

C番 号

17

18

19

20～43

44

D 入力書式

(5 110.0)

(A4, 16, 5A8)

’
すべて列方向で磁気テープ。から入力される。

INPUT=0, 1のとき，第3表の方法でカードよりデータを与える。

MAX1, NS等の大きさのチェック機能が組込まれており，それらの許容範囲は

INPUT= 0, 1のときに出力される。ライン・う。リンターには第4表のものが

出力される。

第4表 出力データ，ライン・プリンター

A 番 号

’

B 出 力 デ タ

’
入力データ

最初の状態変数の試験的径路

最後の最適径路

Y と D のグラフ

１
２

３
４

S

S, X,Y
’

’
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計算が終了したとき，第5表のデータが磁気テープ･に記録される。

第5表 出力データ，磁気テープ

出 カ デ|A番号’ 一 タB

ＺＮＹＮＸ側
Ｈ
帥
廻
皿
Ｚ
Ｄ
Ｗ
Ｘ
Ｙ
Ｓ

ＴＮＳＮ

(入力データ）

(同 上）

(同 上）

(同 上）

(同 上）

(同 上）

(同 上）

(同 上）

(最後の最適径路）

(同 上）

(同 上）

１
２

３
４

５
６

７
８

９
ｍ

、

A1～A8は入力データと同じ,A9～A11は最後の最適径路である。したが

って,A1～A9はINPUT=2として，次回の計算に使用可能である。

5． 使 用 例

5．1 ジョブ・カードの設定例

つぎの2階の定差方程式モデルにおいて，目標変数a(t), b(t)および不等式

制約xl (t) =x(t)の下に,20期間のシミュレーションを行うことにする。

a(t) =0.6 sin (a(t-1) +z,(t) +x(t)) +0.8 cos(b(t) +z2(t))

b(t) =0.7a(t)x(t) -0.3 a(t-2) b(t-1)

S1(t) =a (t), S2(t) =a (t), S3 (t) =a (t~1)として，モデルを状態方程式(1)の

形で表わす。

s,(t)=0.6 sin (s,(t-1)+z,(t)+x(t))+0.8 cos(s2(t)+z2(t))

s2(t) =0.7 s1 (t)x(t) -0.3 s3(t-1) s2(t-1)

S3 (t) =S, (t-1)

ゆえにサブルーチンMODELは第6表のC5～C13のようになる。カードよ
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第6表 ジョブ・カード例1 (INPUT = 0)
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１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
５
３
３
４
４
４
４
４
４

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ｃ
ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

０
１

ｌ
ｊｊ２

正
‘

くＺ
Ｂ
処

１
２
２

醒
氾

３
９

１
＋

１
１

０
０

．
．

渇
掛

１

へ〆』
●

２
１

１
く

ｌ

Ｓ
０

Ｊ
ｊ
く

【
叩
》
●
寺

、〃」
アＬ《、》

勺Ｉと
？

Ｎ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

１
Ｘ

く
仁

５
１

２
２

６
６

，
Ｚ
Ｄ

。
，

，
．

．
。
７

３
９

Ｖ
，
舛

１
１

１
０
０

０
‐

５
杵

‐
？

、
Ｊ
《
Ｕ
、
』

〔ど
１
４

１
』

ｖ
ハ

■
（
■

戸、〕
Ｎ
略
『
ｎ
Ｕ

ｊ０Ｅ
。Ⅱ凸

り
く

＋
‐
Ｌ

《Ｕ
ｑ
Ｌ

Ｓ
Ｘ
１
Ｓ

０
１

命
Ｐ
、
Ｊ
ｗ
ｘ

Ｚ
ｊ
ｌ
１

０

Ｎ
Ｓ
く
３

５
１
９

１
２
２
２

詔
４
０

４
０
６

出
Ｎ『

９
Ｎ、ｖＡ４ｆも

、
？

、
●
■

■
合ＴｒＱ”

賃ジ貝一〃４．
勺

ｖ
へ
、
〃
・
’

十
ｌ」

ｑ０４ｑＤ▲一ｎＵ
《
Ｕ
内
Ｕ
《
Ｕ

ハリ
①

。
。

。
０

Ｎ
”
？
」
Ｗ
ｖ
、
Ｊ

Ｑ》
ｎｖ１上

、
ワ

タ
』
Ｆ
９
と
鵲

ｚ一
１▲

卜

Ｄ
Ｓ
Ｏ
ｊ
ｌ
３

１

０
Ｎ
７
Ｓ
Ｚ

０

ＲＵ
？
Ｈ
Ｎ

＋
ｎ』

。
戸し

Ｎ
一
く
、
Ｊ

一
・上

Ｏ
穴
Ｕ

ｆ
４
Ａ
Ｒ
０
Ｌ
ｑ
Ｌ
ｃ
Ｊ

【匡
１人

５
く
Ｓ
Ｉ
１
Ｎ

１
０
１
０
１
８
１
５
１
９

１
２
２
２
ｊ
先
２
８
１
４
０
６
１

１

１」
Ｆ
１
」
ｆ
も
ロ
ハ

ｎＵ
●ｎＵ

■Ｒｕ
ｏｎＵ

９
０

０，Ｊ
Ｄｎｖ

６
６

Ｕｎ〕
ウヲＪ

Ｒ
〕
Ｒ
Ｖ
Ｒ
ゴ
更
ジ
ム
寺
ｎ
Ｖ

Ｏ
Ｆ

Ｆ』負〕。、〃一、〉ｖ一八Ⅱ〕
●穴Ｕ

ＱｎＵ
◆ＡＵ

０１凸■■４ＲＵｎＵ
。■＆

ＧｎＵＲＵｎＵ
●《Ｕ

由
●

。
●

ｇ
ｏ

■
１４

Ａ
Ｄ
汁
Ｓ
く
外
Ｔ

２
０
０

０
０

０
０

Ｏ
０
Ｌ
Ｎ
Ｎ
ｊ
Ｅ

２
１

１
１

１
４

１
叩

、
４

勺

４
Ｏ

Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｉ
１
Ｒ

１
Ｆ

Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｆ

ｏ
Ｆ

Ｆ
Ｆ

３
０

Ｆ
Ｓ
５
ｆ

Ｋ
一

３
３

３
８

Ｆ
Ｏ

０
２

１
Ｅ
Ｒ

Ｄ
Ｓ
１
１

Ｎ
Ｌ

く
く

く
Ｉ

釦
１
幅

幅
旧

吃
１

１
Ｎ
７

Ｎ
Ｎ
器
外
１
１

Ｌ
Ｐ

く
０
１

１
Ｔ
Ｏ
６
７

・
く

Ｎ
Ｍ

ｂ
０

Ｂ
ｃ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
Ｉ
Ｉ
・
・
Ｑ
Ｌ

Ｏ
Ａ

Ｏ
Ｏ

４
５
３
９

１
２
２
２

鼬
０
６

弱
１
７

ｌ
０
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
Ｃ
Ｓ
Ｏ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
Ｎ

Ｃ
Ｘ

・
・

’
０

．
０

０
０

０
０
７
８

ｏ
５
４

Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
三
富

・
雲
Ｒ

ｐ
Ｅ

０
１

０
１
１
０

０
０
０

０
。

。
Ｏ

・
ｏ

Ｄ
Ｆ
Ｒ
Ｌ
Ｅ
ｊ
ｊ
Ｎ
１
Ｕ

０
０
３
１

２
１

１
．
２

１
２

１
．

Ｎ
６

Ｘ
Ｂ
Ｐ
Ｎ
１
２
ｆ
３
Ｔ
Ｄ

１
Ｅ
Ｌ
Ｎ

Ｕ
Ｈ
Ｉ
く
く
Ｆ
く
Ｅ
Ｎ
Ｇ

１
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｃ
ｓ
ｌ
Ｄ
Ｖ
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｒ
Ｅ
Ｌ

Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｅ

Ｔ
Ｏ

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｘ

Ａ
１

・
Ｄ

Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｅ

に
２

ｌ
Ｎ

Ｋ
０

０
８

５
３
９

２
５

Ｅ
ノ
ノ
ノ
ノ

ノ
，

。
０
．
１
．
０
．

・
２
２
逗

ｓ
肥
馳

Ｓ
ｍ
岬

・
斜
ノ

ノ
ノ
ノ
ノ

ノ
Ｈ
１
Ｈ
０
Ｓ
０
Ｘ
１
１
０
Ｚ
１
Ｚ
Ｏ
Ｏ
０
Ｄ
０

‐
ｏ
Ｄ
Ｏ

‘
‐
Ｘ
１
ノ
ノ

３
１

●
９

１
１

３
９
，
■

１
０

１

６

１
２
２

，
９

０
０

９

１１

２
２

。
。
。

１
０
０

４
０

６
８
台
■

６
２

６
８
●
■

２
８

５
４
６
。

２
８

５
４
。
。

10 1･ 10 1. 1

第7表 ジョブ・カード例2 (INPUT=2)

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

１
１
１
１
１
１
１
１

Ｃ
Ｃ
ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

//KOBEKEN JO8 1234'A,1500009M,,N
// CATALG DPCCN

// ASSGN DSET17'00

// EXEC XFORT

SIJBROUTINE NODEL (N,NS,NX,NZ,S'SL,V,X,Z)
IMPLICIT REAL)f8 (A-H,0－Z)
DIMENSION S(NS)'SL(NS)>V(NS),X(NX),Z(NZ)
y(1)=q,"QS!N(SU1)fZ11)+X(1) )+0.8xDCOS(S(2)+Z(2) )
V(2)=0,7MS(1)MX(1)-0 ,3冊SL(3);fSL(2)
IF(N.EQ、1) RETURN
V(3)=SL(1)

RETURN
END

// CATLG OPCONLNK

EXANPL - 2

2 2 30 0．001 0．001 1.0
// END
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側

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

－
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

－
２
４
６
８
０
２
４
６
８
０
２
４
６
８
０
２
４
６
８
０

弓
う
５
５
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
９

９
９
■
０
０
■
９
９
０
９
●
■
０
６
，
９
０
９
■
０

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
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りデータを与えることにすれば，たとえば第6表のジョブ・カードが用意され

る。

2回の繰返し計算(MAX1=2) において, 0 1% (EPS1=0.001)以内に

収束しないため，もう2回の繰返し計算を実行するときは，第7表のジョブ・

カードを用意する。

5．2結果とその読み方

計算は4回目に収束したが,YとDのグラフは第2図のようになった。上図

は第1番目のそして下図は第2番目の目標変数についてのグラフである。図中

の記号において, Y:1, Y:2はそれぞれ第1,第2目標変数を表わし，ここ

の例では, Y : 1=Y(1)=S(1)=a, Y :2=Y(2)= S(2)=bとなっている。左

端のTはシミュレーションの期を示し，また右端のDは目標値,Yは目標変数

の最適値，そしてERRORはYとDの誤差率を表わし，つぎの式で計算される。

ERROR = 100×帯
=Y－D

(Dキ0のとき）

(D=0のとき）

6． お わ り に

OPCONが使用している制御技術は，非線形制御理論でなく，非線形モデル

の線形近似モデルに対する線形制御理論である。その意味において，計算され

た最適径路は，厳密には，準最適径路というべきであろう。非線形連立モデル

に対する実用的な非線形制御理論が完成されていない現状においては，準最適

制御理論を用いるしか方途がないと思われる。したがって，少しでも良好な分

析結果を得るためには，モデリングに際して，十分な注意が払われなければな

らない。各種検定の中で，少なくともファイナル・テストに合格したモデルを

用いるべきである。OPCONにおいても，ファイナル・テストに相当する最初

の状態変数の試験的径路を計算しているが，この径路が予想径路とかけ離れて
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おれば,良い制御結果を望むことは不可能である。幸いにも，モデリングには，

STEP FOIL (杉浦[4] )等の言語形式のフ・ログラム・システムが開発されて

いるので，それらを有効に利用すべきである。十分なモデル・テストに合格し

ておれば, OPCONはかなり大きなモデルでも制御シミュレーションが可能で

あるようにう。ログラムされているので，今後，経営・経済システムの新しい分

析が期待される。
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垂叩

言構 文 記 述

- FOIL V-10 -

杉 浦 一 平

は じ め に

この研究叢書の前号（経営機械化シリーズNQ17)に, STEPS FOILについ

て，その構造を説明した。STEPS FOILは，中小規模の計算機による一括処

理を目的に設計された，高水準言語システムであり，これによって開発したシ

ステムで，その後，大規模な研究を実施し，効率性を実証しえた。

STEPS FOILは，公開を前提に開発したものである。多くの大学・研究機

関からの要望に応じようとして, IBM370, HITAC8000シリーズ系統ならば変

換は比較的容易であったが，他機種については，う。ロク．ラミング仕様上，書替

えか極めて困難で，全面的な変更を必要とすることがわかった。加えて，最近

になって，大学における計算機設備の大幅な改善の可能性が生じ，記憶装置の

大容量化，および特に，時分割処理又は実時間処理の，一般化のきざしが見え

はじめた。これらの事情から, STEPS FOILを，他機種(ACOSシリーズ，

およびFACOM)の仕様に，変換を行う代りに，大型機用FOILのもつ性能を

再検討して，コンパクトなシステムを新らしく設計し直すこととした。

FOIL V-10は，共通領域(COMMON)の大きさをどの程度に設計するかに

よるが, 128KB程度で充分実用的なシステムを編成しうる，高水準言語モニ

ター・システムである。現在実稼動中のFOILファミリィのうち，最大のもの

は, V-6 (G6ASTRO", IBM 370/168,三和銀行，東洋情報システム）であり，

最新のものは, V-8 (GGCHARM'', ACOS 77,日本電気)である。両者とも，一

括処理，時分割会話処理のいづれをも選択できるが，コンパイラはかなり老大

なものになった。V-10は，もともとV－9として一応設計を完了，う。ログラミ
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ングを開始したが，途中で現在の構想に到達し，それまでの成果を破棄して再

出発し，1977年3月に，モニター部およびコンパイラ部の作製に成功した。こ

のシステムはコンパクトであるのみならず，過去のFOIL開発によって得た成

果のほとんどを包摂しえた上に，次のような諸特性をもっている。

1．構文記述言語をもち，その記法を, ｡(ASTRO''で採用していた1命令文

を1行に連続して書く自由型式から，アッセンブラ言語的な固定書式（将

来は，絶対固定書式を半固定書式に改める）に変更した。この結果，命令

文の構文規約を決定するに当って，より大きな自由度が保証されるように

なった。

2．従来のFOILは，汎用コンパイラが一括処理を前提に設計されていた。

時分割処理時に，会話型の誘導をシステムから与えられながら，命令文を

入力する場合には，全然別個の会話ルーティンが機能して，命令文が編集

され終ってから，コンパイラに引渡たされる｡ V-10では，汎用コンパイ

ラ自体が会話機能をもち，時分割時に命令文の一括入力を行っている途中

で中断すれば，直ちに会話が始まって誘導を開始し，会話途中でそれ以上

の誘導を必要としなくなれば，命令文の終りまで一括入力することによっ

て，会話は中断される。利用者には常に必要且充分な情報が提供されるよ

う改良された。

3．構文記述言語は，会話処理用と一括処理用とを区別していない。したが

って一括処理専用のシステムを編集したいときに，会話処理用に開発され

たソースを，ほとんど変更しないで用いれば，システムが自動的に会話の

ための情報を無視して編集するし，逆に，一括処理用のソースで，会話処

理用のシステムを編集または更改しても，誘導の際システムの与える情報

が不充分になるだけで，実用に充分耐える程度の会話誘導が与えられる。

4．従来のFOILでは，インタフ。リタティブなシステムの特性から来る弱点

として，演算式を多数組合せて，一定の処理を行いたい場合（たとえば，

非線型モデルの記述）に，一命令文ごとにファイルのアクセスを行なわね

ばならず，処理時間がそのために極端に長くなった。この弱点を回避する
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ため@GASTRO''では，命令文をブロッキングする命令文をつくったが，

長大な場合はカバーし切れなかった。V-10では，マッピングと呼ぶ手法

によって，この弱点を克服することに成功し，これをBASIC-サブシステ

ムの標準機能に組込んだ。この改良によって，実用的な規模の非線型計量

経済模型のシミュレーションも効率的に実行できるようになった。

FOIL-V10は完成したばかりで，まだ若干の欠点をもっていると考えるが，

致命的な欠陥はない。すでに配布済のシステムも，近い将来，これに置替え

て，統一をはかりたいと考えている。

このシステムは，数本のサブルーティンを入れ替えることによって, IBM

370, HITAC8000, HITACM-シリーズ，およびACOS77 (600以上）に対して

提供されうる。FACOM 系統については，まだ変換を実施した経験をもたな

いが，重大な困難はない筈と予想している。

なお，現状において, FOIL V-10の機能は，必ずしもこのマニュアルに記

述した機能をすべて満たしているとは言えず，多くの欠陥を残していると言わ

ざるを得ない。利用者各位の御指摘を得て，出来るだけ早く，欠陥を除去し，

マニュアル通りの機能をもたせたいと希望している。懇切なる叱正を乞いた

い。

汎用コンパイラ FOIL V－10

構文記述プログラムと構文解析ルーティン

FOIL V-10は高水準応用言語の翻訳およびタイム．シェアリング時におけ

る会話処理を，単一の言語・会話処理ルーティンである侭汎用コンパイラ”に

よって一括処理する。このルーティンは，単一のルーティンで理論的には無制

限多数の応用言語の命令文の翻訳を行なうことができる。各命令文の構文規約

は表の形でシステム・ファイルに与えられる。この入力のためには，アッセン

ブラー形式の構文記述言語が準備されてシステムに内蔵されており，これによ

って組まれた構文記述プログラムと，3，4のFOIL命令文とを書くだけで新

しい命令文のための翻訳ルーティンがシステム内に生成される。
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会話ルーティンは，構文記述プログラムを作製すれば殆んど自動的に生成さ

れる。必要に応じて詳細説明のためのメッセージを付記するだけでよい。会話

のための特殊機能に関する命令も構文記述言語に含めているが，通常はこれら

を用いなくてもよい。会話ルーティンは，利用者が充分な情報を与えている間

は作動せず，それ以上の処理に情報が不足していたり，または，誤まった情報

が入力された場合には，自動的に作動する。作動途中においても会話を継続す

る必要がないくらい充分な情報が一括して利用者から与えられれば，直ちに作

動を中止する。これらの機能によって，かなり複雑な形で指定すべき要素も多

い命令文についても，充分に有効で効率的な誘導を行なうことができる性能を

もつ。

演算式翻訳ルーティン

演算式（算術および論理）の翻訳および実行は，高水準の応用言語の形成に

あたって，工数増大の最大の原因となっていた。たとえば, BMDPは，デー

タの加~[を行いたいときはFORTRANフ･ログラムを利用者側で組んで個々の

手法のプログラムに挿入するという便法をとっている。

FOILは，いわゆる’棚積み法”によらない独自の演算式翻訳ロジックを発

見し，このロジックによって汎用的に演算式を翻訳している。このため，単に

FORTRAN的なスカラー演算だけに止まらず，配列間や場合によっては行列

間の演算を行う命令文までシステムの必要に応じて組込めるようになった。

FOILの演算式翻訳ロジックは，高水準応用言語の性質上，システムの構造

をINTER PRETATIVEに設計しなければならない場合が殆んどであるとい

う制約に適合するもので，しかも，翻訳効率，実行効率ともに充分満足すべき

ものである。すでに，ノン・リニア・エコノメトリック・モデルのシミュレー

ション・言語システムの開発にも適用され，大規模な非線型連立方程式よりな

る経済モデルのシミュレーションに使用して，単にう。ログラミングが従来と比

較にもならぬ位簡単化されただけでなく，時間的にも実用に耐える程度のもの

であることが実証されている。

翻訳ルーティンと実行ルーティンとは独立しているので翻訳結果に対応させ



FOIL V-10 181

て，新らしく開発されるシステムの特性に適合した実行ルーティンだけを作製

することができ，このためのう。ログラミングは簡単である。

命 令 の 登 録

既存のう。pグラム・パッケージから1つのう。ロクゞラムを選び，それをFOIL

システムに組込みたいという場合，どのように命令文規約を定め，それを登録

して翻訳可能な状態にしてゆくかを説明しよう。

例としてBMDPの多変量線型回帰分析(P1R)についてFOI Lの命令文規

約を考え，この翻訳ルーティンおよび命令文入力誘導用の会話ルーティンをシ

ステムに組込む手順を説明する。

まず，命令文の名称を定める。これを命令文の命令部とよぶ。命令部は3語

以内（1語8字以内，8字以上の場合は，後から8字で識別される）で示すも

のとするが，これをFULL NAMEとよび，別に1語の簡略命令を指定する

こととし，これをSHORT NAMEとよぶ｡ FULL NAMEとSHORT NAME

が同じであっても差支えない（たとえば, IE DO, GO等)。また，利用者は

プログラミングするとき，このどちらを用いてもよい。この命令文については

(SHORT NAME)REGRESSION

(FULL NAME) LINEAR REGRESSION

としよう。REGRESSIONは後8 \ (GRESSION)で識別される。この命令

部をはじめにシステムに登録するが，登録ルーティンは命令文としてシステム

に組込まれているので，次のようなFOILう。ログラムを実行させればよい。
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これで，命令部の登録と，システム・ライブラリへのプログラム登録位置の割

当て，このルーティンのシステム内部名の割当てが行なわれ，この命令を含む

既登録命令の一覧表が出力される。＊＊＊＊＊＊＊＊の位置には，後で説明す

る構文記述プログラムの翻訳・登録命令文が入る。

命令部の次には，制御番号部が書かれる規約である。この部分は特殊記号＃

と整定数とからなる。制御番号部は，標準的な処理のときは省略することがで

き，省略されたときは＃0が記入されているものとみなされる。

制御番号は命令文によって種々の目的に利用することができ，各命令文ごと

に文法規約の一部としてその機能を定める｡ REGRESSIONの命令文では，中

間結果（共分散行列，相関係数行列，等）のリスト制御に用いることとする。

制御番号部の処理ルーティンは，コンパイラに組込まれている。実行時にお

ける処理は，インタフェイス・プログラムで行う。

命令文の構文規約

制御番号部の後に，この命令文で行ないたい処理の具体的内容が書かれる。

これを，命令文の内容記述部（又は単に記述部）とよぶ。この命令文の場合，

まず推定すべき方程式を与えねばならない。

変量Vを，他の諸変量X, Y, Z,………，の線型関数として示す場合，係

数ベクトルをBとすれば，

V= (X, Y, Z,……… )B

と書くことができる。この一般的な表現をそのまま使うこととする。

これらの変量は，当然，この命令文が翻訳・実行される前に，それぞれシス

テム・データ・ファイルに何の何かの命令文によって入力され，名称が定義さ

れている筈である。これらの変量の名称を一般にREiで示すこととする。

Bは一次元の実配列であり，その変数名称を一般的にFで示す。この実配列名

は，この命令文以外では必要ないかも知れず，この命令文ではじめて現われ，

後は使用されないものであっても差支えない。

以上の一般的な変数名をつかうと，推定すべき方程式を与えるための構文規

約は，
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RE1=(RE2, RE3,..….…, REn) F

で示される。nはこの命令文で用いうる変量の最大個数である。

BMDP1Rのう。pグラムでは，この他にいくつかのオプションを指定でき

る。一つは入力データの種類を選択できるオプションであり，他の一つは，結

果を各種のグラフで表示するためのグラフ種類を指定するオプションである。

これらのオプションは，書かなくてもよく，その場合はシステム・データ・フ

ァイルから各変量のデータが入力される。オフ。ションを利用したいときは，お

のおの次のように書くものとしよう。

入力オフ｡ションとしては，システム・データ・ファイルからの入力を標準と

し，他にあらかじめ計算された共分散行列または相関係数行列を入力してもよ

い。これを指定するキイワードを

共分散行列 COVA

相関係数行列 COR R

とし，一般的にKEY 1で示す。オプション指定は

INPUT= (KEY1)

と書くことと定める。

グラフ出力としては次のものがある。付けられている単語はキイワードであ

り，一般的にKEY 2i,で示す。

被説明変数の原データ・推定値比較 VARIABLE

残差の確率分布図 PROBIT

残差および残差平方 RESIDUALS

全グラフの出力 A L L

グラフを出力しない NON E

オフ。ションが書かれていないときは原データ・推定値比較VARIA RT F が出

力されるものとする。

オフ。ション指定は，次のように書くものと定める。

PLOT=(KEY2i, KEY2j)

命令文の終りには必ず特殊記号［：または；］を書く。この後に同じ行に次
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の命令文を書いてもよく，また，［：または；］がなければその命令文は次の

カードに続いて書かれているものとみなされる。命令文が［；］で終っている

ときは，次の命令文も同じ手法に関する命令文であって，命令部の記入は省略

されているものとみなす。

以上をまとめると，多変量線型回帰分析の命令文は，次のような構文である

と規定される。［ ］で囲まれた要素は，書く必要がないときは省略してもよ

いことを示す。

LINEAR REGRESSION[#n],

RE1=(RE2[, RE3[,……[, REm]]]) F

[, INPUT=(KEY1)] [, PLOT=(KEY2i

[, KEY2j[, KEY2k]])] :

構 文 の 登 録

一つの応用言語システムについて，そのシステム内で認められる命令文の構

成要素の種類を定め，それぞれに, RF, F, KEY等のコードを割当てておけ

ば，上記のように記号化された構文規約をシステムに与えることによって，コ

ンパイラはそれを入力された命令文と対比しつつ解釈し，翻訳することができ

る。記号化された構文規約を@構文表'' (syntax table)と呼ぶこととすれば，

構文表をシステム・ファイルに登録するだけで，1つの汎用コンパイラが多様

な命令文の翻訳を一括して処理できる。応用言語システムの設計段階において

は，単にそのシステムの命令文の中で使用することのできる要素の種類だけを

考えればよく，個々の命令文の構文を設計段階で詳細に規定する必要はない。

処理ルーティンを組込む段階で既存の処理ルーティンの機能に適した命令文を

考えて，構文表を作製すればよく，試用して見た結果，命令文が書きにくかっ

たり，機能的に不都合があったりした場合は構文表だけを修正すればよい。

パッチ処理・会話処理を一括して必要且充分な翻訳情報を与えるために，

FMCP (FOIL MONITOR COMPILING PROCESSOR)とよぶルーティ

ンがモニタ・システムに内蔵されている。FMCP はそれ自身が特有の言語を

もち，この言語によって構文を記述し汎用コンパイラのための構文表を出力す
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ると共に，会話処理に必要なメッセージのファイリングを行う。命令文に含め

てよい構成要素は234頁に示したが，必要があれば取扱う要素を追加しうる。

構文記述言語およびそれによるう。ログラミングについては，後に説明する。

LINEAR REGRESSIONに関する上述の構文規約を, FMCP言語によっ

てう。ロク．ラムした例を，示しておく。

このう。ログラムを翻訳して内部形式の構文表を作製し，システム・ファイル

に登録するための命令文は，

REGISTER SYNTAX(shorﾅ-nome) :

であり，この場合, $REGRESSION'の構文表を登録するのだから

REGISTER SYNTAX(REGRESSION):

である。この命令文を前に示した命令部登録プログラムの中で

＊ * ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

を入れてある部分に挿入し，データとしてFMCPう。ログラムのカードをつけ

て実行させればよい。

構文表が登録されると，汎用コンパイラは, :REGRESSION' (内部におい

ては6GRESSION' )命令文の翻訳および会話処理を実行することができる。い

ま利用者が，

LINEAR REGRESSION,

WATER=(HOUSEHLD, FACTORY, OFFICE,

TIME) C1,

PLOT=(VARIABLE) :

という形の処理を希望しているとしよう。

WATER, HOUSEHLD, FACTORY, OFFICE,

TIME

等のデータは，すでにシステムの標準データ・ファイルに格納されており，こ

の命令文は，ある地域の水の需要量をその地区の家族数，工場数，事務所およ

び時間的趨勢によって説明するモデルをつくるためのものと考えよう。

バッチ処理の場合は，この命令文はカードに穿孔されてよみこまれ，汎用．
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F M C P PRoGRAM ExAMPLE 〈CONTI NUED）
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ンパイラは命令部を判別して, REGRESSION命令文の構文表をファイルか

ら取り出し，それを解析しつつ翻訳する。この過程は外見上，通常の翻訳と同

じである。

タイム・シェアリングの場合は，前命令文の処理が終了すると

TYPE IN STATEMENT, IF STATEMENTS

T A B L E I S R E Q U E S T E D K E Y l N ？

というメッセージが出される。ここで，命令文の全文をタイプ。したとすれば，

一時的にバッチ・モードとなり，バッチ処理の場合と同じ過程の翻訳が実行さ

れる。命令文の書き方がわからないときには‘？，を入力すれば，命令文一覧表

が数頁にわたって出力されるので，所望の命令をさがすことができる。いま，

命令部だけを入力したとすれば，それを判別して構文表を取り出してから，自

動的に会話モードに移って処理を開始する。

システムは，まず，記述部の書き方をメッセージとして示してから，より詳

細な説明を必要とするか否かを尋ねてくる。GYES'と応答すれば，その命令文

の処理内容の詳細説明を書き出す。次いでこの場合には，最初の要素たる独立

変数名の入力を求め，応答がなされると，つづいて従属変数名の入力が求めら

れる。ここで，記述部の書き方が理解できたので残りの部分を一括して

FACTORY, OFFICE, TIME

と入力したとすれば，直ちに仮バッチ・モードに移り，入力された要素をすべ

て翻訳し終るまでメッセージは出さない。この状態では，まだ命令文は終了し

ていないのであるから，自動的に，ふたたび会話モードにもどり，次の係数を

格納すべきベクトル名の入力が要求される。以下同様にして会話は命令文が終

るまで進行し，必要な要素がすべて入力されると完成した形の命令文が出力さ

れ，その命令文の実行に移る。

汎用コンパイラは，構文表の解析に当って，現在どのモードで処理が行なわ

れているか，未処理の入力要素が残っているかどうかを常に判別し，両者の状

態判定結果により，自動的に次に採るべき処理モードを選択する。利用者は，

会話型処理の場合に自分の理解している所まで入力すれば常にそれ以後につい
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ては会話的な誘導か得られ，わかれば一括入力に移って会話モードのわずらわ

しさを避けられるので，最も効率的に命令文入力を実行できる。

次に，上述のLINEAR REGRESSION命令文の会話モードによる入力例

を示しておく。
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FOILシステムの構造

FOIL V-10モニター

FOIL V-10は，高水準応用計算言語システムのための汎用モニターである。

応用言語で書かれたう。ログラムの一括〔バッチ〕入力，または，会話型式の誘

導による入力と，その翻訳，およびプログラム内容の実行とを，統一的に管理

する。このモニターは，システムに含まれる命令文の数が増大し，それに含ま

れるフ･ログラムの長さと本数とか，量的に老大なものになっても，設備規模が

充分であるかぎり，効率を低下させることなく処理できるように設計されてい

る。

一括処理と時間割処理とでは，利用者の希望する処理様式に差があることを

考慮しなければならない。例えば，一括処理の場合には，プログラムの翻訳と

その実行とを，おのおの別のフェーズとする方があらゆる点から見て有利であ

る。しかし，時分割の場合には，1命令文の翻訳が終れば，直ちにそれを実行

して，利用者が試行錯誤的に分析を進めうるようにした方がよいといえる。

FOIL V-10モニターは，その処理経路を MODEとよぶスイッチで制御で

きるように設計している。 MODEは4個のスイッチより成り，そのおのおの

値を適宜に設定することによって，数値の処理方法を選択することができる。

このスイッチは，外部からFOIL のう。pグラムによって設定できるようにし

て，利用者に処理方法を選択させるだけでなく，システムのプログラミングに

当って，適切な処理を行うことによって，必要な処理方法の変更を自動的に行

なわせ，使いやすいシステムを作ることができる。

MODE (1) 処理状態指示スイッチ

現行処理形態（翻訳，実行，終了）を指示し，その処理の

終了時には，次の段階で行うべき処理形態を指定する。

MODE (2) 処理状態判別スイッチ

入力端末の種類を判別して自動的に設定される。

MODE (3) 処理様式指定スイッチ

命令文による指定により翻訳・実行の組合せ様式を指定す
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る。

MODE(2) MODE(3)
MOD E(1)

翻訳終了時

内
容

’’ 実行終了時処 理 時

1命令文づつ
翻 訳・実 行

翻訳後実行

訳 T S 時
会 話 処 理

T S 時
一 括 処 理

行 一 括 処 理

エラーがな 翻
ければ実行

強 制 翻 訳

FMC P に

よ る 翻 訳

特定ルーティ
ンによる翻訳

実 行

0

1

翻 訳 の み強 制 実 行｜強 制 実2

了 END検出 END検出 TS端末によ 実 行 の み
る一括処理

31終

スイッチの値に対応して，どのような経路が選択されるかを，上の表に一括

した。MODE (4)は予備であって現在は用いていない。

また, MODE (3)によって，処理の基本様式が指定される。FOILシステム

では，1命令文づつ翻訳しては直ちにその内容を実行する処理をくりかえすの

を，基本としており，プログラム上に命令文による指定がなければ，この方式

をとるものとする。この方式には制約が伴うので，通常のコンパイラの方式に

従って，まずプログラムを一括翻訳し，エラーのない場合のみ一括実行するこ

とも，または，翻訳のみを行うことも可能である。既存の翻訳結果にもとづい

て実行のみを行うことも可能であるが，この部分は現行システムではプログラ

ムの整備がなされていない。MODE (3)は，通常Oにセットされ，命令文によ

って，1または2が設定される。

MODE(2)には，システムが最初に，アクセスしている端末の種類を識別し

て,0[時分割処理〕または,2[一括処理〕を設定する。時分割端末から一

括処理を要求したときは，当然，2に設定される。時分割処理時には，会話に

よる誘導が原則となり，各命令文ごとに，それを構成している要素を，システ

ムの誘導に従って，一つづつ入力してゆくのであるが，強いて誘導を必要とし

ない場合には，1つの命令文の全文を入力してもよく，途中まで，または，途

中から残りを全部入力してもよい。会話処理の過程で，次に処理すべき要素が
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システムの誘導以前に既に入力済であったときには, MODE (2)の内容は1に

設定され，一括処理とおなじ経路をたどって，不必要な会話は行なわれない。

処理すべき要素が，未入力であることを発見すると, MODE (2)はOとなっ

て，会話による誘導が再開される。

MODE (1)は2種の機能をもつ。1つは，処理の進行中に現行の処理形態，

すなわち，翻訳中であるか，実行中であるか，またはEND命令文を検出し

て，終了処理を行いつつあるか，を指定する。第2に,1つの形態の処理が終

了した段階，たとえば，一命令文の翻訳が終った段階で，他のMODEスイッ

チの状態，および，いままでの処理の性格を考慮して，次に行なうべき処理を

定めてそれに対応する値を設定する。この値によって，制御が主ルーフ。の先頭

に帰されたとき，次に辿るべき経路が決定されることになる。

FOIL V-10は，次頁の図に示すような構造をしている。コンパイラ部分

は，所要のルーティンをすべて内蔵しているので，個個の命令文の追加には，

後に説明する構文解析言語FMCPによる命令文解析プログラムを追加すれば

よい。図の右端に，主要サブルーティンの機能を略記したが，この詳細につい

ては，次節以下で説明する。これらのうちFEXECは，実行ルーティン用のモ

ニターである。FOILにおいて，翻訳結果は，クローズド・タイプ。に構成され

たサブルーティン・サブプログラム形式の実行ルーティンに対して引渡される

引数パラメーターに他ならない。命令文のセットに対応して，その実行のため

のサブルーティン．パッケージがあり, FEXECは両者の中間に介在して，必

要なパラメータを授受し，制御を引渡してゆくためのルーティンである。
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FOILモニターの主要サブルーティン

FOIL V-10モニターを構成する主要サブルーティンは，それぞれ，次に示

すような機能をもつ。複雑な機構のものについては，次節以下に詳説すること

とし，ここでは, FOIL V-10モニターの機能説明をかねて，各サブルーティ

ンについて略述する。

1．FSTAR T

システム共通領域の初期化ルーティン。基本共通領域についてはう｡口グラム

は共通であるが，新らしくサブシステムを構成する場合には，そのサブシステ

ムの共通領域の初期化ルーティンを，このルーティンに別途追加しなければな

らない。

2． FLOAD

命令文表初期入力ルーティン。BASICサブ・システムの命令文表を読みこ

む。他のサブ・システムの命令文表は, COMPILE BY 命令文により読込ま

れる。

3． FTRMNL

端末番号識別ルーティン。現在 FOI Lをアクセスしている端末の番号を識

別し，その種類を判定して登録する。時分割処理と一括処理は，このルーティ

ンで識別される。

4. FSTEPS

原始命令文分解ルーティン。一括処理の場合は，始めにFOILのソース・フ･

ログラムを一命令文ごとに区分して，各命令文を構成要素別に分解する。この

処理はV10 CUTルーティンの機能に拠る。命令文にレーベルのついていると

きは，その定義処理を行い，命令文の種類を識別して，結果をファイルに出力

する。時分割時には，この前処理は行なわれない。

5． ARGCLR

引数表初期化ルーティン。各命令文ごとの翻訳開始に先立って，翻訳結果を

格納すべき引数表[ARGTBL]の内容を初期化する。
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6. COMMAND GET

時分割処理時における命令文名称入力ルーティン。会話誘導によって命令名

称の入力を求め，それを識別して，命令文の種類を決定する。なお，これには

レーベル定義ルーティン，および，制御番号設定ルーティンを含む。

7． CUTBUF GET

分解済命令文入力ルーティン。一括処理の場合, FSTEPSルーティンによ

ってファイルに出力された，命令文分解結果を，ここで再入力する。

なお, 6. COMMAND GETと7. CUTBUF GETとは,2つで単一のル

ーティンCMDGET にまとめられている。

8．FMCP

汎用翻訳ルーティン。演算命令文を除く一般の命令文の汎用翻訳ルーティン

であり, SYNTAX表をファイルから入力して，それと命令文を対比・解析す

ることにより，翻訳を実行する。時分割処理時には，会話による命令文入力の

誘導をも併せて処理する。

9． FDEFIN

変数名翻訳処理ルーティン。FMCPに含まれており，命令文中のデータ要

素の変数名・定数等の，個々の翻訳処理ルーティンの集合である。

10． FCMPUT

汎用演算命令文翻訳ルーティン。算術代入文,IF文等，演算式を含む命令

文の汎用翻訳ルーティンである。演算式を含む命令文は，多数の一定範囲の命

令文を編集して，一命令文に編集することが可能であり，その編集ルーティン

をも含んでいる。

11. FEXEC

実行ルーティン・モニター。各命令文に対応して，それを実行するための諸

ルーティンは，サブルーティン・パッケージを構成して，システム・ライブラ

リに収納されている。このルーティンは，翻訳結果にもとづいて，所要の実行

ルーティンを採り出すと共に，翻訳結果から，この実行ルーティンの処理に必

要な諸引数を，採り出された実行ルーティンに転送し，しかる後，これに制御



経営機械化研究の展開196

を渡すモニター機能を果している。

バッチ処理用命令分解ルーティン FSTE PS

バッチ処理の場合，命令文のソース・カードは，翻訳に入るに先立って命令

文分解ルーティンFSTEPSによって一括前処理される。FSTEPSは入力され

たう。ログラムを，終了記号を判別して個々の命令文に分け，文法の一般規約に

したがって，構成要素別に分解する。さらに，個々の命令文につけられている

レーベルを定義し，命令文の種類を判別して，対応する内部コマンドをもとめ

る。これらの結果は，命令文分解表CUTBUFに編集され，ファイルCUTFIL

に書き出される。

このルーティンを経ることによって，命令文の翻訳は，自由書式の高水準言

語を対象とするにもかかわらず，実質的には固定書式のパラメータ・カードを

処理するのと大差ないことになる。

FSTEPSルーティンのフロー・チャートおよびCUTBUFテーブルの構造

図を次に示した。ルーティンがCALLされ，初期化の手続きか終ると，主ル

ープに入って分解処理をEND文のくるまでくりかえす。

主ループ このルーティンの流れは比較的簡単で，分解ルーティンV10CUT

レーベル定義ルーティンLBLDEF,命令種類判別ルーティンFCMD,制御番

号処理，分解表書出し，等から成立っている。

VIOCUT 主ルーフ･に入ると始めに, V10CUTとよぶ分解ルーティンに制御

かわたる。分解ルーティンそのものについては，後に詳述する。このルーティ

ンは，ソース・ステートメント入力を内蔵しており，また，タイム・シェア時

の会話型，不連続入力も処理できるよう，多目的に設計されている。バッチ処

理の場合，1命令文が複数レコードにまたがっているときでも，逆に1レコー

ドに数命令文が含まれている場合でも，はじめのl命令文を判別して処理す

る。出力は分解バッファBUFの内容となる。命令文は構成要素ごとに分解さ

れ，一要素は常に8バイトl語（ただし，文字列は除く）に編集されて，順に

BUFに格納される。

FOILの一般規約によって，命令文の構成要素は，特定の形式に分類され編
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集される。ブランクは無視されず，要素間の区切りとみなされる，複数個連続

していても1個であっても同じに取扱われる。分解された各要素がカード上で

占めていた最終文字位の置欄番号は, COLNOの対応欄に保存される。

分解が終ると，命令文の属性判別に入る。

COMMENT FOILの文法規約では,1つの命令文が終ってのち最初に書か

れているブランク以外の文字が，スター〔＊〕である。

CONTINUE : *END OF LOOP

＊S T E P NO、 5 START

とき，以下そのカードの終りまでをコメントとみなす。上の例で

END OF LOOP

STEP NO.5 START

等はコメントである。ブランクは何個続いても1個とみなされるので，ブラン

ク以外のものが最初に命令文カードにあれば，それはBUF (1)に入れられる。

したがって(BUF (1). EQ.' * ')であれば，それ以下カードの終りまですべて

コメントであり，次に翻訳すべき欄番号を0にして新らしくカード・イメージ

をよみ第1欄から分解を始めることをV10 CUTに指定し，主ループの先頭に

かえる。コメントはファイルに出力されない。

I｣RI｣DEF 命令文はその先頭にレベルを付して，他の命令文で参照すること

ができる。レーベルとしては，単語および整定数（文番号）を用いることがで

きる。これらは，いづれにしても，1要素として編集され, BUF(1)に格納さ

れる筈である。

自由書式であるから，レーベルを他の要素と区別するために，命令文の主文

との間にスラッシュ〔／〕を入れる。この特殊記号は，レーベルの書き方にま

ちがいがない限り，必ずBUF (2)に入る。したがってBUF (2)を調べ，それが

〔／〕であれば, BUF (1)はレーベルである。

レーベルは，その名称または番号を，レーベル定義表に登録することによっ

て定義される。

レーベル定義表はレーベル名表IRI NMと,位置登録表IRT .LCとからなる。
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BUF(1)の内容と同じ

LABEL DEFINITION
ものが, LBLNMにす

CUTNO = N

でに登録されていない

かを調べる。もし同じ

ものがあれば2重定義

となるのでエラーであ ，

る。なければ，それを 2

I .RI.NMの窄番に格納：
し，有効命令文の順番 5

号CUTNOの値を,6
7

対応するLBLLCに入 8

れて定義を終る。

ENDSW レーベル

の処理につづいて，命

令名の処理をおこな

LBL

LC
LRLNMBUF
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レーベルの次に，も

しくは，レーベルの付いていない場合は文の先頭に命令名がくる。ただし，

FOI Lの文法の一般規約で，先行する命令文の終了記号がコロン[:]でな

く，セミコロン〔；〕であるときは，次の命令文も同じ命令名であり，その記

入は省略されているものとして処理する。

先行する命令文の終了記号が何であったかは, VlO CUT が判別して登録し

ている。そのレジスタENDSWがOでなければ[;]であり，この命令文も

同じ命令名をもっとして処理し，次のFCMDの処理は行なわれない。0であ

れば〔：〕であって，先行したのとはちがう命令文であるとみなす。

FCMD 命令名の判別はSUBROUTINE FCMDによって行なわれる。

FCMD はまず，命令名の部分をBUF から取り出し，それで命令表

CMDTBLを走査する。命令表は,1命令分が8バイト7語からなり，指定さ
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れたサブ・システムで使用可能な全命令を登録している。7語のうち，前3語

に命令の名称(FULL NAME)が，次の1語に簡略名(SHORT NAME)が，

そして残り3語に内部コマンドが格納されている。

引
FUNCTION OF oFCMDo ROUTINE

本 NXTBSW

CMD ヱ

Ｃ
Ｅ

Ｒ
Ｂ

／
Ｔ

Ｅ

Ａ
Ｉ

Ｇ

Ｒ
Ｅ

Ｗ
ＴＮＩ

「wR:TE| [NTEGER|| |／
↓

１

１
』

口
〕

Ｔ〔
Ｕ

Ｍ（
し

Ｄ

ｌ
ＮＡＭＨＯＣ

１
Ｊ

Ｋ
Ｏ

■
■
■

令

SHORTFULL NAME

| WIRITEII J
｜

’I NTEGERWRI TE

(BUF）

／一－－L－－ ／
レー～ _一～

命令名は3語以内の単語からなっており，別に1語の簡略名がある。命令

文にはこのいづれを用いてもよく， 命令名がl語のときはFCMDはまず，

SHORT NAMEを走査する。

命令表上に合致するものがあれば, SHORT NAMEと内部コマンドを含め

て4語が, CUTBUF中のCMDの部分に転送される。これでCUTBUFに

は，翻訳ルーティンおよび実行ルーティンの所在に関する情報が記録されたこ

とになる。

命令名の終りには，必ず，特殊記号，区切語，または終了記号が来る規約で

ある。

CN TL 命令名の終りが特殊記号[#]でないときは，このステップ。は実行さ

れない。〔＃〕であるときは，次に整数で，この命令文の制御番号が書かれて
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いるものとみなし，その値をCNTLに入れる。FOILは命令文に任意に制御

番号を付しうる規約であり，制御番号の機能は，命令文ごとに定められ，マニ

ュアルに規定されるものとする。通常，出力リストのレベル指定や，入力型式

の指定等に用いる。

NX TBSW 命令名の終り，制御番号の付けられているときにはその次，には

必ず特殊記号，区切り語または終り記号が来ることはすでにのべた。FSTEPS

では翻訳はこれ以上行なわれないが，翻訳ルーティンに対する情報として翻訳

を開始すべきBUF上の位置をNXTBSWに記録しておく。

終りが〔，〕または区切り語〔％〕であるときは, NXTBSW にはその次

の位置を入れる。その他の特殊記号のとき，および，終了記号のときは，その

位置が NX TBSW に入れられる。

ENDSW SET この命令文の終了記号がBUF上のどこにあるかはV10CUT

の出力として引数に与えられているので，終了記号の種類を調べる。〔：〕で

あれば0，〔；〕であれば1 , " ENDSWにセットされる。

以上で，この命令文に関するFSTEPSの処理は終了する。命令文が, END

命令文でなければ，主ループの先頭にかえって，次の命令文について同様の処

理がくりかえされる。END命令文であれば，メッセージを出して, FSTEPS

の全処理を終了し，制御をシステム・モニターにかえして，次の段階に移行す

プ

③○

翻訳用モニター FCMPIL

翻訳過程は, FMCPとFCMPUTの二つのルーティンによって処理される。

このうち, FCMPUTは, COMPUTE, IF等，算術式，論理式，関係式を含

む命令文の解析ルーティンであり, FMCPはこれらを除く一般の命令文の翻

訳ルーティンである。

TSSの場合は，処理開始とともに初期入力ルーティンが働き，基本的にど

のプログラムにも必要な，三，四の命令文入力を誘導する。それ以後，利用者

はCOMMAND GETルーティンによって，命令名称の入力を行うことにな

る。このルーティンには，利用者の要求によって，命令文一覧表をディスフ。し



経営機械化研究の展開202

イする機能があり，利用者は一覧表を調べて使用したい命令文の番号を入力す

るだけで，次の誘導をうけられる。

バッチ処理の場合，命令名称はすでに解析されており, CUTFILから，入

力される。

TSSの場合でも，命令文の害き方がわかっているときは,1命令文全部を

入力すればよい。この場合は，ルーティンが，入力状況を判別して，自動的に

バッチ的な処理に切りかえる。

命令名称によって，内部コマンドが決定されるので，その中の翻訳コマンド

を調べて翻訳が進められる。翻訳コマンドは8バイト1語であるが，その最終

2バイトがPATH レジスタに入る。このPATHの内容は，対応する構文表

のレコード番号を示す。これが0の場合は, FCMPUTルーティンに,0でな

い場合はそのレコード番号によって構文表を入力してFMCPルーティンに制

御がわたる。FMCP ルーティンの機能については次の第3章において詳述す

る。oの場合は，翻訳コマンドの他の部分を解析して，処理ルーティンを選択

し, ECMPUTルーティンに入る。FCMPUTについては，第4章において詳

述する。

FMCPの出力は引数表ARGTBLであり, FCMPUTルーティンの出力は

演算定義表CMPTBLである。MODE (2)をセットして次の処理方式を指定し

主ルーティンにかえる。

会話処理時の初期命令入力としては，

START 命令

SUB-SYST EM 名 指定命令

最大標本範囲設定命令

等がある。

FSTARTによる共通領域の初期化のとき, INISW には1が入れられる。

したがって，最初FCMPILに入るとき，初期命令入力ルーティンに分岐し，

その第1のものを処理する。この処理内容は，内部に対応する命令文を編集す

ることである。その後は，通常の命令文として処理される。終ると, INISW
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FCMPI L

Ｒ
Ｌ

Ａ
Ｃ

BATCHTSS
－

’

lllllll

l NITI AL

COMMAND
CUTFI L

一ﾛ

’ |’I NI SW＝＋1

I
＊0 弓＝

PATH

FCMFCMPUTYNTA XAXノー ‐一・

NO
MAP､画

ES

CMPCMPCMPEDTFMCPP

臼■

|‐蝋“’FTAI L

_F=-
（･唐TUR" )RETURN
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に1を加える。

次の命令も同様の処理を受けるが，最後のルーティンで, INISW に－1を

入れる。これによって，この命令文の処理が終るとINISW= 0になり，一般

処理が行なわれることになる。

COMMAND GETルーティンは，命令文の入力ルーティンであり，命令文

のうち，レーベルと命令名称を処理する。

最初に，命令文の入力を要求するメッセージが出される。この際，レーベル

は必ず命令名称とともに入力しなければならず，レーベルのみを独立で入力で

きるのは，先行する命令文が′；′で終っている場合に限られる。

入力された命令文は直ちに分解され, BUFに格納される。入力内容が′？′

であれば，命令表がディスフ･レイされる。さがしている命令文があれば，その

番号，または命令名称あるいは全命令文のいづれでも入力すればよい。命令文

入力の場合は，′？′を入力しなかった場合と同じである。番号を入力すれ

ば，対応するコマンドをCMDに入れる。′？′の場合は，命令表の次の頁を

ディスフ･レイする。

命令文入力が行なわれた場合は，レーベルおよび命令名称の処理を行う。こ

の処理は, FSTEPSで行うものと同様である。以上の処理で, CMDの内容

が定まり，翻訳過程に制御が渡る。

この間にエラーが発見されたときは，エラーメッセージが出され，一括処理

の場合はその命令文の翻訳を中断して次の命令文に移るが, TSSの場合は，

BUF が初期化されて，ルーティンの先頭にかえる。このエラー処理は，次の

ように行なわれる。V10 CUTによって，入力命令文が分解されるとき, BUF

への分解結果の格納開始番地（この場合は1）がBUFSに，格納終了番地十

1，すなわち，次回の格納開始番地がBUFEに書きこまれる。

エラーが発生すると，この情報によって，入力された部分は消去されて何も

入力されなかった状態にもどる。命令名称の入力ミスであっても，同時に行な

われたすべての入力を消去するので，レーベルを書いた場合は，もう一度はじ

めから入力し直さねばならない。全命令文を入力している場合は入力したもの
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COMMAND

GET

TEMENT

Vl OCUT

YES BUF（1）

＝ ？？0

NO

１２
０

Ｉ
／

Ｆ
０

ＵＢ

NO
0

FL ABELEL

Vl OCUT

＊0
ENDSw

＝0

？ WORD
F（1）BU FCMD

NUMBER

Ｄ
Ｔ

Ｍ
Ｅ

Ｃ
Ｓ

Ｄ
Ｔ

ERROR－

EXIT

BUFFER

CLEAR
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全部が無効である。

実行用モニター FEXEC

翻訳結果の実行は，実行用モニターFEXECによって制御される。翻訳の結

果，コマンドがえられるが，その中には実処理ルーティンのPHASE名が，

CMD(2)に与えられている。FEXECはこのPHASE名を用いて対応するルー

ティンをライブラリから取りこみ，それに制御を引きわたす。

各実処理ルーティンは，独立のう｡pグラム，またはサブルーティン・サブプ

ログラムである。FOILシステムとこれらのルーティンを結合するためには若

干のインター・フェイス用プログラムを必要とする。一般に，独立プログラム

ならば，機能をコントロールするための，パラメータ・カードのセットをもっ

ており，サブルーティン・サブプログラムの場合ならば仮引数のセットをも

つ。インター・フェイス用フ･ログラムは，翻訳の結果として，共通領域 特に

引数表ARGTBL,に格納されている各種のパラメータの中から，必要なもの

を選択して，パラメータ・セット，または，仮引数のセット，に引渡すための

ものである。

サブルーティン・サブプログラムについて言えば，そのサブルーティンに対

するCALL命令文を，共通領域にある変数名を実引数に用いて書けば終る。

実処理プログラムによる実行が終了すると，制御はモニターにもどり，同様

の処理をくりかえしてゆく。ENDまたはSTOP命令文が来ると，ｵﾍﾚｰ

ﾃｨﾝｸ･ｼｽﾃﾑにかえる。

FOI Lは，各種の型のデータに対して，広汎に対応しうる様に設計されてい

るが，特にクロス・セクショナルなデータ型式のシステムには，独特の処理を

行い，高い自由度を保持しつつ分析を遂行できる。このための処理を含めた実

処理ルーティンの作製基準については，後章で詳述する。

命令文分解ルーティン V10 CUT

入力された命令文は，一旦かならず，分解ルーティンV10 CUTによって構

成要素別に分解される。V10 CUTの識別する要素は次のようなものである。

1． 単 語 アルファベット，カナで始まり，アルファベット，カナ，
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数字よりなる8字以内の文字列，但し8字をこえる単語を

書いたときは，前の字は脱落する。8字より少ないときは

後に詰められ，前にはブランクが入る。

2． 文 字 列 ダッシュ〔′〕で囲まれ，間に〔′〕を含まない，任意の

文字・記号からなる文字列。

3． 終了記号 1つの命令文の終りを示す記号〔：または；〕

4． 特殊記号 EBCDIC で認めらてれいるすべての特殊記号，

但し〔：；′〕を除く。＊＊および′が連続して2個な

らんでいる場合には例外として2個で1個の特殊記号とみ

なす。

5． 区切り語 特定の単語で命令文中では区切り記号とみなされる。

AND ARE AS AT BE BY FROM

FOR IS IN OF ON THRU

THROUGH TO WITH

の16種が予約されている。追加可能。特殊記号％と翻訳さ

れる。

6． 論理演算子 、AND. .OR. .NOT.

7． 関係演算子 .LT. .LE. .EQ. .NE、.GE. .GT.

8． 論理定数 .T. .TRUE. .F. .FALSE.

9． 整 定 数 符号，小数点を含まない9桁以内の数字のみの列。

10. 実 定 数 符号をもたず，必ず小数点を間に1個のみもった数字の

列，小数点以上O～9桁，小数点以下O～9桁，指数部を

付けることができそのときは，文字Eと符号±および2桁

以内の整数で示す。

実定数は間に一切ブランクを入れてはならない。

他に，倍精度実定数，複素定数，倍精度複素定数が処理しうるが，現在まで

の所, FOILシステムでは，これらは使用されていない。
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CUT BUFFER CONTENTS
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ENDMK
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一
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一
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Ｅ
Ｒ

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｔ

Ｅ
０

０
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Ｉ
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Ｉ
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Ｒ
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１
２

４
５

６
７
８
０

１
３

４
６

１
１

１
１
２

２
２
２

２
２
２

３
３

３
３

３

１
２

３
４
５

６
７

８
９

０
１

２
３

４
５

６
７

１
１
１
１

１
１
１

１

1

5

10

ブランクは要素間の区切りとして有効であり，必ず書かねばならない。

DO 100 I=1,10 DO1001=1,10

2つの文をFORTRANは,2つともⅨ〕文で，同じ内容のものと胃の2つの文をFORTRAN は,2つともDO文で，同じ内容のものと識別す

るが, V1O CUTは，後者の最初の要素をDO 1001という単語として識別し

てしまう。但し，ブランクが複数個つづいても2番目以後は無視する。

命令文の最初にあらわれたブランク以外のコードが〔＊〕であるとき，その

コード以下，カードの終りまでをコメントとみなして無視する。ブランク・力
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－ドか挿入されていた場合も無視される。

BUF 内において，各要素は次のような特性をもち，互に他から識別可能で

ある。この識別のために，ユーティリティ・ルーティンSEPが，システムに

組みこまれており，システム保守には，これを自由に利用できる。BUF (*)

は, IBUF(2, *) [整数], EBUF(2, *) [実数],および, LBUF(2,

＊）〔論理数〕と, EQUIVALENCEがとられており,8バイトのうち，後4

バイトを用いて識別が行なわれる。

単 語 8バイトで後づめになっており，鹸終1バイトがブランクではな

い。（他の諸要素はすべて，最終1バイトがブランクである）

文 字 列 先頭のIBUF(2, *)の内容が'△CO△′であり, IBUF(1, *)

に文字列の字数が入る。文字列そのものは，これに続いてBUFに格納さ

れている。語数Mは

M=(IBUF (1, *)+7)/8

で得られる。

特殊記号・終了記号 記B･がそのまま，第6バイト,2個連続したもの[*

＊その他〕は，第5，6バイトに入る。他はすべてブランクである。

@ IBUF(2,*)='△＠△△′

** IBUF(2,*)='**△△′

区切り語 IBUF(2, *)の第2バイト[BUF(*)の第6バイト〕に％が入

り，他はブランクである。区切り語の内容の後4イバトが, IBUF(1,

＊）に入れられている。

BY I BY|4%△△’

|OUGHIA%△△’T H ROUGH

論理演算子・関係演算子 IBUF(1, *)はすべてブランクであり，後の4

バイトのうち，最後の2バイトはブランクで，前2バイトに記号のうち，

後の2字が入る。

.AND. l lND

’ |OR I.OR
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IOT ||一NOT

.LT

.EQ

_GE

|LT |

|EQ |

|GE |

論理定数 IBUF(2, *)に′LGO△′が入り,LBUF(1, *)にその

値.T.又は．F.が入る。

整 定 数 IBUF(2, *)に'△1O△'が入り, IBUF(1, *)にその値が，

2進変換されている。符号は別に，特殊記号として1つ前に入っており，

利用者がプログラムで処理するものとする。IBUF(1, *)の内容は常に

〔正〕である。

実 定 数 IBUF(2, *)に'△EO△′が入り,EBUF(1, *)にその値

が，2進変換されて入る。符号は別に特殊記号として1つ前に入っており

利用者がプロク’ラムで処理するものとする。EBUF(1, *)の内容は常に

〔正〕である。

識別の一般規約として，特殊記号は，終了記号｡，区切り語，演算子を含めて

後2バイトが'△△'であり，定数は，文字列を含めて，後2バイトがノ0△'で

ある。

COLNO ( * )に，各要素の最終の文字のカード上の欄番号が格納されてい

る。

SUBROUTINE V10CUT

1 (LIST,SW,TITLE,PAGE,LINE,CMD,CMDSIEQ

2 ,HEAD,TAIL,CARD,COL,COLNO,CODE,CARDNO

3 ,CUNT,LIMIT,BUF,EBUF,IBUF,ENDRG,ERR

4 ,MODE,INPUT,OUTPUT)
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｡を付したものは定数を与えてもよい。型記入なきものは14

’初

寸塗|； ’"※|製’仮 引

｡LIST

内 容

プリント制御＝0のときは，ソース・プログラム

をリストしない。

処理方式制御

十 のときBUFを初期化して，その始めか

ら分解結果を格納する。

のときBUFを初期化せず，前回の結果

の次から続けて格納する。

O CARDの第COL欄から分解をはじめ

第TAIL欄まで来れば，次のカードを

読んで分解をつづける，〔：〕または〔ラ〕

を検出すれば終了する。

l 必ず第H EAD欄から始め，第T A I L

欄まで来るか，または〔；〕または，〔；〕

を検出すれば終了する。

10, 11 下1桁の機能は上述の通り, BUFに格

納された分解結果をリストする。

64字でソース・リストの各頁先頭にプリントする

ための題字を与える。

出力頁数カウンタ，初期値を与え自動カウント

各頁ごとの行数カウンタ，自動カウント

システム用，通常ダミーを入れておく。

命令文順位番号，初期値を与え自動カウント

カード有効範囲の先頭欄番号〔通常1〕

カード有効範囲の最終欄番号〔通常72／80〕

カード読込バッファ

CARD上の処理中欄番号，自動カウント

分解された各要素の終りの欄番号, BUF(K)の

要素に対応するものがCOL NO(K)にある。

FORMA T文で許される型コード，1015，

8A4等，数字で始まり途中にアルファベットを

含む要素はエラーとなるが, CODEに登録され

た文字については型指定コードとみなす。

|10, A4等は，許されず1110, 1A4と

書く。′△△△’'’'八八八A'等l字で与える。

読込済カード枚数カウンタ，自動カウント

’
oSW

16A4T I T L E

P A G E

L l N E

C M D

C紬D S E Q

oH EAD

o T A I L

C A R D

COL

C O L N O

０
０

0

20A 4

0

LIMIT14

COD E 20

C A R D N O 0
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|"*型

初
期
値 内仮 引 数 容

分解済要素格納位置カウンタ，自動カウント

BUF, COLNOの次元

(LBUFを含め主プログラムでE QU l V A L

ENC Eをかけておく）分解バッファ，寸法はL

IMITである。単語のときはBUFに，整定数，

論理定数のときはI BUF(1,*)に，実定数の

ときはEBU F(1,*)に入り, (2,*)に識別コ

ードが入る。

特殊コードはI BUF(2,*)に入る。

命令文の終了記号が〔：〕のときo

〔；〕のとき1が入る。

1回の分解でエラーが発生のときエラー番号が入

る。

通常1,0を入れたときはソース・カードのI N

PUTは行なわず，外部でよみこむ。

ソース入力ファイルの参照番号〔通常 5〕

分解結果出力ファイルの参照番号

oとすれば出力しない。

C U N T

oLIMIT

B U F

l B U F

E B U F

I

LlM1T

2，＊

2，＊

A8

l4

E4

E N D R G

E R R

oMOD E

l N P U T

O U T P U T

’

｜
’

０

０
Ｏ

Ｇ
‐

Ｅ

一
一

Ｌ

数
数

数定

定
定

理

整
実

諭

複
倍

倍

素 数

精度複 素 数

精 度 実 数

文
し

特

列
ル

号

０
０

ｌ０
Ｅ

Ｄ
Ｄ

Ｃ
Ｃ

ｌ

字 一C O一

Ｏ
－

Ｌ
＃
Ⅱ

｡-一 ザ、

殊 記

構文解析ルーティン FM CP

構文記述言語の基礎構造

応用う。ログラム言語の命令文は，一般にその文法規約を，あらかじめ種類の

定められた有限個の要素をつかって，バッカス・ノルムまたはコボル記法を用

いて，定義することができる。たとえば，次のような，整数名の内容をプリン

タ出力する命令文を考える。

WRITE INTEGER,1,J,K:
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ここに, 1, J,Kは，出力すべき変数名であるから，当然，既定義でなけれ

ばならない。

この命令文の書き方を，コボル記法で定義する。Iはこのシステムで利用可

能な要素としての，整数を示す記号とし，複数個を用いるときは, 11, 12

13,……等と示すこととする。不必要なら省略してもよい部分を[]で囲

って示すこととすれば，

WRITE INTEGER,11[,12[,…...[, I8]]]

と書くことができる。18は，この命令文では，整数名を最大8個まで指定で

きることを意味する。

この命令文は，はじめにV1OCUTによって構成要素に分解すれば,2段階

に分けて容易に翻訳できる。

まず，処理すべき命令文が，どの命令文であるかを判別しなければならぬ。

この判別は, FCMD ルーティンの任務である。判別が出来ると，その情報に

もとづいて，特化された命令文，ここではWRITE INTEGER文の，翻訳ル

ーティンに分岐し，それを実行することになる。

翻訳ルーティンは，次に掲げたフロー・チャートのようになる。命令文を分

解した結果はBUFに入れられている。このうち命令自体は，第1語，第2語

にあって，命令種類の判別に用いられた。翻訳はこの場合，第4語から始めら

れるが，その開始番地は，命令判別時に, NXTBSWに納められている。これ

をIIとする。

BUF (II)には，整変数名が書かれているものと期待される。この名称は既

定義でなければならない。整変数名の登録表はINTNMテーブルである。

BUF(II)を用いてINTNM 表を走査し，第L語目に同一の名称を得る。もし

同一名称がなかった場合はエラーである。

翻訳結果は，一旦，引数表ARGTBLに転送される。このカウンタをKK

とする。引数表の第1列には，変数名Iに関する情報が入る。この場合には，

変数名と，その変数の所在を示す変数番号と，入出力指定，つまり，この変数

は入力すべき変数か，出力すべき変数か，の3つの情報で充分である。
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TRANSLATION OF oWRITE INTEGERo

－－

INT

VL
INTNM

－ ー

’

１
１
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変数名はBUF (II)または, INTNM(L)に入っている。これを，引数表の

VNAME (KK)に入れる。変数番号は，整数表のL番目であるが，整数表であ

ることを示すため3000を加え，それをVNO(KK)へ入れる。入出力指定は，

後に詳述するが，共通領域から実行ルーティンへの出力であって，2を入れる

ことになる。I/o指定は, IORG(KK) = 2となる。これで，変数名Iの翻

訳は終る。

添数がついている場合には，続いて添数の処理が行なわれるが，ここでは困

乱を避けるために，添数はついていないものとし，添数処理の説明は後にゆず

る。

I1に1を加えて次の要素に移る。次の要素は特殊コード[,]の筈である

が，もし1変数だけが指定されていたのなら，命令文の終了コード〔：〕が書

かれているかも知れない。〔，〕，〔：〕のいづれでもなければ，文法で指定

する書き方に違反しているのであるからエラーである。この場合は〔，〕であ

って，次にまだ変数名が書かれている。11に1を加え次の要素に進む，次には

ARGTBLの格納位置もちがってくるのでKKにも1を加える。ただし KK

は，文法規約により8以上であってはならない。

こうしてふたたび整数名の翻訳にかえる。この過程をくりかえせばARGT

BLの内容が，最後には図に示したようになることは， 容易に理解されよう。

このARGTBLの内容によって, 1, J,Kの内容をフ･リントするう。ログラム

を作製することは容易であろう。

さて，変数名の以上の翻訳プログラム，つまり，与えられた変数名を，整数

表と対比して，必要なパラメーターを求め，引数表の所定位置に格納するルー

ティンは,

SUBROUTINE INTDEF(-,-,-,…,*)

として与えられている。この引数については今の所は説明を省略しておこう。

エラーの場合の飛先は，引数に含まれている。

特殊記号の判別も，サブルーティンで行うものとし，それを

SUBROUTINE SEP('CODE',*)
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とする。′CODE'は，文字定数4文字で，第2宇目に判別すべき特殊記号を書

くものとする。〔，〕の判別は，

CALL SEP(ﾉJ,JJ', &150)

によってなされる。対象要素が〔，〕であれば，先の例ではIIを1上げて，次

の命令文に移り，ちがえば文番号150の命令に移る。

エラー・メッセージも多用するのでサブルーティン化しておこう。

SUBROUTINE ERROR(*,'MESSAGE')

' MESSAGE′には,60字以内で必要なメッセージを書き，文の終りに[@

を書くこととする。終れば〔＊〕で示された番地にもどる。

以上のサブルーティンを用いて，翻訳過程をFORTRANで書けば，下に示

すようなものとなるであろう。これに加えて，特定の命令文とこのう。ログラム

とを連結する処理が要る。

下の右に示したのは，左側のFORTRANう。ロク．ラムと同じ機能をもつよう

に設計された，インタフ。リタ・システムのためのフ･ログラムである。翻訳に必

要な各種の標準化されたルーティンが整備されたら，一々FORTRANその他

の言語をつかってフ･口グラムを書かなくても，インタフ･リタによって，順にそ

れらのルーティンを稼動させ，同じ機能を果させることができる。
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構文記述・解析言語FMCPは，このような観点から設計された，コンパイ

ラ創出用のインタフ･リタ言語である。

FMCPフ･ログラムの第2行目は，命令コードを示している。

PG命令によって，このう。ロク．ラムは，命令表に登録されたWRITEIとい

う命令文に連絡し，そのコンパイル・ルーティンを提供する。

DO命令は,DT命令と結んで,DOルーフ°を形成する。

I命令は，対象となる要素を整数名とみなし翻訳処理を行う。

SP命令は，対象となる特殊記号の種類を判別する。

Jは分岐命令である。

IDは，特殊な意味をもつ要素（ここでは終了記号）を判別し，必要な処理

を行う。

ERは，エラーメッセージを出し，システムにエラー発生を登録する。

／／は, FORTRANのRETURN 文に相当する。

＄＄は, FORTRANのEND文に相当する。

左右のフ･ログラムを対照すれば, FMCPプログラムの内容も容易に理解でき

ると思う。

以上の限りでは, FMCP言語は，単なるFORTRAN の置きかえであって

さして簡易化されたものとも言えない。しかし，左側のFORTRANう。ログラ

ムで, WRITE INTEGERの命令文入力について，会話的に利用者を誘導し

て，全くの初心者でも，容易に FOI L のう。pグラムが書ける様に，豊富な説

明用メッセージの出力と，段階的な入力を認めるう。口グラムを書こうとした

ら，極めて繁雑ものになることに，直ちに気付くであろう。FMCPは，バッチ

と会話モードのTS処理と処理しうる翻訳ルーティンを，一つのインタフ。リタ

ティブな言語によるう。ログラムで，作製しうる便宜を提供する。システムの作

製担当者は，この言語によって，会話のためのわずらわしいう。ログラムミング

から解放される。

FMCPの命令

FMCPで構文の記述を行なうため命令は，次の四群にわかれる。
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1. FMCP翻訳制御命令

2． プロク,ラム制御命令

3． 基本要素翻訳命令

4． 変数名翻訳命令

FMCP翻訳制御命令は, FMCPう。ログラムの始めと終り，命令表に記載さ

れた命令名称と, FMCPによって作製される構文表との連結等を行うもので

PG GT // $$

の4命令からなる。定数，パラメータを設定するための命令も，便宣的にこの

群に含まれる。

う。ログラム制御命令は，分岐したり，処理をくりかえしたり，ユーザの判断

を求める質問を発したりするための命令よりなる。これらは，命令文の翻訳過

程を制御したり，誘導したりするための命令で，これらの命令の実行結果は，

コンパイラの出力にならない。

基本要素翻訳命令は, BASICサブ・システムに属し，どのサブ・システム

にとっても，命令文体系を描成するのに必要な諸要素

レーベル，整数，実数，単語，文字列 および キイ・ワード

等の翻訳を行う命令群である，翻訳結果は引数表に出力される。

変数名翻訳命令は，各サブ・システムごとに，特有の命令セットが準備され

る。そのサブ・システムのデータ構造に対応して含まれている各種の変数の変

数名を翻訳する。

以上の四群の命令をつかって，命令文の構文を記述する。う。ログラムは次に

掲げる, FMCPコーディング・シートに記入する。コメントを含めて95ステッ

プ，実効65ステップ以内でなければならない。このう。ログラムはカードに穿孔

されて, FOILプログラムのライブラリアン命令

REGISTER SYNTAX(shorｻｰnome) :

のデータとして与えられる。翻訳された構文表は，構文表ファイル(SYNFIL)

に格納される。

FMCPプログラムは次掲のう。pグラム・シートに記入される。各欄の記入内
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容を以下に説明する。

LOC この命令の相対番地を，英字2字以内（または英字と数字）で記入す

る。′△A′と'A△'とはちがうものとして処理されるから注意を要する。

INS FMCPの命令コードを記入する。命令コードは英字2字または1字よ

り成るが，1字の場合は必ず'△I′のように，後につめて書く。

OPE 通常は命令のオペレータを書く，命令によっては他の要素が入ること

もあり，各命令ごとに規定する。

NXT 通常はエラー時の飛先番地を書く。命令によって他の要素が入ること

もあり，各命令ごとに規定する。

STO 翻訳結果を引数表に記入するときの格納位置を指定する。他の要素が

入ることもあり，各命令毎に規定する。

PARAM 整定数，または，文字定数を書く。整定数を書いた場合は, STO欄

に書くのと同じである｡STO欄には2桁までの数なら害けるが，それ以上

の桁数になるときは，この欄に書く。文字定数を書いたときは, NXT,

STO欄に分けられて4字宛を格納する。

MESSAGE会話時，メッセージを伴う命令の場合この欄に記入されたメッセ

ージが，会話時にディスフ｡レイされる。初め8字に何も記入しないと無視

される。最初の4字が，′＊△△△'の場合も同様である。

この欄の最初の1字が〔＃〕であるときは，既出のメッセージと同じメッセ

ージであることを示す。〔＃〕に続いて英文字2字を書いた場合には，同一プ

ログラム上の既出のメッセージとみなして, LOC欄を走査し，対応する位置

に示されたメッセージを自命令のメッセージとする｡ [#]につづいて数字が

書かれているときは，メッセージ・ファイル上のレコード番号とみなし，他の

プログラムで既にファイルに登録されているメッセージを自命令のメッセージ

とする。既登録のすべてのメッセージとそのレコード番号とは，ライブラリア

ン命令文によってその一覧表をうることかできる。

バッチ・システムの場合,ER命令文の場合を除きこの欄は無視される。

COMMENT LOC欄が′＊△′であるとき，その一行はすべてコメントとみ
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なされ，翻訳の際無視される。

この章の終りに, FMCP命令の一覧表を掲げた。各命令についての詳細説

明は続いて与えられるが，ここでは，記法の一般的な説明を行っておく。

INS欄に[*]が付してある命令は，時分割処理の場合にのみ有効で，一括

処理時には機能しない。これらは，時分割時に会話処理を効果的に行なえるよ

うにする補助命令である。同じくINS欄に〔。〕印を付した命令は，この命令

の他に,追加的に引数を与える必要があることを示す。たとえば，実配列Fを

指定する場合には，その実配列の次元が同時に与えられねばならないが，これ

を追加命令によって与えるものと規約される。引数追加にはNP命令を用いる

こととする。実配列について言えば，

F 1O ER L

N P

の2命令で与える。後述するように,10に入出力指定,ERはエラー時の飛

先〔飛先の命令のLOC欄に記入される相対番地名],Lは翻訳結果を格納す

べきj|数表上の位置を示す。Iは，この実配列の寸法を示し，整数名または整

定数で書く。与え方の詳細は各命令ごとに説明する。

OPE, NXT, STO燗に[= =]がある場合には，記入してはならず，記入す

れば無効となる。この位置は, FMCP内部での日的のために使用される。

〔－－〕がある場合には, FMCP内部では使用しない空番である。プログラム

で自由に使用してよい。〔－－〕がある場合，この位固には，書かれた文字コ

ードがそのまま入ることを意味する｡ NXT, STO欄が共に〔－－〕であると

きは, PARAM 欄の8字分の文字コードが,4字づつに分割されて入れられ

る。

1, J,Kには，通常は整定数を書くが，変数を書いてもよい。変数には相

対番地名を言き，その名称をLOC欄に付けてある命令のSTO部の内容がとら

れる。

Lで示した個所には，その命令の翻訳結果を，引数表の何番目に格納するか
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を指定する。通常は整定数を書くが，変数を書いてもよい。変数の書き方は前

と同じである。

N1, N2には，その命令の機能に対応する飛先の相対番地名を書く。

Mは，その命令で参照すべき番地名を示す。ERは，その命令によって翻訳さ

れる過程で，エラーが発見された場合〔たとえば，既にレーベルとして用いら

れたものと同じ名称が，整数名として用いられた場合〕の飛先であるo

IOには，入出力指定を書く。たとえば，

READ INTEGER,1,｣,K:

において，この命令文にとっては，変数1, J,Kは，入力すべきものであり

WRITE INTEGER,1,｣,K:

において，変数1, J,Kは，この命令文が出力すべき変数である。IO欄に

は，整定数で

入力の場合

出力の場合 2

を入れる。さらに，たとえば, READ INTEGER命令文において, 1,J,

Kは，今まで一度もプロク．ラムに現れておらず，ここで始めて現れてもよい。

すなわち，いままで未定義であってもよく，未定義の場合は，ここで定義され

る。このような場合には，

未定義なら定義しうる場合 十10

とする。

翻訳制御命令

（1） PROGRAM IDENTIFICATION

PG N1 － － PARAM MESSAGE38

FOILの翻訳ルーティンと，特定の命令文についてのFMCPプログラムと

の連絡をつける命令である。 FMCPプログラムの翻訳時には，この命令の

PARAM 欄に書かれた命令文の簡略名によって，命令表が参照され，命令表
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上の位置に対応して，翻訳されたFMCPプログラムが，構文ファイルに格納

される。命令文の翻訳時には，命令部の翻訳結果と, PARAM 欄の内容とが

対照されて，妥当な構文表であるかどうかがチェックされる。

N1 0PE欄に相対番地名を書くと，この命令の実行後，その番地にと

ぶ。OPE欄が空白のままなら，次の命令に移る。

PARAM FOILの命令表に登録されている，命令文の簡略名を，後につめ

て書く。これより，命令文と構文表との連絡が行なわれる。

ME S SAGE 通常，命令文の名称(FULL NAME)を害く。TSモードの

場合は，まず，この命令によって命令文の名称が示され，利用者

の入力しようとする命令文であることを確認させる。

1つのFMCPう。ロク､ラムの先頭には，必ず，この命令がなければならな

い。もし，同一のFMCPフ･ログラムが，複数の命令文の翻訳を行う場合に

は，エントリの個数に等しいPG命令を，エントリ番号の順に，連続して書く

こととし,N1で各エントリに対応する翻訳プロク￥ラムの開始番地を指定する

ものとする。この場合, PARAM, MESSAGEは，重複して書かねばならな

い。

いま，1つのFMCPう。ログラムに，整数の入出力命令文と実数の入出力文

の4命令文の翻訳構文を一括して格納したいとき，フ･口グラムの先頭は次のよ

うになる。

LOC INS OPE NXT STO PARAW MESSAGE

PG RI －－ 一一 READI READ INTEGER

PG WI 一一 一一 WRITEI WRITE INTEGER

PG RR －－ 一一 R E A R D R E A D R E A L

P G W R －－ －－ W R l T E R W R l T E R E A L

b● ■ ■ ● ● e● ロ ウ■ ● ●｡ ｡ ■B● ■● G ■ ● ■ 守 ■■ ■ 今 ■ ● b ● ｡● ■

｡e ■ O ゆ ■ ◆ ■■ Bゆ由 り｡ O ■ ■■ ●■ B O O ■ ｡ □ 由 ■ G● ● ■ ● ■● ｡

* ENTRY TO READ INTEGER
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R I ● ●

g ●d ● ■ ◆ ■ ● ■ ● ■ ① ■ ①早 ●● ･ 骨 ■■ ● ■ ､ 口G ■ ｡｡ ● ● ■■ ■● ■

* ENTRY TO WRITE INTEGER

W I

■■■ 由｡ g q e● ■■ G ○口 g e ■■ ●●● G● ■ ■■ ■ ① ■ ● ｡● ■ ■■ ●

* ENTRY TO READ REAL

R R 。…･…･･･…・………。,．…･･･…

* ENTRY TO WRITE REAL

W R …･･･…・・・…・……････・………

■ ■ ｡ ● ■ ｡ ● ■ p e c O ｡

(2） GET STATEMENT

*31 GT N1 N2 －－ ME SSAGE

この命令はPG命令の次に書くものとする。TSモードの場合にのみ有効で

BATCHモードの場合は無視される。MESSAGE 欄には，命令文の命令名称

を除いた残り，すなわち，命令記述部の書き方を示すものとする。この命令が

実行されると，まず, MESSAGE 欄の内容を端末に出し，つづいて命令文の

入力を要求する。PG命令とGT命令とで，命令文の書き方が利用者に示され

ることになる。

入力内容の先頭が，′？′(以外ブランクを含む)であるときはN1へ飛ぶ。

N1, N2が空白であるときは，次番地を示すものとみなす。

′？'でN1に移る場合,N1番地以降にはMS命令を用いて，この命令文に

ついての詳細な説明文を与えて後,N2にかえる規約とする。

MESSAGE 欄の内容を出力して後，次のメッセージを出して入力を要求す

る。
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IF YOU REQUEST DETAILED EXPLANATION

KEY IN ノ？ノ

OTHERWISE TYPE IN STATEMENT

DIRECTLY OR ､、

(3） RETURNTO FMC P MAIN

49 ／／ 一一 一一 一一

FORTRANにおけるRETURNに相当する, FMCPう。ログラムの理論的な

終点を示すもので，1つのプログラム中にいくつ書いてもよい。この命令が実

行されると, FMCPによる処理を終了して，汎用翻訳プログラムの主ルーティ

ンにかえる。

(4） F MC P PROGRAM END

＄＄ ＝＝ ＝＝ ＝＝50

FORTRANのEND文に相当する｡ FMCPプログラムの終りに，必ず1つ，

この命令を書く。

(5) PARAMETERCONSTANTS

(NON-EXECUTAB L E)

C K 一 一 P A R A M03

パラメータ定数を設定する命令である。パラメータとしては，8字以内の単

語（先頭は必ず英・カナ文字とする），整定数またはE－タイプ実定数が書け

る。整定数または実定数の場合，正員の符号をつけてもよい。

K 複個の定数をまとめて設定する場合，その個数を書く。

PARAM 定数を記入する。2個以上のときは，次命令以下の同じく

PARAM 欄に記入する。この場合，必要なければ,Cは

書かなくてもよい。
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(6) NO OPERATION (NON-EXECUTABLE)

00 NP 一一 一一 一一

この命令は機能をもたない。OPE, NXT, STOの 各欄に，正の整数をパラ

メータとして与えるのに使用する。

プログラム制御命令

(7) STOREBSWTOSTO(M)

47 BT M N1 －－

基本要素翻訳命令，変数名翻命令，および, ID, SP, XWの諸命令は，

命令文分解表(BUF)上におかれた要素について処理を行うか，処理すべき要

素のBUF上の位置はBSW [BUFSW]に入っており，それを自動的に参照す

る。この命令は, BSWの内容を一時的に退避させるために用いる。

M BSWの内容の退避・格納先の相対番地名。この番地のSTO

欄，すなわち, STO(M)に格納される。

N1 この命令実行後の飛び先。空白なら次番地となる。

なお，退避した内容を加工する必要があるときは, AD, SB命令を使用すれ

ばよい。

(8) LOAD BSW FROM STO (M)

48 BL M N1 －－

BT命令で退避したBSWの内容を，ふたたびBSW にかえす命令である。
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BSW の内容の退避・格納先の相対番地名

この命令の実行後の飛び先

１

Ｍ
Ｎ

(9) SETKONMODE(1)

37 MD I N1 K

FOI Lの翻訳は, MODEと名付けられた4個のスイッチで，経路を制御され

ている。命令文によっては，これらのスイッチの内容を変更する場合が生じて

来るので，その機能を果すための命令である。MODE の機能についての詳細

は'FOILV-10モニター′の説明を参照されたい。ここでは，機能の一覧表を示

しておく。

変更すべきMODE スイチッ番号。MODE (1)の内容がこの命

令により変更される。

N1 この命令実行後の飛先。空白ならば次番地。

K MODE(1)に設定すべき値。0,1～3

MOD E(1)
内
容
一 MOD E(2) MOD E(3)

処理時｜翻訳終了時｜実行終了時
エラーがなければ
実 行

強 制 翻 訳

翻 訳FMC Pによる

翻 訳

特定ルーティン
に よ る 翻 訳

実 行

TS時
会 話 処 理

TS時
一 括 処 理

一 括 処 理

1命令文づつ
翻訳・実行

翻訳後実行

0

1

強 制 実 行

END 検 出

強 制 実 行 翻 訳 の み2

終 了 END 検 出 TS端末によ
る一括処理

実 行 の み3

(10) BRANCHON'YES′○R′NO′

＊02 B N 1 N 2 －－ ME SSAGE

この命令は,TSモードの場合にのみ機能する。まず, :MESSAGE欄の内
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容を出力し，ついで，

KEY IN ノYESノ OR ノNOノ

とメッセージを出して入力を要求する。

入力が′′, 'YES'または'Y'の場合はNl"N, 'NO′または'N'の場合は

N2へ飛ぶ。N1, N2は，空白の場合は次番地を意味する。

通常の命令文の入力誘導に必要な会話機能は，基本要素および変数名の翻訳

命令のもつ機能で充分満されるよう設計されているので, FMCPプログラムの

作製に当って，特に会話についての配慮を行う必要はないと言える。しかし，

特にくわしい誘導をプログラムしたい場合には，このB命令および次に述べる

Q命令によって，多様な会話を実行することができる。

（11） BR A N C H O N ′？′ O R ′？？′

MES SAGE*17 Q N1 N2 一一

この命令はTSモードの場合のみ機能する。まず, MESSAGE欄の内容を

出力し，ついで，

KEY IN'NOノ， ノ？ノ O R ノ？？'

とメッセージを出して入力を要求する。

入力が，′′, 'NO′または'N'の場合は次番地へ，′？′の場合はN1"､,

′？？′の場合にはN2へ飛ぶ。N1, N2は，空白の場合は次番地を意味す

プ

oo

(12) WRITE MESSAGES K LINES

ME SSAGE*33 MS K N1 －－

MESSAGE 欄に書かれた内容を，この命令以下K行分出力し，終ればN1

に飛ぶ。第2行以下は必要ない限り，命令は書かず, MESSAGE 欄のみを書

けばよい。この命令は,TSモードの場合のみ機能する。
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(13) ERRORMESSAGE

ER N1 一一 PARAM MESSAGE30

エラー・メッセージを出力する。この命令が実行されることによって，シス

テム共通領域にあるERRスイッチに100が入れられ，実行後はN1に飛ぶ。エ

ラー・メッセージの出力形式は次のようになる。

***ERROR**－－PARAM-* *一一一一一一

ME SSAGE－一一一一一一一一一

***CMDSEQ#XXX ELEMENT#XXX

COL #XXX

(14) UNCONDITIONALY ｣UMP TON1

」 N 1 一一 一一10

無条件でN1番地に飛び，その命令の実行に移る。

(15) DO LOOP THROUGH M FROM I TO j

DO M 1 」28

DO LOOPのはじめを示す命令。M番地には必ず,DT命令を書かねばな

らない。

M DT命令の所在相対番地名称

1,」 正の整数I三J

この命令によって, STO(M)=1, NXT(M)=J,となり，この命令の所在を
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P番地とすれば, OPE(M) =P,となる。
Q

DO命令の便用法については，次のDT命令を参照。

(16) TAILOFTHEDO LOOP

29 D T二＝＝ ＝＝＝二 ＝＝

DO LOOPの終りを示す。この命令のOPE欄, NXT", STO欄は，先行す

るDO命令によって書き込まれる。

この命令が実行されると, STO欄の内容に1が加えられ，それとNXT欄の

内容とが比較される。もし, STO欄の内容が, NXT欄の内容より小さいか，

又は等しければ, OPE欄の示す番地の次の番地に飛び,STO欄の内容がNXT

欄の内容より大きければ，この命令の次の番地の命令に飛ぶ。

いま，例として，実数名を8個以内書きならべる命令文があるとしよう。実

数名と実数名と間にはコンマ〔，〕を書く規約とし，これらの翻訳結果は引数

表の第3例から第10例までに格納されるも
E1勺 E2,､．．．．． ,E8 3

のとする。この構文は右に示すようになる。

繰返し回数はJJでカウントすることと
＋一一＋一一十一一十一一十一一十

し，3から10まで繰返す。JJにはDT命

令を書く。実数の翻訳命令はEであり，結

果は引数表の第JJ列に入れられる。実数

の次にはコンマが来るはずで，これはSP

命令によってチェックされる。コンマでな

い場合は終了記号〔：〕が来るべきであ

り，そのチェックはID命令によってなさ

れる。これらの順序に命令文が構成されて

いない場合はエラーであり,ER命令によ

って，エラー・メッセージが出力されるこ

とになる。

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

JJ

11

10

JJ

Ｏ
Ｅ

Ｐ
Ｔ

Ｄ
／

Ｒ
Ｒ

＄
，

Ｓ
Ｄ

Ｉ
／

Ｅ
Ｅ

＄

３
１

Ｄ

Ｅ
Ｅ

万

JJ

ED

ZZ

E1

E2

E2

８
Ｚ

Ｚ

Ｚ
Ｚ
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(17) ADD K TO STO(M)

AD M NI K27

M番地のSTO欄, STO(M)にKを加える｡Kは整定数または，相対番地名で

示された番地のSTO欄の内容である。すなわち，

Kが定数のとき STO (M) =STO (M) +K

K数が変数のとき STO (M) =STO (M) +STO (K)

実行後,N1番地に飛ぶ。Kが定数のときは，負の数を書くことはできない。

(18) SUBTRACT K FROM STO(M)

45 SB M N1 K

M番地のSTO欄の内容, STO(M)からKを引く｡Kは整定数または，相対

番地名で示された番地のSTO欄の内容である。すなわち，

Kが定数のとき STO (M) =STO (M) -K

Kが変数のとき STO (M) =STO (M) -STO (K)

実行数,N1番地に飛ぶ。Kが定数の場合，負の数を書くことはできない。

(19) IDENTIFYELEMENT

I D 一一 E R－－32

BUF (BSW)におかれている要素が，特定の種類のものであるかどうかを判

別する。指定した種類のものであれば，次番地の命令に移り，種類がちがえば

NXT欄に指定した番地(E R)に飛ぶ。BSWの内容は変らない。要素種類の

指定は, OPE部に，次のいづれかの記号を，後1字に書く。

： 終了記号 BUF(BSW)の内容が，終了記号[:又は;]で

あるか否かを判別する。

C 文字列 BUF (BSW)以下に文字列があるか否かを判別。

l 整定数 BUF(BSW)の内容が整定数であるか否かを判別
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E 実定数

w 単 語

BUF (BSW)の内容が実定数であるか否かを判別

BUF (BSW)の内容が単語であるか否かを判別。

(20) IDENTIFYSPAECIALCODE

46 S P －－ E R 一一

BUF(BSW)におかれている要素が，指定された特殊記号であるかどうかを

判別する。指定された特殊記号と同じものであれば, BSW の内容に1を加え

て，次の命令に移り，指定されたものでなければ, BSW の内容はそのままに

してNTX欄に書かれた番地(E R)に飛ぶ。判別すべき特殊記号の指定は，

OPE部の後1字に書く。OPE部がブランクの場合は，特殊記号一般を意味す

ることになり，種類はとわずとにかく特殊記号であれば, BSW の内容に1を

加えて次の命令に移る。

(21) IDENTIFYSPECIALWORD

X D E R －－ 一一 P A R A M47

BUF (BSW)にある要素が, PARAM欄に書かれた単語であるかどうかを判

別する。PARAM 欄には8字以内の単語を後につめて書く。先頭の1字は，

英カナでなければならない。BUF (BSW)の内容が, PARAM欄の内容と一致

したときは次番地の命令に移り，ちがっている場合は,ERで指定された番地

に飛ぶ。実行後，一致していた場合には, BSWに1が加えられる。

命令文基本構成要素処理命令

各サブ・システムについて命令文の体系を考える場合に，若干種類の要素は

如何なる計算言語体系にでも，含まれている必要がある。これらを基本構成要

素と呼び，その翻訳処理のために次の命令が準備されている。

これらのうち, 1,N,E,F,W,Aについては，後に変数として一括し

て説明することとし，まず,K, L,Tについて説明する。
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KIND OF ELEMENTSINSTRUCTION

CODE

KEY WORD

Ｋ
Ｌ

Ｔ
Ｉ

Ｎ
Ｅ

Ｆ
ｗ

Ａ

STATEMENT LABEL

SAMPLE RANGE OR TIME PERIOD

INTEGER SCALAR

INTEGER ARRAY

REAL SCALAR

REAL ARRAY

WOR D

CHARACTER STRING

これら命令は,TSモード場合，実行されるとまず，この命令に書かれたメ

ッセージがあれば，それを出力し，続いて，

KEY IN XXXXX

と出力して，対応する入力を要求する。たとえば，キイ・ワードの場合なら，

KEY IN KEY WORD

と，打ち出して，入力が求められる。

説明には，命令コードに続いて，／□□／で囲んで1，2桁の数があり，そ

れから書き方になるが，この数は，その要素の種類の識別コードであり，以下

種類番号と呼ぶ。要素の種類別に，共通領域にそれぞれの定義表があり，翻訳

処理は結局は，これらの諸要素ごとの定義表を参照し，処理対象がその何番目

に定義されているかを走査して，そこに書かれている情報を取り出したり，ま

たは必要に応じて定義表に書込みを行なったりする操作に他ならない。得られ

た情報の中，命令文に固有の部分は，引数表に書きこまれ,1つの命令文の含

む情報は引数表の完成という形にまとのられる。実行ルーティンは，この引数

表に入れられた情報と，共通領域にある他の各種情報とを参照して作動するこ

とになる。
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引数表には，32個までの要素に関する情報を格納しうる。l要素に関する情

ARGUNEN T TABL E ARGTBL（3208）

1 ｺ 3 30 3 1 3 ユ

圭

ＥＭ
Ｇ

２

Ａ
Ｏ

Ｒ
Ｇ

Ｆ
Ｆ

Ｌ

Ｎ
Ｎ

Ｏ
Ａ

Ｕ
Ｕ

Ａ
Ｖ

Ｖ
Ｉ
Ｌ

Ｓ
Ｓ

Ｖ

報は，7つの欄に分解されて格納される。

VNAME欄 通常, BUF(BSW)の内容がそのまま転送される。実行ル

ーティンにおいて，変数名の出力に利用できる。

VNO欄 定義表上の位置をN,翻訳対象の種類番号をMとすると，

M* 1000+N

が書きこまれる。対象が定数である場合は, N=0

IORG欄 この要素が，実行ルーティンに対する入力であるか，出力で

あるかを指定する｡ FMCP命令の入出力指定の内容がその

まま転送される。

LAG欄 時系列データ名の場合，タイム．ラグを示す添数が入る。

SUF欄 第1添数の情報が格納される。

SUF2欄 第2添数の情報が格納される。

VAL欄 予備。実数定義がなされている。整数の格納に用いたいとき

は, IVALとして用いればよい。

以下の命令において, STO欄には,1～32を書くことによって，対象要素

の翻訳結果を，引数表のどの位置に入れるかを自由に指定できる。この格納

を，命令文に書かれる順番に従って行う必要はない。さらに，1命令文の翻訳

開始に先立って，引数表は初期化されるが，前の命令文が〔；〕で終った場

合，すなわち，同種の命令文が連続して書かれている場合には，この初期化

を，1から25までについてだけ行い，26から32までは，前命令文のものが，そ
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のまま保存される。したがって同一命令文が連続して書かれることが予想され

る場合，各命令文に共通して指定しなければならない要素が予想されるとき

は，その要素の翻訳結果格納位置を，26以下にしておけば，記法の省略ができ

るようになる。もちろん，連続した命令文で26番目以降に対応する要素につい

て新らしい情報が与えられたら，同じ欄へ書き込まれ，前命令文で与えたもの

は消去されるから，命令文の書き方の自由度は損なわれない。

(22) KEYWORD

11/9/ K MER L ME SSAGE

BUF (BSW)の内容が,M番地以降

に格納されているキイ・ワードのいづ

れかと同じであるかを調べる。同じも

のがあれば引数表の第L列にその情報

を格納し, BSW を1上げて次の命令

に進む。同じものがなければ,ER番

地に飛ぶ。

いま，右の例で,K1番地以降には

パラメータ定数設定命令Cを用いて，

3個のキイ・ワードが入れられている

とする。BUF (BSW)には，単語

'GROWTH'が入っていたとしよう。

K命令が実行されると,K1番地の

OPE部の内容=3,によって,K1番

地以降3個のPARAN部の内容がBUF

(BSW)の内容と比較され,2番目の

ものが一致する。単語'GROWTH'は，

一一＋一一一一一一一一4トーー＋一一十一一

1“K K1

－
２

＋
１
１
１
１

一
一

一
Ｊ

一
一

一
Ｊ

一
一

十
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

一
一

一
１

－
一

一
Ｋ

一
一

十
Ｉ

一
一

一
Ｋ

一
一

一
一

十
Ｉ

一
一

C 3

Ｒ
Ｈ

Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｉ

Ｅ
Ｗ
Ｔ

Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ｉ

Ｒ
Ｉ

Ｌ
Ｇ
Ｇ○Ｌ

K1

ARGTBL( 2 )

VNANE

VNO

ものが一致する。単語'GROWTH'は，引数表第2例のVNAME欄に入り，

VNO欄には, 9000に2を加えた値が入る。引数表の他の欄は，この命令によ

GROWTH

9002

こ
》

』
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る翻訳には無関係である。

以上の過程でエラーが発見されなければ次命令に移り，途中で何等かのエラ

ーが発見されたときは,ER番地の命令に移る。

(23) LABEL

12/1/ L－－E R L ME SSAGE

n可一可言．’
ARGTBL ( 5 )

VNAME

BUF (BSW)の内容が，単語か又は整定数でVNO

あることを確認し，整定数である場合は文番号・

であるものとみなす。これ以外の要素であれば

エラーとなる。BUF(BSW)の内容でレーベル

定義表を走査して，引数表への書込みに必要な

情報をうる。BSW の内容には1が加えられ

る。

いま, BUF (BSW)の内容が，、BACK,であり，右の命令によって，レーベ

ル定義表を走査して，その12番目に登録されていたとすると，引数表の第5列

の内容は左図のようになる。

対応するレーベルが定義表に登録されていないときは，一括処理の場合には

エラーとなり,TSモードの場合は警告メッセージを出して，そのレーベル名

または文番号を定義表に仮登録する。

エラーの場合には, OPE欄に指定された番地(ER,例示した命令では，

JJ)へ飛ぶ。

(24) TIMEPERIODORSAMPLERANGE

20/2/ T KER L

BACK

巳

1012

二
壷

一
一
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この命令は標本範囲の指定に用いるもので，有効範囲(ACTUAL SI ZE)を

変更する機能をもっている。BUF (BSW)が整定数であることを確認する。整

定数でなければエラーとなる。

K=1 サンプルの始期（または，処理開始番号）を設定する。

K=2 サンフ・ルの終期（または，処理終了番号）を設定する。

L 引数表上への格納位置

TSモードの場合は，標本範囲を制御するBASIC表は，この命令によって

書きかえられる。その際，時系列データであって，年次以外の場合には下2桁

を期または月，3桁目以上を年とみなして変換する。入力内容とBASIC表の

内容とが斉合性を欠く場合にはエラーとなる。

BUF (BSW)の内容は，そのまま，引数表のVNAME欄に入る。IVAL欄に

は，入力内容に対応する添数の値が計算して入れられる。すなわち，全観測期

間が,61年1期から始まる四半期データと指定されているとき, BUF (BSW)

の内容が, 6202であり, K=1であれば，有効期間は62年2期からであると判

別され, VNAME欄には，整数6202が識別コードを伴って入れられ, IVALの

値は6となる。期または月はSUF欄に，年はLAG欄に入る。時系列でないか

または年次系列であるときは，対象である整定数の値が，そのままSUF欄に

入る。

エラーの場合は，メッセージを出してERに飛ぶ。

変数名処理命令

変数名処理命令は, BUF (BSW)にある単語（または定数）を，その命令の

指定する種類の変数の名称（又は定数）とみなして翻訳を行う。TSモードの

場合は，命令が実行されると，まず，その命令にメッセージがつけられている

ときは，そのメッセージを出力し，続いて

または KEY IN XXXXX

TYPE IN XXXXX NAME

の出力を行って，その種類の変数名または定数の入力を要求する。
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たとえば, I,X命令の場合，それぞれ

KEY IN INTEGER

TYPE IN MATRIX NAME

と出力され，入力が要求される。 ＋一一＋一一十一一十一一十一一十

変数名処理命令は，命令コードを一般にXX

で示すこととすれば，右に示すいづれかの形に

なる。

既に説明したように,10は入出力指定で，

1，2，11のいづれかである。ERはエラー時

の飛先で，エラー・メッセージはすべての変数

名処理命令に内蔵されているので，エラー・メ

I0 ER LXX

Ｒ
Ｉ

Ｅ Ｌ
Ｊ

110

Ｘ
Ｐ

Ｘ
Ｎ

10 ER

Ｌ
Ｊ

Ｘ
Ｐ

Ｘ
Ｎ

シセージ出力の処理は不要である。Lは引数表への格納位置指定で，1～32の

値をとる。1,Jは配列の寸法を指定する値で,1次元配列の場合は,Jのみ

を書く。3次元以上の配列は現在の所認められていない。

説明は，まず，番号および名称につづいて，内部コードが書かれるが，それ

に続いて，／／で囲んで種類番号が与えられる。種類番号は，引数表の中の

VNO (L)に，その変数の格納位置が与えられているとき，付加される種類識

別番号で，楕納位置にこの種類番号に1000を掛けた値を加えて, VNO(L)の

位とする。たとえば, VNO (L)が, 3005であるとすれば，対応要素は整数名

であり，整数名定義表の第5番目に登録されており，実行時には，その整数の

値がそこに与えられているか，または，その位置に転送される。

スカラーを指定する命令に対して配列名が翻訳対象であった場合には，その

配列の中の1つの要素を指すものとみなす。この場合，当然添数がついていな

ければならず，添数の翻訳結果はSUF(L)に入るが，添数のついていない場合

は，添数がく1＞であるものとみなす。この場合，配列の種類は，指定された

スカラーと同じ性格のものでなければならず, VNO (L)に入る種類番号とし

ては，スカラー種類番号がつけられる。

配列の場合は，その寸法を検査する必要があるとき，次番地にNP命令を害
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いて, STO部とNXT部とを用いて示す規約とする。次にNP命令が害かれて

いなければ，寸法を検査する必要がなく，その配列名か変数の種類に対応する

定義表上に定義されていればよく，そこに指定されている配列の全体の寸法を

翻訳結果の寸法とする。

BASICサブ・システムに属する基本変数として, 1,N,E,F,W,A

があるが，レコード・データを取扱う場合の変数, R1, RN, RE, RF,

RW, RAと処理は同じであり便宣上，同様の説明を行っておく。基本変数以

外は，原則として,lつのサブ・システムの言語体系の中で，データの性質の

ちがうサブ・システムを対象とする要素の処理命令を，混用することは出来な

い。基本変数に関する定義表は，どのサブ・システムにも必ずつけられるが，

その他の変数の定義表は，システム・シェネレーショ時に，用いうる変数の範

囲が決定され，特定の変数種類に関する定義表だけが，システム共通領域に含

まれている。

基本変数名処理命令を除いて，各サブ・システムごとの処理命令の機能詳細

は，定義表の構造，および，作業領域へのデータ・アクセスの一般原則と密接

は関係しているので，これを各サブ・システムの構造説明にゆずることとす

る。

基本変数およびレコード変数の処理命令

(25) RECORD ELEMENT (GENERAL) RECORD

51 RC IO ER L ME SSAGE

BUF (BSW)にある要素が単語であることを確認する。単語でなければエラ

ーとなる。レコード・データ名定義表を走査して対応するデータ名を見出し，

引数表に登録する。対象要素には添数がついていてもよい。未定義の場合には

エラーとなる。したがって,IOは1,または,2でなければならない。

引数表の第L列には, VNAME欄に要素名が, VNO欄にその要素の定義

表上の位置が入る。文字列以外の配列名で添数を伴う場合は，同種のスカラー
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とみなされ，その種類番号に1000を掛けた値がVNO欄の値に加えられる。添

数はSUF欄に入る。添数を伴わないときは，配列の種類番号に1000を掛けた

値かVNO 欄に加えられる。IO欄には,IOの値をそのまま転送する。

エラーの場合はNXT部に示された番地に飛ぶ。

BASIC/RECORD(26) INTEGER SCALAR

○9/ 3/ 1

40/13/ RI

IO ER

IO ER

Ｌ
Ｌ

Ｅ
Ｅ

Ｇ
Ｇ

Ａ
Ａ

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｅ
Ｅ

Ｍ
Ｍ

BUF (BSW)の要素が，単語であることを確認する。（ただし,Iの場合は

整定数であってもよい）その他の場合はエラーとなる。定義表上の対応するデ

ータ名を見出し引数表上のSTO部で指定された列Lに格納する。VNAME欄

には, BUF(BSW)の内容がそのまま入り, VNO欄には定義表上の位置が入

る。添数のついているときは, SUF欄に入れられる。定数の場合はVNO欄は

Oとなる。

定義表上で配列である場合。添数がなければ，添数をく1＞とみなす。種類

番号（3または13）に1000を掛けた値が, VNO欄に加えられる。IO欄には

IOの値がそのまま転送される。未定義の場合, I O>10なら，定義がなされ

定義表上の症欄にBUF (BSW)の内容が登録される。

エラーの場合は, NXT部に示された番地に飛ぶ。

(27) INTEGERARRAY BASIC/RECORD

14/ 4/ NIOER L
N P K

Ｅ
Ｅ

Ｇ
Ｇ

Ａ
Ａ

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｅ
Ｅ

Ｍ
肌

41/14/ RNIOER L
N P K

BUF(BSW)にある単語を整配列名として処理する。Kに必要個数を書く。

IOが11の場合は，未定義ならば,K個の配列を定義する。既定義の場合，指

定された個数だけ，定義されていなければエラーとなる。Kの値はIVAL欄に

入る。NP命令を欠く時は，既定義の配列の大きさが入る。
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いま, BUF (BSW)に, 'CITYNO'という変

数名が書かれ，その変数が整数定義表の25番目

に書かれていたとする。個数指定が, K=30で

あったとすると，

VNAME (L)='CITYNO'，

VNO (L) =4025, 又は

VNO (L) =14025,

IVAL (L)=30

となる。

VNA ME

VNO

I VAL

BASIC/RECORD(28) REALSCALAR

Ｅ
Ｅ

ゞ
Ｇ

Ｇ

ｌ
Ａ

Ａ

ゞ
Ｓ

Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｅ
Ｅ

Ｍ
Ｍ

Ｅか昨／／５｜巧
／
｜
／

応一狸 IO ER L

IO ER L

BUF (BSW)にある単語を実スカラー名として処理する｡(ただし,Eの場

合は実定数であってもよい)｡実配列の要素であっても差支えなく，その場合に

は，添数かついていなければ，添数がく1＞であるものとみなす。

既述の整数の処理を参照されたい。

BASIC/RECORD(29) REALARRAY

06/ 6 F IO ER L

NP K

Ｅ
Ｅ

Ｇ
Ｇ

Ａ
Ａ

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｅ
Ｅ

Ｍ
Ｍ

43/16/ RF IOER L
NP K

BUF (BSW)にある単語を実配列名とみなして処理する。Kにその個数を書

く。IOが11の場合，未定義ならK個の配列を定義する。既定義の場合，定義

されていなければエラーとなる。Kの値はIVAL欄に入る。NP命令を欠くと

きは，既定義でなければならず，その配列全体の大きさが入る。

既出の整配列の処理を参照されたい。

CITYNo

4025

壱 ハ
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BASIC/RECORD(30) WORD

23/ 7/ WIOER L
Ｅ

Ｅ

Ｇ
Ｇ

Ａ
Ａ

Ｓ
Ｓ

Ｓ
ｓ

Ｅ
Ｅ

Ｍ
Ｍ

44/17/ RWIOER L

単語は，基本変数の場合と，レコード・データ変数の場合とで取扱い方がち

がう。

基本変数として処理するW命令です。BUF (BSW)の内容が単語であるか否

かを調べ，単語であれば，そのまま, VNAME (L)に転送し, VNO (L) = 7000

として処理を終る。BSW の内容には1が加えられる。IOは参照されない。

レコード・データ変数として処理するRW命令では，単語名を意味し，他の

スカラーと同様の取扱いを受ける。8字1語として取扱われる他は，取扱いは

全く同様である。文字列の要素であってもよい。この場合，添数は8字1語で

単語配列が形成されているものとして計算され転送される。

(31) CHARACTERSTRING BASIC/RECORD

01/ 8/ AIOER L
N P K

Ｅ
Ｅ

Ｇ
Ｇ

Ａ
Ａ

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｅ
Ｅ

Ｍ
Ｍ

39/18/ RA IOE
N P

Ｌ
Ｋ

Ｒ

文字列の場合は，基本変数と，レコード・データとで，その取扱いはちがっ

たものになる。

基本変数Aの場合は，命令文に文字列が定数として書かれている場合に限ら

れる。文字列は分解過程に於て，先頭に字数および識別コード〔'△CO△′〕

があり，以下8字づつBUFの中に収められている。翻訳過程でA命令が実行

されると，まず, BUF(BSW)に字数および文字列識別コードがあるか調べら

れ，あれば, BUF(BSW)の内容はそのままVNAME (L)に転送されて，

VNO (L)は8000が入れられる。Kには最大字数が入り(NP命令を欠くとき

はK =64とする),字数がこれより大きいときは，下の方から消される。与えら

れた文字列は，引数表の(L+1)列以下に，図に示すような形に転送され
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PECONOMETRIC MODEL OF JAPAN9
● ● ●

BUF ARG TBL

(L)

1
26 ECON

Ｔ
Ｅ

Ｐ
Ｏ

Ｅ
Ｄ

Ａ

Ｃ
Ｍ

Ｏ
Ｊ

Ｏ
Ｍ

６
Ｎ

Ｆ

２
０

Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ｉ

Ｎ

Ｅ
Ｒ

Ｌ
Ａ

一
一

一
一

一
一

VNA ME

I
BSW - CO OMET

’
RIC

Ｇ
２

Ｏ
Ｒ

Ｇ
Ｆ

Ｆ
Ｌ

Ｎ
Ｏ

Ａ
Ｕ

Ｕ
Ａ

Ｖ
Ｉ

Ｌ
Ｓ

Ｓ
Ｖ

－ －

MO DEＬ
Ｌ
Ｆ
L OF

JAP

AN

’ ノ－

－

る。1列に32字づつなので，2列以上にわたることもあるから, STO部の操

作に注意を要する。実行ルーティンでこれを使用するとは, VNAME欄は8

バイト，他は4バイトで，各欄は相互に連続していないので，転送・編集に注

意しなければならない。

レコード・データに関するRA命令は，他の数値変数の配列の場合と同じ

で，文字列名，または単語配列名として処理する。Kには字数を書く。レコー

ド上には，8字を1語として，格納場所で定義される。入出力の取扱いは，数

値の配列データと同様で‐添数のつく場合は，8字1語で計算され，転送され

る。
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グループ変数名，行列名処理命令

GROU P(32) GROUPEDVARIABLENAME

07/12/ GIOER L
NP K

ME SSAGE

グループ。変数は，レコード・データを取扱うとき，レコードの一部で，しか

もかなり多数の変数を一括して取扱う場合が多い。繰返して個個の変数名をつ

かって命令文を書いてゆく代りに，グループ変数名を定め，その名称でレコー

ド変数の部分集合を定義して，これを命令文中で使用する。

グループ･変数は実行時には，異なる種類の構成要素をもつベクトルとして取

扱われる。グループ変数定義表と対比して処理される他は，配列の取扱いと同

じである。Kには，共通領域内の格納場所1，2，3のいづれかを指定する。

Kの値はIVAL (L)に入る。

(33) GROUPEDHEADERNAME GROU P

08/19/ HIOER L
N P K

M E S S A G E

グループ。・ヘッダーは，大きな行列や2元配置表を取扱うとき，その各行・

各列の名称を一括して与える為のものである。1個当り16字で32個以内を1つ

のヘッダー名で定義できる。Kには共通領域上での格納場所，1，2，3のい

づれかを書く。取扱いはグループ｡変数名と同じである。

(34) VECTOR GROU P

22/21/ VIOER L
N P K

ME SSAGE

ベクトルは，行列名定義表で処理される。行列の特定の行または列を指定し

てもよいが，ベクトルは必ず，列ベクトルとみなされる。ベクトル名には添数

をつけることはできない。要素はすべて実数である。
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Kには要素個数を書く。NP命令を欠くときは, K=32となる。

(35) MATRIX GROU P

24/22/ XIOER
N P

Ｌ
ｊ

ME S SAGE

BUF(BSW)の内容が2元の行列名であることを調べ，行列定義表を走査し

て処理する。1,Jでその行数および列数を書く。NP命令を欠くときには，

I =32, J =40とみなす。

行列を行列として用いるとき，添数を使うことはできない。行列名に添数を

付けたときは，その添数で示された行または列ベクトルとみなされる。添数1

個の場合は，行列のその添数で示される行を指すものとする。2個の第1添数

は行を，第2添数は列を指すもとし，且，いづれか一方は必ず0または1でな

ければならない。2個の添数が共に1より大きいときはエラーとなる。

時系列変数名処理命令

(36) TIMESERIESDATA T S

19/31/ SIOER L ME SSAGE

BUF (BSW)にある要素を，時系列変数名として処理し，時系列変数定義表

と対照させて翻訳する。添数を伴う場合，第1添数はタイム・ラグの指定とみ

なされ，引数表のLAG欄に入る。第2添数は対象が時系列配列で，その要素

を示す添数とみなされ, SUF欄に入る。

IOの値が,51または52のときは，システム・データ・ベースとの間の入力

または出力を意味する。また, BUF (BSW+ 1)の内容が[@]であるときも

BUF(BSW)の内容は，システム・データ・ベース上の変数を指すものとみな

される。これらの場合，種類番号は1501である。
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(37) TIMESERIESARRAY T・ S

18/32/ RIOER L
NP K

ME SSAGE

BUF (BSW)にある要素を時系列配列名とみなし，時系列変数定義表によっ

て処理する。Kには列数を示すものとし，値がIVAL(L)に入る。添数をつけ

てはならない。

10の値が51または52のときは，システム・データ・ベース上との間の入出

力を意味し, BUF(BSW+1)の内容が[@]のときも, BUF (BSW)の内容

は，システム・データ・ベース上の変数を指すものとみなされる。種類番号は

1511である。

モデル変数名処理命令

(38) MODELVARIABLE(GENERAL) MODEL

13 M I O E R L ME SSAGE

BUF (BSW)の内容は何等かの種類の，モデル変数名であるとみなされ，モ

デル変数名定義表によって処理される。I O=11のとき，その変数名か既定義

であれば，その種類番号をとり，未定義であれば TEMPORALY VARIAB

LEとみなし，種類番号は1431とみなされる。

添数がついている場合，第1添数はタイム・ラグとみなされ, LAG (L)にそ

の処理結果が入り，第2添数はSUF (L)に入れられる。

(39) ENDOGENEOUSVARIABLE MODE L

34/41/ MNIOER L ME SSAGE

BUF (BSW)の内容を内生変数とみなし，定義表により処理する。IOの内

容は1，または，2でなければならず，11を用いることはできない。

添数はN命令の場合と同じである。
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(40) TEMPORARYVARIABLE MODE L

35/43/ MT IOER L ME SSAGE

BUF (BSW)の内容を一時変数（モデルの計算途中結果その他を入れるため

の，モデルにとって内生・外生のいづれに属するか明確に規定しえない変数）

とみなして処理する。

添数はM命令の場合と同じである。

(41) EXOGENEOUSVARIABLE MOD E L

36/42/ MX IOER L MESSAGE

BUF (BSW)の内容を外生変数とみなして処理する｡ I,Oの内容は1,2

でなければならず，11を用いることはできない。

添数はM命令の場合と同じである。

FMCPの構造と機能

FMCP言語の翻訳ルーティンFMCPTR

FMCP言語で害かれたソース・プログラム・カードを読んで翻訳し，構文表

を創出するルーティンとして, FMCPTRが準備されている。このルーティン

は, BASIC サブ・システムに組込まれており，次の命令文を書くことによっ

て作動する。

REGISTER SYNTAX(shorf-nome):

構文表の登録は，ライブラリアンの機能に属する。従って，この命令を実行

するには，まず，ライブラリアンが呼び出されねばならず，かつ，この命令で

構文表を登録する前に，命令文表に命令の名称その他を登録しておかなければ

ならない。これらの登録手順の詳細については，後節で説明する。

命令文の登録のためのFOILプログラムの後に，そのう。口グラムのデータと

して, FMCPのう。ログラム・カードをセットする。う｡ログラムの実行過程で，
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REGISTER SYNTAX命令文が来ると, FMCPのう。pグラム．カードが読み

こまれ，翻訳されて，構文表が創出される。

REGI STE R SYNTAX命令文によって，構文表の創出に加えて，命令表の

一部も書きかえられる。書きかえられた命令表は, LIBRARIAN END :命令

文によって，命令表フィイルを更新するので，ライブラリアンの機能とは独立

な命令として書いても，動かない場合もあるし，動いた場合でも，命令表の内

容が一時的に書きかえられただけで，次のジョブ以後には無効となる。反対に

単にテストしたい場合には, LIBRARIAN END :を書かずにおけば，命令

表は変更されない。

FMC P 翻訳ルーティンは，次のような機能をもつ。

REGISTER SYNTAX命令文の制御番号が，

o のとき，新規登録（既登録ならエラーとなる）

1 のとき，既登録の構文の修正

2 のとき，仮テスト，構文表および命令表は書きかえられない。

既登録であっても，なくてもよい。

STEP 1 最初に, SYNTBLテーブル，およびLTBLテーブル, PAR

AMテーブルが初期化される。このうちSYNTBLテーブルは，共通領域

には, SYNTAXに対応する。SSW でインディクシングを行う。

STEP 2 FMCP命令文カードをよみ，各部分を対応するテーブル上の位

置に，文字のまま収容する。全カードを一括してよみこむ。

sTEP 3 SSW をリセットして翻訳に入る, LOC欄が′＊△′であると

きは無視する。INS欄をしらべて命令の種類を判別する。メーセージを伴

う命令であれば, MESSAG欄を，メッセージ・ファイル(MESFIL)に言

出す。メッセージ・ファイルはランダム・アクセス・ファイルであり，そ

のレコード・カウントにはMSWをつかう。ただし，制御番号が2つであ

るときはこの書き出しは行なわない。また, MESSAG欄の最初の4文字

が，′＊△ハヘ′であるときも，コメントとみなして書き出しを行なわな

い。
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FMCP TRANsLATIDN RouTINE 'FMCPTR'

I>__一"

｜SS W = 0

－や

SYNTAX TBL

CLEAR

SS W ＝ 0

SSW＝SSW＋1

FMCP

SDURCE

ごh

四
YES

＄＄。 CARD

’
1

｜
’

GET INSND

BY TABLE LOOK

NO MESSAGE

I NSTRUCTIDN

MESSAGE ？

GET MSW

〈RECORD）

MSW

ORD）

(MESFILo MSW》

’｜
’

I NS = MSW ÷

I NSND*BYTE z
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FMCP TRANsLATIDN ROuTINE 'FMCPTRo （CONTINUED）

G…LATE)

I"J- |
ウ

色

Fsw=畠剛･ |
ー~ I

|!NsNd =
ﾛ

MOD(INS｡*) |
－‐ _ I

TRANSLATE

SSW ＝ 0

I NSNo

Ｕ
■
■
■
■
０
凸
■
■
■
ａ
６
■
■
■
■
■
８
■
■
■
６
Ｇ
日
■
日
■

|I:::
9PG90ER9

0 WUD CO

|oP:= |
|'0PEi l

'

DPE =

I NTF（OPE）

二
ＯＥ

Ｅ
Ｐ

Ｐ
Ｏ

Ｏ
０

＋’
OPE ＝

I NTF（OPE）

－
１
町
】
、
ロ

１
１

NXT =

I NTF（NXT）

STO ＝

INTF（STO）

NXT／STO

9PARAMP

＝

LL･A
PARAM

蚕5~豊一l
INTF（PARAM）

｜≦
’

し 画
『
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FMCP SouRcE CARD

OC INS OPE NXT STD PARAM MESSAGE

TBL AM

PARAM

SSW

｜‐
I NS OPE

STONXT

~一三一ヘ65

－－に｣-－
一

INSの前の2バイトに命令番号が，後バイトに MSWの値が入る。

メッセージを伴なわない場合は，後2バイトに0が入る。

STEP 4 カードのINS欄が'$$'であるときは, FMCPプログラムは終

了したと判別される。FMCPプログラムは1命令文あたりの構文記述を，

コメントを除き′＄＄'を含めて65行まで書くことができる。

S T E P S 0PE,NXT,STO欄の翻訳は，命令文の種類によってちがう。

フロー・チャートについて承知されたい。翻訳は主として，次のルーティ

ンを用いて行なわれる。

INTEGER FUNCTION INTG(COLMN, LTBL)

EXAMPLE:OPE(SSW)=INTG(OPE(SSW), LTBL)

とのルーティンはまず，指定された欄の内容が，アルファ・カナか整数

LDC PARAM
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かを判別する。整数であれば2進変換を行い，その値を出力する。ブラン

クの場合はOとなる。アルファ・カナであれば，その単語に対応する単語

が, LTBL上にあるか否かをしらべる。なければエラーである。対応する

ものがあれば，その位置の値（添数）に4000を加えたものが出力される。

STEP 6 PARAM 欄は，もし単語であれば（最初の1字がアルファ・

カナであれば）4バイト宛に分割して, NXT, STO欄に格納される。その

他の場合は，整定数とみなして，2進変換を行い,ST欄に入れられる。

NXT欄は変らない。PARAM 欄がブランクのときは，このステップは実

行されない。（フローチャート上では，便宜上この処理をINTHと名付け

ているが，サブルーティン化されていない）

以上で1行の翻訳処理を終り, STEP 3にかえって'$$'命令が来るまで翻

訳をくりかえす。

翻訳が終了し，翻訳過程でエラーがなかったら，制御番号が0,1であれば

構文表がフィイルに書き出される。さらに，プロク．ラムの先頭の′PG'命令を

しらべ，そのPARAM欄と，命令表のshort-name欄が比較され，同一のもの

があれば，その翻訳コマンドの最後の2パイに，構文表のレコード番号を入れ

る。この処理は複数の′PG'命令が書かれているときは，すべてのものについ

て繰返えされる。

以上で全処理が完了し，入力・出力結果をリストして終る。

次に掲げたリストは, FMCPTRの出力である。う。ログラムに間ちがいがあ

り，エラー・メッセージのでているものと，それを訂正したものとについて示

した。右側に入力されたFMCPプログラムが，左側に翻訳結果が示されてい

る。翻訳結果中, OPE, NXT, STO欄に, 4000台の数が示されているのは，相

対番地[MOD( * , 4000)]である。たとえば，最初の命令の4003は,3番地，

すなわちJOを意味している。
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FMCPの構造

FMCPは, SYNTAX表をソース・フ･ログラムとして作動する，インタプリ

タティブ・サブシステムである。入力された命令文を判別して，それに対応す

る翻訳用プログラム，すなわちSXNTAX表が，ファイルからロードされ，

FMCPにコントロールが引渡される。命令文の翻訳は, FMCPが，数字コー

ドで表現されたSYNTAX表の内容を，インターフ。リンターとして解析して，

処理ルーティンを作動させることによって行なわれる。

次頁には, FMCPモニターのフロー・チャートを示した，各命令文の翻訳．

マンドを解析して，そのうち，

SYNTAX表レコード番号（処

理型式番号･PATH)によって，

SYNTAX 表はロードされる

が，処理がFMCPモニターに

わたると，さらに，翻訳コマン

ドから，エントリー番号ENT

を求めて, SSW=ENT-1を

セットする。SSWは, SYNTA

X表の処理順位カウンターであ

る。

主ループに入ると, SSWに

LOC INS OPE NXT STO PARAM

ｌ
２

３
４

Ｇ
Ｇ
Ｇ

Ｇ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ

Ｒ
Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ

Ｇ
Ｇ

Ｇ
Ｇ

Ｐ
Ｐ
Ｐ

Ｐ

１
２

３
４

Ｎ
Ｎ
Ｎ

Ｎ

N1

| (ENT"γγ…｡G3)
1 1 U

N3

一

～～〆
1が加えられる｡ FMCPのう。

ログラミング規約として先頭は必ず,PG命令であり，複数のエントリーをも

つ場合は，連統してPG命令を書きOPE部にその開始番地を書くこととして

いる。右の図において, ENT=3の場合は，最初にPROG3についてのPG命

令が実行されることとなる。

この処理は, INS (SSW)をとり出してそれを分解することからはじまる。

INS (SSW)の前2バイトには，命令コード，後2バイトには，この命令にメ

ッセージが伴なっている場合，そのレコード番号が入っている。メッセージを
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伴わない場合は0である。一括処理時には，メッセージ・レコード番号は無視

される。

命令コードINSTは，命令別処理ルーティンへの分岐パラメータとなり，

GO TO(1,2,3,……),INST

によって，対応する処理ルーティンへと分岐する。

PG命令の主機能は, FMCPう。ログラムの翻訳に当って，対応する命令表

の書きかえ (SYNTAX ファイルのレコード番-号の登録） を行なうことであ

り，実行時には，メッセージ・ファイルをディスフ｡レイするだけである。この

命令のOPE部には，次に実行すべき命令の番地が書かれており,0であると

きは次番地を意味するので, SSW はそのままで，主ルーフ。の先頭にかえる。

番地が設定されているときには，その絶対番地から1を引いた値をSSW にセ

ツ|、して主ルーフ｡の先頭にかえることになる。

以上のような過程が，つぎつぎに指定されてゆく番地ごとの命令について実

行され，その内容に対応する処理がなされる。終了命令（／／）が検出される

と，制御はFMCPをはなれて主プログラムに帰る。

FMCPの命令中には，翻訳制御用のものや, FMCPプログラムの経路を指

定する制御命令，さらにはタイム・シェアリング時に，ユーザとの会話を構成

するための命令等を含んでいるが，これは，最終翻訳結果の出力内容には残さ

れない。これに対して，命令文の構成要素中，区切り記号または区切り語，お

よび終了記号等を除く，他の構成要素，すなわち，

キイ・ワード

各種パラメータ，定数，特定単語

各種変数名

等々は，実行ルーティンへの入力情報となるものであって，最終翻訳結果の出

力内容を構成する。かつ，これらを入力する作業は，会話型処理の場合には，

システムによる誘導の対象となる。

この誘導を行うために, FDEFIN ルーティンがあり，上記諸要素の翻訳命

令は，一括して一旦, FDEFINルーティンに入り，会話型処理をなすべきか
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( ｡"c｡ )FNCP SYNTAX

|’
SSW I NS OPE NXT STO

SSW ＝ 0

L
～

■■｜
L

SSW＝SSW＋1 ’

INST｡ MSW

'I INS(SSW)

~｣_ノー~、I NST

■■■■■ ノノ
F1度MENTS

e VARI ABLES

NO

<･…"〉ＮＯ
Ｓ

Ｉ
Ｒ

Ｅ
Ｔ

Ｏ
Ｌ

Ｃ
Ｓ

Ｏ
Ｕ

Ｓ
Ｒ

Ｒ
Ｅ

Ｔ
Ｔ

Ｃ

Ｎ
Ｓ

ｏ
ｏ

Ｎ
Ｒ

Ｃ
Ｉ

Ｐ

LI ST

FDEFIN

lllll｣

’ ●
１

－

（．直TUR" )RETURN

否かを判別して，もしそうなら，会話処理をして後に，各要素ごとの処理ルー

ティンに分岐する。その出力は，命令のSTO部に指定されているARGTBL

表上の位置に格納される。

FDEFI N については，後節「変数名処理命令実行ルーティン」において詳

細に説明することとする。
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終了命令（／／，49）が検出されると，制御番号状況CNTL2を調べて，

CNTL2二6(この値は, FOIL END #n :においてnの値として設定される）

のときには, ARGTBL表をリストする。

以上の処理が終ると主プログラムに制御をかえすこととなる。

会話誘導機能

FMCPの重要な特色は，会話形式による命令文入力の誘導を，つねに，利

用者にとって，必要で且つ充分な程度に行うよう設計されていることである。

利用者が命令文の書き方に不明の点があったとき，直ちにシステムの側から，

入力すべき要素の種類と順序とについて，明確な指示が与えられるよう設計さ

れていなければならないが，同時に，利用者が必要としないにかかわらず，詳

細なガイダンス・メッセージを出しつづけては，かえって冗長感を与え，不便

なシステムになってしまう。

FMCPは，この問題を，入力された情報を一旦，命令文分解バッファBUF

に分解して格納し, FMCPの命令をつねにBUFに格納された要素と対象と

して作動させることによって解決し，常に最適な誘導が，利用者に与えられる

ようになっている。

いま，利用者か，システムの利用過程において，重相関分析を行いたいと考

えた場合を想定しよう。入力したい命令文は，次のようなものとする。

LINEAR REGRESSION,

WATER=(HOUSEHLD, FACTORY, OFFICE,

TIME) COEF:

ただし，利用者は，自分の行いたい分析，および，分析につかう変数名につい

ては，当然のことながら承知しているが，このサブ・システムでの重相関分析

命令文の書き方は知らないか，忘れてしまったとしよう。

命令そのものについては，最初に入力を要求されたとき′？'を打てば，一覧

表が出る。それによって必要な命令文をさがせばよい。命令名称がわかってい

て，その後の書き方がわからないときは，命令名称だけをタイプ｡すれば，シス

テムは,PG命令文によって書き方を与えてくれる。
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これで充分な知識が得られたなら，全文を入力すればよい。しかし，書き方

は記号的に与えられるので，まだわからないというのなら，さらに′？'を入力

すればよく，システムは詳細なガイダンスを開始する。

最初に，被説明変数名を与えねばならない。誘導は次のように行なわれる。

~、
I/EEPENDENT vAR"…N"・

KEY エN REAL

＝Water LエNEAR

GRESS工0N

"

WATER

＝

（

I
、－ 一ノ

_一一－一

両面例示において，大文字はシステムからの誘導メッセージ，小文字は利用

荷の入力である。

任忌"側､匡唖VARI…
I I F THE IJAST ATTACH

Ｅ
０

Ｅ
１

１
Ｊ

Ｍ
Ｉ
Ｊ

細
り

Ｓ
Ａ
９

Ｎ
Ｎ

ｅ

Ｈ
Ｈ

ｍ
Ｅ
Ｃ

Ｅ
Ｃ

‘
１

ｈ
Ａ

Ｌ
Ａ

ｔ
Ｂ
Ｔ

Ｂ
Ｔ

Ａ
Ｔ

Ａ
Ｔ

，
１
Ａ

Ｉ
Ａ

ｅ
Ｒ

Ｒ
Ｃ

Ａ
Ａ

ｉ
Ｖ
Ｔ

Ｖ
Ｔ

ｆ
Ｓ

Ｓ
ｆ

Ｔ
Ａ
Ｌ

ｍ
Ａ
Ｌ

Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ａ

Ｎ
Ｌ
Ａ

Ｅ
Ｅ
ｄ

Ｅ
Ｅ

ｆ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
ｌ

Ｄ
Ｅ
Ｒ
ｙ

Ｎ
Ｈ

ｈ
Ｎ
Ｈ

ｒ
Ｅ
Ｔ
Ｎ

ｅ
Ｅ
ｒ
Ｎ

Ｏ
Ｐ

Ｉ
Ｓ

Ｐ
Ｉ

ｔ

Ｅ
Ｆ

ｕ
Ｅ
Ｆ

Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｙ

ａ
Ｄ
Ｘ
Ｙ

ａ
Ｎ

Ｅ
ｈ

Ｎ
Ｅ
ｆ

Ｉ
Ｋ
一
一

工
Ｋ

二

Ｒ
Ｎ

Ｒ
Ｄ

Ａ
Ｏ

，
Ｅ
一
一
く
一
Ｌ

，
Ｅ
Ｉ

Ｔ
Ｈ

Ｎ
Ｓ

Ａ
Ｅ

Ｉ
Ｓ

Ｗ
Ｓ

Ｌ
Ｅ

Ｕ
Ｒ

Ａ
Ｇ

Ｈ軍
一

」
－
１
、 ノ

ーー

一

1－F壷5両~‐
OFFエCE

， TエMES

l－～‐
命令文分解バッファBUFの内容は右図のようになる。まず WATERが

BUFに入り，被説明変数名として翻訳処理される。これは妥当な入力なので

処理は正常終了する。FMCPは次の要素の処理に移る。→の欄には，′＝'が

あもるのと期待されるが，まだ入力されておらずブランクになっている。

B U F

B U F
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FMCPは，この場合，必要な特殊記号を自動的に挿入する。′（′についても同

様である。次には説明変数名の入力がなければならない。しかし，対応する

BUF の欄はブランクである。この場合には，次のような誘導が行なわれる。

説明変数名の入力が要求され，終りには′）′をつけることが求められる。最

初の入力では，終りに′）′がついていないから，説明変数名の人力を求めてく

る。これに対して書き方はわかったのだから，残るすべての変数名を入力した

としよう。

FACTORYの処理を終り, BUFの次の欄を調べるとブランクではないの

で誘導メッセージの出力も，入力要求もなしに処理は進行する。 OFFICEの

処理を終り, TIMESに進む。ここで, TIMESとしたのは，利用者のタイプ｡

、ミスで，正しい変数名はTIMEであったとしよう。この場合は，エラー・

メッセージが出され，説明変数名の再入力が要求される。画面は次のようにな

る。

’

、、、、１１１１割引‐．‐‐ｉ
‐‐‐‐‐‐，″″／／一

：：
豪

一
礎

－
１

口
〕
Ｉ
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６
即
細
り
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Ｎ
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Ｈ
・
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Ｃ
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Ｌ
Ａ

Ｄ
Ｂ
Ｔ
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Ｔ
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Ｕ

工
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Ｒ

・
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′＠′はエラーの検出された要素を示す。再入力を要求された時点で, BUF

の内容は右図のように修正されている。

以上のように，最初の入力要求に対して，命令名称から始まって，終了記号

‘'：′に終る命令文の全部を入力してもよく，わからなければ，途中の任意の所
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で入力を中止すればよい。つまりBUF上に処理対象となる要素が，すでに入

力されているかぎり, FMCPは誘動や入力要求を行なうことなく，処理を続

行してゆくし, BUF上に処理対象となる要求が，まだ入力されていないこと

を検出すると, FMCPは直ちに誘導を開始する，エラーを検出すると，その

要素を含む以下の既存入力をすべて無効とし，エラーの検出された要素につい

て誘導メッセージを出して入力を要求する。

変数名ルーティン処理ルーティンFDEFIN

次頁に, FMCPルーティンで処理可能な，変数の種類の一覧表を掲げる。こ

れらの諸要素はFDEFINルーティンによって翻訳される。つづけてFDEFIN

の流れ図も示しておく。

これらの諸要素は，命令文の実質的な構成要素となるものであって，会話型

式で命令文の入力を行うときは，システムが必要に応じて入力すべき要素の種

類を，命令文の文法規約に示されている順番によって指示し，正確な入力を誘

導することになる。誘導処理のためのフ･ログラムは，各要素を通じて同じ型式

の処理でよいので，一旦このルーティンに入って後，適宣の段階において各要

素別のルーティンに分岐して処理を行う。

ルーティンに制御がわたる前に, SYNTAX表上の処理中の命令のINS部か

ら，コマンド番号INSTと，メッセージ・レコード番号MSWとが得られて

いる。ルーティンに入ると，まず, TSS であるが, BATCH 処理であるかが

判別され, BATCHの場合は誘導のための処理はスキップされる。TSSの場

合は，処理対象たるBUF (BSW)の内容をしらべ，処理すべき要素が入力され

ているかどうかを検する。既入力であれば，直接処理に移るし, BUF (BSW)

がブランクであれば，誘導処理に入ることになる。

MSW= 0であれば，要素の性質を説明するためのメッセージはないことを

意味する。＞0の場合は，それがレコード番号であり，メッセージをファイル

から入力してデイスプレイする。つづいて，各要素に個有のメッセージをディ

スプレイする。このメッセージは, FMCPの命令の説明に付記してある。たと

えば，整数の場合には
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KEY IN INTEGER

である。

これが終ると入力が要求される。これはVARIARIR GETルーティンに

よって行なわれるが，後にくわしく説明する。

入力が行なわれると, BUF (BSW)の内容を対象に, INSTによって分岐し

て該当する要素として翻訳処理が行なわれる。このとき, SYNTAX表のINS

部以外の内容その他がパラメータとして用いられる。翻訳結果はARGTBLの

STO部の内容で指定されている位置に格納される。

翻訳中にエラーが検出されたときは，エラー・メッセージが，各翻訳ルーテ

ィンによって出される。TSSであれば，エラーの検出されたBUF上の欄より

以下の既入力情報をすべて無効とし, ARGTBLの対応する位置も初期状態に

かえして，レジスター，スイッチ類をリセットした上，再入力を要求すること

となる。

以上がEDFEINの機能であるが，このルーティンには，既入力部分をディ

スフ･レイして訂正する機能を含んでいる。以下この訂正機能を含めて，入力ル

ーティンVARIARI､E GETについて説明する。

次頁に VARIART.E GET ルーティンのフロー・チャートを示した。この

ルーティンは，独立したサブルーティンではなく, FDEFINの一部である

が，説明の便宜上切はなした。

入力がなされると，命令文分解ルーティンVlOCUTがよばれて，入力情報

を分解する。この際, BUFへの格納開始位置が, BUFSに，格納終了位置に

1を加えたもの，つまり，次回の格納開始位置がBUFEに記録される。

入力が'？'でなければ，これで入力処理は終る。′？′の場合は, BUFの内

容を，数頁にわけてディスプレイし，訂正入力を要求する。

訂正入力がブランクまたはOのときは，訂正なしとして，はじめの入力要求

にもどる。

整数Nをうち，つづいて任意の入力を行なうとBUF (N)の内容がその入力

内容で入れかえられる。
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REPLACE
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１
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１
１
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／
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13 TIME

とすれば, BUF(13)が，単語TIMEで入れかえられる。つづいて訂正入力が要

求されるから，ひきつづき訂正を行ない，最後はブランクを入力すればよい。

演算命令の翻訳と実行

会話型インタプリタティブ・システムと演算命令文

算術代入文,IF文等（以下一括して「演算命令文」とよぶ）の翻訳は，他

の命令文とはちがったロジックによってなされる。これらは，命令文の中で記

述されている順序以外の，所定の演算優先順位に従って翻訳される。本システ

ムでは，演算優先順位は，論理式，関係式を含めて, FORTRAN文法規約に

準拠する。この翻訳ルーティンは，構文解析ルーティンとは別に，コンパイラ

に組込まれている。FORTRANとちがってFOILの演算命令文は，単にス

カラ間の演算のみでなく，時系列間の演算その他の複数の演算式を処理する。

時系列に対して適用された場合は，標本期間の全体について同一の演算を行う

し，クロス・セクション型のデータ構造に対してアクセスする演算命令文は，

レコード数だけ，同一の演算をくりかえす。これらは同一のルーティンで翻訳

される。したがって，この演算式解析ルーティンもまた汎用であるといえる。

翻訳の最終結果自体は，実行可能なう。ログラムではなく，クローズド・タイ

プ・サブルーティンに対する引数であることを原則とするのが，インタリタプ

ティブ・システムである。単位演算プログラムを優先順にしたがって棚積みし

てゆく正統的な方法は，インタプリタティブなシステムの構造となじまない。

われわれはすでに，棚積み方式による解析法をとったシステムを作製・稼動し

ているが，翻訳プログラムが繁雑であり，処理速度が遅い上に，解析結果が大

きくなり勝ちで，他の命令文の比較的少ない引数と調和しない。

さらに，このシステムは，会話型処理を基本とし，1つの命令文を翻訳して

直ちにその内容を実行するという処理をくりかえす。クロス・セクション型の

データ構造とこの処理型式との間には重大な難点がある。いま，一例として，



FOIL V-10 269

レコード中に,A,B, C,D,……等の諸項目があり，これらに，

X=A+B

Y =C/D

合 ■

等の変換を加えて，これらの結果についてある統計方法を適用したいという場

合を考えてみよう。

レコード数を、とすれば，これらの処理は、回くりかえされるが,1回ごと

にファイルのアクセスを行なわねばならない。もし1命令宛，翻訳実行をくり

かえせば，変換のための命令数をkとして，読み書きを含めてm* k* 21nlの

アクセスを行うことになる。バッチ処理的に，一回のアクセスで処理できる限

り，各命令文ごとの引数を一括しておいて，連続的に変換する方が明かに効率

的である。

これら2つの問題点は，会話型のインタフ｡リティブ・システムで，クロス・

セクショナルなデータ構造を対象とする場合には，特徴的なものである。

第1の問題のためには，棚積み法によらない演算命令文解析ロジックを開発

した。演算命令文も他の命令文と同様に，記入された順序に引数表に格納され

てゆく。本システムでは1命令文40個まで変数を格納できるように設計されて

いる。式にあらわれる変数名または定数の個数，左カッコ［（］の個数および

関数名(ALOG, SQRT等）の個数の合計が40個までの式を翻訳し処理できる。

第2の問題のためには，クロス・セクション・データ・ファイルのアクセス

を前提とする命令文については，命令文編集オフ･ションを付しうることにし

た。命令文編集オフ･ションは，う。ログラムのメイン・フロー中に書いてよい

が，それとは独立のセグメントを形成し，翻訳結果として数式表[MCMPテ

ーブル］を生成する。これには個有名称「数式表名」をつける。このセグメイ

ントの中では

算術式

IF文
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EJECT IF文

GOTO文

だけが用いられる規約とし，特定の命令文によってこのセグメントに入ると，

セグメントの終りまでは翻訳のみが行なわれて，実行は行なわれない。翻訳結

果は，1枚の数式表に構成され，ファイルに格納される。ある命令文がクロス

・セクション・ファイルのアクセスを前提する場合は，その命令文のオフ｡ショ

ンとして，この数式表の名前を指定すれば，入力データは，所要の修正を受け

る。オフ･ションがついていなければ，入力データから必要な項目を取出して，

データ変換を行うことなく，その命令文の処理を行うことを意味する。

演算命令文の解析

演算命令文の解析には，4バイト6列の演算解析表がつかわれる。次掲の表

によって，棚積み法によらず，どの様に算術文の解析が行なわれるかを説明す

る。与えられた演算命令文は，あらかじめ分解ルーティンによって分解され，

BUFに格納されているものとする。

分解に当っては，演算子，定数または変数名，添数の組が，一つの要素とし

て取扱われ，演算解析表の1行に収納される。なお左括孤〔（〕は，1つの変

数とみなして処理される。演算子は算術演算子〔＊＊ ＊ ／ ＋ －〕,論理

演算子[.AND. .NOT. .OR]および関係演算子[.GT. .GE.

.LT. .LE.、EQ．.NE. )と符号[=]とが, FORTRAN の規約

する優先順位によって，その高い程大きい2桁の番号が割当てられている。但

し，10以上の桁の値が等しいときは同じ優先順位にあるものとみなされる。左

括孤が来ると，それ以後は演算子の番号に100が加えられる，左括孤が2回あ

れば, 200を加える。以下同様である。反対に右括孤の場合は100づつが引かれ

る。この規則によって，解析終~r時には，括孤を示す100以上の値が残ってい

てはならないということを判別して，括孤か左右対称につけられていたことを

確認する。

関数[SQRT, ALOG, EXP, SIN, COS等〕は，一旦変数名と
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して処理されるが，1組の要素の処理が終った後，関数名表が調べられ，同じ

名前があれば，次の要素が左括孤であることを確認して，次の要素の演算子

を，その関数とする。

次掲の表は

X= (-B+SQRT (B*B-4.0*A*C<K+l/J>))/

(2.0*A) :

という例について，演算命令文の解析経過を示したものである。分解結果は

FIG. 1の形で, BUFに格納されている。右側に番号で要素を示した。同一番

号のものが集って，演算解析表の1要素（1行）となる。この分解された要素

が, FIG.2の演算解析表に転送される。変数名は実際は演算解析表に転送され

ず，直接VNO欄の変数番号，および, TYPE欄の型番号として変換されてし

まうが，ここでは，対照し易いように，一旦，変数名のまま転送するものとみ

なした, BUFに付した番号と，演算解析表の左側に付した要素番号とを比較

しながら，2つの表を見れば，分解結果がどのようにまとめられるかを容易に

理解しうるであろう。適当に＋が付加されていることに注意されたい。会話処

理の場合，添数は変数名の翻訳過程で直ちに計算され，その翻訳時での値が

SUF欄に入る。これは，翻訳して直ちにその内容を実行する会話型の処理に

対応している。添数の処理についての詳細は次節で課明する。

転送が終ると，優先順位が調べられる。OPE欄には，優先順位の高い演算

算子ほど，大きな値がりえられており，かつ，1桁口は，同一優先順位での内

容をあらわしている。例えば，＋－は優先順位では同じであり，＊／も，同様

である。しかし，＊／の方が＋－より優先順位は高い。この場合

+ 101 - 102

＊ 111 ／ 112

というように演算子番号かつく。第5要素のように，先行して左括孤が2回あ

らわれているときは，それぞれ2000が加えられるoOPE欄の値を10で割って，

値の大きいもの，同一優先順位の場合は先行するものから，その要素番号を，

PRI欄の前から順に格納してゆく。最後に, OPE欄の値を，処理し易いよう
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に，順番号に変換する。以上で演算式の解析は終りで，実行可能な演算解析表

が完成したことになる。演算子番号は変換されたことを示すために，肩に。を

付けた。この段階では，優先順はすでにPRI欄に与えられているので，括孤

のことは考慮する必要はなく，消去されている。

この方式で演算式の解析が完了していることを示すために，実行ルーティン

について説明しなければならない。次表に，実行ルーティンの概要のプログラ

ムと上掲の例題についての実行過程の説明とを掲げた。いま

A=2.0, B=5．0, C=2．0,

であるとしよう。

翻訳が完了し，実行ルーティンに制御が引渡されると，実行ルーティンに演

算解析表を参照しながら作動する。

まずVNO欄を参照して，その時の各変数の値をVAL欄に転送する。表中

のINITIAL VALに示したように値が転送され, VALの他の部分は0が入

る。

M=PRI (1)は6であり，演算解析表の第6行目が実行される。処理に当っ

ては, OPE(6)にある演算子[*]に対応する演算番号がKとなり，それによ

って，所定の演算ステートメントに分岐し実行することになる。演算対象はこ

の場合VAL (M-1)→VAL (5)である。答もまた, VAL(5)に入れられる。但

し, VAL(M-1)が，ブランクであれば VAL (M-2)が，さらにそれもブラン

クであればVAL (M－3)が，というように，ブランクがあればスキップ。される

規則である。演算対象を確定して演算番号によって分岐し，1回の計算が行な

われる。この場合は

VAL (5)=VAL (5) *VAL (6)

であり，答えは25.0となる。計算が終ればVAL (6)にはブランクが埋められ

る。

次いで，プログラムの先頭にかえって L=2とし, 8 =PRI (2)であるか

ら，第8要素の演算

VAL (7)=VAL (7) *VAL (8)
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を実行する。答えは8.0である。L=3に進んで, 9 =PRI(3)であるから第9

要素の演算を行うことになる。この場合, VAL(8)はブランクであるから

VAL (7) =VAL (7) *VAL (9)

が実行され，答えは16.0となる。

L=4 の場合に進む｡ 7 =PRI(4)であるが, VAL(6)はブランクで

VAL (5) =VAL (5) -VAL (7)

となり，答えは9.0である。その次はL=5となり, L=PRI(5),

VAL (4) =VAL (4) +VAL (5)

であるが, VAL (4)のもとの値は0.0であるから，これは, VAL (5)の値を

VAL (4)に転送し, VAL(5)にブランクを入れることになる。

さて, L=6に進んで, 4 =PRI(6)で，この計算は，

VAL (3) =SQRT (VAL (4))

となるが，もし, VAL(4)が負であれば，平方根を求めようとすれば，アブノ

ーマル・エンドになってしまう，必要なテストを事前に行うことは，このシス

テムの場合のようにタイム・シェアリングを前提し，しかも演算が必ずしもス

カラー演算ではなく，極めて大量のデータの全レコードについて行なわれてい

る場合には，あるいは，今まで長時間にわたって行なわれて来た作業を，1，

2の不良データのために無にしてしまうことになりかねない。

インタフ。リタティブな演算処理は，ここで大きな特色をもつことになり，ユ

ーザーは，中間結果のダンプ。や，プログラムの変更を行う機会を与えられるこ

とになる。非線型連立方程式の解の場合について, CUP・タイムのみで数分

を必要とする演算で, FORTRANで直接，式を与えた場合と，この方式によ

った場合とでは3～4倍の差がある。この差は一見大きい様にみえるが，この

方式によって得られる諸便益－特にプログラム・デバッグ時間を考えたと

き，この種の応用システムにとっては，この方式の方が，はるかに優れてい

る。

数式表の機能

複数の演算命令文を一括して処理するために，数式表(MCMPテーブル)が
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つくられる。数式表は演算解析表を集めて一表にしたものである。このために

必要な処理は，優先順位PRI欄の番号を変更するだけである。

数式表PRI欄の0の位置はに，その

式のテーブル長が負の値になって挿

入される。

’
いま，例として

A=B +C/D

’

｜
'X＝Y ＊＊2．0 ＊Z

という2つの式を考えてみよう。これらはおのおの右の演算定義表のように翻

訳される。

演算定義 表数式表MCMP

PRIVNO OPE

。
◎

。
◎

。
◎

。
◎

二
十

十
／

室
十

＊
＊

二
二

＊

０
１
２

３
４
５

６
７

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

Ｘ
Ｙ

。
Ｚ

岸
裾

撮
像

舟
舟
２

舟

療

０
３

２
１

０
６

７
５

０
１
２

３

０
．

。
◎

二
十

本
＊

二
＊

０
２
３

１

０
１
２
３

Ｘ
Ｙ

。
Ｚ

療
岸
２

舟

舟

レー~L_/

演算定義表は省略して説明に必要なVNO, OPE, PRI欄のみを掲げた。数式

表は演算定義表と同じ構造で，長さだけが異り, 130要素まで格納することが

VNO

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

＃
撮

影
串

DPE

◎
。

。
◎

二
十

十
／

一一
PRI

０
３
２

１
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できる。右に掲げた数式表はやはり省略されている。

さて，2つの演算定義表を併合する場合には，単純に数式表上に順序に2つ

の演算定義表を転送してから，優先順位番号PRIを修正する。この修正規則は

各式の先頭の優先順位は必ず0であるから，この位置に対応する数式表の番号

を，もとの優先順位番号に加えればよい。

演算の実行が，演算定義表によって行なわれたときは，一表の計算が終れば

処理を終了するが，数式表による場合は，｜可じ実行ルーティンを用いて，優先

順位がOになるたびに，別の式とみなして，計算の実行をくりかえす。このシ

ステムでは，原則として1命令文ごとに翻訳と実行とをくり返し，そのための

う。pグラムのオーバレイが行なわれる。したがって,1命令文が，大規模で実

行に長時間を要するプログラムの場合はよいが，数命令文か，短かい式等で構

成されているときは，極端に非効率になってしまう。

数式表は，この欠点を補うためのものである。数式表を構成するには，特定

の命令文を設け，これによって，数式表の構成を指定する。たとえば

MODIFY DATA(NAME) :

STOP MODIFY:

という2つの命令文を設け，この2命令文にはさまれた諸命令文は，数式表に

一括されるものとする。数式表はシステム・ファイルに格納され，必要な場合

に参照されるが，このために数式表名をつける。数式表名は，便宜上，行列名

ZaITXNM を用いて登録される。ただし，ここに掲げた命令文は，例として

の便宜的なもので，附随機能と組合せた数式表作製命令が，複数組設定され

る。

MODI FY DATA命令文によって，数式表の初期化が行なわれ，名前が登録

されると共に，共通領域のMAPRGがOに, MAPSW が1にセットされる。

以下1命令文ごとにMAPRGに1を加え，何命令文を一表にしたかが勘定され

る。数式表に統合可能な命令文は

COMPUT E 文

IF 文
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LOGICAL IF

ARITHMETIC IF

EJECT IF

GO TO 文

COMPUTED GO TO

UNCONDITIONAL GO TO

CONTINUE 文

である。これらは翻訳過程において MAPSWを参点し,0であれば翻訳を行

って，直ちに実行に移るが，キ0であれば，翻訳を行って，結果を数式表に移

し実行は行なわない。

STOP MODIFY命令文が来ると, MAPSW をOにし，数式表の優先順位

を修正し，ファイルに書き出す。数式表に統合された一群の命令文は，直ちに

実行される場合もあるが，通常はファイルに収納され，他の命令文によってそ

の命令文に対する入力データの加工のために用いられる。STOP MODIFY命

令文のかわりに，積率行列の計算その他の集計データの計算命令文に，数式表

の編集機能を組合せたものも作製しうる。

これらの詳細は，各サブ・システム命令文の設計書において設明されるべき

性質のものである。

添数の処理

FOI Lの文法規約では，変数名に添数をつけるときは，不等号[< >]で

囲むことになっている。認められる添数の次元は，変数の種類によって異なる

が，最大3次元まである。添数としては，整定数，整変数，および3項までの

整数間の算術演算式を用いることができる。ただし，添数付の整変数を用いて

はならず，算術演算式には，加減乗除巾〔＋－＊／＊＊〕を任意の順序で用い

てもよいが，括孤〔（）〕および関数を用いてはならない｡2元以上の場

合，添数と添数との間はコンマ〔，〕で区切るものとする。以下に示した例

は，いづれも妥当な添数の記法である。

<5> <1> <I十J/5><1, 3><K, L*M**2>
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時系列変数の場合，添数は2次元まで認められているが，第1添数は通常の

意味での添数ではなく，タイム・ラグを意味する。従って，この場合第1添数

は通常〔－〕の値となる。その他の場合は，負値をとる場合は，エラーとみな

される。

添数の翻訳は，一般の算術代入文の翻訳と同じであり，前節までに説明した

のと同じロジックによって翻訳されるが，処理ルーティンを簡単にするため，

強い制約を置いている｡2次元以上の場合は，各次元が別別に翻訳される。

1命令文づつ翻訳に引つづいて実行が行なわれる場合[MODE (3) =0の場

合〕には，翻訳と共にその値が計算されて，結果を引数表に入れる。第1添数

の値は，引数表のLAG欄，第2添数の値は引数表のSUF欄に入り，第3添数

は引数表のSUF 2欄に置かれる。

その他の場合[MODE (3)キ0の場合〕は，翻訳が行なわれ，翻訳結果は，演

算定義表と同じ形式の添数定義表に入れられる。添数定義表の作製手順は，演

算定義表および数式表の作製手順と同じである。但し，1命令文に含まれるす

べての添数が,1枚の添数定義表上に翻訳される。引数表には,1命令文づっ

の翻訳実行の場合と同様に，第1添数がLAG欄，第2添数がSUF欄，第3添

数がSUF 2欄に入るが，その状態は次のようになる。

1． 添数が，1個の整定数のみである場合

対応する欄にその値が入る。

2． 添数が，1個の鑿変数のみである場合

その変変数の整数定義表上の位置を示す番号に, 3000を加えたもの

か，対応する欄に入る。

なお，以上，2つの場合は，引数表のみにその情報が置かれ，添数

定義表には添数翻訳の結果は何も入れられない。

3． 添数が，算術演算式である場合

添数定義表上の，その添数演算式の翻訳結果が格納されている先頭

位置に対応する番号に, 4000を加えた値が，引数表上の対応位置に入

る。
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4． 数式表に編集される演算命令文が添数をもつ場合

この場合には, MODE (3)の状態にかかわりなく，添数定義表が作

製され，その翻訳結果は，命令文自体を数式表に編集する前に，同じ

形で数式表に入れられる。つまり，添数の計算式は，独立の演算命令

文として取扱われる。添数計算式の左辺には，数式表上の対応する添

数格納位置を示すよう修正される。

添数の処理ルーティンは,各変数の翻訳ルーティンに組込まれており, FMCP

言語によって構文をプログラムする場合，添数を考慮する必要はない。翻訳結

果をファイルに出力するとき，コマンド[CMD ]および，引数表[ARGTBL]

とともに添数定義表も一括出力される。単一･の演算命令文の場合の処理は，引

数表の代りに数式表が出力されるだけで，添数の処理については，一般の命令

文とかわらない。

実行時においては, FEXECルーティンの先頭に，添数処理ルーティンがあ

り，このルーティンが，引数表の内容を解析して添数の処理を行う。 BASIC

サブ・システムに含まれている，整数および実数については, VNO欄は，添

数で修正した値が入る。レコード変数についても|｢1様である。時系列変数およ

びモデル変数については, VNO欄の値は，第2添数によって修正され，第1

添数〔タイム・ラグ〕は，実行時における値が計算されて入っている。その他

の変数については，各サブ・システムのシステム編集マニマアルにおいて説明

する。

FOIL命令文の実行ルーティン接続

実行ルーティンの編集と接続

FOILシステムにおいては，命令文はそれに対応する実行ルーティンをもち

命令文翻訳ルーティンは実行ルーティンに対して引数を準備するものと考えら

れている。この翻訳ルーティンと実行ルーティンとの対応は命令表CMDTBL

を通じて取られ，命令表はソース・う｡口グラムの命令文が入力されて，その命
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令名称が識別されると，どのような翻訳が行われるべきかを指定し，翻訳後は

どの実行ルーティンを選んで制御を引渡すべきか，についての情報を保存して

いる。

この情報は右図のような形 CMD( 4 )

で, CMDに入れられている。

第1語にはこの命令文の簡略名SHORT NAME

が入り，第2語にはフェーズ名PHASE NAME

が入る。第3語には翻訳ルーテ
COMPILE

イン用の内部コマンドが，第4

語には実行ルーティン用の内部EXECUTE

コマンドが入る。

FEXECルーティンに制御が

わたると，実行用コマンドCM

D (4)は直ちに2バイトとづつ4個に分解されて，

I PROGNO j PATH
SUBSYS ENT ・

前から順に，共通領域の

SUBSYS, PROGNO, ENT, PATH

にそれぞれ格納する。これらの情報によって所要の実行ルーティンをさがして

ロードしそれへ分岐する。オーバレイを行う方式は，オペレーティング・シス

テムによって差があるので，どの情報を用いるかは対象機種によって異る。

LLINK, OPSYS等の連結ルーティンをう｡ログラム中でCALLして，オーバ

レイを行う形式をとるシステムの場合は, PHASE名と, ENTおよびPATH

の内容をパラメータとして分岐を行う。

リンケージ・エディタがオーバレイ

構造を編集する形式のシステムでは, __gLJBsYs |

実行コマンド・パラメータのうち，

鴻月継鷲鷲媒■計…”
ムがFEXECに組込まれている。各命 ｜

W R I T E I

B A S C O 7
－－－－

1 7 2 0
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FULL NAHE SHORT PHASE l COMCOMNAND

－－－－－一－口－

｜

口
XXX

XXX

XXX

XXX

XXX

XXX

XXX

XXX

XXX

XXX

XXX

XXX

XXX

XXX

XXX

１
２

３
４
５

６
７

８
９

０１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

｜
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｑ
－

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

一
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ
一

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

－

Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｏ

１
１

１
１

１
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ｏ

１
２
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５

１
１

１
１

１

XXX

XXX

XXX

一~－~ －－

一

令文に対応してダミー・サブルーティンが組込まれており，システムはいわ

ば，完成した形に編集されている。以上を考慮して，各命令文に対応するサブ

ルーティンを作製する場合には，その命令文を登録する命令表を参照して，そ

の命令名称に対応するフェーズ名を，サブルーティン名とすることを規約す

る。フェーズ名を用いて分岐するときは，システムは，自動的にフェーズ名の

後に，文字'P'を追加したものをフェーズ名としてつくり出し，それを用いて

分岐するようになっている。

いま，命令表は上の表のような状態であるとしよう。BASCO5という

PHASE 名をもつ命令文に対応する実行ルーティンのサブルーティン名は

[BASCO5]と名付ける。それをプロク、ラム・ライブラリに登特するとき，フ

ェーズ名は[BASCO5P]とする。

例として，新らしく命令文を登録し，その実行ルーティンを作製する手順に

ついて説明しておく。

命令の登録 まず，命令文の名称を命令表に登録しなければならない。

この例では，

READ INTEGER,11,12,．．．．．, 18:

WRITE INTEGER, 11, 12,..．．．, 18:

という2つの命令文をとりあげる。この命令文の実行ルーティンは簡単で短い

プログラムであるから，2命令文を1つのプログラムにまとめることとする。
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命令表を調べるとBASICサブシステムには第6番目まで命令が登録済である

から，7番目，8番目を使用することとする。登録のためのう｡ログラムは，

REGISTER STATEMENT,READ INTEGER

(READI) ;

WRITE INTEGER (WRITEI),

BASCO7(1,7,2,0), (1,7,2,0) :

である。第7番目への登録はフェーズ名，内部コマンドを変更する必要がな

く，かつ空番の先頭へ入れるので，命令文名称とその簡略名だけを書けばよ

い。第8番目への登録は，これに対応するルーティンがすべて第7番目の中に

含まれており，フェーズ名，内部コマンド共に変更しておかねばならない。登

録は空番の先頭に対して行なえばよい。フェーズ名はBASCO7を使用し，内部

コマンドは第7番|｣のものと同じでENTだけが2となる。

以上で命令文名称の登録は終る。

構文の登録 次に翻訳のための構文表の登録を行なわねばならない。FMCP

のプログラムは，次頁に例示した。登録のための命令文は，

REGISTER SYNTAX(READI):

である。これによって, FMCPフ･ログラムが翻訳され，構成された構文表が

登録される。構文表は2命令文をエントリーで区別して処理するようにう°ログ

ラムされており，登録されると対応する内部翻訳用コマンドのENT欄に,その

レコード番号が記入される。

FMCPフ･ログラムでは，命令表のENTに対応して,2つのPG命令を書

く。これは，上述のPATH記入を行うためのものであると共に，会話処理時

には,GT命令と共に，ユーザに対して，この命令文の書き方を示す機能をも

つ。

READ, WRITE共，内容の記述法は同じで，整数名をならべて書けばよ

く，整数名8個までを指定できるものとする｡8個としたのは，出力時のブラ

ウン管の1行の字数を考慮した結果である。ただし，同じ整数名でもそれに対

する処理はちがって来る。 READの場合は人力であって，整数名自体，この
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Ｂ

Ｓ
８

Ｒ
Ｎ

Ｎ
Ａ

Ａ
Ｒ

Ｒ
Ａ

Ｄ
Ｔ

Ｉ
Ｅ

Ｅ
ｌ

Ｎ
Ｓ

Ｒ
Ｔ

Ｔ
Ｒ

Ｅ
Ａ

Ｓ
Ｓ

Ａ
Ｌ

Ｒ
Ｉ

Ｉ
Ｒ

Ｌ
Ｉ

Ｂ
Ｇ

Ｇ
Ｂ

１
０

Ｉ
Ｅ

Ｅ
Ｉ

Ｏ
＊

Ｆ
Ｌ

Ｒ
Ｒ

Ｌ
Ｆ

／

F M C P PRDGRAM

命令文ではじめて現われるものであっても差支えない。つまり未定義なら，こ

の命令文で定義すればよいのである。これに対してWRITEの場合は出力で

あり，未定義なら出力の仕方がないから当然エラーである。フ･ログラム中では
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この機能の差を変数[mで規定しているが，う。ロク．ラムの先頭で，このFの

値をセットしなければならない。

整数名1個は，少くとも指定されねばならない。後はくりかえして8個まで

指定できる。命令文の終了は，変数名の後に〔，〕をうつか〔：〕をうつかで

区別される。

誘導メッセージ，エラー・メッセージは，内蔵されたものだけを出すことと

し，以上でう｡ログラムは終了する。

以上のう｡pグラムを一括して示すと以下のようになる。

実行ルーティンの作製の登録

続いて実行ルーティンを作製しこれをシステムに組込まねばならない。翻訳

結果はすべて共通領域に格納されているので，これを用いて必要なパラメータ

を得，実行ルーティンがそれによって作動するようフ･ロク、ラミングを行う。次

頁に例示した。

サブルーティン名は[BASCO7 ]とする。FOIL V-10用のCOMMON

CARD DECKを付ける。エントリー番号はENTに入っているので，それに

よって，2種のう｡pグラムに分岐する。

READ INTEGERの場合は，わかり易いように簡易なう。ロク、ラムとした。

実際には自由型式の入力カルーティンが組みこまれている。この例の場合，固

定型式で，まずカード1枚分のデータを，バッファーSTOに入力する。命令

文に｛Ⅱ1個かかれるかはわからないが，引数表ARGTBLのVNO欄に，命令

文に書かれた個数に対応して変数番号が書かれている｡Oなら，その後は，変

数名が指定されていない筈である。変数番号には，型番号（整数の場合3000)

が付けられているので，それを除き, IVTVL表の添数に変えて，対応する

STO上の入力データを整数表に格納する。

WRITE INTEGERの場合，頁替を行って出力する場合と，行なわないで

出力する場合とがある。この区分は制御番号を用いて行い，制御番号が0でな

ければ頁替を行うものとする。

頁を替えた場合は，見出しをつけなければならない。これはHEADERサブ
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PROGRAMMING EXAMPLE No．】

■
■

８
－

１

９
』

■●●０

２１
－

Ｋ
一

一
Ｃ

一

一
Ｅ

ｌ
ｆ

１
－

Ｄ
－

Ｉ

－
Ｎ

一

一
Ｏ

一
９

一
Ｍ

一

Ｎ
一

Ｍ
一

β
－

０
一

一
Ｃ

－
ＲＥ

－
０

一

Ｇ
－

１
－
１

Ｔ

Ｅ
一

一
一

Ｎ
丁

一
Ｖ

－
０

Ｅ
７

一
Ｎ

－
２

０
－

’
一

Ｌ
一

‐
Ｃ

一
一

’
一
！

１

ｓ
一

Ｅ
一

０
－
０

Ｏ
Ａ

－
Ｄ

Ｔ
一

Ｆ
－
Ｔ

Ｏ
Ｂ

一
Ａ

Ｉ
一

一
ｓ

２
－
Ｅ

Ｒ
－

－
Ｒ

Ｗ
』

，

Ｅ
一

Ｏ
Ｎ

一
一

４
０

７
▲

一
申

。
一

一
＊

ｑ■凸

Ｔ
－
１

２
－

一
Ｒ

ｆ
Ｕ

一
一
Ｅ

－
Ｏ

－
Ｔ

Ｔ
ｌ

一
Ｇ

－
Ｏ

Ｒ
－
Ｎ

Ｎ
一

一
Ｅ

－
Ｔ

Ｂ
－
Ｅ

Ｅ
一

一
Ｔ

－
Ｕ

一
一

Ｎ
－
Ｏ

Ｓ
一

一
Ｉ

ｌ
Ｇ

Ｃ
Ｃ
Ｃ

Ｃ
Ｃ

ｃ
ｃ

ｃ
ｃ ＲＥＧＥＴ

Ｏ

Ｎ
Ｔ

１

１
Ｓ

Ｏ

Ｄ
１

１

Ａ
５

１

Ｅ
Ｏ

８

Ｒ
１

９
．
ｆ
Ｌ

５

－
ｆ

ＴＡ

－
Ｄ

Ｍ

－
Ａ

Ｒ

－
Ｅ

Ｏ
－
Ｒ

Ｆ

０
５

０
０

１
１

C

、0 120 1 = 1．8

1 F （VNO（1） ・EQ、 0） GO TO 300

I NO = HOD （VNO（1）． 1000）

I NTVL（IND） ＝ STO（1）

l20 CON TI NUE

GO TQ 300

ｃ
ｃ

０２２０ＴＯＧ１０

ＲＥ
Ｏ

Ｇ
Ｑ

Ｅ
Ｅ

Ｔ
。

ＮＩ
ｌ

８
１

Ｅ
０
く

Ｔ
１
０

１
Ｎ

Ｒ
二

Ｖ

Ｗ
ｆ

Ｉ
Ｅ

Ｆ
Ｕ

１

－
Ｏ

Ｉ
Ｎ

－
－
１

１
１

－
２

ＴＮ
二

一
０

Ｏ

－
Ｄ

Ｃ
Ｉ

Ｏ
０

０

０
１

２

２
２

２

C

IF （CNTL ･EQ. O) GO TO

CALL HEADER （O I NTEGER

CALL LINE （ O ）

230

DATA LI ST aD）

ｃ
ｃ

230

ｊ
ｌ

ｌ
ｊ

ｌ
ｌ
ｌ

、
Ｊ

Ｄ
９
９

０

１
１
１

１

二
二

二
Ｊ

Ｋ
Ｋ

Ｋ
ｊ

１
０

０

０
９
０

３

１
Ｊ

１
１

Ｋ
Ｋ
Ｋ

一
ｊ

Ｏ
Ｉ

Ｉ
く

一
Ｊ
Ｏ

Ｅ
－
８

財
Ｌ

－
Ａ
Ｉ

Ａ
Ｇ

Ａ
－

０

Ｎ
Ａ

Ｖ
－

．
０

‐
Ｖ

Ｌ
Ｉ

一
Ｘ

Ｘ
１

１
１

く
Ｏ

１
２
９

ｊ
ｆ
も

〃
Ｌ

〃
Ｉ

Ｔ
一

８
８

８
８

７
ｊ
ｌ
ｊ
ｌ

ｊ

５
６
７

８
５

，
，

，
Ｄ

ｆ
４
４

４
４

４
０

２
２
２

２
２

Ｈ
Ｈ

Ｈ
Ｈ

仁
』

０
６

９
，

９
．
４

○
八

ｑ
△

９
４

Ｎ
６
６

６
６
６

く
く

ｌ
ｆ

Ｉ
Ｉ
ｌ

Ｉ
Ｉ
く

Ｌ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ

Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ａ
Ａ
Ａ

Ａ

Ｌ
Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ
Ｔ

Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｍ

Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｒ

Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｒ

Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｃ
Ｗ

Ｗ
Ｗ
Ｗ

Ｗ
Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｆ

,C

５
６

７
８

４
４

４
４

２
２

２
２

C

300 RETURN
END
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BYTE DATA PROCESSING ROUTINES

l PI CK UP CHARACTE R

２
２

Ｆ
２

Ｆ
Ｎ

Ｎ
２

８
２

４
１

４
Ｋ

Ｋ
Ｋ

Ｋ
１

１
８

２
４

２
４

１

ｃ
ｃ

ｃ
ｃ

Ｔ
Ｔ

Ｖ
Ｖ

Ｖ
Ｖ

Ｖ
Ｖ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｕ
Ｕ

Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｎ

Ｐ
Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ
Ｐ

ｃ
ｃ

ｃ
ｃ

Ｃ
Ｃ

Ｌ
二

Ｌ
二

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ａ
Ｉ

Ａ
Ｉ

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ｃ
ｃ

ｃ
ｃ

ｃ
ｃ

ｃ
ｃ

ｃ
Ｃ

？
？

９
ｆ

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

１
１

Ｄ
Ｋ

Ｉ
Ｌ

Ｉ
Ｋ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

く
Ｉ

Ｉ
Ｉ

ｉ
く

Ｉ
く

ｊＥｐＹＴ

９
１

１
１

１
１

Ｌ
Ｆ

Ｏ
Ｕ

０
，
Ｊ

，
１

Ｃ
Ｓ

Ｌ
Ｌ

Ｆ
Ｆ

Ｏ
Ｏ

Ｕ
Ｕ

９
１

１
１

１
１

ｊ
Ｃ

Ｃ
Ｓ

Ｓ
Ａ

Ａ
Ｋ

Ｄ
Ｌ

Ｉ
Ｋ

Ｉ
2 pl CK UP 2－BYTE DATA

Ｔ
Ｔ

Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｒ
Ｒ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｅ
Ｅ

Ｙ
Ｙ

Ｙ
Ｙ

Ｙ
Ｙ

Ｓ
Ｓ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｎ
Ｎ

Ｉ
１

８
２

４
２

４
１

Ｙ
Ｙ

Ｌ
Ｌ

Ｌ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｍ

Ｙ
Ｍ

Ｙ
岡

Ｙ

Ｅ
Ｌ

Ｅ
Ｌ

Ｅ
Ｌ

Ｓ
Ｂ

Ｓ
Ｂ

Ｓ
Ｂ

Ｓ
Ｍ

Ｓ
Ｍ

Ｓ
Ｍ

Ａ
Ｅ

Ａ
Ｅ

Ａ
Ｅ

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ｉ
Ｓ

Ｉ
Ｓ

Ｉ
Ｓ

Ａ
Ｄ

Ａ
Ｄ

Ａ
Ｄ

Ａ
Ｔ

Ｒ
Ａ

Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｄ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｙ

Ｙ
Ｙ

Ｙ
Ｙ

Ｙ

Ｃ
Ｅ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ａ
Ｔ

Ｒ
Ｙ

２
８

２
４

１
４

Ａ
Ｂ

Ｈ
０

０
０

０
Ｏ

Ｄ
Ｃ

２
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｔ

３
４

５
６

７
８

９

1 0

ＲＥＴＣＡＲＡＨ

Ｓ
Ｓ

Ｓ
Ｃ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｔ

Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｃ

Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｉ

Ｂ

Ｍ
Ｍ

Ｍ
Ｒ

Ａ
Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ａ
Ｅ

Ｈ
Ａ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｍ

Ｐ
Ｎ

Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ａ

Ｕ
Ｌ

Ａ

Ｙ
Ｎ

Ａ
Ｋ

Ａ

Ｎ
４

２
Ｙ

Ｒ

Ａ
Ｒ

ｑ
５

６

Ｒ
Ａ

Ｆ
Ｆ

Ｆ
Ｒ

Ｏ
０

０
Ａ

Ｎ
・０

１

Ｙ
Ｙ

Ｙ
Ｎ

・０
Ｎ

Ａ
Ａ

Ａ
１

Ｎ
Ａ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｏ

Ｅ
Ｎ

Ｈ

Ｒ
Ｒ

Ｒ
Ｎ

Ｉ
Ｄ

Ｏ
Ｔ

Ａ
Ａ

Ａ
Ｏ

Ｔ
０

１

１
１

Ｃ
Ｔ

Ｒ

Ｌ
Ｌ

Ｌ
Ｔ

Ｓ
Ａ

Ｅ

Ａ
Ａ

Ａ
１

０
Ｅ

Ｎ
Ｈ

Ｎ
Ｎ

Ｎ
Ｒ

Ｒ
Ｓ

Ｐ
Ｐ

Ｉ
Ｔ

Ｏ
０

０
Ａ

Ａ
Ｏ

Ｙ
Ｍ

Ｏ

Ｉ
１

１
Ｌ

Ｌ
Ｐ

Ａ
Ｔ

Ｒ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

Ａ
Ａ

Ｔ
Ｅ

Ｅ

Ｎ
Ｎ

Ｎ
ｃ

ｃ
Ｒ

Ａ
Ｒ

Ｔ
Ｄ

Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｓ

Ｓ
Ｅ

Ｄ
Ｅ

Ｏ
間

Ｍ
Ｍ

Ｔ
Ｔ

Ｔ
Ｃ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｅ

Ｅ
Ｃ

Ｅ
Ｃ

Ｎ

Ｄ
Ｄ

Ｄ
Ｔ

Ｔ
Ａ

Ｔ
Ａ

Ｅ
Ｌ

Ｙ
Ｙ

Ｒ
Ｙ

Ｒ
Ｍ

Ａ

Ｅ
Ｅ

Ｅ
Ｂ

Ｂ
Ａ

Ｂ
Ａ

Ｅ
Ｋ

Ｉ
Ｎ

Ｎ
Ｎ

一
一

Ｈ
一

Ｈ
Ｔ

Ｎ
Ｃ

Ｏ
０

０
８

４
Ｃ

２
Ｃ

Ａ
Ａ

Ｅ

Ｔ
Ｌ

Ｐ

ｓ
Ｂ

Ｓ

４
４

４
８

４
４

４
４

１
１

１
Ａ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

１
２

３

Ｘ
Ｊ

Ｅ

Ｌ
Ｆ

Ｐ

Ｄ
９

０
Ｕ

Ｙ
Ａ

Ｋ
Ｌ

Ｄ
Ｉ

Ｃ
ｓ

Ｔ

1，2，

／申申６６ｘｘＳ＄

／
必〃

Ｈ
ａ

Ｇ
ａ

／
Ｆ

５
９

岸上
臣》

Ｄ
Ｄ

４
ｃ

ｃ
４

Ｂ
Ｂ

３
Ａ

Ａ
３２

／
／

２１
Ｊ

Ｘ
１１１Ｈ

〃
Ｏ

Ｈ

ｊ
ｊ

ｊ
Ｇ

Ｏ
５

Ｇ

１
Ａ

Ｆ

Ｉ
Ｉ

Ａ
ＦＥ

Ａ
ｆ

Ｅ

Ａ
Ａ

Ａ
、

Ｉ
Ｄ

Ｅ
ｃ

ｃ
Ｃ

４
８

Ｎ
Ｂ

車
申

Ｅ
Ｂ

Ｒ
Ｌ

Ａ
Ｅ

Ａ
Ａ

Ｇ
Ｖ

４

Ｅ
Ｌ

Ｉ
／

Ｔ
Ａ

Ｕ

Ｎ
Ｅ

Ｑ
Ｉ

Ｒ
Ｅ

ＡＡＴＡＤ

ルーティンを用いる。引数には，つけたい見出しを､、で囲んで60字以内で書き

最後に〔＠〕を付ける。頁替は，出力行数制御をかねてLINEサブルーティン

で行う。頁替の場合は引数に0，その他の場合は予定出力行数を書く。

何個を出力するかは, VNOのうちOでないものの個数をカウントす~ればよ

い。整数のうちには，盤配列の要素も含んでいるので，変数名および添数と，
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整数の値とをならべて出力する。

システム編集用プログラムによって，以上のう。pグラムをシステムに組みこ

めば，この2つの命令文の組込み作業は終る。編集用う｡ログラムは，ユーザー

に対して提供され，それを実行させればよいようになっているが，対象機種に

よって差があるのでここでは説明しない。

FOIL V-10コンパイラは, FORTRANだけで書かれているが，ワード・

マシンとの互換性を確保する必要上，1バイトおよび2バイトの宣言は行なわ

ず，すべてのデータは4バイトまたは8バイトに統一している。しかしコンパ

イラの機構上，どうしても1バイトおよび2バイトを用いなければならぬ場合

やデータ領域を節約したい場合が生じてくるので，分解ルーティンおよび合成

ルーティンをシステムに内蔵して処理しうるようになっている。

1．文字の取出し CALL PICK(A,COL,1,TYPE)
| =PICKF(A,COL)

文字ﾀﾘAの第COL宇目の文字を取出し，その2進コードをIに入れる。さらに文

字の型をｷﾘ別し，その型番号をTYPEに入れる。TYPE=0のときはエラーである

COL=5のとき'=| cl
(EBCDIC 195,ASCI1 67)TYPE=5

2．2バイト・データの取出し CALL PICK2(A, SUF, I)
I = PICK2F(A,SUF)

文字列Aを2バイト配列とみなし，その第SUF番目をIの後2バイトに入れる。

前2バイトには0が入る。

SU F=5のとき|=|- E EISUF=|5のとき!=| @@'

3．文字の挿入 CALL PUTIN(1,A,COL)

Iの右端1バイトの内容を，文字列Aの第COL宇目に入れる。

特殊コード＃の10進ASCIIコードは35である。

CALL PUTIN(35,X,5)によってX='A B C D#FGH'

CALL PUTIN('#', X, 5)によってX='AB CD#FGH'

4．2バイト・データの挿入 CALL PUTIN2(1,A,SUF)

Iの右2バイトを,Aを2バイト配列とみなして，その第SUF番目に挿入する。

CALL PUTIN2(｣,X, 3)によって X='ABCDCDGHノ

CALL PUTIN2('@@##',X,3)によっX='A B C D##GH'
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対話型書類管理システム

- SELF -

民 野 庄 造
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I SELFの構造

I･1 SELFのシステム構成

1．2 基本事項

1．3 ファイル

1．4 システム環境

M 適用例一刊行物発送管理(MAIL SYSTEM)-

1．1 データ定義

1．2 MAIL SYSTEM の処理パターン

1．3 操作例

1．4 各モードの操作例

は じ め に

年々増加していく学術情報を網羅的・組織的に収集・蓄積し利用者の要求に

応じた的確な情報を提供する情報処理システム（情報検索システム，文献情報

システム等）は，アメリカ国立医学図書館(NLM)のMEDLARS ( 4 ) , NASA

のIRシステム(5)(6) ,日本では日本科学技術情報センター(JICST)の理工学

文献ファイル等に代表されるように科学技術，臨床医学等の発展に貢献し専門

分野では高く評価されている。実験システムでは, Cornell大学のSMART

情報検索システムに見られるように，自然語表現，自動テキスト処理という高

い水準で研究がすすめられている。

これらの情報検索システムの主たる目的は，学術研究・開発・実験等に関し
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て必要な一次情報，ないしその所在を提供することであり，情報要求者の求め

に応じて提供される情報がどの程度要求を満たしたかが重要な課題である。そ

のため情報検索システムではう

（1）網羅的データの蓄債 データの組織的管理，及び処理の効率化。

（2）主題分析・言語分析・テキスト処理の効率化，若しくは自動化。

（3）使用者の望むファシリティの提供，例えば対話方式による情報探索。

等の要件が満たされるものでなければならない。とくに情報検索のかなめで

ある主題分析・言語分析に関しては研究が盛んに行われている。

SELF (Sort, Edit and List Fi les)は，上の(2)の機能を除きデータの蓄積

・通常の検索機能に加えて，データ入力，検索データの分類・統合・編集，デ

ータ・ベースの保守，報告書等の情報操作機能を強化した情報処理システムで

ある。一般にデータ・ベース型の事務処理への適用を想定している。コンピュ

ータの操作は，表示画面による対話形式でノンプログラマ(エンド・ユーザー）

向きに没計されている。

SELFで特に注目されるのはデータ・ベース開設の部分を除き，システム設

計から，システム情報の問合せ・データ入力・蓄積データの保守・処理手続の

作成・報告書出力等まで，適用業務の計画，管理運営の殆んどの部分をユーザ

ー自身で行い得る情報処理システムであるということである。

適用業務は，アドレスの管理と資料配布システム(MAIL SYSTEM) ,文

書管理，人事情報管理，文献情報システム等，ファイルを持つ業務に広範囲の

適用が可能である。

本稿はSELFの基本構造と使用例を示したもので, @:1．4システム環境”

で表わしたSELFをとりまくデータベース・システム，データコミュニケーシ

ョン・システム等のサポート・システムに関しては別体系のシステムに依存す

るためここでは触れない。

I SELFの構造

1．1 SELFのシステム構成
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コ マ ン ド

-/QUERY データ検索

-/SORT 検索レコードの分類

-/UPDATE データの更新

-/PRINT 作表

-/LOAD データ．ベースへの入力

-/EXEC フ･ログラムの実行

-/DISPLAY データ．ベースに関する各種情報の
問合せ

-/HELP オペレータ．ガイダンス

SELF -

制御プログラム

ユティリティ

ー|－ﾃｰﾀﾞﾍｰｽ索引管理
一画面管理

(1) SELF制御プログラム

・データ．ベース／データ．コミュニケーション．システム(DB/DC)とのイン

ターフェース：メッセージ，及びデータの受渡しを行う。

・語彙・構文解析。

・コマンドの実行制御：モードの切替，前処理，後処理。

（2） コマンド

使用荷とSELFシステム間のコミュニケーション操作言語

（3） ユティリティ

●画面管理：ディスフ｡レイ画面のフォーマット定義，マッピンクﾞ（表示装置の

伝送データとユーザ・う｡ログラムで扱うロジカル・データとの変換機能）。

●索引管理：論理データと物理データの対応関係をとる各種索引の作成，並び

に保守。

1．2基本事項
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1．2．1 コマンドの階層

モードコマンド…･../QUERY /PRINT /UPDATE ･…･“･…・

サブコマンド……REPORT一SPEC = SPECIFY DEVICE =DISPLAY

（レベル1）

サブコマンド….……..･･･TITLE=唾タイトル'' 1TEM=ネーム1,ネーム2
（レベル2）

1．2．2 対話の一般的パターン

（1） モードコマンドをキーイン。

（2）折定可能サブコマンド，および要応答メッセージ（画面の侭動作表示部”

に？…？）をシステムより表示。

（3）サブコマンド入力。

（4）システムより指定可能指示リスト（パラメータ）を表示。

（5）パラメータの入力（実行)｡

必要に応じて/HELPコマンドを用い, (2)。(4)項の列挙事項，入力手順等の

ガイタゞンスを受ける。

1･2．3 表示画面レイアウト

図1．2．3 表示画面

ヨ
〆 ﾓｰﾄ表示動作表示(ﾚﾍﾙ])動作表示(ﾚﾍﾙ

｛一一鰯二櫛{二二§:藍ゴマンド

リ ス ト
I

システ
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ム

域
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「

（
QUERYファイルの内容

LI STモードによる作表

DISPLAYモードによる各種情報

デー

表示

ゴ

タ
域

、

に一~~詞耐堯加『~~－－~－ノ域｛指示
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1 ･2･4 主制御フロー

（スタート）
↓

ス タ ー ト

’ ’システム初期設定

↓レト
旨示域にセット

’
・カーソルを指示域にセット

・キーイン

NO(サブコマンド）

JP空聖ｺﾏﾝ IYES

Iｼﾕ〒"後処理｜
、

識E諭｜
｜

（~ヌー丙~ｦつ｜アンド表示

･ンド前処理
r種テーブルへ

モード

コマンド
、 ‘〉 一

マ

･モードの表示

･レベル1ゴマンドー覧表示

･カーソルを指示域にセット

･モードの表

・レベル1コ

･カーソルを

シス テム後処理

↓
｜・キーイン･キーイン

･レベル1コマンド表示~’

↓

’
・レベル1コマンド前処理

･実行ないし各種テーブルへ
の情報設定

〆レベル2－

コマンドの有無
、 ﾜ ノ
附愈>錘
有
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｜
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〆END～
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1．3 ファイル

1．3．1 データ・ベース関係

(1) Textファイル

タイトル，アブストラクト，住所・氏名等データ・レコードのテキスト。

(2) Attributeファイル

資料の属性を表わす情報，文献情報管理の例では，資料番号，分類標目，

受入・登録・更新・発送等の日付，キーワード等。

(3) Text lndexファイル

Textファイルの索引。

(4) Attribute lndexファイル

Attributeファイルの索引。

(5) Invertedファイル

キー(Key)項目の転化索引。

1．3．2 システム・ファイル

(1) Queryファイル

●/QUERYコマンドによって検索されたデータ．ベースのレコードは，当該

ファイルに蓄積される。

・収容項目：ファイル名，レコード長，更新区分（追加・削除．更新要不要．

更新日付），リンケージ・パス等。

●SORT, UPDATE, PRINT, EXEC の各モードで参照されるデータは，す

べてこのファイルである。

(2) Saveファイル

●Queryファイル上の指定レコードに名前（パラグラフ名）をつけて蓄積．保

存する。

・収容項目：パラグラフ名，登録日，削除フラッグ，削除日付，レコード数，

レコード長等。

（3）出力仕様ファイル

報告書の出力仕様を保存する。PRINTモードで呼出され出力様式の詳細仕
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図1．4 動 作 環 境

コントロール・プログラム(OS)

SELFユーザー①

SELFユーザー②

Ｄ
Ｂ
ノ
ノ
Ｄ
Ｃ
機
能

通
信
制
御
機
能

SELF

システム

１
１

↑ ’

様を当ファイルより参照する。

1．4 システム環境

SELFの動作環境を図1．4に示す。本資料では機能のみ列挙する。

（1）通信制御機能

，通信システムの定義：通信回線，リモート局（端末またはCPU ,通信制御

装置）等。

・回線群とユーザ・フ･ログラムとの結合・切離し。

・計算機システムと局との送受信（定められた伝送制御手順にしたがう）。

・エラー処理：検出，回復，記録，通知。

・バッファの確保，解放。

・コード変換。

（2）データ．ベース／データ・コミュニケーション機能(DB/DC)

・データ・ベース定義：蓄積構造，データ定義,メッセージ定義,データ保護。
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●データ・ベース・アクセス：データ・ベースをユーザー・プログラムより呼

出す。

●データ・コミュニケーション：メッセージのルーチング（端末一ユーザー

・う。ログラム相互間），メッセージの待行列処理，メッセージ編集，機密保護

リソースのスケジューリング，メッセージの呼出し等。

●チェック・ポイント／リスタート。

I 適 用 例

一刊行物発送管理(MAIL SYSTEM) -

当経済経営研究所では部門研究のほか，専門委員会等所外の研究者も含めた

共同研究の成果を当研究所が発行する経済経営研究年報 経済経営研究叢書

Kobe Economic & Business Review 等の刊行物に発表している。これらの

刊行物は資料交換あるいは寄贈の形で発送されている。発送先地域は，国内・

外，発送機関は国公私立大学，官公庁，企業，団体，法人等にわたっている。

発送事務で特別の扱いを要するのは，

（1）刊行物によって発送先が異り発送部数もまちまちである。

（2）刊行物一発送先別，発送継続期間の掌握。

（3）発送先の新規登録，登録削除，住所・宛名変更等の台帳管理。

（4）受領・交換資料の受入状況確認。

など発送先に関する個別的な移動事項が頻繁に発生する作業であり的確かつ

能率的な処理を行うシステムが要請される。

うえの業務を事務の機能あるいは流れとして整理すると次のように分けられ

る。

（1）発送先基本データのファイル化，移動事項の更改等発送台帳管理。

（2）刊行物の受領確認，交換資料の受入状況の記録，及び寄贈依頼に対する

措置。

（3）発送作業と内部事務処理：住所・宛名印刷，発送伺のための業種別一地
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域別発送先リスト。

刊行物の発送管理は，うえの事務分析から電算処理に恰好の業務である。当

該業務をSELFにのせることによって次のような効果が期待できる。

（1）第一に上げられるのは，概要でも触れたように電算化へのシステム設

計，処理手続きのプログラム化，すなわち表示画面による操作，及びそのアブ｡

リケーション・システムの管理・保守の殆んどの部分（ファイル設計とファイ

ル開設を除き）をユーザー自身で行うことができることである。

システム使用にあたっての操作は，被選択項目の表示によるシステム主導の

問合せに対する応答の形がとられる。また, /HELPコマンドを使えば使用法

についての援助をシステムから受けることもできる。ユーザー自身に必要とさ

れる知識は，たかだか数時間で十分理解出来るSELF の言語機能と表示装置

の使い方を知っておればよい。

（2）移動事項の書換え，新規登録・削除等の更新作業を何時でも行うことが

できる。表示装世をつうじてこれらの操作を行うので能率が上げられる。とく

に特長として上げられるのは，ローマ字の打鍵によるカナ文字への自動変換機

能(a)がとり入れられていることである。

（3）基本台帳の各々の項目に対して即該問合せが可能であるからシステム運

営の当事者はもとより，外部からの問合せに対しても的確かつ速やかに対応す

ることができる。

1･1 データ定義

データ定義は，電子計算機の中では物理構造として記録されているデータを

ユーザーが用いる論理的な名前に対応づけるため，システム環境で示したDB/

DC機能部のデータ・ベース管理機能を用いて行われる。データの画面上での

操作は，常に定義した名前が使われる。

データ検索時に参照される特定の項目はキー項目 (BANGO, GYOSHU,

CHIIKI, KANKO等)として予め定義づけられ，インバーティッド・ファイル

(a)定道 宏｢~コンピュータ時代のカナ文字・ローマ字考」, KIIS 11号，関西情報セ
ンター，を参照せよ。
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(Invertedファイル）が作成されている。Invertedファイルは検索時間を短縮

する目的でつくられており，各キーの値とそれが記録されているレコードの物

理的アドレスとの対応がとられている。Invertedファイルの保守は，レコード

の追加．削除等キー項目に変更が生じたときに索引を管理するユティリティに

よって，あるいは更新作業が一定の回数に達した場合自動的に更新される。

データ定義は，一般にデータ・ベース管理部門の協力によって行われる。

MAIL SYSTEMの基本ファイル（ファイル名: ADDR)で定義されている項

目名を次に示す。カッコ内の数字は項目で確保されている桁数。

（1）属性レコード

BANGO (4) レコード番号

CHIIKI (4) 地域区分

GYOSHU(2) 業種区分：国・公．私立大学，官公庁，企業等

TOROKUBI (6) レコードの登録日

KOSHIN(2) 更新区分：レコードの削除，項目修正

KOSHINBI(6) 更新日付

NNENPO(1)

NOBUN(1)

NSOSYO(1)

NKIKAI(1)

NCHUNAN(1)

NAJIA(1)

NKINYU(1)

NYORANJ(1)

NYORANF(1)

NKOKUMIN(1)

NROKKO(1)

NNANBEI ( 1)

発送部数（経済経営研究年報）

〃 （欧文記要）

〃 （経済経営研究叢書）

〃 （経営機械化シリーズ）

〃 （中南米研究シリーズ）

〃 （アジア経済研究シリーズ）

〃 （金融研究シリーズ）

〃 （研究所要覧(和)）

〃 （ 〃 （欧)）

〃 （国民経済雑誌）

〃 （六甲台論集）

〃 （南米研究）



301対話型書類管理システム

JNENPO(1) 受領確認（経済経営研究年報）
I I

JNANBEI(1) " (南米研究）

KNENPO(4) 寄贈(ブランク)･交換(交換資料レコード番号)の区分
l l l

KNANBEI(4) 〃 〃

(2) テキスト・レコード

ADDRESS (200) 住所（改行・段落は特殊コードを挿入）

NAME (50) 宛名 （ 〃 〃 ）

1 ･ 2 MAIL SYSTEMの処理パターン

刊行物発送管理での処理パターンは通常つぎの三つに分けられる。

（1）基本データ（台'帳データ）入力

/LOAD 基本データ作成のための初期入力，レコードの追加あるいは

レコードの入替作業をｲjう。

（2） データの史新

/'QUERY 史新対象レコードをデータ・ベースあるいはSaveファイルか

ら検索する。

/SORT 更新作業の能率が上げられるように分類する。

/UPDATE 画面上でデータの更新を行う。当該モードの終りに更新され

たデータのリスト・アップを行う。

（3）実行（宛名印刷，内部事務資料）

/QUERY 作表レコードの検索。

/SORT 業種，地域別などへの分類。

/PRINT 作表

SELFは, /ENDコマンドを入力することによって終了するから，うえの処

理を続けて行うこともできる。

MAIL SYSTEMへの指令，オペレータ・ガイダンス等の各種問合せ，デー

タ入力指示，データの更新等のコミュニケーションのすべてが表示装置で行わ

れる。
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システムに設定された対話型言語は，オペレータの自由度を高くとりながら

同時にオペレータが次にとり得るアクションの表示を画面上に示し，かつ標準

機能(Defalt Option)をとり入れエンド・ユーザー（ノン・う。ログラマ）が容

易に操作できるよう考慮されている。

画面上の情報レイアウトは，「1．2．3表示画面レイアウト」で示したよう

に三つの部分に分けられる。

（1）最上部はシステム表示域で，現在の動作モード，動作中のサブコマンド

表示，及びオペレータの取得るコマンド，指定可能なパラメータを表示。

（2）中央部がデータ表示域で検索レコードの表示，オペレータ・ガイダンス

機能による表示等。

（3）最下部がオペレータの入力した情報を表示する指示域である。コンピュ

ータ(MAIL SYSTEM)への指令は，この部分に情報を入力し送信キー等のフ

ァンクション・キーを押すことによって行われる。

以後操作例にしたかって説明する。

・大文字：オペレータの入力情報とする。

・小文字：コンピュータの表示する情報とする。

1．3 操作例

く例1＞

ADDRファイルから丸日電機（株）のレコードを検索し住所表示のG$ROT

SUKO''を4@ROKKO､'に変える。

／
Ｒ

Ｅ
キ

Ｄ
Ｍ

ン

Ｄ
Ａ
デ

○
Ａ

Ｎ
上

Ｋ

ｌｌ
ル

Ｕ

ｅ
ｎ
マ

Ｓ

ｍ
Ｏ
ｌ
－

ｅ
守ｌ

ｑ
ｉ

Ｖ
ｅ
Ｏ

ｙ
ｎ

・
↑

ｅ
ｆ
・
【
Ｋ

ｒ
－

ＤＩ
。Ｉ

ｄ

ｅ
ｅ

ｏ
ｄ

ｒ
Ｏ
ｄ

ｎ

Ｕ
‐

、
十
．

ｐ
口

ｏ

Ｑ
ｉ

Ｏ
ｅ
Ｕ

ｃ

／
Ｆ
Ｃ

Ｒ
／
Ｓ

① 検索モードの設定

② ファイル名GGADDR''を指定

③検索条件の設定

④
⑤
⑥

検索開始

更新モードに切替

文字ストリング4 $ROTSUKO''を

走査

更新モードを終らせる

更新の処理

E n d

exec-updq f e

の
③
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⑥：データ定義でつけられた項目名NAME (宛名）の頭7文字が嘘マルヒデ

ンキ"のレコードを検索しQueryファイルに入れる。／印は，それ以後

の文字ストリングを無視する。すなわち，50文字確保されている宛名の

頭7文字が比較される。

⑤：更新モードに切替えるとQueryファイルの最初のレコードが画面上に表

示される。

⑥：キャラクタ・ストリング<GROTSUKO''が走査されカーソルがセットさ

れる。オペレータはカーソルをTの位置に移動し，ファンクション・キ

ーを用いてTSUを削除しKを挿入する。このようにレコード内の文字

ストリングの追加・削除。詰め等の部分修正は特殊機能キーを用いて行

うので能率が上げられる。

そのほか更新モードでは，④指示域へ所要データを呼出すためのサブ

コマンド，＠カーソルの制御，④レコード単位のデータの追加ないし削

除, eQueryファイルの指定レコード群の保存，保存しているレコード

群をQueryファイルに読出すサブコマンド等を有しているため多様なデ

ータ操作を能率よく行うことができる。

⑧: Endの入力直後システム側で出されるメッセージで，オペレータに実行

指示を間合せてくる。直接送信キーを押すとデータの更新と更新データ

のう。リント（標準機能）が選択され当該モードで操作した更新情報にし

たがってデータ・ベースの内容が更新され，ラインフ｡リンダに更新情報

がプリントされる。

＜例2＞

ADDR ファイルから経済経営研究叢書・経営機械化シリーズの発送先レコ

ードを検索し，地域別に分けて郵送用宛名ラベルを指定用紙に印刷する。

① 検索モードに設定

② ファイル名@fADDR' 'を指定

③Queryファイルの最初から入れる

/Que ry

F i i e－n o m e＝A D D R

S f o re－m o d e二＝L o qd
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検索条件の設定

検索開始

分類モードに設定

Queryファイルのレコード
を地域別に分類

分類の開始

出力モードに設定

宛名印刷

④
⑤

⑥
⑦

Condifion NKIKAI>0

R e ↑ r i e v e

/s o『↑

lfem=CHIIKI (4)

⑧
⑨

⑩

Go

/Prinf

Go ADDRLST

④：項目名$GNKIKAI''には機械化シリーズの発送部数が入れられている。

したがって同条件式によって検索されるのは発送部数1以上の発送先レ

コードである。

⑧：地域コードの上昇順（標準設定）に分類が行われる。複数個の分類項日

の指定，逆順の分類も可能である。

⑩: ADDRLST は，定常的あるいは頻繁に出力されるもののために予めシ

ステムに登録されているプログラム名である。

出力対象のレコードはQueryファイルに入れられているデータである。

1．4 各モードの操作例

1･4．1 データレコード作成(LOAD)

＜例L1>

磁気テープ。にカート．・イメージ様式で入れられているデータを，予めシステ

ムに定義されているADDRファイルのデータ仕様にしたがってデータ．ベー

スへ最初の入力を行う。

データ入力モードに設定

ファイル名GGADDR''を指定。

データ・ベースへの最初の入力
（初期入力）

入力開始。

①
②

③

ｑＧ
・
■
ｑ

Ｒ
↑

，
・
Ｉ

Ｄ
ｎ

Ａ
ｌ

⑧
ｅ

ｍ
ｐ

ｑ
ｖ
〃

、
↑

．
一

一
ｑ

ｅ
口
ｄ

ｏ
ｌ

ｑ

・
Ｌ

。
Ｉ

Ｏ

／
Ｆ

Ｌ

’④Go
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③：当コマンドを省略すればAdd-load (追加入力）か標準機能として選択

される。またADDR ファイルすべてを入替える場合は, Load-type =

Re-loadとすればよい。

＜例L2>

カードに穿孔されているデータを ADDRファイルに追加入する。

ＲＤＤ
ｄ

Ａ
ｒ

ｌ－
ｑ

ｅ

Ｃ

ｍ－－
ｅ

ｎ

Ｏｄ
｜

Ｃ
ｑ

ｅ
・
Ｉ

。
１

Ｖ

・
Ｌ

。
Ｉ

⑧
Ｏ

／
Ｆ

Ｄ
Ｇ

① データ入力モード

② ファイル名ADDRを指定

③ カード読取装置を指定

④ 入力開始

＜例L3>

操作画面によるデータ入力

|↑::‘“。
更新モードで行う。

表示起点をQueryファイルの第1レコ
ードに設定。

2レコードの追加を指定，当該コマント

①
②

Add-record2 @

の後システムよりの問合せに応じてファ
イル名等を指示する。

画面に表示されたデータは，送信キーを
押すことによって遂次Queryファイルに

『~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~i

IADDRファイルのi

lデータ定義に準じi

'てキーボードより｜

|データを2レコー，

’ド入力する

End

e x e c－Updq f e

⑭

入れられる。

更新モードの終了。

データ・レコードの追加処理を行う。

⑤
⑥

’
⑥:1･3．1<例1>－⑧，あるいは1．4．5の説明を参照せよ。

＜例L3>

入力用磁気テープ(MT)の記録形式がシステムに未定義の特別仕様データ

テープを読み新しいレコードを追加する。

MTの仕様；ラベルなし，固定長(346バイト),非ブロック。
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/Loqd @

File-nome=ADDR @

Inpuf-spec=Specify ③ 入力仕様を以下に指定する。

Mナ-lobel=No ④ ラベルなしテープを指定。

Rec-fype=Fixunblock⑤ 固定長非ブロックを指定
（標準機能）

Block-size=346 ⑥ ブロック長= 346バイト。

Fo rmo f=(2A4,2(A2,A6),24A1,12A4,250A1)

⑦ 入力フォーーマット。

E n d ⑧ 入力仕様コマンド(Input-
spec)の終り

G◎ ⑨ 入力開始。

1．4．2 検索(QUE RY)

CONDITION サブコマンドで指定した検索条件を満たすレコードがデータ

・ベースから抽出されQueryファイルに入れられる｡ Queryファイルの内容

は, UPDATE, PRINTの各モードで画面上に表示することができる。

検索条件式で指定する項日名は，「データ定義」で定義されているものでな

ければならない。また検索のスピード・アップを計るため予めキー項目として

登録しインバーティッド・ファイル(Invertedファイル）が作成されているも

のが望ましい。キー項に|として登録されていない項目名を条件式に指定する

と，遂次検索方式でファイルを探すため検索時間が長くなる。

条件式は一般に，

主語（項目名）＋比較演算子十参照値（通常は定数）

の形をとる。

以下の例でく例Q1>以外は関連コマンド(/Query, File-name, Retrieve)

を省略する。

＜例Q1>

経済経営研究叢書・経営機械化シリーズの発送先基本レコードを検索し

Queryファイルに追加モード（標準機能）で入れる。
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/Que ry ① 検索モード

File-nqme=ADDR ② ファイル名$GADDR''を指定

Condifion NKIKAI>0

③ 経営機械化シリーズ1冊以上の発送先

Ref rieve ④ 検索開始

③: NKIKAIはデータ定義でつけられた項目名で当叢書の発送部数が入れ

られている。

＜例Q2>

宛名が，､トウキョウダイガク”のレコードをすべて検索する。

’ Condifion NAME=トウキョウダイガク／

／印は，それに続く文字ストリングを無視する特殊記号である。上例は当

経済経営研究所の発行する全刊行物を対象にし，東京大学の全部局．全学部

の配布先宛名レコードが検索される。

＜例Q3>

経済経営研究年報を送付している国．公立大学の基本レコードを検索する。

iCondifion NNENPO>0 AND GYOSHU=01, 02

上の条件式は，関係子(Relational Operator ; > および=)で結びつけら

れた句を論理演算子(Boolean Operator ; AND)で結合し複合条件を表わし

ている。

上例の2番目の句は，項目と比較演算子が変らない場合であり，参照値を

複数個並べて書くことができる。

＜例Q4>

レコード番号(BANGO)が295から360までの基本レコードをQueryファイル

の最初から入れる。

S f◎ r⑧一m o d e＝L o o d

Condifion BANGO

’

>295, 360 ’
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＜例Q5>

Saveファイルに保存されているパラグラフ名G$SVKIKAI''のレコード群を

Queryファイルに転送する。

File-nome=SAVE

Pq rqg rqph－nqme=SVKIKA I

Saveファイルへのレコードの登録，保守は更新モード(UPDATE) の

(KEEP) ,あるいはPURGEサブコマンドを用いて行う。

1．4．3 分類( SORT)

分類は事務処理のうちで重要な機能の一つである。SELFでは分類項目名を

指定することによって容易に Queryファイルのレコードの配列を変えること

ができる。

複数個の項u指定，および分類順を上昇・逆のいずれかに指定することもで

きる。ただ注意を要するのは, FOLLOWEDサブコマンドで指定したファイ

ル・フォーマットを参照して分類されるから，同ファイルの定義と異るレコー

ドの分類の配列は保証されない。

以下く例S1>以外は関連コマンド(/Sort, Followed, Go)を省略する。

＜例S1>

項目名"CHIIKI'' (地域区分）別にQueryファイルの全レコードを上昇順

に分類する｡ CHIIKIはファイル名6GADDR''で定義づけられた地域区分の項

目名とする。

/Sor f

l↑ e m＝C H l I K l

Followed ADDR

Go

＜例S2>

項目名6fBANGO" (レコード番号）の逆順に分類する。
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|

’

Order==Descending

l fem=BANGO

＜例S3>

項目名$6CHIIKI'' -$dGYOSHU" (業種区分）の二項目を分類項目とし上

昇順に分類する｡ CHIIKI項目は4桁のうち頭3桁を分類対象とする。

’l fem=CHIIKI(3),GYOSHU

1．4．4 報告書作成(PRINT)

出力する報告書とその仕様，出力様式を定めることは事務処理上最も重要な

部面であり，電子計算機のう。pグラム化の作業も複雑で相当の作業比重を占め

るのが普通である。SELFの報告書機能は，標準的な出力様式ならばパラメー

タを与えることによってこれらを容易に行うことができる。

また，頻繁に出力される特定様式の報告書は予めう｡ログラム化してシステム

に登録しておけば，データ・レコードの指定とその様式を呼出すのみで報告書

を作成することができる。出力対象のレコードはQueryファイルに入れられて

いるデータである。＜例P1>以外は関連コマンド(/Print, Go)を省略する。

＜例P1>

6<LBLPRINT''の名でシステムに登録されている出力様式にしたがってフォ

ームNo.101の用紙に宛名をう｡リントする。

ｐ
Ｏ

０
０

／
Ｆ

Ｇ

r i n f

r m－chqnge=10 1

L B L P R l N T

＜例P2>

出力様式<6LBLDSPLY''にしたがって配布先宛名を画面上に表示する。

ｖ
〃

ｑｐ
口

Ｖ
Ｏ

Ｓ
Ｉ
』

。
Ｉ

Ｄ
Ｏ

Ｄ
Ｓ

ｌ－
Ｄ

ｅ
ｌ
』

Ｃ
『
Ｕ

Ｃ
Ｉ

・
Ｌ

ｖｅ
Ｏ

Ｄ
Ｇ
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く例P3>

出力様式の仕様をサブコマンドで指定しラインプリンタに出力する。また指

定した当該出力様式をシステムに､GLBLFORM1''で登録する。

’Reporf-spec=Specify ① 出力様式を以下に指定

Tifle=ADDRESS LIST ② タイトルの印刷文字

Heqding=ジユウショ，ナマエ ③ 見出しの印刷

Conf rol-i fem=CHI IKI(3)@CHIIKIで印刷を制御

Prinf-ifem=ADDRESS(88), NAME(28)

⑤ 印刷項目の指定

Formof=(A/5X, A/) ⑥ 印刷フォーマットの指定

End ⑦ レベル2サブコマンドの終り

Keep-f o rm=LBL FORM1 ⑧ うえの出力様式を登録

Go LBLFORM1 ⑨ 出力の開始

②～⑦は出力仕様を定めるレベル2のサブコマンド。

④: CHIIKI (地域区分）で印刷を制御する。すなわち地域コードが変る

度にカッコ内に指定した行数だけ印刷行をスキップ。する。

⑤： カッコ内の数字は，項目名ADDRESS, NAMEに確保されているそ

ADDRESS LIST

ジュウショ 住

ナマエ

所

名 前 N】
A1

I
住 所

名 前 Nm

Am

－－
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れぞれ200文字,50文字のうち頭から88文字,28文字の印刷を指定して

いる。

同上例では報告書形式(Report-type)として標準機能(Vertically)が選択

されて前ページの表のように項目名が表側にとられる。

また, Report-type = Horizontallyと指定し, Format=(A,5X,A/)とす

ると下表のように印刷される。

ADDRESS LIST

ナマエ

名 前

ジュウショ

所住 A, N,

I I
住 所 名 前 NmAm

＜例P4>

.:LBLFORM7''で登録されている出力様式名を削除する。

’ PURGE=L B L FORM7

1．4．5 データ更新(UPDATE)

表示画面上でデータ・レコードの追加・削除，または項目の修正を当該モー

ドに用意されているコマンドの使用とキーボードのファンクション．キーを用

いて効率よく行う。カナ文字の入力はローマ字を打鍵すればカナに自動変換さ
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れる。そのほかQueryファイル内の指定するレコード群をSaveファイルに

保存し，あるいはSaveファイルの内容をQueryファイルに呼出すこともで

きる。

＜例U1>

指示域の表示（以下表示起点と呼ぶ）をQueryファイルの第1レコードに

設定する。

/Upd ofe

Top

＜例U2>

表示起点をQueryファイルの最終レコードに設定する。
i
l

l|‘｡↑↑｡“
＜例U3>

表示起点を8レコード先にする。

’！‘
＜例U4>

表示起点を20レコード前にする。

1
1

| -20

＜例U5>

表示起点をQueryファイルの50番目のレコードにする。

｜

’｜『ind 50

＜例U6>

レコードの内容を遂次走査しGGROKKODAI''の文字列と合致する位置にカー

ソルをセットする。

｜
I

SCdn ROKKODAI
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＜例U7>

カーソルをレコードの頭から数えて10,20,30,40番目にセットする（定義コ

マンド）

|・・ ’r sOr－sef 10,20,30,40

同上コマンドに従ってカソルを移動させることを指定する。

On－cursor On

＜例U8>

Queryファイルの表示起点から数えて60レコードを､6HOZONFL''の名前で

Saveファイルに入れる。

'

Keep HOZONFL(60)

カッコの項を省略するとQueryファイルの終りまでが入れられる。

同上の名前で登録されたパラグラフ（60レコード分）をQueryファイルに

追加モードで入れる。

’ ’Redd HOZONFL

＜例U9>

Saveファイルに登録されているパラグラフ名‘､HOZONFL''を削除する。

’一PURGE HOZONFL

＜例U 10>

ファイル名G4ADDR''に3レコード追加する。

A d d－r e c o r d 3

F i l e－n q m e＝A D D R
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＜例U11>

ADDRファイルの表示起点から5レコードを削除する。

Ｒ

５
ＤＤ

ｄ
Ａ

ｒ
’’

○
ｅ

ｃ
ｍ

ｅ
ｑ

ｒ
ｎ

⑧
ｅ

十
Ｉ

ｅ
。
Ｉ

Ｏ
Ｌ

Ｐ
Ｔ

←
上

り

＜例U 12>

UPDATEモードの終了

’|‘,．
同コマンドの入力直後システムより次のコマンドが出される。

’J…‘-.,‘･些 1

1

同時に次の実行指示をオペレータに間合せる。

（1）データの更新と更新データのﾌﾟリント（標準機能）。

（2）データの更新，プリリントなし。

（3） 〃 更新データの磁気テープ･への出力。

（4）当該モードを無視する。

Ⅱ．4．6 ファイル情報の表示(DISPLAY)

データ定義に関する各種の問合せは当モードで行われる。従来は，システム

仕様書，マニュアル等を参照しなければならなかったファイルの属性，コード

・ブック，データの現時点の様相等をシステムに対して問合せることがでる。

＜例D1>

データ・ベースに登録されているファイルの一覧を表示する。

口
/Disploy

DdfQ-bose

同上コマンドで表示される情報は，ファイル名・ファイル開設日付・最新更

新日付・収録レコード数．レコード長等。
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＜例D2>

データ定義で定められたファイル名6<ADDR''の仕様を表示する。

’’ F i le－s pe C=ADDR

表示される情報は，項目名・項目の型（文字・数値等）・項目の長さ・登録

さ'しているキー項目等。

＜例D3>

キー項目として登録されている鰊業種区分”のコード及び意味づけを表示す

る。

一
Ｉ

Key-c ode=GYOSHU

1．4．7 オペレータ・ガイダンス(HELP)

SELFシステムの使用者はノン・う｡ログラマを想定しており，画面操作に

よるオペレータのとり得るアクションを画面上のシステム表示域に示すように

している。

HFIPモードは各モードの言語仕様を詳細に示し操作上の援助を行う。ファ

イル仕様を間合せる DISPLAYと共にSELF システムの特徴的な機能であ

る。

＜例H1>

QUERYモードの言語仕様を表示する

/Help

Commqnd Query

1．4．8 システムの終了(END)

|／［". ’
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情報処理システムにおける

行 列 演 算 の 記 述 法

定 道 宏

ま え が き

代表的言語処理システムであるPL/I, FORTRAN, ALGOLに行列演算を

記述する言語が組込まれていない。科学計算における行列演算の重要性または

利用度からこれらのシステムに当然組込まれているべきものであるといえよ

う。ただ添字の省略化という形式で行列を意識した記述が考慮されている。例

えば, PL/Iステートメントでは宣言文での配列の次数と配列演算での添字

の範囲とが一致するときに限り，添字を星印で表わすか，または省略すること

ができる。いま，次のような配列の宣言があったとする。

DECLARE A(10,5), B(10,5), C(10,5), D(10,5),

E (5,5)

そのとき, D=0 と書けば行列Dのすべての要素の値が0となる。また，

A=B+C と害けば BとC がともに10行5列の行列として行列和が計算

され，結果は10行5列の行列Aに代入される。BのI行とCのK行を加えてA

のI行に代入したいときには A(I, *)=B(I, *) +C(K, *)と書けば

よい。他方, PL/Iにおける配列の乗算は，行列の乗算ではなく，配列の和

または行列の和にみられるような配列間の対応する要素の乗算を意味する。A

=B*Cと書けば配列BとCの対応する要素の積が配列Aの対応する要素の値

となる。また, A(I, *)=B(J, *) *E(*, K)と書けば，これは配列

BのJ行と配列EのK列の対応する要素の積が配列AのI行の対応する要素に

代入されることを意味する。

PL/ Iにおける配列演算は本質的に行列演算を意味するものではない。行
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列債A=B*Eを計算するには次のようなPL/ I プログラムを書かねばなら

ない。

MXPROD:DO I=1 TO 10;DO J=1,5;

A(I, ｣)=SUM(B(1, *)*E(*, J))

END MXPROD;

例えば最小2乗推定値の計算式 B=(X' X)-'X'Y のう。pグラムを書くには

相当高度なう｡ログラミング技術を要することになるであろう。行列代数の知識

さえあればコンピュータプログラミングに素人の人にも簡単に分析プログラム

が書けるように設計された線型代数専用の言語処理システムは未だ開発されて

いない。しかし回帰分析や因子分析，共分散分析などの統計処理を目的とした

応用分析システムの中には行列演算の言語を補足して汎用性を高めているもの

がある。行列演算の言語表現に2通りの方法があり，1つは行列演算式を，例

えばA=B* Cのように表わす方法，いま1つはサブルーチン形式で，例えば

MXMLT, L, N, M, A, B, Cのように書く方法である｡ ASTRO-FOILは前

者, TSPは後者の表現法をとっている。以下では，これら2通りの行列演算表

現法を検討し，筆者の作成した経営計測システムSIMPLにおける行列演算機

能を紹介する。

1. ASTRO-FOILにおける行列演算

ASTRO-FOIL は和歌山大学の杉浦一平教授によって昭和45年に開発され

た汎用統計分析システム(｢ASTRO FOIL計画と予測のためのプログラム・

システム」日本評論社昭和48年）であり，大学では和歌山大学をはじめ神戸大

学，同志社大学で稼動し，民間では東洋情報システムでTSSとして利用されて

いる。ここではこのシステムが備えている行列演算に関する言語のみを論ずる

ことにする。

宣言文および範囲文では配列と行列は全く同義語として扱われているが，演

算文では行列演算と配列演算とは明確に区別されている。宣言文は配列または

行列の名称とその最大次数を定義する。宣言文は次のように表わされる。
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DECL ARRAY,C<10>,D<5, 10>

DECL ARRAYをDECL MATRIXと書いてもよい。この命令文は記述部

に書かれた変数名が配列または行列であり，変数名の次に大小記号で囲まれた

数がその次数であることを示す。上記の例ではCは1次元の配列で次数は10で

あり,Dは2次元の配列で次数は(5×10)である。行列として解釈するなら

IJ, Cは10行1列,Dは5行10列の行列を表わす。次に，範囲文は，宣言文で

定義された配列または行列の部分配列または部分行列の次数を指定する。配列

演算または行列演算はすべてこの範囲文で指定された部分配列または部分行列

に関して行われる。範囲文は次のように表わされる。

DEFINE MATRIX, (518)C;(215,4110)D

DEFINE MATRIXをDEFINE ARRAY と書いてもよい。この命令文は

配列または行列を宣言文で定義された次数よりも小さい次数で使う場合に川い

られる。Cは先の宣言文で10行1列の行列と宣言されているが，ここでは5行

目から8行目までの4要素からなる部分行列として，またDは宣言文で5行10

列の行列と宣言されているが，ここでは2行{|から5行目，4列目から10列11

までの要素で構成される部分行列として定義されている。

|ロC

１
２

３
４

５
６

７
８

９
ｍ

１
２

３
４

５

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
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以上の宣言文および範囲文では配列と行列は全く同義語として用いられてい

るが，演算文では配列の演算命令は COMPUTE ARRAY,行列の演算命令

はCOMPUTE MATRIXと区別して用いられる。配列の演算規則は PL/I

のそれと全く同じといえる。

DEFINE ARRAY, (113, 112)E,F,G,H

COMPUTE ARRAY, E=F*G;H=3*G-4

においてF,Gの部分配列がそれぞれ次のように表わされるとき，

－|燭}｡-｢-』： IL o-4

E,Hはそれぞれ次のように計算される。

E=F*G=｢1 -41*｢ 1 01=｢1X1 -4×0 1
12 511－2 3112×（－2） 5×3 1
L3 -6｣ L o-4｣ L3×0 －6×(- 4)」

］
0

15

24

１
４
０

１

＝=＝

”~…~‘~‘“’｡'~‘~ﾋ暇-‘霊測1－：：」
＝「一’ －41

1-1! :」
配列演算式の中で用いられるスカラー数は配列のすべての要素に対して演算が

なされる。したがって3*Gの3は配列Gのすべての要素に乗ぜられ，－4は

配列3*Gのすべての要素に対して加えられる。

次に，行列演算の場合をみてみよう。行列演算はCOMPUTE MATRIX命

令によって行われる。

MATRIX,(113,112)E,F ;(213,112)G

E MATRIX,E=F*G

MATRIX, (112, 112)H,E

E MATRIX,H=3*G+E

D E F I N E

COMPU T

D E F I N E

COMPU T
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行列の演算規則は行列代数における行列債の規則である。L行M列の行列Fと

M行N列の行列Gとの積F*GはL行N列の行列Eとなる。Eのi行j列の要

素EijはFとGの要素の積和として次のように計算される。

M

Eii = EFik×Gki i=1…L ;i=1･･･N
k＝1

スカラー数と行列の積，スカラー数と行列の和，行列と行列の和の演算規則は

すべて配列演算における規則と同じである。配列演算の規則と異なるのは行列

債の演算である。行列債を計算するときには行列積が定義できるように

DEFINE MATRIX命令で各行列の次数を正しく指定しておかなければなら

ない。上記の例ではFが3行2列,Gが2行2列であるから行列積F*Gは存

在し，結果である行列Eは3行2列となる。Eは次のように計算される。

E=F*G=｢1 -41×「－2 31

i: _:l [｡ -4｣
＝「1×(－2）－4×01×3－4×(- 4)1=｢－2 191
12×(－2）＋5×0 2×3+5×(-4)| |-4 －141
L3×(-2)- 6×03×3－6×(-4)｣ L-6 33｣

また,Hはスカラー積，行列和の演算を含んだ式である。この場合式に現われ

る行列はすべて同じ次数でなければならない。例ではH,G,Eはそれぞれ2

行2列であり，行列演算が成立する。Hは次のように計算される。

H=3 *G+E-4=3×「－2 31+｢－2 191

［。－4Ⅱ_』‐!‘｜

｛:掴~’，〆鮓lim' _:;]
二二＝

行列の演算式の書き方について若干の制限か付されている。

(1) A, B, C, Dをそれぞれ行列またはスカラー数とすれば行列の演算

式は次の6通りの何れかでなければならない。

A=士B

A=+B +C
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A:=±8±C士D

A=+B *C

A=iB *C±D

A==tB±C*D

（2）式中の行列には転置操作を自由に施すことができる。転置操作は行列

の後に垂直線記号を付して表わす。例えばCの転置行列はC|で表わ

される。

（例) A=-B|+C|*D

（3）式中の行列の1つに逆行列操作を施すことができる。逆行列操作は行

列の後に斜線記号を付して表わす。例えばCの逆行列はC/で表わさ

れる。

（例) A=B/*C

（4）転置操作と逆行列操作を同時に施すことができる。

（例) A=BI/*C

以上がASTRO-FOI L における行列演算に関する言語の全容である｡PL

/Iの配列演算機能と比較してASTRO-FOILの配列演算機能の優れている点

は何といっても配列の次数を自由に変更して部分配列での配列演算ができるこ

とである。 PL/ Iでは配列演算が宣言文の次数に従って行われているが，

ASTRO-FOILでは宣言文とは別に範囲文を導入することによって配列の次数

を変えることができ配列演算が固定的な宣言文の次数ではなく変更可能な範囲

文の次数に従って行われている。この範囲文が行列演算における行列の次数指

定に用いられ，多様性のある行列演算を可能にしている。範囲文はまさに行列

演算式の表現に関わる最も困難な点に1つの解決法を示している。杉浦教授が

著者の中で述べられているように「行列演算は，試作的なもので，まだ充分な

検討を経ていない。」特に行列演算式が先に示された6通りではなく，もう少

し制限が緩められる必要がある。演算の優先順序を示す括孤の使用は許さない

にしても，加減の項の数は充分に多くし，各項は少くとも3個の行列積まで許

すべきである。例えば，最小2乗推定法で良く用いられる行列に次のようなも
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のがある。

B =(X 'X)-1X 'Y

B =(X'X+K．l )-1X' Y

P =x(x'x)-'x'

S S U=Y'Y-BノXノY

また，行列が特定の形の行列，例えば単位行列，単位ベクトル，対称行列など

である場合には，行列演算に際して行列が特殊の形の行列であることが分って

いるならば，数値計算の簡単化または精度向上に役立つことが多い。行列が特

定の形をしていることを行列演算式の中で表現する必要がある。次数の高い行

列演算の場合には特に重要である。

2．TSPにおける行列演算

TSPは1966年にマサチュセッツエ科大学で開発され, 1968年にはカリフォル

ニア大学バークレイで改良され，さらにハーバード大学やプリンストン大学で

さらに改良が加えられ，1973年にはHarvard-MIT版としてB. H. Hallが集

大成した時系列分析システム(Bronwyn H. Hall, :TSP Time Series Proce-

ssor (Version 2.5) '' Technical Paper Number l2, Harvard lnstitute of

Economic Research, Harvard University, December l974)であり，システ

ム開発に関係した上記の大学以外にも多くの大学で利用されている。ここでは

このシステムが備えている行列演算に関する言語のみを論ずることにする。

TSPおける行列演算の言語は ASTRO-FOIL のような行列演算式による

表現ではなくFORTRANにおけるサブルーチン形式の表現をとっている。

いま1つの相違は行列の記憶方式である｡ ASTRO-FOILでは行列は部分行

列にみられるように行列方式で記憶され，1列目の要素と2列目の要素が必し

も連続して並んでいない。しかしTSPでは行列はベクトル方式で記憶され,1

列目の要素の次に2列目の要素が並び，常に連続して並んでいる。したがって

TSPでは部分行列という考え方はない｡M行N列の行列はM×N行1列の行列

と同じである。まず，行列積を計算する例からみてみよう。AはM行L列,B
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はL行N列の行列とする。行列積C=ABを求めるTSPの行列演算文は次のよ

うに書かれる。

GGGMLT, 0, M, N, L, A, B, C

GGGMLTは行列積を計算する行列演算命令である。最初のパラメータである

0は行列積の前の行列を転置しないことを示す。もしこのパラメータがlであ

ると行列積の前の行列を転置することを示す。第2のパラメータであるMは行

列Aの行次数を，第3のパラメータであるNは行列Bの列次数を，第4のパラ

メータであるLは行列Aの列次数または行列Bの行次数をそれぞれ示す。また

DをM行N列の行列とするとき行列槙C=A'D を求める行列演算文は次のよ

うになる。

GGGMLT, 1, L, N, M, A, D, C

最初のパラメータの値が1であるから行列積の前の行列はAの転置行列であ

る。したがって第2のパラメータはこの転置行列の行次数を示すからAの行次

数MではなくAの転置行列A′の行次数Lである。

イj列禎の演卯命令では行列の行ベクトルまたは列ベクトルと行列との積を計

算することができない。そのため行列の第1行ベクトル（または第1列ベクト

ル）と行列との積を求める演算命令がある。AはM行L列,BはL行N列の行

列とし,Aの第1行ベクトルと行列Bとの積Cを計算する場合を考える。

VGVMLT, N, L, M, A, B, C

VGVMLTは第1行ベクトルと行列の算を計積する演算命令である。第1のパ

ラメータであるNは行列Bの列次数，第2のパラメータであるLは行列Bの行

次数，第3のパラメータであるMは行列Aの行次数をそれぞれ示す。いまAが

L行M列の行列であるとき，第3のパラメータの値を1として

VGVMLT, N, L, 1, A, B, C

を実行すれば,Aは1行L列の行列とみなされてAの第1行ベクトルと行列B

との積が計算されるから，これはAの第1列ベクトルと行列Bとの積を計算し

たことになる。

また，2つの行列の第1行ベクトル間の内積を計算する演算命令もある。A
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がL行N列, B"iM行N列の行列であるとき,Aの第1行ベクトルとBの第1

行ベクトルの内積Pを計算する演算命令文は次のようになる。

INPROD,N, L,M,A, 8, P

I NPROD は2つの行列の第1行ベクトル間の内積を計算する演算命令であ

る。第1のパラメータであるNは行ベクトルの次数，第2および第3のパラメ

ータであるL,Mは2つの行列の行次数をそれぞれ示す。第2または第3のパ

ラメータの値を1にすることにより第1列ベクトルとの内積を求めることがで

きる。

さて, TSPには配列の加減計算をする配列演算命令または行列演算命令とい

ったものはない。TSPでは配列または行列はこの節の初めにも述べたようにベ

クトル方式で記憶されており，すべて1次元配列の変数として扱われる。この

1次元配列の変数の計算処理には数式命令GENRがある。したがって配列演

算および行列の加減演算はこの数式命令文を用いて行われる。例えば,A,

B,Cを3行2列の行列とし, D=3A-(B/2+C)/4+1を計算する場

合，数式命令文は次のようになる。

SMPL 1,6

GENR D=3*A-(B/2+C)/4+1

SMPLは数式命令で計算処理される1次元配列の要素を指定する命令であり，

パラメータ部には最初の要素と最後の要素が示される。この場合，3行2列の

i｣列の加減演算であるから要素数は6，したがって1次元配列では第1要素か

ら第6要素までとなる。GENRは1次元配列の演算を行う数式命令であり，

パラメータ部には加減乗除および巾乗，対数，指数，絶対値などの関数を含ん

だ数式が言かれる。

数式命令を用いて行列の任意の行または列ベクトルを第1行または第1列ベ

クトルとする部分行列を作ることが出来る｡ TSPでは1次元配列の添字は要素

の相対位置を変える機能に用いられる。これはTSPが時系列分析を主目的とし

たシステムであるからである。添字の値が負のときは遅行（ラグ）を，正のと

きは先行を意味する。いま,Aは10行20列の行列とする。例えばAの第11列べ



経営機械化研究の展開326

クトルを第1列ベクトルとするAの部分行列Bを作るにはAを1次元配列とみ

なしてその第101要素を第1要素にする1次元配列Bを作ればよい。

SMPL 1,100

GENR B=A(100)

Aの添字の値が100であるから100要素先行した要素がBの要素となる。Bの第

1要素はAの第101要素が，最後の要素であるBの 第100の要素にはAの第200

要素が代入される。

行列の積，次いで行列の加減演算をみてきたが，最後に行列の除演算である

逆行列について調べよう。N次の正方行列の逆行列V =A-1を計算する演算命

令文は次のように書かれる。

MINV, N, A, V

MINV は逆行列を計算する演算命令である。第1のパラメータであるNは逆

行列の次数を示す。第2および第3のパラメータであるA,Vはそれぞれ行列

および逆行列を示す。

以上かTSPにおける行列演算に関する基本的言語の内容である。TSPにはこ

れらの一般行列に関する演算命令のほかに時系列分析でよく用いられる対称行

列，三角行列に関する行列積，逆行列の演算命令があり，さらに行列の正規直

交化，行列の三角行列分解，行列の主成分ベクトルなどの変換命令がある。後

者の変換命令は応用分析システムに通常組込まれている機能であり，行列の演

算命令とは切り離して考えることにする。前者の対称行列，三角行列に関する

演算命令はもちろん無くても一般行列の積や逆行列の演算命令でも計算するこ

とができる。しかし，行列の次数が大きい場合には計算能率および精度の上で

非常に悪くなる。これら特殊行列の演算命令は次の頁の表に示されるような行

列積および逆行列を計算するために用いられる。(TをN次の上位三角行列，

SをN次対称行列AをM行N列の一般行列とする。）

さて, TSPにおける行列演算の言語は以上から分るようにFORTRAN にお

けるサブルーチン形式の表現に似ている。そのために如何なる行列演算をして

いるのかが判然とせず，使い易いとは言えない。また，行列の加減演算が行列
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7

演算としてではなく1次元配列演算として処理されていることも行列演算に関

する一貫性に欠けている。行列演算はやはりASTRO-FOILにおけるように演

算式として表現する方が分り易く，しかも使い易い。他方, TSPは特殊行列の

演算に対して特別の注意を払っている。ASTRO-FOILでは行列演算に関する

数値計算上の問題には目を閉じた格好になっている。行列演算式の中で特殊行

列をどのように表現するかが問題であろう。

TSPでは行列はベクトル方式で記憶されている。そのために拡大行列や部分

行列を作るのに不便であり，また，分割行列の演算にも不適である。これに反

してASTRO-FOILでは行列は行列方式で記憶されているので拡大行列や部分

行列は容易に定義することができる。ベクトル方式での行列は記憶場所がより

小さくすみ，行列の演算もより速い。また，行列演算には行列の次数を直接指

定することができ，簡単で分り易い。行列方式の行列の場合，行列演算には行

列の次数を指定するのではなく部分行列の範囲を指定しなければならないか

ら，新ためて次数計算をして行列演算が成立するか否かを確認する必要があ

る。ベクトル方式による行列か，それとも行列方式による行列かの選択は，そ

れぞれの方式に長所も短所もあり一概に優劣は決められない。
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3. SIMPLにおける行列演算

SIMPLは筆者が昭和52年に開発した経営計測システム（「経営・経済デー

タバンクの制御分析システム」神戸大学経済経営研究所叢害，昭和53年）であ

る。このシステムは､1) TSPやSPSSのような汎用統計処理システムである

ばかりでなく，(2)社会経済情報の巨大なデータバンクを内蔵した簡易データベ

ースシステムでもあり，（3）これらデータバンクの情報を時系列として，また

は横断面系列として抽出し，種々の分析を自由自在に行える時系列分析および

横断面分析両用のシステムでもある。ここではこのシステムが備えている行列

演算に関する言語のみを論ずることにする。

SIMPLにおける行列演算の言語はASTRO-FOILのように行列演算式によ

る表現をとっている。しかし，行列の記憶方式はTSPのようにベクトル方式に

依っている。その理由は行列演算式に対する行列の次数指定が直裁簡明となる

からである。次数の指定は次数命令ORDERによって最高3つの行列の次数を

指定することができる。

ORDER IS I BY L,K BY L,M BY N

1番目の次数は行列演算式の左辺の行列の次数であり，2番目の次数は2つの

行列の積よりなる項における後の行列の次数であり，3番目の次数は3つの行

列の積よりなる項における中央の行列の次数である。

行列の演算は行列演算命令 MAKES UPによって行われるo

MAKES UP 行列＝行列演算式

行列の演算式は次の規則にしたがってかなり自由に書くことができる。

（1）演算の優先順位を示す括孤を用いてはならない。

（2） 式中に用いられるスカラー変数はベクトルの要素でなければならな

い。

（3）各項は最高3つの行列の積までとする。

（4）2つの行列の積からなる項はすべて後の行列が同じ次数でなければ

ならない。同様に3つの行列の積からなる項はすべて中央の行列が

同じ次数でなければならない。
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（5）式中の行列には転置操作または逆行列操作を自由に施すことができ

る。例えばAの転置行列はA("), Aの逆行列はA (-)で表わす。

（6）単位行列，定数行列（すべての要素が1である行列），位置行列

(K番目の対角要素が1で他の要素はすべて0の行列またはK番目

の要素が1で他の要素はすべてOであるベクトル）の特定行列を用

いることができる。単位行列は￥(＠)，定数項行列は￥（＊），位置

行列は\ (K)で表わされる。

（7）対称行列と上位三角行列の特殊行列を指示するため行列の語尾に特

殊記号＃と＠をそれぞれ付けることができる。

以上の規則を用いれば色々の行列を簡単に作ることができる。

モーメント行列

逆行列

第K列ベクトル

第K行ベクトル

x(")*x

x x#(-)

x *\(K)

\(K)* x

単位行列

合 計

2次形式

最小2乗推定

￥(＠）

Y *\(*)

X(")*A*X

X X(-)* X(")*Y

ｊ
ｊ

１
１

５
６

７
８

１
１

く

１
１

１
１

１
２

３
４

Ｉ
Ｉ

さて，次数文と行列演算文を用いてSIMPLにおける行列演算がどのように

表わされるかを具体例でもって示そう。

（ｲ）演算式が行列の積を含まない場合

ORDER IS M BY N

MAKES UP C=0．5*A-B/2+1 0

C,A, BはすべてM行N列の行列である。

（ﾛ）演算式が2つの行列の積を含んでいる場合

ORDER IS M BY N,K BY N

MAKES UP Z=3*F*X+G/4

Z,GはともにM行N列,XはK行N列,FはM行K列の行列である。

㈱ 演算式が3つの行列の積を含んでいる場合

ORDER IS K BY 1,K BY 1,K BY N

MAKES UP B=XX(-)*X(")*Y
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BはK行1列, X(")はK行N列, XX(-)はK行K列,YはN行1列

の行列である。次数文の2番目の次数がK BY 1となっているが，

式中に2つの行列の積は含まれていないから，任意の次数であってもよ

い。

（二）演算式が2つの行列積および3つの行列の積を含んでいる場合

ORDER IS 1 BY 1,N BY 1,K BY N

MAKES UP UU=Y(")*Y-8(")*X(")*Y

UUは1行1列,YはN行1列, X(")はK行N列, B(")は.1行K列の

行列である。

㈱ 演算式がベクトルの要素を含んでいる場合

ORDER IS 1 BY 1,1 BY 1,N BY N

MAKES UP S=P*H*Q-T<｣>

Sは1行1列,HはN行N列,Pは1行N列,QはN行1列の行列であ

る。またT<J>はベクトルの第J要素を表わす。

以上がSIMPLにおける行列演算に関する言語の全容である。

む す び

SIMPLにおける行列演算に関する言語は, ASTRO-FOILおよびTSPにお

ける行列演算に関する機能と言語表現の長所を取り入れて改善し，しかも新し

い機能として特殊行列および行列の要素を導入することによってベクトル方式

による行列に内在する欠点を補っている。最後にSIMPLにおける行列演算の

特徴をまとめておこう。

（1）行列演算は行列に関する数式で表わされ，数式は線型代数の教科書でみ

られるような式に近い形で書かれる。ただし，優先順位を示す括孤は用い

ることができない。また，行列の積は3重積までである。

（2）転置および逆行列操作を自由に施すことができる。

（3）単位行列，定数行列（すべての要素が1である行列），単位ベクトル，

位置行列(K番目の対角要素が1で他の要素はすべて0の行列）を前以て
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定義することなく用いることができる。

(4)行列が対称行列または三角行列であることが分っているとき，行列の語

尾に特殊記号を付けることによって行列演算における計算の速度と精度を

高めることができる。



執 筆 者 紹 介

能 勢 信 子……教 授・経営計測部門 経営学博士

下 條 哲 司……助教授・海事経済部門

定 道 宏……助教授・経営計測部門

伊 藤 駒 之……助教授・経営機械化部門

都藤希八郎｡．…講 師・経営機械化部門

生 島 芳 郎｡．…講 師・附属経営分析分献センター

民 野 庄 造…･･助 手・経営経理部門

内 田 幸 夫…･･･助 手・経営計測部門

米 花 稔･･･…福山大学教授経済学部 経営学博士
神戸大学名誉教授

杉 浦 一 平……和歌山大学教授経済学部

萩 野 典 宏……甲南大学助教授経営学部

布 上 康 夫……甲南大学講師経営学部



経 営 機 械 化 叢 書（既刊）目

第1冊 経 営 機 械 化 技 術 論

第2冊 会 計 機 械 化 研 究

第3冊 経 営 事 務 機 械 化 の 諸 問 題

第4冊 経 営 機 械 化 と 経 営 機 構

第5冊 経 営 機 械 化 と シ ステム研 究

第6冊 EDPSの発 展 と 経 営上の課題

第7冊 経 営 機 械 化 研 究 の 新 動 向

第8冊 デ ー 夕 処 理 と 情 報 検 索

第9冊 経営機械化と管理情報システム

第10冊 経営機械化システムの諸研究

第11冊 情 報 シ ス テ ム の 展 開

第12冊 電 子 計 算 機 室 の 構 造と管理

第13冊 経営機械化の発展とデータ処理

第14冊 経営機械化の発展と情報システム

第15冊 経営機械化の発展と情報検索

次

昭和27年刊

昭和31年刊

昭和35年刊

昭和36年刊

昭和37年刊

昭和38年刊

昭和39年刊

昭和40年刊

昭和42年刊

昭和43年刊

昭和44年刊

昭和47年刊

昭和47年刊

昭和48年刊

昭和49年刊

第16冊 経営・経済情報分析システムの新展開 昭和50年刊

わが国の経営機械化研究の展開･……………･･”･･…･……･…………･“､･･…･･･米 花 稔

経営・経済情報制御分析システムーBEICA- .…….….……………………米 花 稔

経営・経済データ・バンクとその制御システムーBEIC-…….．．…､…..…氏 野 庄 造
経営経済情報制御分析システムのデータ・バンクの統計資料について……能 勢 信 子

計量経済模型分析のためのプログラム・システムーSTEPS-……………杉 浦 一 平布 上 康 夫

定 道 宏
視覚プログラミング・システムーSPEED- ･ ･……….………...……………正 井 樹

HITAC-10の通信制御ﾓﾆﾀｰの開発"……………………………………鴨曜庚鶚
HITAC-10 (小型機)を端末機または衛星機とする利用方式と交信用""藍県 斎FORTRAN サブルーチンの開発

定 道 宏
HITAC-EDOS用簡易Job Control Languageについて………….…”… 正 井 樹

EDP部門平面の試作”.………….“……………………………………………都 藤 希八郎
く資料＞

民 野 庄 造
HITAC-8350システムおよびEDOS－JCLの一般解説……………………安 藤 昭 治

第17冊 現 代 情 報 シ ス テ ム の 研 究 昭和51年刊

オーストラリアにみる情報システムに関する若干問題一視察メモー………米 花 稔

STEPS FOILの構造．．．…….….………………･…….….………..…….．……杉 浦 一 平

基本統計処理システムーSIMPLE-ATLASS－ …………………“…….…民 野 庄 造
EDP部門の防災について．….….………...…………….….….………"…….都 藤 希八郎

く資料＞

社会科学とデータバンク ーその資料的側面一…………･“･……･･…………生 島 芳 郎
汎用簡易作表プログラムCROTABについて…….．…..…….….…….….､下 條 哲 司

都 藤 希八郎
BEICAシステムの初心者用利用マニュアルーSIMPLE-……………...…民 野 庄 造

SPSS利用者のための手引き･……..….…･……･………….…….………..….,定 道 宏
定 道 宏

企業財務デ･--タのコード表…”･…･･･……”……･……………･･…･……………民 野 庄 造



昭和53年3月25日発行 （非売品）

神 戸 市 灘 区 六 甲 台 町 2

編集者
神戸大学経済経営研究所発行者

神戸市生田区中山手通7丁目66

印刷所 有限会社 興 文 社

電 話078-341-4113 ･ 4740



KOBE UNIVERSITY

BUSINESS MACHINE SERIES No. 18一唖一
ｍ
一
電
恥

一
麺
睡

一
Ｍ
泥

一昨ｍ
一
㎡
麺

一
諏
皿

一
四
雌Ｏ

ｌ

ｅＶｅＤ

CONTENTS

Supplement on the Development of Management

Information System in Japan -1960' s－ …… ..... Minoru Beika

･… Nobuko NosseOn the Norwegian Microdata File System

On the Locational Distribution of EDPS

in Osaka City…….…..……….．…..……….....…… Kihachiro Tsudoh

Design and Construction of the Thesaurus of

Accounting Terms ･….….……….…..…….…….…. Yoshiro lkushima

Comment on Bazaraa Algorithm･……...…….…･･･….･･･Komayuki ltow

A Manual-free Program - On the DialogUe Cross

Tabulation Program - ……｡.…….…“.．．“”…･･･ Tetsuji Shimojo

Strategic Marketing Simulation System ………･…., Yasuo Nunokami

Tsunehirb Hagino

OPCON :Optimal Control Simulation Program ...…... Yukio Uchida

Syntax Description Language FOIL V-10…......………Ippei Sugiura

Sort, Edit, and List Files ……. ．… Shozo Tamino

How to lncorporate Matrix Operation in

Application Programs …･…．．…･……..‘ Hiroshi Sadamichi

THE RESEARCH INSTITUTE FOR ECONOMICS

AND BUSINESS ADMINISTRATION

KOBE UNIVERSITY

1978


	目次
	日本経営機械化史補論　―昭和40年代の特徴と課題―
	目次
	1．開題
	2．昭和40年代の推移概観
	3．情報システムのネットワーク的展開
	4．MISのその後の推移
	5．コンピュタリゼーションと日本的経営
	6．その他の若干点について
	7．むすび　―実態と情報について


	ノルウェーにおけるミクロ データ ファイル システムの現状と問題点
	大阪市におけるEDPSの分布について
	会計学シソーラスの設計と編成
	バザラのアルゴリズムに対する注釈
	A Manual-free Program　―対話型簡易汎用作表プログラム Dialogue-CROTAB―
	マーケティング戦略教育ゲーム　―SMSSの解説―
	Ⅰ．まえがき
	Ⅱ．マーケティング戦略教育ゲームの構造
	［1］経営構造
	［2］市場構造
	（1）外生的市場構造要因　―市場投入要因―
	（2）外生的市場構造要因　―市場既設要因―
	（3）内生的市場構造要因

	［3］意思決定システム　―企業投入要因―
	（1）経営方針
	（2）市場調査
	（3）価格
	（4）販売促進
	（5）研究開発
	（6）生産量
	（7）流通
	（8）資金運用

	［4］市場行動システム
	（1）企業有効販売促進と企業有効研究開発
	（2）マーケティング効果
	（3）産業需要創造効果と市場有効需要量
	（4）企業需要創造効果と企業有効需要量
	（5）小売交渉効果と有効市場在庫量
	（6）需給適合

	［5］経営成果システム
	（1）期末経営構造要因
	（2）期末財務構造要因
	（3）損益計算書
	（4）貸借対照表
	（5）経営分析
	（6）経営総合評価

	［6］市場成果システム
	（1）期末市場構造要因
	（2）市場構造分析


	Ⅲ．むすび
	参考文献
	〔付録Ⅰ〕　マーケティング･戦略教育ゲームのフローチャート
	〔付録Ⅱ〕　意思決定表
	〔付録Ⅲ〕　プログラム・リスト
	〔付録Ⅳ〕　実行結果

	制御シユレーション・プログラム　―OPCON―
	構文記述言語　―FOIL V-10―
	対話型書類管理システム　―SELF―
	はじめに
	Ⅰ．SELFの構造
	Ⅰ.1　SELFのシステム構成
	Ⅰ.2　基本事項
	Ⅰ.3　ファイル
	Ⅰ.4　システム環境

	Ⅱ．適用例　―刊行物発送管理（MAIL SYSTEM）―
	Ⅱ.1　データ定義
	Ⅱ.2　MAIL SYSTEMの処理パターン
	Ⅱ.3　操作例
	Ⅱ.4　各モードの操作例

	参考文献

	情報処理システムにおける行列演算の記述法
	執筆者紹介
	経営機械化叢書（既刊）目次



